
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。
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　でかいあくびをひとつする。

　ようやく寝つけた、と思ったらもう朝だったのだから…。お袋が朝飯を並べながら、苦笑いしている。

「どうしたの圭けい一いち。昨夜ゆうべは何時に寝たの？」

「十二時には寝たつもりだけど…、昨日は何だか寝つきが悪くてさ…。寝返りばかりでなかなか眠れなくて。」

「お祭りではしゃぎ過ぎて、興こう奮ふんして眠れなかったんでしょう。」

「ち、違うよ…！」

　ごまかしに、たくあんをバリバリと頰ほお張ばる。

　…昨夜の最後の最後で、詩し音おんに聞かされた音の話。…何だかどこか遠くの板の間で、子供が跳はねてるような、ドタンバタンという音の話。その話がいやに頭にまとわりついて、なかなか眠れなかったのだ…。

　聞こえるはずもない、あるいは取るに足らないどこか遠くの小さな梢こずえの音にまでびくびくした、…長い夜だった。

　こうして朝の日差しと小鳥の声を聞いていると、それがいかに臆おく病びょうなことだったのかよくわかるのだが…。…何となくすっきりしない朝だった。




　昨夜が快眠でなかったことは、登校の待ち合わせで会ったレナに開かい口こう一番で見破られた。

「圭一く～ん、おっはよ～！　あれ？　圭一くん、目が真まっ赤かだよ？　どうしてだろ？　だろ？」

「おぅおはよう。どういうわけか寝つきが悪くてな。そんなわけで今日は寝不足だ。…ふぁ～あ。」

「昨日のお祭りは楽しかったもんね…！　レナも興奮がなかなか冷めなくて、なかなか寝れなかったんだよ。だよ！」

　レナの場合、まだ興奮が冷めてないようだ。今朝けさも昨日に引き続きハイテンションなようだった…。

「こういうお祭りが何度もあればいいのにね！　またみんなで大盛り上がり。はぅ！」

「ん、あぁ、…そうだな。」

　レナに昨日の祭りの話をされ、忘れかけていた昨夜のことを全すベて思い出す。

　…祭さい具ぐ殿でんの中は、のんびりうららかな雛ひな見み沢ざわの日常とはあまりにかけ離れていた。そして、鷹たか野のさんにたっぷりと聞かされた様々な話…。

　毎年、綿わた流ながしの日に起こる謎なぞの事件。一人が死に、一人が消える奇き怪かいな事件。…その裏にちらつく、雛見沢の昔話。鬼おにヶ淵ふち村の恐おそろしい因いん習しゅうの数々。

　鬼の血が流れている村人。人食いの恐ろしい宴うたげ。そのための哀あわれな犠ぎ牲せい者を、人里からさらったという「鬼おに隠かくし」。そしてオヤシロさまの怒りを鎮しずめるための…生いけ贄にえの儀ぎ式しき。

　……他にも他にも。…思い出すだけでも陰いん鬱うつになる話がたくさんあった。

　そしてそれらの多くは、フィクションでなく、事実だったのだ。

　…だが、事実だったことを恐れる必要はないんだ。…それは昔のことなんだから。そう、昔の。

「魅みぃちゃん、遅いね。」

「え…？」

　いつの間にか、魅み音おんとの待ち合わせ場所に来ていた。…どうもだいぶ考え事に没ぼっ頭とうしてたみたいだ。

　待ち合わせ場所に魅音が先に来ていないのはそう珍めずらしいことじゃない。だから大たい抵てい、ここで少し待つことになる。

「この時間になっても来ない時は、先に行ってもいい約束になってるんだけど。…どうする？」

　レナは腕時計を見て、これ以上待つと駆かけ足じゃないと間に合わなくなると言う。

　魅音のやつ、一体どうしたんだ…？

　……その時、再び脳のう裏りに昨夜の不ふ吉きつな会話がいくつも蘇よみがえる。

　今年は誰だれが死んで、誰が消えるんでしょうね…。……ま、まさか……魅音…？

「どうするかな圭一くん。…もう行かないと遅刻になっちゃうかも。」

「……来るよ。学校を休むって電話があったわけじゃないだろ？　もう五分、待ってみようぜ。な？」

　レナは時計と俺おれを見比べ、ちょっと困ったような顔をしたが、すぐに満面の笑みで大きく頷うなずいた。

　うーん…。さらに五分待ったら、学校までは全力疾しっ走そうで行かないとまずいよな…。

　と、思った時、息を切らせながら走ってくる魅音の姿すがたを見つけた。

「魅ぃちゃ～～ん‼　遅い遅い～‼」

「はー！　はー！　…待っててくれたわけ？　さ、先に行っちゃっても良かったのに…。」

　…真っ赤な顔で、荒あらく息をつく魅音。…魅音の家はこの先をすぐのはずだ。そんなに疲れるような距きょ離りじゃないはずなんだが。

「……魅ぃちゃん、…ひょっとして、具合悪くない？」

　え？　…そう言えば…。…レナが魅音の前髪を搔かき分けて、その額ひたいに手を当てる。

「…レナの手、冷たいな。」

「魅ぃちゃん…ちょっとだけど熱あるよ？」

「そんな大たいしたことないよ。…半日もすればケロッと治っちゃうって。」

「本当に大だい丈じょう夫ぶかよ。…あんまり無理するなよ？」

「あれ？　圭ちゃん、気き遣づかってくれるの？　あはは…うれしいなぁ。」

　……いつもの魅音らしくない返答だ。…こりゃ重じゅう症しょうだな。

「む、無理しない方がいいと思うな。先生にはお休みだって伝えとくよ？」

「大丈夫大丈夫！　風か邪ぜ薬も飲んだし。すぐに効いてくると思うから。」

　魅音は無理に元気そうに見せて、力こぶを作るまねをした。

「じゃあ…行こうか。くれぐれも無理するなよ、って言いながら。…時間！」

「わ⁉　は、走らないと、ま、間に合わない～‼」

「あっははははは！　スリリングな朝になっちゃったねぇ。鈍なまった体にはちょうどいい活かつかもね！　走ろ！」

　おいおい…病人が張り切るなよ…！　だが、魅音は元気そうに駆け出していった。

「あいつ、体調悪いってのに朝っぱらからあんなに走って大丈夫か？」

「魅ぃちゃんだって最上級生だよ？　自分の体のことは自分で一番よくわかってるよ。」

　なるほど…。魅音が大丈夫だと言う内うちは、大丈夫ということにしておくか。

「よし、俺たちも行こうぜ‼」

　魅音の後を追って、俺たちも走り出した…。




　無事に俺たちは滑すべり込みセーフ。あとはのんびりのどかないつもの学校風景だった。

　うららかな日差しがぽかぽかと暖かく、寝不足にはとてもこたえる気けだるい時間…。熟じゅく睡すい競争なる競技があったなら、今の俺なら世界制せい覇はだな。

　こういうデンジャラスな状態の時にはシャーペンを逆さにして持つのがコツだ。…なぜかって？　寝ぼけてノートの上に、怪あやしい模様を描かないためだよ。逆さにシャーペンを持ってれば、そんなことにはならないだろ？

　ポコポコポコ！　ポコポコポコ！

　消しゴムのようなものが六つ、俺の頭にぶつけられる。

「いてててて、…何しやがる沙さ都と子こぉ！」

「わ、私は何もしてないでございますわ…！」

「お前以外にこんないたずら誰がするんだよ⁉　あ、消しゴムじゃなくてチョークか。……へ？」

　俺の背後に…まるでスケ番がカミソリでも持つように、両手に三本ずつのチョークを持った先生の影かげが……。ゴゴゴゴゴ……。

「前まえ原ばらくん。…お顔を洗ってらっしゃい。」

「あ、……は、はい、よ、喜よろこんで…！」

　その演出だけで充じゅう分ぶんに目は覚めたのだが…先生の迫はく力りょくに気け圧おされる形で、廊ろう下かに飛び出したのだった。

　同じ顔を洗うなら、暗い給きゅう湯とう室しつの流しで洗うより、表の流しを使ったほうが気分がいいかもしれない。…そう思い、昇しょう降こう口ぐちから表へ出た。

　日差しが強い。…とても六月とは思えない。夏の真まっ盛さかりと言われても信じてしまいそうになる太陽だった。そしてセミたちもどうやら同感らしく、本当の夏とまったく同じ合唱を聞かせてくれるのだった。

　蛇じゃ口ぐちをひねるとじょぼじょぼと景けい気きの悪い音をたてながら、ぬるい水がほとばしる。…しばらく出しっ放しにしたら、冷たい水になるだろうか。…そう思いながら、しばし放心する。

「やっぱ、圭ちゃんはこっちの流しを選んだか。表の方が気分いいもんね。」

「ん、…魅音か。…ふぁ～ぁ。授業、サボるなよな～。」

　流水に手を入れると、さっきまでのぬるさがウソのように冷えた水になっていた。

　それをすくい、バシャバシャと顔に叩たたき付ける。流しを譲ゆずると、魅音も同じ様にバシャバシャとやった。

「…魅音、風邪の方はいいのかよ。眠いのは寝不足じゃなくて、風邪薬の副作用なんだろ？」

「ん？　…あはははは、実は内ない緒しょなんだけど…、昨日はお祭りのあとで親しん族ぞくの宴えん会かいに巻き込まれちゃってさ。それで…チョイッと。」

　チョイッと。コップを傾かたむけるようなジェスチャー。……ってことはお前、風邪なんじゃなくて…、

「ふ、二ふつ日か酔よいかよー⁉　お前、歳としはいくつだー‼」

「なはははは…！　勘かん弁べんしてよ。体調が悪いのは本当なんだからさー。」

　…体調が悪いのは同じだろうが。風邪と二日酔いじゃ、その扱あつかいは全然違うぞ。

「心配して損そんしたぞ。ったく…魅音らしいというか何というか…。」

　魅音は頭をポリポリと搔いてみせた。…具合が悪いのは事実だろうが、二日酔いだとわかればそんなに心配はいらない。時間と共に快方に向かうんだからな。

「あ、でも頭がガンガンするのは本当。だからさ、さっき先生に早そう退たいしていいって言われちゃった。」

「あ、ずるいヤツ…！　じゃあ魅音は、もうこれで帰りなのか？」

　言われてみれば、魅音はカバンを持っていた。このまま帰るつもりらしいな。

「うん。申もうし訳わけないけどね。今日は家で大人おとなしく寝させてもらうわ。…部活、できなくて申し訳ないね。今日は圭ちゃんがリーダーってことでやってくれない？」

「……多分、無理だと思うぜ。俺たち、部活は全員揃そろった時しかやらないっていう暗あん黙もくの了りょう解かいがあるだろ。魅音がバイトに行ってる時は、いつもそのままお開きだったんだぜ？」

　気なんか遣わなくていいのに、そう言って魅音は苦笑いした。

　でも、どんなに楽しく盛り上がっても、それを共有できない仲間に悪いと思うのは、本当に素す晴ばらしい友情の証あかしなんだと思う。そういう意味で、魅音が作り上げた部活というのは、素晴らしいものなのだ。

　そうしてる内に、洗せん顔がんで濡ぬれていた顔はすっかり乾かわいてしまった。…そう言えばお喋しゃべりが過ぎたかな。そろそろ教室に戻らないとまずいかもしれない。

「じゃあな。俺は教室に戻るぜ。帰りは気をつけろよ。ふらふらして、側そっ溝こうや用よう水すい路ろに落ちるなよ。」

「あははは、圭ちゃんこそ犬の糞ふんを踏ふまないようにねー！」

　互いに手を振り合い、それを別れの挨あい拶さつとした。俺も教室へ戻るかと踵きびすを返した時、その背中を魅音が呼び止めた。

「あ、…そうそう、圭ちゃん。」

「なんだー？」

「変なこと聞くけど、深く考えないで答えてね。」

「そりゃ、内容によりけりだな。」

「昨日の綿流しの晩さ。…富とみ竹たけさんと鷹野さんに会わなかった？」




　……ぎくりとして体が強こわ張ばった。

「富竹さんと鷹野さんはわかるよね？　ほら、圭ちゃん、お祭りの前日準備の時、詩音と一いっ緒しょに四人でお話ししてたでしょ？」

「あ、……あぁ、わかるよ。カメラ持ってる富竹さんと、看かん護ご婦ふの鷹野さんだろ？」

「そう、その二人。………会わなかった？」

　あの晩の、祭具殿に忍しのび込んだことは、できるなら早く忘れたい。…だからこそ、あの場に居合わせた人たちの名前が出ることが、何だか不ぶ気き味みで嫌いやだった。

　…それよりも。…どうして魅音は…そんなことを、俺に聞くんだろう…？

　即そく答とうできず、魅音の目をじっと見てしまう…。…魅音の、会わなかった？　という問いが、質問なのか、会ったことを知った上での詰きつ問もんなのか、…読みきれない。

「……さ、…さぁ…どうかな。…会ったような会わなかったような…。」

　曖あい昧まいな返事が魅音を不ふ愉ゆ快かいにさせているのは明めい白はくだった。……魅音が俺から、どんな答えを期待していたのか…知る術すべはない。

「…………そう。じゃあもうひとつ質問ね。同じく昨夜。詩音に会わなかった？」

　再び、心臓が飛び跳ねる。……魅音の言葉の裏に潜ひそむ、小さな針はりがチクリと刺さした。

「…それ、…昨日も聞いたよな？　…俺、会ったかどうかわからない、って答えたと思ったぜ…。」

「ん、そうだっけ？　…また改めて聞いたら、違う答えが返ってくるかなって思ってさ。」

　魅音の眼まな差ざしに…いつの間にか得え体たいの知れない、何かが宿っていた。

　富竹さんに鷹野さん。そして詩音。…そして、それを俺に聞く。

　……間違いない。…昨夜、祭具殿に忍び込んだ四人…全て。…で、でも…だから、何だってんだ⁉　別に祟たたりがあるわけでも……！

　…そうだよ。祟りなんかないって、祭りの前日に詩音も鷹野さんも言ってたじゃないか。…祟りよりもむしろ、村人の仕し業わざだって…。

　…………………………血が凍こおる。

　魅音は、…ほぼ間違いなく、…俺が、俺たちが、祭具殿に忍び込んだことを知っている…？

　それを不ふ思し議ぎがることはない。……思い出せば、灯あかりのスイッチを押すという致ち命めい的てきなミスを昨夜、俺が犯おかしてる。…その一いっ瞬しゅんの灯りを、俺を探していた魅音が見かけて、様子をうかがっていた…なんてのは想像に容易だ。

「……本当に会ってないんだね？」

「ど、どうして会ったかどうかを、そんなに気にするんだよ？」

「大したことじゃないの。…富竹さんと鷹野さんと、詩音と圭ちゃんをね。…悪く言ってる人たちがいるの。……何が悪いんだかはよく聞いてないんだけどね。」

　嫌な汗がじっとりと腕を伝つたい…指先からポタポタと垂たれる音が嫌にうるさい…。

「私、圭ちゃんが悪いことをするなんて信じてないから。…でも、ちょっとだけ聞いてみたかったから、聞いてみたの。…不愉快な思いをさせて、ごめんね？」

　……何も返事をすることができない。…そういう反応が、如にょ実じつに真実を物もの語がたってしまっているに違いないのに…取り繕つくろうことができない。

「圭ちゃんは富竹さんとも鷹野さんとも、そして詩音とも一緒じゃなかった。……そうだよね？」

「………あ、………あぁ。」

　苦しい息の中から、やっとひねり出した俺の返事に、魅音は少し表情を緩ゆるやかにした。

「……よかった。私、言っとくね。圭ちゃんは何も悪いことには加わってないって。…みんなにちゃんと言っておくからね。」

　…あぁ…言っておいてくれ。…俺は別に…何も悪いことはしてないって。…みんなに…ちゃんと。……みんな。……みんなって…誰だよ…？

「じゃあね。明日は元気になってるから！　バイバイ！」

　ま、待てよ魅音‼　みんなって一体…‼

　その時‼　俺の首くび筋すじに、冷え切った手が当てられるッ！！！！




「こぉら！　遅いですよ前原くん。顔を洗うだけなのに、時間がかかり過ぎです！」

　……先生だった。…俺があまりに遅いので、呼びに来たのだろう…。

「あ、すみません…。つい魅音とお喋りを……。」

　振り返ると、当の魅音はいつの間にか校庭を横おう断だんして、もう門のところにいた。

「さ、お勉強に戻りますよ！　早く早く。」

　先生に促うながされ、昇降口に戻る。…もう一度振り返った時、魅音の姿は完全に見えなくなっていた。




　教室へ戻ってくると、仲間たちが話しかけてくる。

「……圭一、今日はずーっと元気がないのです。」

「昨日、大はしゃぎし過ぎたからに違いありませんわー！」

「迷まい子ごになって、目を真っ赤にさせて半泣きしてたヤツに言われたくねー。」

「あ、あははははは～‼　ゆ、昨夜の沙都子ちゃん、か、かぁいかったよ！　はぅ～‼」

　どうも、みんなは俺が寝不足だけの理由で調子悪そうにしているわけではないことに気付いているようだった。何か気落ちしているので、元気付けようとがんばってくれているようだった。…だが、気は晴れなかった。

　自分で思っているよりも遥はるかに。……俺は昨夜、とんでもないことをしてしまったんじゃないだろうか…？　そんな思いに、今日一日が終わるまで…ずーっと苛さいなまれた。




「…じゃあね、圭一くん。また明日ね。」

　気付けば、いつの間にか自分の家の前だった。

「……魅ぃちゃんも風邪だったみたいだけど、…ひょっとして圭一くんもなのかな？　かな？」

「え、……大丈夫だよ。こう見えても、風邪知らずなんだぜ？」

「でも、魅ぃちゃんも圭一くんも、今日は具合が悪そうだし…。」

「…気にしてくれてありがとな。大丈夫！　バカは風邪引かないんだぜ。」

「そっか。じゃあレナも風邪はひかないね。あはは、お大事にね！」

　レナは笑って手を振りながら、去って行った。

　…ふぅ。…肩で重い息を吐はきながら玄げん関かんに入った。すると帰ってきて早そう々そう、お袋に呼ばれる。

「何？」

「圭一。悪いんだけど、図書館に行って本を返してきてくれない？」

「…えー、面めん倒どうくさいなぁ…！」

「お父さんもお母さんも、今ね、ちょっと電話待ちをしてるところで家を空あけられないの。返へん却きゃく期限も今日までだし、お願いできない？」

　……やれやれ。親おや父じの仕事の絡からみかな？　仕事の話を持ち出されたら逆さからいようがない。

「仕方ないなぁ。…でも俺、図書館がどこにあるか知らないよ。」

「あら、知らないの？　興おきの宮みやの駅前をちょっと進んで…、」

　その時、電話が鳴った。両親の顔が一気に険けわしくなる。…お袋が受話器をひったくった。その様子から、どうも仕事上で相そう当とうデリケートな電話を待っているらしいことがうかがえた。

「もしもし！　前原です。……………はい？　はい。おりますけど。」

　その受話器が、今度は俺の鼻先に突つき出される。

「圭一に電話よ。早めに終わらせてね。」

　誰から、と聞こうとしたが、それは電話の向こうの相手に直接聞いた方が早い。

「もしもし。」

「あ、…園その崎ざきの妹の方です。こんにちは。今はお時間、大丈夫ですか？」

　詩音だった。…姉は二日酔いだったのに、妹の方はケロッとしている。

「詩音か。魅音と同じで、今日は二日酔いで寝込んでるんじゃないかと思ったぜ。」

「え？　お姉ねえ、二日酔いなんですか？　あっはははははは！　お姉らし～～！」

　和なごやかに談だん笑しょうしてしまったが、お袋が早く電話を終わらせろという顔で睨にらんでいる。

「……とと、…ごめんな。ちょっと親が電話待ちをしてるんで、そんなに長話はできないんだ。…何の用だ？」

「…お話ししたいことがあったんですけど…長電話が無理じゃ仕方ないですね…。」

　少し落らく胆たんしたような口く調ちょうだった。

　…しかし、詩音がわざわざお話ししたいことって何だろう。興味はあった。

「じゃあさ、会って話をしないか？　ついでに図書館にも案内してもらえるとありがたい。」

「図書館って、駅前の市立図書館ですか？　別にいいですよ。バイトのついでってことで。」

「じゃあ、いつも魅音と待ち合わせてる場所、わかるか？　園崎家への小道のある水すい車しゃ小ご屋やの、」

「あ、圭ちゃん。言ってませんでしたっけ？　私、雛見沢の本ほん家けじゃなくて興宮の家に住んでるんですよ。だから待ち合わせ場所は、興宮の駅前なんかにしてくれた方がうれしいんですけど。」

　本家？　興宮の家？　……そう言えば、園崎姉妹って、何となく疎そ通つうが取れてないと常つね々づね思ってたんだが…住んでる家が違うんだっけ？　そう言えばレナも、遊びに行って妹なんかに会ったことがないって言ってたよな。

「じゃあ駅に集合な。すぐに行くよ。じゃ！」

　受話器を置くと、すぐにお袋が分ぶ厚あつい文庫本を鼻先に突き出してきた。…長ちょう編へん推すい理り小説が六冊さつ。…お袋も好きだなぁ。

「圭一、よろしくね。お夕飯までには帰るのよ。」

「へーい。んじゃ、行ってくるよ。」

　取り敢あえず、着き替がえと自転車のカギだ。俺は自室への階段を上のぼって行った。





市立興宮図書館






　詩音は先に来て待っててくれたので、合流はとてもスムーズだった。

「魅音と違って、詩音は待ち合わせ時間を守るなぁ…。しみじみ。」

「あはははは。お姉を標ひょう準じゅんにされるといろいろと困ります。」

　ん？　詩音も、何となくふらふらなような。…こいつも魅音同様、昨夜は飲んだな？

「お前も昨夜は飲んだだろ。隠しても無む駄だだぞー。で、学校を早退したに違いない。」

「残念でした。私はそもそも、今日はズル休みしてますので。私、お姉より要よう領りょういいですから。」

　おいおい…。学校をズル休みするのを要領いいとは言わないと思うぞ…。

「じゃ、先に用事を片付けます？　時間もそんなにないですから。…図書館へ行くんですよね。」

「あぁ、頼むよ。お袋の借りてる本の返却期限が今日までらしいんで。…図書館は遠いのか？」

「すぐ近くですよ。」

　詩音の言うとおり、図書館の案内看板はすぐに見つけられた。

　こんなにわかりやすいところにあるなら、詩音にわざわざ案内してもらうまでもなかったな…。

　ちょっと通りを曲がると、その建物はすぐに見つかった。

　鹿しし骨ぼね市立図書館。

　田舎いなかの図書館だからと期待していなかったのだが…なかなか大きい。

　実際には一階はお役所になっているので、二階部分だけが図書館なのだが、それでも蔵ぞう書しょの数はかなりありそうだった。

　自動ドアをくぐるとエアカーテンの涼すずしさが迎える。

　表に充じゅう満まんしているセミの声は完全に遮さえぎられた静かな館内。本にとって理想的なコンディションに保たもたれた空くう調ちょう。あと、古こ書しょ独どく特とくのカビに似た匂におい…。

「…どこの図書館も似たようなもんだな。」

　一点違うところがあるとすれば…受験軍団が席を埋うめていない点くらいかな。かつてその内の一人だったことが今では遠い昔のようだ。

「すみません、本の返却に来ました。」

　返却の手続きを済ませ、お袋の貸かし出だしカードを返してもらう。

　詩音はあまり図書館には来ないタイプなのか、興味深そうに、本ほん棚だなの間を行ったり来たりしていた。

「…悪いな、お待たせ。終わったよ。」

「図書館って、涼しくていいところですね～。私、将来は図書館で働きたいです。」

「地じ味みというか堅けん実じつというか……姉と比べるとずいぶんとささやかな希望だな。」

　魅音なら、国際商社のバリバリ社員とか、とにかく世界を縦じゅう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐる派手な職業を希望するに違いない。それに比べると詩音のその夢は…何とも微笑ほほえましいものだ。

「まぁ、互たがいの持ち味を大切にしたいですよね。私たち、分身じゃなくて、詩音と魅音という、ちゃんとした異なる個人なんですから。」

「…双ふた子ごは双子なりに、いろいろと考えてるんだな。でも楽しそうだぜ。…俺には兄弟はいないから、家には俺以外は親しかいない。窮きゅう屈くつなもんだよ。」

「私だってそうです。お姉とは一緒に住んでるわけじゃないですから。」

　そう言えば、そんなことを言ってたっけ…。でもどうして？　姉妹で別居なんて珍しい。

　歩きながら話をするのも疲れるし。…結局、ひと気けのない休きゅう憩けいコーナーでお喋りをすることになった。

「あははははは。えぇ。お姉は本家に、私は興宮の家に住んでるんです。」

「本家って何だ？　…ずいぶんと、立りっ派ぱな響ひびきがあるけどな。」

「本家は本家です。園崎家の本家。お姉は跡あと取とりだから、婆ばっちゃと一緒に住んで、いろいろと当とう主しゅとしての修行をさせられてるみたいです。」

　魅音が…当主？　何だか似に合あうというか、似合わないというか…。

「圭ちゃんは引っ越してきたばかりでしたよね。…自分で言うのも何ですけど、園崎家って、ここいらじゃ結構、名家なんですよ？」

「え、…本当かよ？」

　魅音や詩音の、あまりに気さくな雰ふん囲い気きは、とても名家という言葉とは結むすびつかない。その言葉が本当なら、魅音や詩音はそこのお嬢じょう様さまだってことになる。

　詩音が言うには、…園崎家というのは元もと々もと、雛見沢の旧きゅう家かだったが、戦後にいろいろな事業で成功して大きく勢力を伸のばしたらしい。

「園崎家はですね、親族全体で助け合う土ど壌じょうがあるんです。…今の当主の婆っちゃが築きずき上げたんですけどね。」

　ひとりの親族の事業を助けるため、親族全体が様々なバックアップをする…。それは園崎家という大きな会社・生き物のようだった。

　税ぜい法ほう上のトラブルを潜くぐり抜け、豊富な資金力で次々と親類は事業に成功。

「興宮の町を歩くことがあったら、看板とかをよく見て下さい。園崎の親族が経けい営えいしてるお店ってとても多いんですよ。」

「…言われてみれば…。例のおもちゃ屋も、親類の人が経営してるみたいだったなぁ。そう言えば、エンジェルモートも親類の人が経営してるんじゃないのか？」

　…俺の知ってるほんのわずかの店ですら、園崎の一族が関わっているとは…。さすがに驚く。

「特に金きん融ゆう・不動産関係は強いですね。あと、商しょう工こう会かい議ぎ所しょの役員も何割かは園崎姓せいか、その親類が就ついてます。興宮一いっ帯たいを票ひょう田でんに、市議会議員と県議会議員にも園崎がいますし。」

「……ちょっと待て。…なんだか…すごい話になって来たぞ。」

　興宮の町中に親類が経営する店があって、特に金融・不動産に強い…？　しかもその上、商工会議所の役員の何割かが親類で、しかも地元選出の議員までいて…。

「…ひょっとして、……園崎家って、この辺あたり一帯じゃ…すごいんじゃ…？」

「えぇ。すごいんです。んっふっふっふ！」

　突とつ然ぜん、タバコをくわえた太ったおっさんが話に割り込んできた。

　…あれ…このおっさんは確か……。

「どうも！　こんにちは。今日はデートですかな？　羨うらやましいですねぇ。」

「そうだと思ったら邪じゃ魔ましないでほしかったですね。大おお石いしさん。」

　そうだ。警察の大石さんだ。…以前、不ふ良りょうに絡まれたときに助けに来てくれたのもこの人だったと思う。祭りの準備の日にも会った。………そう言えば、魅音とは仲が悪そうだったな。

「いえいえ、すみません。知ってる声が聞こえてきたので、ついつい。」

　悪びれた様子もなく下げ品ひんに笑う大石さん。…それを見る詩音には、魅音が見せたほどの嫌けん悪お感かんはないようだった。

「前原さん、でしたよね？　あなたもタフな人ですねぇ。園崎姉妹を二ふた股またかけるなんて。」

「いや…そんな…、二股だなんて…。」

　同意を求めたくて詩音に振り返ったが、にやにやと笑うだけで助たすけ舟ぶねを出してはくれなかった。

　詩音の目線が泳ぐ。…その先には時計があった。

「あ、ごめんなさい圭ちゃん。…私、もうバイトの時間なんです。」

「え？　あ、…そうなのか？」

　そう言えば…、今日は詩音、何か話があるんじゃなかったのか…？　でも…変なおっさんはいるし…。

「うん、また今度…。あ、バイトが終わったら電話します。夜なら電話、大丈夫ですよね？」

「あぁ。大丈夫だと思う。」

「じゃあ、今夜電話しますので、その時に。じゃ！」

　そそくさと、逃げるように詩音は駆けて行ってしまった。…大石さんが俺の脇わきでにこにこと手を振っている。……何だか俺をダシにして逃げたような感じがしなくもない。…本当にバイトがあるのかも怪しいな…。

「…園崎のご令れい嬢じょうとこれだけ親したしくできるなんて、前原さんもなかなかの大おお物ものですねぇ。私も口の利きき方を改めた方がいいかもしれません。んっふっふっふ！」

　大石さんは何だかとんでもないことを言いながら、カップコーヒーの自動販売機に小こ銭ぜにを入れていた。

「アイスティーでいいですか？　ミルクは入れます？」

「え⁉　あ……いえ、」

「じゃあ入れますよ？　ハイ、どうぞ。」

　ぽかんとしてる内に、氷がたっぷり入ったアイスティーのカップを渡される。

　…こんなおっさんに、飲み物をおごってもらう義ぎ理りなんかないはずなのだが…。でも…一応、おごられたのでお礼れいを言っておく。

　大石さんは退たい屈くつしのぎなのか、大して縁えんがあるわけでもない俺に、何だかいろいろと下くだらない話をしてきた。…本当なら詩音と話をしていたことを思えば何でこんなよく素す性じょうも知らない警察のオヤジと談だん話わをしてなきゃなんないんだ。詩音は俺を残してとっとと逃げちまうし。とんだ災さい難なんだった…。

「前原さんは園崎さんのことをどれくらいご存知で？」

「……さっき聞いた以上のことは何も。」

　魅音も詩音も、面おも白しろいヤツだという以上のことはさっきまで何も知らなかった。何だか大層な一族のご令嬢だなんてことも、本当に初めて知った。

「園崎家はこの地域一帯を牛ぎゅう耳じってるヤクザ屋さんです。ちなみに彼女のお父さんは、園崎組というこの辺りじゃ知られたヤクザの親おや分ぶんさんですよ。ご存知でした？」

「え…？　園崎組って…、」

「詩音さんの自宅をご存知ないんですか？　高い塀へいに有ゆう刺し鉄てっ線せんと監かん視しカメラで守られた、典てん型けい的なヤクザの組長宅ですよ。今度ぜひ遊びに行ってみてください。」

「…………………………。」

　魅音は跡継つぎだとか言ってたけど……まさか…そのヤクザの…？

「いえいえいえいえいえ。まさかまさか。園崎魅音さんが継ぐのはそんなチンケなヤクザ組織だけじゃありません。彼女が継ぐのは園崎家そのものですよ。……その辺りの意味、ちょっと嚙かみ締しめていただけますかな？」

　大石さんは終しゅう始し、茶ちゃ化かすような言い方をしていたが、その話の内容は茶化すどころか……にわかには信じられないような話だった。

「魅音さんがその気になれば、往おう来らいの真ん中で人殺しをしたって、もみ消せちゃうかもしれないんですよ。証しょう人にんは現れないだろうし、警察にだって圧あつ力りょくをかけられますし。」

「み、魅音は人殺しなんかしないぞ…！」

「なっはっはっは…、しませんしません。ものの例えですよ。」

「…えっと…大石さんでしたっけ？　名前。」

「えぇ、そうです。」

「大石さん。…魅音の家が何だろうと、魅音は俺の誇ほこれる最高の友人です。それをあまり貶けなすような言い方は好きになれないですね。」

　静かな怒りを眼差しに乗せ、睨にらんでやる。…もっともこのつかみ所のない男にはそれが通じたかどうかは怪しい。

「ではざっくばらんに。…その魅音さんに、いくつかの事件の嫌けん疑ぎがかかっているとしたらどう思います？」

　事件の嫌疑⁉　とんでもないことを言い出すにも…限げん度どがある！

「何かの誤ご解かいに決まってるじゃないですか！　魅音は物ぶっ騒そうなことを言うヤツだけど…そんな、悪いことをするようなヤツじゃない‼」

「前原さん、お静かにお静かに…。ここ、図書館ですから。」

　大石さんがシーッとやるが、俺の昂たかぶった興奮は簡単には収まらなかった。

「…落ち着いて下さい。さっきも申し上げました通り、園崎家は良い意味でも悪い意味でも、この辺り一帯で強い力を持っているんです。ですから、ちょっと何かあるとすぐに疑いがかかってしまう。…その辺をご理解いただきたいのですよ。」

　……まぁ…大石さんの言いたいことはわかる。

　さっきの詩音の話も加か味みするなら、園崎家は雛見沢から興宮までを牛耳る大一族なのだ。

　そして魅音は、その一族の跡取りで、一族全体に強い影響力を持つらしい。

　だが…だからと言って、魅音を何かの事件で疑うなんて‼

「ですから、私だって仕事で仕方なくやってるんです。魅音さんを疑うためでなく、魅音さんの疑いを晴らすために捜そう査さをしている……そうお考えいただきたいのです。」

　…うまい言い方をする人だなと思った。汚い大人おとな、狡こう猾かつな大人の典型みたいな人だ。

　この頃になると、大石さんとの出会いは偶ぐう然ぜんではなく、…意い図と的なものだと気付き始めていた。

「……大石さん、ひょっとして俺に用なんですか？」

「えぇそうですよ。前原圭一さん。」

　あっけらかんとした口調でそう答えた。何度か会っていたので互いに面めん識しきはあるつもりだったが、それでもフルネームで呼ばれるとぎょっとしてしまう…。

「…何かの事件で魅音を疑っていて、その友人の俺に何か聞きに来た。…そういうことですか？」

「いえいえ、違います。私は園崎魅音さんの友人と話をしにきたのではなく、前原圭一さんに話をしにきたのです。ご自宅に直接お伺うかがいしたらご迷惑でしたでしょうからね。」

「俺に……？　警察が何の用だって言うんですか…？」

　この偶然を装よそおったコンタクトが、俺個人を狙ねらい撃うちしたものだとわかり、急に気き味みが悪くなる。

「なっはっはっは。そんなに構かまえなくて大丈夫ですよ。肩かたを楽にして、ちょっと質問に答えてくださるだけでいいんです。」

「それって…職しょく務む質問ってヤツですか…？」

「偶然知り合ったオジサンとの世せ間けん話ばなしってことにしましょう。んっふっふっふ！」

　大石さんはリラックスしたムードを演出しようと、砕くだけた言い方をする。…だが、瞳ひとみの奥おくに見え隠れする光には鷹たかのような鋭するどさが宿っていた。

　この場を無理に逃げ出そうとすれば、このおっさんは本当に俺を連れん行こうして取とり調しらべ室しつみたいなところへ連れて行くかもしれない。……それはたまらなく嫌な想像だった。

「…昨夜は綿流しのお祭り、盛大で楽しかったですねぇ。」

「はぐらかさないで下さい…！　今さら世間話なんかされても…、」

「昨日の綿流しの晩。…富竹ジロウさんと鷹野三み四よさんにお会いしませんでしたか？」




　体がびくりと震ふるえるのが、自分でもよくわかった。似たような質問を、今日、受けたばかりの気がする…。

「あれ……写真はどこにいっちゃったかな。…あぁ。あったあった。」

　手帳を開き、二枚の写真を出す。…見るまでもなかった。

「さ、…さぁ…。どうでしょう…。会ったような会わなかったような……。」

　今日、これと同じ質問を二度受ける。…そして俺は、二度目もまた同じ答えを口にした。

「あれ。記憶が曖昧ですか？　まさかアルコールが入っててよく覚えてないなんてのはナシにして下さいよ。んっふっふっふ！」

　これもまた……魅音に質問された時と同様。…俺の曖昧な答えを、不快に思っているのがよくわかった…。大石さんは笑っているが、昨日会ってたことはわかってる、はぐらかすな。…そう言っているように聞こえた。

　しかしどうして…魅音と同じことを…俺に聞くんだ…？

　詩音とお喋りすることで少しだけ忘れることができていた、今日一日の暗い気持ちが一気にぶり返す。

　……神聖な祭具殿に忍び込んだ、バチ当たりな行為。…それはちょっとした出で来き心ごころで…、今さらだが…反省しているつもり……。

　だが、そんな口に出せないうじうじとした反省の気持ちなど誰に伝わるわけもない。

「もう一度、お聞きしますよ。…昨夜のお祭りで、富竹ジロウさんと鷹野三四さんにお会いしませんでしたか？」

　口調は穏おだやかだったが…、明らかにさっきとは違う、凄すごみが込められていた。……怖い。率そっ直ちょくにそう思う。

「…っと…、繰り返し聞かれても……こ、答えはさっきと同じ、です……。」

　よく覚えていない。…これほど都つ合ごうのいい答えはほかにない。…会わなかったとウソをつく勇気もないし、…会ったと認められる勇気もまたなかった…。

「そうですか。……改めて聞けば、さっきとは違う答えが返ってくるかなぁと思いましてね。」

　その言葉も魅音とまったく同じ。もう怖くて…大石さんの目を見ることもできなかった。

「では質問を変えます。…ほら、前原さん。リラックスリラックス。」

　大石さんが、肩を摑つかんでぐいぐいと揉もむように力をかけてくる。…痛いだけだった。

　しかし………どうして…魅音と同じことを聞くのだろう。……魅音とまったく同じことをまだ聞いてくるなら、次の質問はきっと…、

「同じく昨夜のお祭りなんですが、園崎詩音さんにお会いしませんでしたか？」

　………カラカラカラ。…何の音かと見下ろすと、俺が両手で握り締めているカップの中の溶け残った氷が音を立てていた。…震える両手が、氷を揺ゆらして音を立てているのだ。…それに気付き、慌あわてて残った氷を口に入れ、ガリガリと嚙み砕く。

「……す……すみません……。会ったかもしれないですけど……ほら…、魅音にそっくりですから…。……魅音と見み間ま違ちがえてるかも……。」

「なっはっはっは。…そんなわけはないでしょう？」

　突然、大石さんは俺の両肩をぐっと摑むと、目が合うようにわざわざ屈かがみこんできた。

　…ヘビに睨まれたカエルというのは…こういうものなのか。目を逸そらしたいのに…逸らせない……。射い抜ぬく眼がん光こうというものを…生まれて初めて経験する…。

「魅音さんも詩音さんも、服装は全然違うんですから。そう簡単に見間違えるはずはありませんよ？　前原さん。」

　口調が厳しかった。……魅音にされたのと同じように、厳しかった。

　自分の動どう悸きが激しくなるのがわかる。…それが肩を摑んだ手に伝わって、感じ取られているのがわかり、さらに恐ろしかった。

　…どうして…どうして、魅音も大石さんも…昨夜のことを聞くんだ…？

　祭具殿に忍び込んだことが……そんなにも……、………ぅ…………。

　…鷹野さんの口くち車ぐるまになんか乗せられなければよかった。富竹さんが見てきなよ、なんて気さくに言うから…つい。……詩音だって…俺に勧すすめなければ……。

　いや、…わかってる。一番悪いのは自分自身だった。……変な好こう奇き心しんなんかに負けず、禁きん断だんの祭具殿に入らなければよかったんだ……。

「大石さん。蛍ほたるの光っす。」

　休憩コーナーに、スーツの若い男性が入ってきた。…雰囲気から、大石さんの部下か何かだとすぐわかる。

「ん？　ありゃあ、本当だ。もう閉へい館かんなんですねぇ。」

　言われるまで気付かなかった。…いつの間にか、閉館を知らせる音楽とアナウンスが流れていた。

　…そんなのも耳に入らないくらい、焦しょう燥そうしきり打ちのめされていた。

「じゃあ前原さん。もうこんな時間なんで、私たちは失礼させてもらいます。このお話は、もっと時間のある時に、のんびりといたしましょう。」

　……冗じょう談だんじゃない。二度とごめんだった。

　大石さんは、部下を伴ともなうと、休憩コーナーを後にした。……と思った矢や先さきに、ぐるっと振り返る。

「そうそう前原さん。」

「…な、……何ですか…。」

「さっきさせてもらった二つの質問ですが。…どちらの回答も、よく覚えてない、でしたよね？」

「………ぇ……、は、はい………。」

「参考までに。…あなた、昨日、全員にお会いしてますよ。四人で楽しそうに歩いてたじゃないですか。……石いし段だんのところで。私がこの目で見てますから。」

「ぅ………………、」

　…息が詰つまって、心臓が止まりかける。……何て嫌らしい男なんだ。…この男は…知ってて…俺を試ためしたのか…。

「ではまたお会いしましょう。よいお年を。」

　カツカツという、革かわ靴ぐつの踵かかとが鳴らす音が完全に聞こえなくなるまで…俺は石のように、動くことができなかった…。




　自宅への帰り道。

　………ひぐらしの鳴き声が、寂さびしげな夕方をさらに際きわだたせていた。

　……自分が思う以上に、長い時間が経たっているようだった。

　夕方の空の橙だいだい色いろは、東の空から迫せまる暗い群ぐん青じょう色に少しずつ追い立てられている。

　雛見沢へ続く、ゆるく長い上り坂に疲れ果はて、…いつしか自転車を降り、押しながら歩いていた。

「………………………………。」

　何が何やらわからない…。……誰も、俺に面と向かって、お前は悪いことをした！　と罵ののしったわけじゃない。

　…いや、…むしろ、そうだった方がよほど気が楽だったかもしれない。

　昨日の出来事は…本当にちょっとした好奇心。…赤信号もみんなで渡れば怖くないといった程度の…本当にささやかな悪いた戯ずら程度のつもりだった。

　神かん主ぬしの一族しか入ってはいけない神聖な、祭具殿。

　確かに中には、想像もしたことがないような恐ろしいものがたくさんあった。…だが今になって思えば、中にどんなものが納おさめられていたからといって、俺が犯したことが正せい当とう化かされるわけじゃない。

　…魅音は、俺たち四人のしたことを…知っているようだった。…そして、どういうわけか警察まで、俺たち四人のしたことを知ろうとしていた。

　そんなにも…悪いことをしてしまったのだろうか……。

　そうさ。…悪いことに程度なんかない。…俺は悪いことをした。それだけが事実なのだ。

　…なのに、それを認めることも出来ず、魅音にも大石さんにも、謝あやまらず、曖昧に言い逃のがれをするだけ…。

　俺は昨日、悪いことをしました。…入ってはいけない祭具殿に、ちょっとした悪戯心で踏み入ってしまいました。そこで見たものは全部忘れます。そしてもう二度とこんなことはしません。……ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい。

　そう謝ったら、……許ゆるしてもらえるのだろうか…。

　急に冷えだした夕方の空気はそんな感かん傷しょうすらも許さず、一いっ刻こくも早く家へ帰るようにと、容よう赦しゃなく足元を冷やすのだった…。

　…でも結局、夕方の空気は正しいのだ。

　こんな寂しい道をとぼとぼと帰りながら、いくら後こう悔かいを重ねたって、何も変わらない。

　帰ろう。帰って自分の部屋へ戻って、お気に入りの音楽でも聴ききながら布ふ団とんに入っていよう。…そんな一いっ見けん地味なことが、今日はきっと一番に感じるに違いない。

「……………………ふぅ…。」

　そうと決まったら、こんなところをもたもたと歩いていても仕方がない。自転車にまたがる。

　ペダルをきつく漕こぐ。どんどん踏み込む。ぐんぐん速度を上げる。

　切る風が容赦なく冷たかったが、それが自身へのささやかな罰ばつになる気がして、むしろ心ここ地ちよかった…。





今年の祟り






　夕飯はあまり箸はしが進まず、早々にご馳ち走そう様さまをして自室に戻っていた。

　階かい下かから、お袋の呼ぶ声がする。

「圭一～。電話よー。園崎さんからー。」

　園崎？　魅音か？　…違う。詩音だ。

　…思い出した。今日は、詩音が何か話があるということで会ったはずだったんだ。大石さんが割り込んできたので、何も話せなかった。…だから夜に電話すると言ってたっけ…。

「もしもし。…詩音か？」

「どうも。今日は災難でしたね。」

　あまりにもあっさりと言うので、ちょっと腹が立った。…俺を置いてさっさと逃げやがって。

「そんなこと言わないで下さい。私、圭ちゃんに一緒に逃げようってサインを送ったじゃないですか！　なのに圭ちゃん、ボサーッと残っちゃって。」

「ボ、ボサーッてことはないだろ！　…詩音があっという間に置いてきぼりにしたんで、あの後、俺は大石のおっさんにたっぷり付き合わされたんだぜ⁉」

「そんなの、私に愚ぐ痴ちられても困ります。」

　…よ、よくもこうバッサリと言えるものだなぁ！

　魅音とあんなにもそっくりなのに、中身はこうまでも違うのか。…心のどこかで、別の人間と知りながらも、魅音と同じリアクションを期待している自分に気付き、少し呆あきれる。

「…あー…悪かったよ。次からは詩音を置いてくぐらいのつもりで、真まっ先さきに逃げ出すようにする。」

「出で来きればレディーファーストでお願いします。あははははは！」

　詩音が小こ気き味みよく笑った。…その声を聞いてようやく、詩音はそんなに真ま面じ目めな意味で言ったわけではないことに気付く。

　…確かに詩音の言うとおりだ。…俺の不ふ機き嫌げんの元げん凶きょうは、あの場でとっとと逃げ出さなかった自分のせいなのだ。…人のせいにするのはやめよう。人のせいにするのは…。

「それより…俺に何か話があるんだろ？」

「あ、はい。…………もしも、もう知ってるなら、改めて言うような話じゃないんです。……その、……知ってますか？」

　詩音が、辺りをうかがうように急に小声になった。…知ってますかと言われても、何のことやらさっぱりわからない。

「…悪いけど、何のことかさっぱりわからないぞ。ヒントくらい出せ。」

「…………ってことは、…知らないみたいですね。」

　俺のまぬけな質問がそのまま、知らないという返答になったらしい。だが詩音の声に落胆やふざけた様子は一いっ切さいなかった。

「実は、…昨日の綿流しのお祭りの晩なんですけど。」

　全身がゾクリとした悪お寒かんに襲おそわれる…。…し、…詩音までもが…同じことを…⁉

「もしもし？　圭ちゃん、聞いてます…？」

「…あ、…あぁ。聞いてる。…昨日の晩、どうしたんだよ。」

「私たち四人、…入ったじゃないですか。」

　…相あい槌づちは打たなかった。それは俺が認めたって認めなくったって、…なかったことにはできない、絶対の事実だからだ…。

「それでその後、みんなで歩いて……、石段の辺りで私たち、みんな別れましたよね？　鷹野さんたちは沢さわに行って、圭ちゃんはその場に残って。私は親類の人たちのところに行っちゃって。」

「…あぁ。それがどうした。」

「………お互い、質問の返し合いになっちゃうと埒らちが明かないんで…私からまず質問します。いいですか？」

「昨夜、富竹さんと鷹野さんに会いませんでしたか、…だろ？」




　二度あることは三度ある…。そう皮ひ肉にくを込めて先にそう言ってやった。……でも心の中では詩音にそれを否定してもらいたかった。

　だけれど、詩音は否定してはくれなかった。

「……え？　…あ、はい。…あの後、あの二人には会いましたか？」

　…驚かないというと噓うそになった。…今日、代かわる代がわる三度も聞かれた同じ問い。

　なぜ？　どうして？　何だってんだよ一体⁉

「ど、どうしてだよ⁉　だからどうしてそれを俺に聞くんだよッ⁉」

「ほらほら圭ちゃん！　質問は私からのはずです。答えて下さい。」

「し、詩音は会ったのか⁉　詩音が先に答えたら俺も答える…！」

　今日一日の出来事で…すっかり怖がりになってしまった、矮わい小しょうな自分の、みすぼらしい返答だった。

　詩音はしばらく何も答えなかった。…自分のした返事が、大きな失しつ言げんではなかったのかと思い始めた頃、ようやく答えてくれた。

「もちろん、会ってません。一緒にいた親類が証明できます。」

「……俺だって会ってない。証明って言うなら、魅音とかレナとか、みんながしてくれる。」

　互いの答えが一致したことを確認し合うと、どちらからともなく、安あん堵どに似た溜ため息いきを漏もらした…。

「正直に答えてくれて、ありがとうございます。…じゃあ、…言いますね。」

　…昨夜、鷹野さんと富竹さんが死んだんだそうです。




　その言葉はちゃんと発音され、ちゃんと耳に届いたにもかかわらず、俺はもう一度聞き直さなければならなかった。

「……ごめん、詩音。…今、何て言った？」

「昨夜、鷹野さんと富竹さんが死んだんだそうです。鷹野さんは焼しょう死し体たいで。富竹さんは…自じ殺さつみたいな感じで。…今朝知ったんです。…お父さんが親類の人からの電話で話してるのを聞いて…。」

　昨日の深夜。お祭りの警けい備びを終えて帰る途と中ちゅうの警察の車が、興宮への道の途中で、倒れている富竹さんを見つけた。

　死因は…喉のどを搔き毟むしっての、自殺。

「な、なんだよ、喉を搔き毟っての自殺って…。あ、あの明るそうな富竹さんが自殺⁉　何かの間違いだろ⁉」

「警察がちゃんと検けん死ししたんです！　自分の爪つめで！　ガリガリと喉を搔き毟って、血管を破やぶいて、血をドバドバ出して！　自分の血で溺おぼれ死んだんだって‼」

「そんな馬ば鹿かな自殺、聞いたことないぞ‼　自分の喉を搔き破るなんて…おかし過ぎる‼」

　大声を出し過ぎたことに気付き、声のテンションを下げる…。親に聞かれたくなかったので、子機に持ち替え、自分の部屋へ駆け上った。

「……大声出してごめん。…で？　鷹野さんも…自殺なのか？」

「鷹野さんは…自殺かどうか、ちょっと……。」

　鷹野さんの死体は、岐ぎ阜ふ県の山中で見つかった。

　深夜の山中で何かが炎えん上じょうしているのを、付近のサービスエリアの職員が見つけ通報。駆けつけた消しょう防ぼう署しょ員いんが発見した。

　検死の結果、女性の焼死体と判明。身元確認は困こん難なんかに思われたが、その直後にＸＸ県警興宮署しょから歯型照しょう合ごうの依い頼らいがあり、照合の結果、鷹野三四と確認された。

　死し因いんはまだ特定されていないが、現場の状況から他殺の可能性が濃のう厚こうだという。

「…ポリタンクが転ころがってたそうなんで、焼身自殺の線もあるそうです。」

「じ、自殺なわけ、あるものか‼　同じ死ぬならもっと楽な方法がいくらでもあるだろ⁉　そんなの…絶対に自殺なものか‼」

「私だってそう思ってます！　富竹さんのだって、自殺だなんて考えられない！」

　互いにまくし立てあい、肩で息をするような沈ちん黙もくが訪れる。

　…興奮が冷めてくるに従したがい…、たった今、詩音から聞かされた話の意味がわかってきた…。

「……これ、オヤシロさまの祟り、ってことになると思います。私たち、祟られるのに充分な資格がありますから。」

「し、資格って…、じょ、冗談じゃないぞッ‼　別に俺は…‼」

　詩音が一緒に見ようと言うから、付き合いで入っただけじゃないか‼　……そう言おうとして、口をつぐんだ。

　……人のせいにしたってしょうがないのだ。…いくらみんなに勧められたからと言ったって、…強く拒きょ否ひすることは出来たのだ。中ちゅう途と半はん端ぱな好奇心に負けて、一緒に中に入ることに同意したのは……他の誰でもない、自分自身なのだから…。

「…………詩音。…お前は昨夜、祭具殿の中に忍び込んだら、こうなるかもしれないと予想はついてたのか…？」

「…まさか。そりゃあ、多少はヤバイとは思いましたけど…こんなことになるなんて夢にも思いませんでした。」

　詩音の言っていることは、多分、本ほん音ねだ。…見つかったらヤバイとは思いつつも、それをスリルにした、ちょっとした冒ぼう険けんのつもりだったはず。…それは俺だって同じだ。

「それよりも圭ちゃん。…ちょっとよく考えて下さい。…今年のオヤシロさまの祟りはおかしくないですか？」

「富竹さんも鷹野さんも、そんな死に方をした時点で充分におかしいさ。それを踏まえた上で、これ以上、何がおかしいって言うんだ…？」

「死体が二つ見つかったってことです。…言いましたよね？　例年は、一人が死んで、一人が消えるんです。…二人の死亡が確認されたのは今年が初めてです。」

「……確かにそうかもしれないけど…そんなのは大した問題じゃないだろ。」

「いいえ、圭ちゃん。…もっと真しん剣けんに考えてください。いいですか？　二人の死がオヤシロさまの祟りということになってるなら、オヤシロさまの怒りを鎮めるための生贄もまた、二人分必要なはずなんです。」

「…そういう理り屈くつになるのか…？　じゃあ何だよ。富竹さんと鷹野さんが死んだ陰かげで、今年は二人が行方ゆくえ不ふ明めいになってるってのか…？」

　……理由はわからない。…なのに、…自分で言っていて、背せ筋すじが凍った。

「…まだ誰も行方不明になってないと思います。…多分、二人が失しっ踪そうするのは、…これからじゃないかと思うんです…。」

　詩音もまた、…俺と同じように、背筋を上る悪寒を感じているに違いない。

「これから…二人が、……失踪する……？」

　詩音は答えない。俺も、それ以上を言えない。……寒さが、衣服の隙すき間まから忍び込み、俺の心臓を握ろうと…その冷たい手で胸をまさぐってくるのがわかる…。

「………………………………。」

　それでも互いに何も言えない。

　錠じょう前まえを開けた富竹さんが死に、祭具殿を暴あばいた鷹野さんも死んだ。……さらに二人が犠牲になるのなら……。それは…一緒に祭具殿に踏み入った…、俺たちに…他ならないじゃないか…。

「…………まさか。……冗談、…だろ？」

　今からでも冗談だったことにしてほしい…。…でも、それはとても難しいわがままだった。

　富竹さんと鷹野さんの死が、例えば、ドライブ中の事故とか、ありがちなものなら、偶然だと決め付けることもできる。

　…でも…喉を搔き破って自殺とか…、山中でガソリンを浴びせられて焼死とか…。…これだけ異い常じょうな死が並べられると……とても偶然だと決め付けることはできない。

　まるで…、祭具殿に忍び込んだことに対し、見せしめにするような……そんな残ざん酷こくな意志が働いているとしか思えない。

　…それでも…この恐ろしい現実を受け入れたくはなかった。…受け入れれば、自分と詩音に、恐ろしい危機が迫っていることを認めることになってしまうから……。

　だから反論した。…逃とう避ひと知りつつ反論した。

「だ、…第一そんなの…新聞に出てないぞ⁉　そんなに奇きッ怪かいな事件なら絶対に新聞やテレビで報道するはずだろ⁉　雑誌記者とかだって、面白がって大勢来るに決まってる…‼」

「マスコミに報道されないのは当然なんです。…過去にそうだったから。」

　連続怪死が三年も続いた頃になると、一部の三流雑誌が嗅かぎ付け、雛見沢をゴシップ満まん載さいで報道した。

　雛見沢のマイナスイメージを恐れ、地域と警察で協議。……なんと去年より、事件が起こっても、マスコミには漏らさない、秘密処理になったのだと言う…。

「村長とか、あと園崎家出身の金バッジが警察に思いっきり圧力をかけたんだって聞いてます。」

「じゃあつまり…二人の死は、…秘ひ密みつ裏りに処理されてしまったということか⁉」

「そういうことです。…もちろん、警察は捜査をしてますよ？　でも、秘ひ匿とく捜査ということなので、捜査活動にはかなりの制限が加えられているそうです。これは、事実上の捜査妨ぼう害がいと言えるでしょうね。」

　……信じられない話だった。

　…人が死んだのに、…それが公おおやけにされず、密ひそやかに処理されるなんて…。

「もっと嚙み砕いて言うと。…綿流しの夜に誰が死んでも、公にはならない、ということです。」

「……そ、そんな馬鹿な話があってたまるか…！」

「圭ちゃん。…私、以前に、オヤシロさまの祟りは村人が起こしてるかもしれないって言いましたよね。……つまりそういうことなんです。…この雛見沢では、毎年、綿流しの夜に、オヤシロさまの祟りということにして誰かを殺してもいい土壌が、……いつの間にか作り上げられているんです。」

　綿流しの晩に人が死ぬと、…それはオヤシロさまの祟りということになる。

　祟りは連続怪死事件になる。…その事件は、雛見沢のマイナスイメージを助じょ長ちょうさせないためにも…隠おん密みつで処理される…。

「馬鹿な‼　毎年、死者と行方不明者が出るんだろ⁉　いくらマイナスイメージって言ったって、警察にも限度があるだろ⁉」

「…毎年の事件が不ふ可か解かいって言うなら、警察も本ほん腰ごしを入れられるんでしょうけど。何しろ、毎年の事件は個別に解決してますので。…連続事件という形にならないんですよ。たまたま毎年、綿流しの晩に不幸なことが起こる。…それだけのことになるんです。」

　最初のバラバラ殺人は犯人が特定され、ほとんどは逮たい捕ほされた。最後の一人は依い然ぜん逃亡中だが、…事件の全ぜん容ようは解明され、一応、解決したと言っていい。

　二年目の推進派夫婦の事故死は、純じゅん粋すいな事故死。…他殺の可能性はいくつも模も索さくされたが、見つからなかった。事故で決着。解決している。

　三年目は神主の病死。それを看み取とった病院の医師がいるし、信頼できる診しん断だん書しょもある。検死だってした。その結果、他殺じゃないと結論付けた。…これも解決している。

　四年目は推進派夫婦の弟夫婦の妻の殺さつ害がい。犯人は覚かく醒せい剤ざいの常じょう習しゅう癖へきもある異常な男だった。雛見沢の祟りを面白がって再現したと自じ供きょうしている。犯人は獄ごく中ちゅうで事故死したが、この事件も、事実上、解決したと言っていい。

　……そう。全ての事件には因いん果が関係がなく、そして全てが個別に解決している…。

「なのになぜか、毎年、綿流しの晩に不幸な『偶然』が起こる。…連続事件にしたくても、連続にならないんです。…それでも毎年、必ず誰かが死んで、誰かが消えていく！」

　お祭りの前日準備の日、鷹野さんに聞かされた話だが…、現にこうして、今年の「祟り」が起こった今、それを笑い飛ばすことなどとてもできない。

「……じゃあ……俺たちも…、…狙われるって言うのか…？　毎年、一人死ぬと一人が消えるように…、富竹さんや鷹野さんの道連れに…消されるって言うのかよ…⁉」

　…唇くちびるがいつの間にかすっかり乾き、…たったそれだけのこともしゃべるのが…辛つらい。

　詩音は答えなかった。…だが、これ以上ないくらいの明白な肯こう定ていだった。

「…俺たち、……そりゃあ確かに入っちゃいけない所だったかもしれないが…。…見ただけだぜ？　何かを盗ぬすんだり、持ち出したり、…見たことを誰かにしゃべったわけじゃないんだぜ…？」

　悪いことをしたと、もう充分に後悔している…。だけど……富竹さんや鷹野さんが、そんな無む惨ざんな死に方をさせられるほど…あれはいけない事だったのか⁉

「…第一、俺はあんなの見ても全然、面白くなかったし‼　鷹野さんが見てひとりで大喜びしてただけだろ⁉　悪いのは鷹野さんだけだよッ‼　俺は全然関係ないぜ‼　興味もないし関係ないし、あの中にあった物だって知った事じゃないッ[image: !!!]」

　言ってて、何の解決にもならないとわかっていた。心の奥底の冷めた自分が、無駄な遠とお吠ぼえだと呆れているのがわかった。……でも、…堰せきを切った感情は、もう止められなかった。

「俺は元々、興味なんか全然なかったんだッ[image: !!!]　梨り花かちゃんの演えん舞ぶを見ていたかっただけなんだ‼　それを詩音が勝手に連れ出したんじゃないか⁉⁉　あの二人が泥どろ棒ぼうしようが逢あい引びきしようが知ったことじゃないッ[image: !!!]　そうだよ、そもそも詩音が中に入ろうって言い出したんだ‼　圭ちゃんにも見てもらいたいとか何とか、思わせぶりなことを言って中に引き込んだんだッ[image: !!!]　どうしてくれるんだよ⁉⁉　俺は全然関係ないんだぞ⁉⁉　どうすんだよ！　どうすんだよ⁉　どうやって責任を取ってくれるんだよッ⁉⁉　えぇ⁉　おいッ、聞いて………あぁッ、」

　ブツン。

　何の前まえ触ぶれもなく、受話器を叩き付ける一瞬の音を残して電話は切れた。

　失言だったことはすぐに理解できた。

　…恐ろしいのは詩音も同じはずなのに……俺は何て一方的なことを言ってしまったんだ…。

　興奮した感情が噓のように消え、代わりに、勢いに任まかせて口走った無責任な発言への後悔が潮しおのように押し寄せてきた。

　切れた受話器の向こうに、いくら詩音の名を呼んでも……もう、遅い。

　………なんて、……ことだ。

　……詩音は、俺たちに降りかかろうとしている「何か」について、知り得る限りを知らせてくれただけなのに…。……俺は…すっかり甘えたような泣き言を……。

　こちらから電話をかけようとして、詩音は興宮の家に住んでいることを思い出す。

　……電話番号は知らない。………昨夜は詩音に会ったかわからないと言った俺が、魅音に電話して詩音の電話番号を聞くなんて、…恐ろしくて出来ない。

　…こちらから電話をかけ直すこともできないなんて…！

　絶望的な後悔に打ちひしがれる…。

　……受話器を戻し、詩音がもう一度電話をかけ直してくれることを…ただひたすらに祈いのった。

　頼む、詩音……。……機嫌を直して…、もう一度電話を……！

　プルルルルルル…。祈りが通じたかと思った。

「も、もしもし前原ですッ‼」

　まるで、この一瞬で受話器を取らなかったらつながらないような、そんな気持ちで受話器を引っ摑んだ。

「前原さんの御お宅たくでしょうか。夜や分ぶん遅くに失礼いたします…。公きみ由よしと申します。ご主人でいらっしゃいますか？」

　中年の男性の声。……一気に失しつ望ぼうする。

「いえ、違いますけど。…親父に用なら呼んで来ます。」

　そう言って、受話器を置こうとすると、先方は慌てた声で言った。

「あ、いえいえ、お忙しければ結構なんです。…実は恐きょう縮しゅくなんですが…ウチのお爺じいちゃんがお邪魔してませんでしょうか。」

「…いえ、誰も来てませんけど。」

「そうですか！　夜分遅くに申し訳ありませんでした。失礼いたします……。」

　ガチャン。

　…誰だか知らないが、今の電話のせいで詩音の電話がつながらなかったらどうするんだよ⁉

　…そういう自己中心的な怒りに囚とらわれる。

　おいおい……。いい加減にしろよ前原圭一。…その自己中心的な激げき情じょうで、詩音を怒らせてしまったんじゃないか…。

　でも…そう思えば思うほどに、今のわずかな時間に詩音が電話をし、話し中であることに落胆して電話をかけるのをやめてしまったのではないかと思ってしまう…。

　心を落ち着けろ前原圭一…。

　…詩音がもう一度かけてくれたなら、落ち着いた声でまず謝しゃ罪ざいしよう…。……そうすれば詩音だってわかってくれるはず…。

　…………………………………………。

　だが……俺がいくら待てども…。……その晩、再び電話が鳴ることはなかった…。
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〈綿流しの意義について〉
犠牲者を狩り、それを食す宴、綿流し。
それ自体は異常なものでありながらも、同時に娯楽性を伴うものだと考えられてきた。
（異常な行為に娯楽性を感じるという「無理」によって、自分たちが人間を超越した存在だと信じこもうとしたのかもしれない。）
だが、その説に一石を投じる興味深い文献を見つけた。
口伝を書き留めたものらしく、鵜吞みにできるものではなさそうだが、その内容は興味を惹く。
それによると、鬼ヶ淵村の住人にも、この儀式を「恐れる」感情があったと言うのだ。
女子供は蒼白になりながら震え、血に弱い者は嘔吐しながらも、それでもなお、宴（解体作業）を見ることを強要されたのだと言う。
これは非常に面白い異聞だ。
私はこれまで、鬼ヶ淵村の住人は綿流しの儀式にある種の陶酔を得ていると考えてきた。
自分たちが見下す「卑しい人間風情」を魚を下ろすように解体し、それを食すことによって自分たちの神聖性を確認してきた…そう考えてきた。
だが、この儀式によって村人が得ていたものが陶酔ではなく恐怖だったとすると、儀式の意味するところは大きく変わってしまう。
つまり、有力者たちが自分たちの都合のいいように組み上げた戒律を厳守させるために催した、見せしめの処形だった可能性が出てくる。

鬼ヶ淵村を実効支配してきたのは、御三家と呼ばれる３つの旧家だ。

この御三家の研究なくして、鬼ヶ淵村の真実には迫れまい。]
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〈御三家について〉
御三家とは鬼ヶ淵村を実効支配してきた３つの旧家を指す。
内訳は公由家、古手家、園崎家で、いずれも現存している。
（古代ほどの支配力はないにせよ、今日でも強い影響力を堅持しているようである。）
御三家は、鬼ヶ淵村沼より現れた鬼の血を最も濃く残すと伝えられている。

〈公由家〉
古代の公由家は御三家の筆頭家として大きな力を持っていたらしいが、今日にあっては御三家をリードするほどではない。
現村長（公由喜一郎）は、この家の出身である。
公選制が導入されるまで、自動的に公由家が代々村長に就任してきたのは、古い体制の名残だと思われる。
もっとも対抗馬が出ないため、戦後の公選制導入後も公由家が村長に就くことは変わっていない。

〈古手家〉
古代からの信仰の中心となり、オヤシロさまを祀る唯一の神社を守ってきた一族である。
オヤシロさまの声を代弁する唯一の存在として、長く崇められてきたが、戦争で分家筋がほとんど絶え、今では本家のみとなっている。その本家も、現在では一人娘（古手梨花）を残すのみなので、この代で潰れるかもしれない。
古手家の女子を尊ぶ古い習慣があるらしく、一人娘の梨花は年寄り連中に崇められている様子だ。

〈園崎家〉
鬼ヶ淵村の戒律を守るある種の警察的な役割を担ったと伝えられている。
御三家の中では比較的弱い立場であったことが、御三家の末番に数えられることから見てとれる。
もっとも、今日の園崎家は隆盛を極め、御三家内における立場は完全に逆転している。今や雛見沢を牛耳っているとまで言えるだろう。
御三家で合議することが名残となっているだけで、村内の取り決めは事実上、現当主の園崎お魎がひとりで決めていると言っていい。]






深夜の電話







「夜分遅くに失礼いたします…。公由と申しますが、ご主人でいらっしゃいますか？　……はい！　いえいえ、その節せつは本当にありがとうございます。えぇ。…………それでですね、…こんな時間に大変恐縮なのですが、…ウチのお爺ちゃんがお邪魔してないかと思いまして。………ですよねぇ！　はい！　こんな時間に申し訳ありませんでした。それでは失礼いたします。ごめんください……。」

　チン。

「どうだい？　ダメ？」

「参まいったなぁ…。…どんなに熱ねっ中ちゅうしても、電話くらいはしてくれる人なんだけれどなぁ！」

「囲い碁ごの人の家は全部、電話したんでしょ？」

　心当たりには全て電話をし、万ばん策さく尽つきたかに思われた時、電話が鳴った。

「はい！　公由です。」

「園崎です。どうです？　村長さんは見つかりましたか？」

「あぁ、魅音ちゃんか。…片かたっ端ぱしから電話をかけてみたけど、だめだよ。見つからないんだ…。参ったなぁ…！　どこで油を売ってるのかなぁ…！」

「こっちでも心当たりにいろいろと問い合わせましたけど、…全然。」

「……………………………。」

「婆っちゃにも相談したんですが、青年団を招集して探し回った方がいいだろうということです。」

「こ、こんな時間にかい…？　それに、別に行方不明になったと決まったわけでもないし…、」

「綿流しの直後ですから。少し慎しん重ちょうに扱った方がいいとのことです。それでも見つからないなら、明朝、警察に通報しましょう。見つかる見つからないは別にして、痛くもない腹を探られない方がいいでしょうから。」

「…お魎りょうさんがそう言ったのかい？」

「はい。直接、声を聞かないと信用できないなら、電話口に出させますよ？」

「い、いえ…！　わかりました。青年団を集めて探しましょう。それで見つからなければ…翌朝に警察に通報します。」

「青年団の連絡網、よろしくお願いしますね。私も婆っちゃの代行ということでそちらに参ります。」

「あ、ありがとう。すぐにみんなを集めます…。」

「えぇ。では。」








６月21日（火）













　……眠れるわけもなかった。

　ああして電話が切れてしまって初めて、詩音は俺の境きょう遇ぐうを理解し、かつ共有してくれる唯ゆい一いつの仲間だと気付いた。でもそれは本当に手遅れなことで…。

　だから、詩音が機嫌を直して、もう一度電話をしてくれるのをひたすらに待っていた。

　熟睡している間に電話があったらどうしよう…。でもいくら待てども電話はなく。……疲れきり、意識が薄うすれだすと、決まって電話が鳴ったような気がして跳ね起きた。

　しまいには子機を布団の中に持ち込み、抱きながら寝た。……だからといって、何の解決にもならなかったのだが……。

　こうして朝になり、さすがにもう電話はないだろうと確信する。…その頃になって、ようやく猛もう烈れつな睡すい魔まが襲い掛かってくるのだった。

「くそ…！　寝ぼけてる場合じゃないぞ前原圭一！」

　顔面をピシャ！　ピシャ！　と何回か叩く。洗面所へ行き、普段はやらない洗顔をする。…それでもシャッキリしなかったので歯まで磨みがいた。そこまでして、ようやく目が冴さえてくる。

　お袋が俺の奇き行こうに気付き、目を丸くしていた…。

「どうしたの、圭一。今日はどこかにお出で掛かけでもするの？」

「…お出掛け？　……うん。…学校に。」

　もちろん、俺の様子がおかしく見えたのは、お袋だけでなく、一緒に登校するレナもだった。

「圭一くん、何だか今日も調子悪そう。…やっぱり風邪かな？」

「……風邪じゃなくて寝不足なんだ。寝ぼけてワケのわかんないことを言い出したらフォローをよろしくな…。」

「あははははは！　圭一くん、寝ぼけたらどんなことしゃべりだすのかな！　かな！　…ちょっと楽しみかも。はぅ。」

　徹てっ底てい的に打ちのめされ、まだ立ち直れないこんな朝だからこそ、レナの表裏のない笑顔がとてもありがたかった。

「よ。……圭ちゃんにレナ。おっはよ。」

「あれれ？　魅ぃちゃんも何だか寝不足な感じだよ？　だよ？」

　待ち合わせ場所に現れた魅音も、俺同様に寝不足な感じだった。

　…昨日、二日酔いで早退した魅音だが、今朝も具合が優すぐれないのだろうか。いつもの明るい雰囲気は、すっかり影を潜めていた。

「…うん。寝たの三時くらいだからね。……眠い。」

「さ、三時ぃ⁉　おいおい、…夜よ更ふかしにも限度ってもんがあるぞ⁉　大方、漫まん画がの単行本が面白くなっちゃって、一巻から全巻を読どく破はしてしまったんだろう。うんうん、俺にも経験があるぞ。」

　眠ねむ気け覚ざましに茶化してやろうと、気を利かせたつもりだった。…だが、魅音もレナも笑いもしないし構いもしなかった。

　レナの表情が一気に暗くなる。

「……………あれ、……ひょっとして、…村長さんのこと？　まだ見つかってないの？」

「………うん。」

「おい、ちょっと待ってくれ。村長さんが見つかってないって、…何の話だ？」




　いつもなら陽気にふざけあう声が満ちている教室も、何だか今日は違うざわめきで満たされていた。

「おはようございますわ、圭一さん。…聞きました？　何だか大変なことになりましたわね。」

「大変なことって、…何だよ一体。」

　見ればその話題は、クラス中で早くも持ちきりのようだった。

　何でも昨夜、雛見沢の村長が家に帰らず、どこへ行ってしまったかわからないのだという…。

「…俺はその村長さんって人をよく知らないんだが、…ジジイなんだろ？　ボケて徘はい徊かいしてるだけじゃないのか？」

「村長さんはボケてなんかいませんですわ。お習しゅう字じも教えるし剣道も教える、はつらつな方でございますのよ。」

「……ボクと同じで、きっとどこかで迷子なのですよ。」

「ま、迷子いいね☆　はぅ～～～！　お持ち帰り～～‼」

「…迷子ってのは、梨花ちゃんみたいな子がやるからかぁいいんだぞ。…ヨレヨレのジジイが迷子になっても萌もえにはならん！」

　なんて馬鹿なことを話してる内に先生がやってきた。みんな慌てて着席する。

「皆さん。おはようございます。」

　おはよぅございます！　いつもの合唱。……だが先生の表情も晴れず、教室の雰囲気は重いままだった。

「すでに聞いてる方もいるかもしれませんが…。…昨日の夜、村長さんが夜遅くになってもお家うちに帰ってこなかったのだそうです。皆さんの中で、昨日、村長さんを見た人はいますか？」

　……沈黙の中、ひとりふたりが挙手し、見た時の状況を話した。…だが、どうやら大した情報ではないらしく、みんなはヒソヒソと何かを囁ささやきあっていた…。

「もしも村長さんを見かけた人は、大人の人に教えてあげて下さいね。…それでは授業を始めます。」

　そして、いつもどおりの授業が始まる。だが、行方の知れない村長を巡るひそひそ話は、先生がこちらに背中を向ける度たびに繰り返されるのだった…。




　そのひそひそとした噂うわさ話ばなしは、お昼になってもあちこちで花を咲さかせていた。…それらの話から総合すると、つまりこういうことになる。

　昨日、村長さんは会合で、神社の集会所に出掛けた。

　そして、とっぷりと日が落ちた頃に会合を終え、お開きになった。

　村長さんの家は、雛見沢のちょっと外はずれにある。…時間も遅かったし、ほとんど街がい灯とうのない雛見沢でのこと。…村長さんが帰る途中の姿を見た者は誰もいない。

　でも、お腹の空すく時間だから、村長さんは寄より道などせずに、まっすぐ自宅を目指したはずだ。

　……だが、家族がいつまで待っても。……村長さんは帰ってこなかった。

　事故の可能性も考えられた。…あらゆる可能性を考えて、用水路から井い戸ど、泥どろ田たの中まで探したが見つからなかった。

　もっとも…深夜の捜索では限界もある。

　警察は明るくなるのを待って、青年団と合同で捜索することになったらしい。それでも見つからなければ、山やま狩がりも行なうらしかった。

　今、こうしてる間にも、大人たちは村長さんを探して回っているのだろう…。

　……見つからなければ見つからないほど。…時間が経てば時間が経つほど。……頭をもたげて来るのが…、……祟り。「鬼隠し」の噂だ。

　…近年、毎年起こるオヤシロさまの祟りの、今年の犠牲になったのではないか……。

　誰もが思いつつも口にできない恐ろしい可能性が、少しずつ村中に広がっている…。

「鬼隠し」に遭い、…オヤシロさまの怒りを鎮めるための生贄に捧ささげられたのだろうか…？

　クラスメートたちは、今年は「祟り」が起きてないから、「生贄」は必要ないはず、と囁きあう。

　……だが、俺は…知っているのだ。

　今年も祟りがあり、そして二人も死んだことを知っている。

　…でも…こう言っては何だが、…村長さんが「失踪」するとはちょっと思えなかった。

　その理由はひとつ。…俺と詩音の方が、その優先度が高いはずだからだ。

　神聖なる祭具殿を、禁を破って土ど足そくで踏み荒らした四人の賊ぞくだ。富竹さんと鷹野さんが怪かい死しした以上…、次は俺と詩音の番で当然のはずなのに……。

「……今度こそ、俺か詩音の番なのに、…な。」

　…ちょっぴり苦笑した。

　そんな恐ろしい目に遭うのはごめんだと、電話越しに詩音を怒ど鳴なりつけておきながら…、自分以外の人間が失踪した時の感想が「失踪するなら自分が先のはず」…なのだから。




　大昔、生贄を沈めたという底無し沼「鬼ヶ淵」。

　…俺に思いつくように、きっと村の人もそこを疑っているだろう。警察のダイバーが、今頃は沼の底をさらっているのだろうか…。

　…だが、どうせ何も見つかりはしないだろう。…過去の失踪者だって、誰一人見つかっていないのだから。

　いつも鬼ヶ淵を怪しんだが、一度だって鬼ヶ淵から死体が見つかったことはない。

　…あそこは魔ま性しょうの、沈んだら誰も帰って来れない、底無しの沼なんだよ…。…教室の誰かが、友人にそう話しているのが聞こえた…。

「…そう言えば、悟さと史しさんがいなくなったのも、…去年の今頃だったね。」

　え？　悟史？　クラスメートの誰かが呟つぶやいたその名には覚えがあった。

　……そうだ、間違いない。…確か……そう、去年の祟りの失踪者だ。

　その会話はすぐ近くの席でしているらしく、はっきりと聞き取ることが出来た。

「…悟史さんの時も確か、こんな風に村中で探したんじゃなかったっけ。」

「あれも見つからなかったんだよねー。…あれって、…結局どうなったんだっけ。…確か、鬼隠しじゃなかったんだよね？」

「うん。貯ちょ金きんを全部下おろして、家出しちゃったんだって聞いたよ。警察の人が、名な古ご屋や駅で新しん幹かん線せんに乗るところを見た人がいたとか言ってたもん。」

　………家出、か。もっともらしい理由にはそんなに興味はなかった。

　過去の失踪者だって、みんなそれなりの理由はある。犯人だから逃走中とか、死体が見付からないだけとか。…どれも忽こつ然ぜんと、理由なく姿が搔き消えたわけじゃない。

　でも、…消える。…祟りで人が死ぬと、まるで機械的に定められてるように、誰かが消える。もっともらしい理由がいろいろありながらも、消える。毎年、消える。

　…………そういう意味では、今回が本当の鬼隠しなのかもしれない。

　今回の村長さんの失踪には、過去の事件で初めて「失踪する理由がない」。初めて、理由なく「消えた」のだ。

　…もっとも、そんな下らないことに気付いても、事件の解決には何の役にも立たないのだろうけど…。




「……今日は、味の加減を間違えちゃったみたいだね。えへへ…ごめん。」

　いつもなら真っ先になくなるはずのレナの弁当が、丸々と残っていた。…でもそれは、レナの弁当がおいしくないからじゃない…。

「そ、そんなことありませんのよ？　レナさんのお弁当は今日もとっても美び味みでしてよ！」

　沙都子がレナの弁当箱に箸を伸ばし、次々とおかずを頰張りだす。

「えぇ、おいしいおいしい！　今日も格別でしてよ！　もしゃもしゃ‼」

「あははは…、あれ、それ、カボチャのコロッケだよ？　大丈夫？」

「……んぐぐ……、…え、…えぇ！　レナさんのカボチャならとってもおいしいですわー！」

　…沙都子はカボチャが嫌いなのか。でも無理やりの作り笑いでガツガツと頰張ってみせた。

　みんなわかってるんだ。今日は誰の弁当だっておいしくない日だ。…それを頰張って、おいしいおいしいと連れん呼こする沙都子がいじらしかった。

「…そんなにうまいなら、俺も頂いただかないとな。このままじゃ全部、沙都子に食われちまう。」

「あ、あんまりにもおいしいので、ぜひ圭一さんにも召し上がってほしいですわね…！」

「たまには俺も年上らしい寛かん大だいさを見せないとな。よし、遠えん慮りょするな！　今日は俺の分まで食ってよし！」

「ふ、…ふわぁあぁあああぁ……‼」

　…心の底からカボチャが嫌いらしいな。だからこそ、そんな沙都子なりの精せい一いっ杯ぱいの心遣いに心を打たれた。……その頭を鷲わし摑づかみにして、ぐしゃぐしゃと撫なでてやる。

　沙都子は何だか大おお袈げ裟さに、ぼろぼろと涙をこぼしながら泣いていた。

「噓だよ。…そんなにうまいものを譲るほど大人にゃなれないよ。レナも食え。俺のは昨夜のおでんの残りものだが、おでんは一晩経ってからがうまいんだぜ。」

「…うん！　お大だい根こんが、きれいな色に透すき通ってておいしそう。じゃ、いただこうかな～。」

　レナも箸を伸ばし、…ようやくいつものお昼の雰囲気が戻ってくる。

　でも、それは俺たちの机だけのこと。……五年連続で起こったオヤシロさまの祟りの、暗い噂話が尽きることはない。教室全体は、相変わらず薄暗い雰囲気に包まれたままだった…。

　…五年連続で起こった、オヤシロさまの祟り。

　誰もが、去年で終わりだと思いたかったオヤシロさまの祟り。

　……オヤシロさまの祟りって、何なんだ？

　雛見沢にダムが出来る。作るヤツは悪いヤツだ。だから祟る。…ここまでは認めてやる。…だが、ダムの計画はもう何年も前に凍とう結けつされて終わったはずだ。なのに、なんでこうもしつこく続くんだ…？

　はっとし、自分の頰をピタピタと叩いた。

　少しでも明るくしようとみんなが頑がん張ばってるのに、俺が真っ先に祟りの話に戻ってどうするんだよ…！　頭から暗い話を無理やり追い出そうとした。

　でも、それは、みんなをダシにしただけのこと。オヤシロさまの祟りの話を頭から追い出すのは、俺にとって実はとても都合が良かった。…それは結局、自分が祟りの対象になり得るという最も恐ろしい想像を追い出すことにもつながるからだ…。

「…しかし、魅音は遅いな。あいつのお手洗いってこんなに長いのか？」

　魅音はお手洗いに行って来ると言って席を外したまま帰ってこなかった。

「…あははは。多分、どっかでお昼寝してるんだと思う。…昨夜はきっと遅くまで村長さんを探すお手伝いをしてたんだと思うから。ほら、今朝からずっと眠そうだったしね。」

　…苦笑いしながら、再びため息を漏らしてしまう。…今日はだめだ。どんなに明るくしようと頑張っても、村長さんの話になってしまう。…だめな日なのだ。

　転校して来たばかりの俺には想像もつかないくらい、…五年にも及んだ祟りのショックは大きいのだ。……それを、俺はもっと理解する必要があるのかもしれない。

「……村長さんはね、小ちっちゃかった頃、魅ぃちゃんのことをすごく可か愛わいがってくれたんだって。いたずら盛りの魅ぃちゃんを…すごく可愛がってくれたって。…よく、話してたな。」

　そんな人が行方不明になって、オヤシロさまの祟りかもしれないなんて騒がれたら、さぞ堪たまらないだろう。……そうか。…魅音にとっても、これはとてもショックなことだったのだ…。

　普通に考えたって、祟りで人が消えるのはとても恐ろしいこと。…だけど、…その犠牲者が自分に縁えんある者だったら…そのショックは何倍にもなるだろう。

　沙都子もそれを察さっしてか、下唇を嚙むようにして俯いた…。

「そう言えば、梨花ちゃんも遅いな。ひょっとして梨花ちゃんも仲良くお昼寝か？」

「…梨花はそんなに遅くまではお付き合いしませんでしたわ。…梨花があくびをしたら、皆さんみんなして、お休みなさいませお休みなさいませーって。」

　そう言えばお祭りの時にも、梨花ちゃんの姿をやたらとありがたがって数珠じゅずを揉む年寄り連中がたくさんいたな…。年寄りがちやほやする様子が目に浮かぶ。……梨花ちゃんって、ちやほやされるコツを心得ているのでは…[image: ???]

「…梨花ちゃんって、何なに気げに年寄りのアイドルだな。理想の孫まご娘むすめ像ってヤツなのか？」

「あはははは！　そんなの知らない～！　で、でででも、梨花ちゃんのあくびなら見てみたい～～～‼　…きっとね、ぷわぁ～…って☆　…はぅ～～～‼　お持ち帰り～～～[image: !!!]」

「……そんなに可愛いものとは思いませんけど。…ぐわぁーって、喉の奥まで覗のぞけるくらいの大あくびでしてよ…？」

「ののののの、のどちん、ゆらゆら～～～！　はぅ～～～～！！！！」

　レナがかぁいいモードで騒ぎ始めると、雰囲気がようやくいつもの日常に近くなった。

　こういう時、レナって重ちょう宝ほうなヤツだ…。やっと、俺も心の底から笑うことができたのだった。

　…あ、そうだ。俺、今日は日直なんだよな。花か壇だんの水やりに行かないと。

　花壇は職員室の正面にもあるから、ちゃんとやらないとすぐバレる。

「りりり梨花ちゃんのだけじゃなく、沙都子ちゃんのもかぁいいと思うよぉ～‼　の～ど～ち～んん～～[image: !!!]」

「ぎぎぎ、ぎぇええぇええ～～～…‼　ち、窒ちっ息そく……、」

「は、はぅ～～‼　ちらっと見えた、かぁいいの見えた‼　沙都子ちゃんのもかぁいい、お持ち帰り～～！！！！」

　…レナが沙都子の首根っこを締め上げて、喉の奥を覗き込もうとしている…。…レナって……口に出しては言えないが…札ふだ付つきの…○○○○だよな…（汗）。

　でも、沙都子の鶏にわとりが絞め上げられたようなヘンな声が、何だか滑こっ稽けいで笑ってしまう。いつの間にか、教室はそんなやりとりを笑う声で満たされていた。

　…レナも、わざとやってくれてるのかもしれない。たとえそんな気がないにせよ、今はこの馬鹿騒ぎがとてもありがたかった。だから、この場はそっとしておく。

　さて。…俺は今のうちに花壇の水やりに行って来よう。

　俺は和みかけた場を崩さないように、そろりそろりと教室を出た。





犬さんと猫さん






　ジョウロは給湯室脇に干ほしてあった。

　もともと男所帯だったこの営えい林りん署しょの敷地には、花壇なんて気の利いたものはなかったそうだ。この建物を学校が間借りさせてもらうと決まった時、ささやかなお礼のひとつとして作られたらしい。

　で、花壇なのだが…これが意外に…長い。ぐるーっとある。あちこちにある。ジョウロの水を途中で五、六回は補ほ給きゅうしなくてはならないくらいいっぱいある。

　俺と一緒に日直になってくれた子も一緒にやることになっているのだが…、何しろ梨花ちゃんよりもさらに一回り小さい、最下級生の小ちゃな女の子だ。

　満まん杯ぱいのジョウロを持ち上げるにも奮ふん闘とうするような子に、これをやらせるわけにはいかないよな…。……こういうのが好きな子と日直を組めれば、勝手にやってくれるからとても気楽なのだが。

「悪あく態たいをついても仕方ないな。…諦あきらめて、仕事を始めるか。」

　ジョウロを持って、昇降口から出ようとしたところで、営林署のおじさんに声をかけられた。

「兄ちゃん、倉庫裏に菜さい園えんがあるだろ。だいぶ、くたびれかけてたぞ。あそこにも水をやってあげな。」

「あー、あのカレー菜園ですか？　ジャガイモとかニンジンとか、カレーの具しか栽さい培ばいしてないってゆー。」

　あれは絶対、カレー狂の先生の私し物ぶつ菜園だと思うがな…。それを生徒に維い持じさせるのは公こう私し混こん同どうだと思うぞ…。でもそれを面と向かって言えないので、諦めて日直の義務を果たすことにする。

　表の日差しは強い。…セミの大合唱が、今日という日が昨日までと何ら変わりない暑い一日であることを強く主張していた。

　教室の脇を通りかかると、…どういう経けい緯いなのか状況が変わり、レナと沙都子が大だい乱らん闘とうを繰り広げていた。いつの間にか机つくえがリングサイドのように二人をぐるっと取り囲み、それをみんなが応おう援えんしている。楽しそうなドタバタだった。

　……うん。これでいい。

　学校が終われば、また村長さんの失踪の話で溢あふれかえった現実に戻らなければならないのだ。せめて学校にいる間だけは、全部忘れて、昨日までがそうだったように、にぎやかに過ごして欲しい。

　そう思えば、沙都子のえぐり込むようなヒジも、レナの跳び後ろ回し蹴げりも微笑ましい光景だ。……たとえ、その余よ波はで俺の机がひっくり返ろうとも…。あー、俺の筆ふで箱ばこがーー‼　…ぐ……今日は許す。




　水やりを早く終わらせたい一心で、手て際ぎわよくバリバリと仕事をこなした。

　これで終わり！　と思った瞬間に、先生のカレー菜園の水やりも思い出す。終わったのは花壇だけだった。

「……面倒くさいが…やらないと後でいろいろと不利益なことがありそうな気がするからな。…やれやれ。」

　諦め、再び水を汲くみ、倉庫裏に向かった。

　いつも湿しっ気けがあり、ナメクジや団だん子ご虫むしがいるとかいないとかで、あまり生徒が好まない場所のひとつだ。

　そんな場所で、ばったりと出会ったのでかなりびっくりした。

「ぉわッ‼　り、…梨花ちゃんか。…驚かせるなよ…。」

　梨花ちゃんは、何だか生せい気きを感じさせず…まるで人形のように、ぼーっと立っていた…。…驚いたのは俺ひとり。梨花ちゃんは俺の出現など、意にも介かいさないようだった。

「……………梨花ちゃん…？」

「………みー…。」

　…ようやく気付いてくれた。…その表情は明らかに普通じゃない。…目元が真っ赤になり…涙と土で汚れていた。…髪にも草が付き、衣服も転んだかのように汚れていた。

「梨花ちゃん…⁉　ひょっとして…怪け我がしたのか？　転んだとか…！」

「……ぅっく、…ち、違うのですよ。…違うのです。」

　梨花ちゃんは目元を拭ぬぐいながら、努めて明るい声で言った…。だが、どう見ても普通になんか見えない。ついさっきまで泣いていたらしいことは明らかだった。

「何があったんだ？　まさか倉庫の屋根の上で昼寝とかしてて…落ちたとか…！」

「……ボクのことはいいのです。それよりも、圭一に聞きたいことがあるのです。」

　梨花ちゃんが俺の胴どうにしがみ付いてきた。

　初め、それはふざけてやっていることだと思った。…だがやがて、…それが俺をこの質問から逃がさないためのものであることに気付き…ぞっとする。

「俺に…、……な、何だよ。」

　俺の瞳を覗きこんでくる。上目遣いに、…じっと覗き込んでくる。……それは問いかけずして、俺の瞳から答えを引き出すかのようだった。

　それが恐ろしくて、…梨花ちゃんの瞳から目を逸らす…。

「……圭一。お祭りの晩に、…何か悪いことをしましたか…？」




　体の芯しんが、びくりと震える。…その震えは、俺にしがみ付いてる梨花ちゃんにははっきりと感じ取れたかもしれない。

　足元から悪寒がぞわぞわと上り…、背中全体をまんべんなく凍らせてから…、それは俺の脳にまでやってきた…。

「……圭一。本当に覚えはありませんか？」

「………………………………。」

　頭が…ぼぅっと痺しびれてくる…。…何が何だか…わからなくなる。

　魅音に聞かれ、大石さんに聞かれ、詩音に聞かれ、……そして今度は梨花ちゃんに聞かれる……。

　あの晩の出来事は…誰にも知られていないどころか……、誰もが知っている…⁉

　知ってて…みんなが俺に聞いてくる。俺が認めるまで…何度も何度も。

　……考えてみれば、知られているのは明白なんだ。…だって、…富竹さんと鷹野さんが死んだのが何よりの証拠じゃないか。

「…………圭一？」

　梨花ちゃんが再び問い掛ける。

　……俺は……何て答えるべきなんだろう。

　禁断の祭具殿に入ったのはいけないことだったと…これほどに後悔しても、まだし足りないと言うのか…。

　…だが…俺の口から出る答えは半なかば、決まっていた。

「お、……俺も素そ行こうが悪いからな。…悪い事の覚えが多過ぎて見当が付かないよ。」

　みんなにそうしてきたように、……また、はぐらかす。

　梨花ちゃんは…その無む垢くな瞳でじーっと俺を見上げていた。…その瞳があまりに痛く、目を逸らしてしまう。

　しばらくの間、互いに沈黙を守りあった後、梨花ちゃんは俺を解放した。

「…変な事を聞いて、ごめんなさいなのです。忘れて下さいなのですよ…。」

　いつものように、にっこりと笑いながら言った。…そして、てててて…と何事もなかったかのように走り去っていく。……その後ろ姿が無言で、俺を責めているようだった…。

　………………………………………。

　……………………………。

「……り、……梨花ちゃん…！」

　その声が梨花ちゃんに届かなければ、諦めるつもりだった。……だが、梨花ちゃんには届いたようだった。…梨花ちゃんはくるりと振り返り、俺の続く言葉を待った。

　……聞きたいのは俺の方だった。でも…それを聞くことは…半ば認めるのと同じことなのかもしれない…。

「…なぁ、……梨花ちゃん。」

「……はいなのです。」

　…どうせバレてるなら……、これくらい…聞いたっていいのだろうか……。どうして、みんなして、祭りの夜のことを聞くんだ？　って。

　……あの晩、…俺はそんなに…悪いことをしたのか…？　充分に反省してるし…、それに見ただけだ…。何も壊してないし、何も持ち出してない。…本当に！

　…でも……富竹さんも…鷹野さんも、…あんな惨むごたらしい死に方をした。…あの二人があんな死に方をさせられた以上、……俺だけ許してもらえる道理なんて、あるわけがない…。

「……………………………………………。」

　梨花ちゃんが可愛らしく小首を傾かしげながら…、俺の言葉を待っている。

　……でも……、俺があの晩のことを認めたら…、手の平ひらを返したように豹ひょう変へんするかもしれない。

　…そうだ。…梨花ちゃんは…あの神社の巫み女こさんなんだぞ…。禁きん忌きを破ったことを一番許さない立場にあるはずじゃないか…。

　それは考えてみれば、魅音に言うより、大石さんに言うより…、遥かに恐ろしいことなんじゃないのか…？

「…………………………………………。」

　呼び止めておきながら、何を口にすればいいかも整理できない俺に、梨花ちゃんは、呆れて行ってしまうという選択もできたはずだ。…だが、梨花ちゃんは去らなかった。……ただ、ただ、……俺が自らそれを口にするのを静かに静かに待っていた。

　……言ってしまおう、前原圭一。

　…悪いことをしたと反省してるなら…それを口に出して、謝るべきだ。

　確かに…鷹野さんたちのあの異常な死は、それを躊躇ためらわせるのにあまりある。

　………葛かっ藤とうというミキサーが、脳みそをぐちゃぐちゃにすり潰つぶす……。その絞しぼり汁が、…全身から汗となって…ぼろぼろとこぼれていった…。

「……圭一。」

　梨花ちゃんが、俺の頭を撫でようと…ぐっと背伸びをしていた。

「……圭一が何を悩んでいるのか、ボクにはよくわからないのです。」

　返す言葉もない。……少し頭を下げてあげると、梨花ちゃんの手のひらが頭に届く。……何だか猫ねこでも撫でるみたいに、なでなでしてくれた。

「……境けい内だいの裏を、少し行ったところに、大きな倉庫があるのをご存知ですか？　祭具殿と言いますです。」

　文字通り、息の根が止まる。……だが、梨花ちゃんには威い圧あつするような素そ振ぶりはまったくなかった。

「……お祭りの晩、その祭具殿に、猫さんが入り込んだのだそうです。」

「ね……猫……？」

「……はい。猫さんです。にゃーにゃーなのです。」

　梨花ちゃんはわかっていた。…俺が怖がっているのを気付いていた。……だから、俺を怖がらせないように、必死に言葉を選んでいるのがよくわかった。

「……猫さんは、前から祭具殿の中を探検してみたいと思っていました。…でも、ボクが意い地じ悪わるをして、中を見せてあげなかったのです。……なので、祭りの夜。…猫さんは我慢できなくなって、中に入ってみましたのです。」

　猫…。…鷹野さんのことを指さしているのは明白だ。…いや、鷹野さんだけなのか？　……俺のことも含んでいるんじゃないか…？

「……実は中には、…猫さんが怖がるものがたくさんあったのです。」

　梨花ちゃんは可愛らしい仕し草ぐさで、オバケが脅おどかすような真似をする。

「……猫さんはびっくり仰ぎょう天てん。……一いち目もく散さんに逃げ出して、がたがたぶるぶる、にゃーにゃーで大変なのです。」

「そ、……その猫が……誰だって言うんだ…？」

「……猫さんは猫さんです。にゃーにゃー。」

　梨花ちゃんはあくまで明めい言げんを避さける。……だが、その猫は間違いなく…俺のことだ。

「梨花ちゃん…。…頼む、…教えてくれ。その、猫さんは……これからどうしたらいい？」

　…自じ暴ぼう自じ棄きな質問かもしれない。…それは半ば、その猫を自分だと認めるようなものだ。

「……猫さんは猫さんですから、にゃーにゃー鳴いてるだけで大丈夫ですよ。」

「だ、大丈夫って……そんないい加減な…！」

「……にゃーにゃー鳴いてるだけではだめなのですか？」

　もう…梨花ちゃんと俺の間では、猫という隠いん語ごを通じて…完全に会話が成立していた。

　俺は口に出さないだけで…もう、…認めてしまっているのだ。

　あの二人のようになりたくない。…詩音が言うように、…生贄なんかにされたくない。……そう思うから…頑かたくなにだんまりを決め込んできた。…でも……もう………。

「……鳴いてるだけじゃ…だめなんだ。……猫さんが悪戯心で忍び込んだのを…犬さんが見てたんだよ。」

「……犬さん。」

「…そうだ。…犬さんなんだ。…猫さんのところへ代わる代わるやってきて、…忍び込んだだろうって問いただしてくるんだ。」

「………………………………………。」

　梨花ちゃんは、そこで初めて表情を曇くもらせた。…悟さとられまいとしているようだったが、瞳が陰るのがすぐにわかってしまった。

「……梨花ちゃん………。」

　沈黙が怖くて…その先を促す。…すると梨花ちゃんはにっこりと笑った。

「……大丈夫ですよ。猫さんはボクが守ってあげます。」

　…え？　…あまりの頼もしい言葉に、…一瞬聞き間違いかと耳を疑った。

「……猫さんは、とても怖がっていますが、…本当はそんなに大変なことではないのです。何匹かの犬さんが、きっと勘かん違ちがいしてるだけなのだと思います。」

「え……、そ、そんなに大変なことじゃない、…って？」

「……猫さんの心配し過ぎなのです。ボクがきっと、何とかしてあげますですよ。」

「何とかするって…梨花ちゃんが…？」

　だが、右も左もわからない今の俺にとって、…梨花ちゃんがこれほど頼もしく見えることはなかった。

「……ちょっと大変ですけど、頑張りますですよ。ファイト、おーなのです。」

　ぐっと握り拳こぶしを作り、それを空に突き立ててみせる。

　…梨花ちゃんは、猫は鳴いているだけでいい。…全て自分に任せろと言ってくれた。……ほ、本当に……それで…一件落着なのか…⁉

「本当に…梨花ちゃんで……大丈夫なのか…？」

「……ボクが頑張らないと、犬さんも大変なことになってしまうかもしれないのです。」

「え……？　犬さんも、……って、………。」

　……………もう、梨花ちゃんが何を言っているのかさっぱりわからなかった。

　梨花ちゃんは、俺がある程度を知っていることを前ぜん提ていに話をしてくれた。…だから話の最初の部分はわかった。…だが途中からがよくわからなくなった。

　…でもひとつだけわかるのは……、心配ない、自分に任せろ…ということだ。

　梨花ちゃんはもう一度背伸びをして、俺の頭を撫でた後、にっこりと笑ってくれた。

　………あまりの心強さに……不覚にも…涙がこぼれそうになった…。

「…ごめん…な…。……猫さんも……本当に…ちょっとした悪戯のつもりだったんだ。……こんなことになるなんて……全然………、」

「……猫さんは臆病過ぎです。…だから見せたくなかったのです。」

　…梨花ちゃんの言うとおりだ。……興味本位で見るには余あまりに刺激が強い…。…だからこそ、ああして簡単に見られないようにしていたんじゃないか…。

「梨花ちゃん。……その猫さんは…どうなるだろう。……忍び込んだ二匹の猫さんが…その……あの晩に………、」

　言葉に詰まる。……富竹さんと鷹野さんの死は、伏ふせられていると聞いた。…梨花ちゃんが知っているとは限らない。
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「…………富竹と鷹野ですか？」

　突然の実じつ名めいに、ぎくりと体が反応する。…今さらだった。

「……忘れると良いのです。」

　………背筋が…再び凍こごえた。

「わ、……忘れる……？」

「……はい。あの二人のことを思い出すことは、圭一にとって良くないことなのです。……考えれば考えるほど、怖くなるだけです。だから早く忘れた方がいいのです。」

　とてつもなく恐ろしいことを…梨花ちゃんは、さっきまでの笑顔を崩さずに言った。

「……どこで聞いたかわかりませんが、綺き麗れいさっぱり、お風ふ呂ろでゴシゴシするみたいに、忘れちゃうと良いのですよ。」

「わ、忘れるって言ったって……、梨花ちゃんは…知ってるんだろ⁉　あの…二人がどういう死に方を……[image: !!!]」

「……どんな死に方をしても、それは圭一とは関係のないことなのです。」

　ぴしゃりと言い切られた。

　…関係ない。…だから忘れろ。……目の前の…無垢で健けな気げで…ついさっきまで頼もしいとすら思った少女の影が…突然深みを増す。

　……あの二人の死に関わるな。……でも、圭一は助けてあげましょう。

　その相反する二つの言葉が…目の前の少女の姿を、ぐにゃりと歪ゆがませる。

「……し、…詩音は？　…あいつは…どうなるんだ……？」

　詩音の名前を出すことは危険なことだったかもしれない。…だが…聞かずにはいられなかった。…どうせ梨花ちゃんは全てお見通しなのだ。……今さら伏せたって誤ご魔ま化かしきれるものか…。

「……姉妹猫の妹ですか？　にゃーにゃー。」

「そ、そうだ。…妹猫だ。」

　梨花ちゃんは少し思し案あんを巡らしているようだった。…そのしばしの沈黙すら、俺には耐えがたい…。

「……姉猫は怒ってます。妹猫が悪いことをしたので、とても怒ってます。」

「姉猫って……、」

　意味するところはひとつしかない。きっと、魅音のことに違いないだろう…。…昨日、魅音に詰問されたことを思い出す。

「……圭一。…姉猫はとても機嫌が悪いです。…しばらくの間、そっとしてあげて欲しいなのです。」

　機嫌が悪い…という言葉にちょっとした寒気を感じる…。

　…魅音が、…怒っている。俺たちが祭具殿を暴いたことを…怒っている…。

「……今日から、部活はなしにしましょう。」

「えぇ？　…な、何でだよ…！」

「……そっとしてあげて欲しいからなのです。」

　梨花ちゃんは、有無を言わせないような語ご尾びの強さで言った。

　…おい、前原圭一。…今は梨花ちゃんに逆らうな。……梨花ちゃんだけが…今の自分を助けてくれると言ってくれたんだぞ…。梨花ちゃんの言うとおり、梨花ちゃんに任せろ。……猫さんはにゃーにゃー鳴いてるだけでいいって、…言ったじゃないか…。

　梨花ちゃんの言うとおり、…全部忘れよう。全部任せよう。……鷹野さんたちのことも、自分があの晩にしたことも全て忘れよう…！

　その時、遠くから昼休みの終わりを告つげる振しん鈴れいが聞こえてきた。

「じゃ、…じゃあ、校舎に戻ろうか…。」

「……圭一。」

　全て梨花ちゃんに任せ、逃げるようにこの場を去ろうと思った俺の浅ましさを見通すかのように…梨花ちゃんが呼び止めた。

「………勘違いの犬さんが、猫さんに嚙み付こうとしたら、知らせて下さいね。」

　勘違いの犬さん…。……これほどまでに可愛らしい言い方をしているのに…その言葉の持つ真意が……薄気味悪い。

「か、勘違いの犬さんって……何だ？」

「……村長を嚙んだ犬さんです。……どうして村長を嚙んだのか、ボクにはわかりません。嚙むなら、いたずら猫さんを先に嚙むはずなのにです。」

　体内の血けつ流りゅうが…一瞬にして全て凝ぎょう固こする。

　……梨花ちゃんは認めた。…恐ろしい凶きょう事じの犠牲者が、…次に現れるなら俺か詩音であることを認めたのだ。

　そしてそれは、俺がずっと思っていた違い和わ感かんでもある…。なぜ村長が？　祭具殿に忍び込んだ人間を祟るというなら、なぜ俺や詩音じゃないのか？

　この…目の前の少女の正体がわからない……。……不ふ審しんが恐怖にすりかわり…怒りにすら転化しそうな気配を感じる……。

　彼女は……俺を助けてくれる救きゅう世せい主しゅなのか、…俺を恐ろしい因習に取り込んで殺そうとする…奇怪な存在なのか。……わからない………。

「……ごめんなさいなのです。……猫さんが怖がっているのに…また怖がるようなことを言ってしまいました。…ごめんなさいなのです。」

　梨花ちゃんは取って付けたように頭を下げる。…だが…彼女の言うとおり、俺は畏い縮しゅくしきっていた。……体がカタカタと震えるのがよくわかっていた。

　だから、梨花ちゃんが俺の頭を撫でようと手を伸ばしたとき、…思わず後あと退ずさってしまった…。

「…………………………。」

「……あ、……ごめ……、」

　梨花ちゃんはとても悲しそうな顔をしたが…、…彼女のために再び頭を差し出す気にはなれなかった…。




　その日、梨花ちゃんは何となく気乗りしないと言って、部活をやめようと言った。

　気乗りしない時は拒否もある。……レナたちはとても残念そうだった…。

　…姉猫はとても機嫌が悪いです。

　梨花ちゃんの言葉を思い出し、…そっと魅音の表情をうかがう。

　だが、昨日の詰問された時の事さえ忘れることができるなら、魅音の振る舞いはいつもと何ら変わりないように見えるのだった…。





詩音の電話






　食後はテレビを見る気力もなく、…自分の部屋で布団に潜りながら…陰鬱な考えに頭をめぐらしていた…。

　梨花ちゃんに洗いざらいの全てを話した。……あの瞬間は頼もしいと思ったが……本当にあれは正しい選択だったのだろうか…。

　思い返せば思い返すほど…梨花ちゃんの話は不可解だった。……鷹野さんたちの死について知っているどころか、当事者のようにすら感じられた。

　……今さらながら……布団の中にまで震えが襲い掛かる…。

　俺は、梨花ちゃんの甘い笑顔に誘い出されて……大変なことを言ってしまったのではないだろうか…。……しらを切り通せばよかった…。気の弱いところなんか見せるんじゃなかった…。後悔と恐怖の入り混じった感情が…夜の闇やみを一層恐ろしく引き立てる。

　その時、突然のノック‼




　……悲ひ鳴めいを上げてしまったかもしれない。それくらい驚いた。

「圭一！　さっきから呼んでるぞ！　電話だ。……園崎さんから。」

　親父だった。電話の子機を、扉とびらの隙間から差し出してくる。

「そ、園崎さんって……どっち？　姉？　妹…？」

「…そんなのは知らん。自分で出て聞きなさい。」

　親父はつっけんどんにそう言うと、改めて受話器を突き出す仕草をした。…仕方なく受話器を受け取り…布団の中に潜り込む。

　詩音だったなら、…昨日のことを謝りたい。…でも、……もし魅音だったなら、……こんな時間に一体何の電話だと言うのか……。

「………も、……もしもし。……魅音か？　…詩音か？」

「私です。…詩音です。こんばんは。」

　がばっと跳ね起きる。…昨夜、あれほどまでにもう一度の電話を望んだ、詩音だった。

「詩音！　……その、……昨夜は……すまなかった。…つい興奮して……。」

「……………………………。」

　受話器の向こうから深いため息のようなものが聞こえた。

「…俺も詩音も、同じ立場なんだよな。…一方的に責めるような言い方をして悪かった。…もうしない。謝るから機嫌を直してくれ…。」

「機嫌を直したから電話したんです。…後悔したなら許してあげますから、もう謝るの止めて下さい。」

　詩音はまだちょっと怒ってるような口調だったが、取り敢えず、許すという言葉を口にしてくれた。

「圭ちゃんの言うように、私たちは運命共同体なんです。互いの無事の確認が、自分たちの安全の唯一の保証なんです。」

「…あぁ、…それについては同感だ。」

「……だから、私たちは互いの知っている情報を共有する必要があります。……鷹野さんたちみたいな死に方をしないために。」

　…ごくり。……固い唾つばを無理やり飲み込む。

「では……昨日の続きを話します。……もう怒らないで聞いてくれますよね？」

「……あぁ。…大丈夫だ。」

「まず。………私たちが思っている以上に、…祭具殿に忍び込んだことは禁忌、…タブーだったみたいです。」

　あの、鷹野さんたちの…見せしめとすら呼べるくらいの惨たらしい最さい期ごは、それを思わせるに充分だ…。

「……犯人たちは、祭具殿を穢けがした主しゅ謀ぼう格かくのあの二人を殺し、…次に私たちを狙うでしょう。……否定したいでしょうが、…これを認めてください。…失踪してから認めても、もう遅いんですよ…⁉」

「わ、わかってるって。…用心に越したことはないからな。」

「私も本当は認めたくありません。…あんな拷ごう問もん道具の博はく覧らん会かいを覗き見したことが、あんな殺され方をする理由になるなんて…絶対に信じたくない…！」

　………禁忌とは、そういうものなんだ。

　それを尊たっとぶ者から見て、禁忌を破ったことになるならば、……俺たちがどんなにささやかな悪戯心で犯したにせよ……きっと許されない。

「……互いに、何か気になることがあったら報告し合いましょう。…互いの持つ小さな断だん片ぺんを合わせていけば、…ひょっとすると、鷹野さんたちを殺した、…いえ、今年の事件に限らない。過去の連続事件を解決するカギが見つかるかもしれません。」

「……ん、……そうだな。…確かにそうだ。」

　俺はただただ怯おびえているだけなのに、…詩音はこんなにも前向きに考えていたのか…。……頼もしいと思うと同時に、消極的な自分が恥ずかしくなる…。

「……では、まずは言い出した私から行きます。…最近、誰かに監視されているような気がするんです。」

「えぇ…ッ⁉⁉」

「……と言っても、気のせいかもしれません。…でも一応、報告します。……今は気のせいだと思っていますけど、…もしも圭ちゃんも同じように、誰かに監視されているように感じるなら……。……これは気のせいじゃないのかもしれませんから…。」

「そ、…そういうことなら安心しろ。……少なくとも…俺の方は大丈夫だ。」

　…と、思う。……詩音と話しながら、今日一日を振り返る。……大丈夫だなどと言える根こん拠きょはどこにもなかった…。

「……そうですか。…では気のせいということにしますが、…圭ちゃんも注意して下さい。特に、一人で表を歩く時は細さい心しんの注意を払ってください。…私は多少は人のいる興宮ですから一人きりになることはそうそうありませんが、圭ちゃんは寂さびれた雛見沢です。…一人ぼっちになることも多いはずです。…特に注意して下さい。」

「……そうだな。あぁ、…気をつけるよ。」

「それから…お姉なんですが、……何か変わった様子はありませんか？」

「お姉、って…魅音のことか。……変わった様子って…どういうことだ…？」

「…先日、…私、…お姉に、綿流しの夜の所在について問い質ただされました。」

「えぇ⁉　そ、それは……俺もだよ。…いつだったかな？　……魅音に聞かれた…。」

「………やっぱりですか。………私は行ってないと答えました。…圭ちゃんは？」

「同じだよ。……誤魔化した。」

　互いに安堵するような軽いため息をつきあう。…詩音の置かれている状況は、どこまでも俺と酷こく似じするようだった。

「…綿流しの晩以降、…お姉の様子はおかしいです。……用心に越したことはありませんので、注意して下さいね。」

　魅音の様子、か…。

　…………あの日、綿流しの晩のことを詰問された以外では……そんなに変わった印象はない。…俺が見る限りでは。

　…だが、双子の妹がおかしいと言うのだ。…他人の俺にはわからない、小さな違和感を感じ取れるのかもしれない…。

「……わかった。…少し用心するよ。…帰り道は必ずレナも一緒だから、二人っきりになるってこともそうそうないしな…。」

「用心して下さい。…気になることがあったら、教えて下さいね。」

「わかった。」

「…では、圭ちゃんの方では何か私に話すことはありませんか？」

　………俺の方か。………そうだ、図書館で大石さんにも同じことを聞かれたのは報告すべきか。

　隠す必要はない。詩音が全てを話してくれたように、俺も話そう。

「図書館で、圭ちゃんが逃げ遅れた時の話ですね。」

「あぁ。大石さんにも、かなり強い口調で聞かれたよ。…あの晩、鷹野さんたちと一緒にいなかったか、詩音に会わなかったかって。…大石さんは、俺たちが四人一緒にいたところを見ていたようだった。」

「……警察にしてみれば、鷹野さんたちが最後に会った人間ということになりますからね。私たちに興味を持つのはある意味、当然でしょうね。」

「…こっちも誤魔化したけど、…かえって興味を持たれたかもしれない。」

　あの海千山千の大石さんを騙だまし切れるはずがない。……俺の困こん惑わくした様子から、むしろ確信を強めたはずだ…。

「なぁ詩音。……警察なら、……言っちゃってもいいんじゃないのか…？　むしろ、俺たちの状況を考えれば、警察を味方に付けるのはプラスだと思うぞ…。」

　詩音はすぐには答えなかった。……しばらくの間、長考の深いため息が聞こえた。

「……そう言えば大石さんは、魅音に何らかの嫌疑がある…なんて言ってたような気がする。………うん。…確かにそう言ってた。」

「昨日も話しました通り、園崎家は雛見沢に強い影響力を持っています。……大石は、一連の連続怪死事件を、園崎本家が中心になった村ぐるみの犯行だと疑っていますから。」

「…園崎家が中心になった、村ぐるみの犯行…⁉」

　ごくりと唾を飲み込んだ時、今日は昨日みたいに興奮しないで聞いてくださいよと、詩音に先に釘くぎを刺される。

　…落ち着け、今度は冷静に話を聞こう…。

「実はですね、雛見沢のダム闘とう争そうの時、リーダーシップを期待された神主が、あまりに日和ひより見みだったので、園崎本家が中心になって決けっ起きしたんです。…戦いの歴史についてはお姉から聞いてますよね？」

「……あぁ。雛見沢全体で一いち丸がんとなって戦ったんだろ？　デモをしたり、裁判に訴えたり、テレビに出たり…。」

「実際は…もっともっと過か激げきなこともたくさん行なわれたんです。園崎本家が水面下で、…さまざまな違い法ほうな抵抗運動を行なったと言われてます。」

「……違法な抵抗運動…？」

「例えば、夜中に建設現場に忍び込み、機材を盗んだり、壊したり、建設重機のガソリンタンクに角かく砂ざ糖とうを入れたりとか。」

「…ガソリンタンクに砂糖⁇　何でそんなことを…。」

「知らないんですか？　戦争中にフランスの地下組織なんかがやった典型的なゲリラ活動ですよ。砂糖を入れると、エンジンが焦こげ付いて壊れちゃうんですよ。」

「……それって…かなりまずいことじゃないのか…？　完全な器き物ぶつ損そん壊かい…。」

「建設現場への監視が強化されると、今度は建設の重要な立場にある人間への攻撃に変更されました。…例えば、建設を認可した役人たちには様々な脅きょう迫はくが行なわれました。それは県庁の役人だけでなく、建設省の偉えらい役人にまで及んだそうです。…聞いた話では…子供の誘ゆう拐かいまでやったとか。」

「ゆ、…誘拐ッ⁉⁉」

「えぇ。建設省の雛見沢ダムを担当する偉い人の子供が、神かみ隠かくしにあったんですよ。……で、ある日、突然、雛見沢のもっと上流の、高たか津つ戸どの山中で保護されまして。…犯行声明はなかったって言われてるんですけど、…ダム工事を中止するようにとの脅迫があったのではないかと囁かれています。……他にも他にも、枚まい挙きょに暇いとまがないほどの脅迫の話があります。」

「……それは…確かに……ちょっとヤバイな……。」

「そんな最中だったんですよ。…第一の事件。…現場監督のバラバラ殺人があったのは。…園崎家が主犯格の男を買ばい収しゅうしたのではと囁かれてますが、…何しろ今も逃走中ですからね。」

　……そうやって言われると……確かに園崎家が怪しいようにも見える。

「犯人も、口封じで『消した』んじゃないかって、大石は思ってるみたいです。…当然ですね。……身内である私ですら、園崎本家の暗あん躍やくがあったのではないかと思ってるくらいですから。」

「………それを、俺に信じろってのか…？　…魅音の園崎本家が、そんな悪いことをやってきたと、信じろと言うのか…？」

「圭ちゃんが信じなくても、村人たちは信じてます。…自分たちがキレイな抵抗運動をする陰で、園崎家が汚い抵抗運動をしてくれた。…自分たちの矢や面おもてに立って戦ってくれたんだってみんな思ってます。…ですから、ちょっとしたダークヒーローとして崇あがめられているんですよね。」

「……………………………。」

「私が知っているのは本当に一部だけだと思います。…例えば、誘拐なんかの特にヤバイ話は、当主の婆っちゃを含め、ほんの数人しか知らされてないと思います。…園崎家は秘密主義ですから。」

「………秘密主義、か…。」

　身内の詩音ですら底の見えない一族。園崎家。……その詩音の双子の姉の魅音が、詩音とは逆に、全ての渦か中ちゅうにいる…というのが何だか気味の悪い話だった…。

「そういった、違法な抵抗運動の中心として、年少ながら活かつ躍やくしたのがお姉でした。」

「魅音が……⁉　ど、どういうことだよ…？」

「うちのお父さん、ヤクザの組長ですから。…年少のお姉でも、若いガラの悪いのを何人も従えることができました。で、様々な嫌がらせや妨害をやってのけたんです。」

「………あの…魅音が…？」

　俺のよく知る魅音は、とても気さくで朗ほがらかな愉快なヤツ…。とても詩音の言う物騒な姿とは重ならなかった。……でも、今の俺には、どういうわけかそれを無視できない…。

「今は何だかのんびりした雰囲気だから想像もつかないでしょうが。器物損壊から脅迫、暴ぼう行こうまで一通りこなして、何度も補ほ導どうされたんですよ。…子供ですから、すぐに釈しゃく放ほうしてもらえたみたいですけどね。…お姉は、自分の年齢が武器になることを知ってたみたいです。」

　…不ふ謹きん慎しんだがちょっと苦笑した。小さい頃とは言え、さすがは魅音だな。ずる賢さはすでに頭とう角かくを現していると見える。

「笑い事じゃないです‼　真剣になってください‼」

「あ、…悪い、……そんなつもりじゃ…。」

　苦笑いが聞こえてしまったらしい。詩音にざっくりと怒られる。

「…ま、そんな不良娘だったお姉も、いつの間にか園崎本家の重じゅう鎮ちん。…大石がバラバラ殺人以降の事件を疑いたくなるのも、まぁ無理ないことです。」

　…………………しばし放心する。

　俺の持つ魅音のイメージとは、どれも合わない。

　……あらゆる犯罪に手を染め、ダム計画に妨害を加えた幼おさなき日の魅音。…そして、園崎本家の跡継ぎとして、…毎年起こる奇怪な事件の渦うずの中心に常に鎮ちん座ざする魅音…。

　……それは、本当に俺の知っている魅音なのか…？　俺が知らない…本当の魅音なのか…？

　わからない。……他人に聞かされる魅音像が、どうしても受け入れられない。

「ま、話を戻します。……お姉が注意に値あたいする存在であることは理解してもらえたと思います。…注意して下さい。」

　理解したくなかった。………魅音は俺の素晴らしい友人だ。…その魅音が、俺を追い詰めるようなことをするわけがない…。……確かに綿流しの晩のことを詰問はされたが……あれだって…そんなに強い口調で言ったわけじゃ……。……………。

「………わかった。…気をつけるようにするよ。」

「私とお姉は血のつながった姉妹ですが、…園崎家にあっては、まるで格が違うんです。……私とは、とても遠い存在だということを認識して下さい。…お願いします。」

　詩音に魅音の話を聞かされれば聞かされるほど…魅音がわからなくなる。

　…俺の知っている魅音は…そんな物騒なヤツじゃない…。…もっとひょうきんで、…笑える…熱いヤツで……………………。

　俺が魅音に対してそういう認識があるのを知った上で、…詩音は認識を改めろと言ってきた。…………最高の友人を、注意する。…疑う。……それはとても悲しく、…辛いことだった…。

「で、大石の件ですが。……圭ちゃんがいいと判断するなら、必要な情報を与えてもいいと思います。…やはり警察を味方に付けるのは、私たちに有利に働くと思います。」

「……やっぱり詩音もそう思うか…！」

「…ただ、…今、説明した通り、園崎の人間はそもそも警察に睨まれているんです。特に大石は、園崎家がまるごと連続事件の黒くろ幕まくだと決めてかかってますからね。…それはもちろん私も含めてです。……ですから、…私はあまり大石には関わりたくないんです。」

　……そうだな。……園崎家の暗あん闘とうの歴史を大石さんが知るなら、…詩音にあまり小気味のいい挨拶をするとは思えない。

　…ここに来てようやく、魅音が大石さんのことを毛嫌いしていたことを理解する。

「…どうせバレてはいるんですが、一応、私の名前を伏せておいて下さい。…それだけ守ってくれれば大石には何を話しても問題ないと思います。」

「わかった。…伏せるようにするよ。」

「…警察の捜査力は、今の私たちにはとても心強い武器になると思います。……大石が興味深い話をしたら、ぜひ私にも聞かせてくださいね。」

「あぁ、もちろんだ。情報は互いに交換し、研究し合おう。………鷹野さんたちを殺したのは誰なのか。……そして俺たちを狙うのは誰なのか。……それがわかるまで…俺たちは自じ衛えいしなくてはならない…。」

「…あとは何かありますか？　大石に聞かれたこと以外に。……身に起こったことは、どんな些さ細さいなことでも教えてください。」

　……大石さんの話以外にか。

　……あ、……梨花ちゃんに打ち明けた話は……するべきだろうか。

　何かを知っていそうな梨花ちゃんの素振り。………任せておけと言われたが……一体……………。

　そうだ…。梨花ちゃんには…詩音の名前も出してしまったんだった。……まずくないだろうか…？　………詩音に怒られそうな気がする……。

「…何もないんですか？　…圭ちゃん？」

　俺があまりに長く沈黙していたので、詩音がたまりかねて先を促した。

「……あ、……えー…と……、」

　言い淀よどんでいると、詩音が逆に話しかけてきた。

「ないようでしたら私から聞きたいんですけど。…私もついさっき聞いたんですが………、公由のお爺ちゃんが行方不明になったって…本当ですか？」

　…キミヨシのお爺ちゃん？　…あぁ、多分、村長さんの名前だと直感する。

「村長さんのことか…？　…何だ、詩音、…聞いてないのか？」

「何も知らないです！　……お父さんが電話でそう話してるのを、また盗み聞いただけですから。」

　言って失言だったことを悟る。……この雛見沢では…オヤシロさまの祟りの起こるこの時期の出来事は…隠いん蔽ぺいされてしまうのだった。興宮に住んでいる詩音の耳に入っていない可能性は充分ある。

「…あぁ。実はな、…昨夜、会合のあと、家に帰ってこないとかで雛見沢中で大騒ぎになったんだ。村中で探したみたいだけど、まだ見つかったって話は聞かないな…。警察も捜さがしてるはずなんだけど………。」

「な、なんでそんな大事な話を先にしてくれなかったんですかッ！！！！！」

　感情を剝むき出しにした大声で怒鳴りつけられる…！

「わ、悪わりぃ…、…もう知ってると思ってたんだよ…。隠す気なんかなかった…！」

　受話器が沈黙する。……まさか詩音、……また怒って、電話を切る気じゃ…⁉

「おい、詩音！　もしもし‼」

「…………………………………圭ちゃん、……私、……………どうしよう……。」

　詩音のか細い困惑した声は、直前の怒鳴りつけた声とは、まるで別人のようだった。その変わりように何かを察する。

「…どうした。……話せよ。俺たちの間で隠し事はなしだろ…？」

　詩音はだいぶ長いことためらった後、白はく状じょうするように言った。

「……ごめん。…あの、……隠すつもりはなかったんです。…ちょっとその、言うのが前後したって言うか、………。」

「…俺たちは仲間だろ⁉　怒ったりしないから正直に話せよ…。」

　それでもしばらくのためらいがあった。…そして、観かん念ねんした様子で言った。

「私、…………公由のお爺ちゃんに……打ち明けたんです。」

　詩音は、その直後に俺に怒鳴られると思ったらしく、息を吞のむ音が聞こえた。

　……だが俺は、詩音が思うのとは逆に、…ちょっとほっとした。…詩音もまた、俺が梨花ちゃんに打ち明けたのと同じことをしていたのだ。

　だから、なるべく詩音を刺激しないように、やさしく言ってやった。

「公由の爺さんってのは、…詩音にとって、相談できる心安い人なんだろ…？」

「…………はい。……私のこと、………小さい頃から本当に可愛がってくれて…。」

　村長さんの失踪に心を痛めているのは詩音も同じだったのだ。魅音とはまた違った強さを持つ詩音も、近しい人の失踪に、本当に悲しい辛そうな声を出していた。

「……私、いっつも意地悪なことをしてたのに……いつもにこにこと笑って…。……私の言うことは何でも聞いてくれて……。……本当にやさしい人だったのに………。」

　さめざめと泣く嗚お咽えつが受話器の向こうから漏れ聞こえる…。

「…お、落ち着けよ詩音。…別に死んでしまったわけじゃないだろ？　そんな簡単に諦めるなよ…。」

　詩音は返事をしなかった。…でも、俺も自分で言っておきながら…、消えた村長さんは、もう二度と見つからないだろうと思った。

　……きっと、…生死すらもわかるまい。……詩音も、同じことを考えてるに違いなかった…。

「……公由のお爺ちゃんに、……私、あの晩、祭具殿に忍び込んだこと、打ち明けたんです。…誰かにそれを見られてて、……私たちを狙っている人がいるみたいだって。」

「…村長さんは、鷹野さんたちがまともじゃない死に方をしたのを知ってるのか…？」

「………はい。…知っていました。……あの二人がオヤシロさまの祟りで死んだから、…私はその怒りを鎮める生贄にされるんじゃないか、って。…本当に率直に言いました。」

「………あぁ。…それで？」

「……公由のお爺ちゃん、…怒らなかった。……そして、にっこり笑って、詩音ちゃんがちゃんと反省してるなら、鬼隠しになんかなるものか、…って。…本当に……笑いながら……任せなさい…って………。……ぅぅ…ッ‼」

　詩音の嗚咽が落ち着くまで、…俺はかける言葉を見つけられずにいた。

　村長さんがどんな感じの人で、詩音とどういう関係だったのかを想像することはできない。……だが、不安に押しつぶされそうな俺たちが、どれだけ「大丈夫」という言葉に励はげまされるか…。それを俺も、今日、梨花ちゃんに教えてもらっている…。

　そんな心強さをくれた人が、消えてしまったら……。……詩音がどれほどのショックを受けたのか、察するべきだろう……。

「…………………私のせいです。…私が、…打ち明けてしまったから……。」

「…よせよ…。…詩音のせいじゃないよ。」

「いいえッ‼　私のせいなんです‼　私が…打ち明けてしまったから…！　公由のお爺ちゃんが…知ってしまったから…！　だから……殺されてしまったに違いないんです‼　だって、…打ち明けてすぐなんですよ⁉　打ち明けて、…大丈夫って言ってくれたその晩に消えてしまった[image: !!!]」

　知ッテシマッタラ、……巻キ込マレル。




「話すんじゃなかったッ[image: !!!]　これは全部、…私たち四人の咎とがだったはず‼　他人に話してはいけないことだったんです‼　話したから殺されてしまった！　知ったから殺されてしまった！　打ち明けたから……殺されてしまったッ！！！！」

「おい待てよ‼　そんなヤツなら、…打ち明けた村長を殺す前に、お前から先に殺すに決まってるじゃないか！　順番が違うよ‼　殺されるなら俺か詩音が先‼　他のヤツらが先に死んだりするものか[image: !!!]」

「順番はあります‼　私たちを、一番最後に殺すつもりに違いないんです‼」

「…は…？　な、…なんだって⁉」

「…ひと思いに殺さないで…、親しい人たちから順々に殺していって…、散さん々ざん悲しい思いをさせた後に殺す、……そういう狙いに違いないんです‼」

「落ち着けって‼　詩音は今、ショックを受けてパニックを起こしてるだけなんだよ‼　村長の失踪は詩音とは関係ない！　無関係だ！　鷹野さんたちの死ともまったく関係ないんだ‼」

　…それはまるで、自分に言い聞かせるような…悲鳴だった。

「うぅん‼　関係あります‼　絶対にそうなんです‼　私が話したから殺されてしまった！　知ったから殺されてしまった！　打ち明けたから……殺されてしまったッ！！！！」

　さっきと同じ言葉を、うわ言ごとのように繰り返した。

　……錯さく乱らんする詩音に同情する一方で、……どういうわけか、自分の足元の影が凍いてつきだす……。

　その影の中から…触れられただけで、心臓までも凍らすような冷たい腕が突き出し、俺の足を摑んだ。………体の熱という熱が、…その腕に吸い取られていく……。

　それはぞっとするような…寒さ。…凍えるような、痺れるような。…そんな絶対的な…怯えという寒さだった。

　……詩音のことを同情しながらも、どこか対岸の火事だと思っている甘えた自分…。

　…頭の中で、詩音がさっきの薄気味悪い言葉を何度も繰り返す。

　話シタカラ殺サレテシマッタ。

　知ッタカラ殺サレテシマッタ。

　打チ明ケタカラ、……殺サレテシマッタ。

　その祝詞のりとのような呪じゅ文もんのような、…平へい坦たんな繰り返しが意味を持った時。……さっきから止まらない震えが…戦せん慄りつとなって背中を駆け上るッ‼

「…り、………梨花ちゃんッ‼　梨花ちゃんだッ！！！！」

「………え？　……今、何て言ったんですか…⁉」

「お、…俺も……実は…、…う、…打ち明けたんだ。…梨花ちゃんに、……今日ッ‼」

「梨花ちゃんって、…梨花ちゃまのことですか？　古ふる手で神社の梨花ちゃま？」

「そうだよ、梨花ちゃんだよ‼　……俺も、…どうしようもなく不安で……打ち明けたんだ。…梨花ちゃんに。」

「………そうしたら、………梨花ちゃまはなんて…？」

　……猫さんの心配し過ぎなのです。ボクがきっと、何とかしてあげますですよ。

　梨花ちゃんはそう言って、…にっこりと笑った。……失踪した村長さんが、詩音を励ますために笑ったみたいに、にっこりと笑った…。

「……ご、ごめん詩音！　お、俺…俺、…ちょっと…梨花ちゃんのことが心配になっちゃって…‼」

「あ、はい！　…そんなに心配でしたら、ぜひ電話を。安あん否ぴを確認してみて下さい。」

「…あ、あぁ‼　そうさせてもらう！」

「また明日も、このくらいの時間に連絡します。それをもって、私の安否確認として下さい。」

「…わかった。待ってる。じゃあな！　すまん！　切るぞ‼」

　詩音の別れの言葉を待たずに電話を切る。

　……もう自分や詩音に迫っている危機なんか二の次だった。………第六感的な本能が、ガンガンと警けい鐘しょうを鳴らす。……この感覚はまずい。本当にまずい。…掛かけ値ねなしに…まずいッ[image: !!!]

「…くそ…、無事でいてくれ…。……梨花ちゃんッ[image: !!!]」





[image: （スクラップ帳より　Ⅷ）

〈現代の御三家について〉
前述したように、今日では御三家の合議は形骸化し、事実上、園崎家の独裁となっている。
公由家にしても古手家にしても、過去の威光とは程遠く、古式ゆかしい伝統を維持していえるとは到底思えない。
その中にあって園崎家だけは古代からの威光を維持し、鬼ヶ淵村と呼ばれた時代からの数々の伝統を色濃く受け継いでいる。
確認されている中でもっとも新しい「綿流し」だと思われる明治末期の事件も園崎家主導で行なわれたと考えられる。（明治末期の御三家の家系図参照）

明治以降、園崎家は雛見沢村を牽引すべく、強いリーダーシップを発揮している。
数年前のダム闘争では、反対同盟の会長職に公由家が就いたが、これはあくまでも名目上で、実際には、園崎家が陰のリーダーとして君臨していた。
公に出来る抵抗運動は公由家主導で行い、公に出来ない抵抗運動を園崎家が行なったのではないかと囁かれている。

ダム騒動中に報じられた不穏な事件の数々（有名な建設省幹部の子息誘拐事件他）も園崎家が行なったと雛見沢ですら囁かれているくらいだ。

加えて、近年続発している連続怪死事件についても、園崎家の暗躍があったのではないかと言われている。
連続怪死事件は紛れもなく、古式ゆかしい「綿流し」の再来である。
本来の「綿流し」を、ただの村祭りに落ちぶれた「綿流し」の当日に行なうことで、村人たちに、鬼ヶ淵村の戒律を思い出させようとでもしているに違いない。

園崎家を探ることが、今日における研究の一番の近道であると断言できるだろう。
古手神社の祭具殿を暴くことが出来たなら、次は園崎家に研究対象を絞ろうと思う。
園崎家周辺は監視カメラで守られるほどの厳重ぶりだが、幸い、私は当主後継ぎの魅音・詩音の姉妹とは面識がある。
次なる研究への突破口として繫げていきたい。]






四人だけの罪に終わらない？







　おでんと言えば、寒い季節には絶ぜっ品ぴんだろう。だが、酒の肴さかなとして冬場以外にも愛して止やまない通たちもいる。そんな彼らにとって、セミが鳴くような季節でも美味おいしいおでんを振ふる舞まってくれるこの店は貴重だった。

　そんな店に、老ろう獪かいなる興宮署の刑事、大石と、その後輩刑事、熊くま谷がいの姿があるのだった。大石は、球場前のダフ屋のような身なりをした男に酒のお代わりを勧めているところだった。

「いえいえ、気にしないでジャンジャン飲んで下さいよ。この店でおでんを食べるとですね。なぜか、年ねん契けいのガソリンスタンドの請求書に化けちゃうんですよ。だから遠慮しないでもう一杯飲んでいけばいいのに。」

　男は、これでもう充分と赤ら顔で断る仕草をする。もう一度大石は酒を勧めるが、本当にもう飲めないと再度断るのだった。

　…実際は、男はもっと飲める。彼がこのおでん屋を去りたいのは、もう酒が飲めないからではない。彼の仕事が終わったからだ。

「そうですか。ではまた別の機会にのんびりやりましょう。んっふっふっふ…！」

　男は愛あい想そ笑いを浮かべながら頷き返すと、駅前の華はなやかなネオンの中に消えていった。

　それを見送った後、大石と熊谷は再び飲み直す。

「……熊ちゃんも勉強しといて下さいよ。謙けん虚きょな人が結局、一番長生きするんです。んっふっふっふ！」

「さっきの話、…本当っすかね。」

「さぁて、それはわからないですけどね。真しん偽ぎはともかく、そういう話がまことしやかに流れてるということには意味があると思いますよ。」

「…そんなのが村長を狙う動機になりうるんすかね…？」

「熊ちゃん、いつも言ってるでしょ。動機ってのは、その本人に充分でありさえすれば足りるんです。価値観の違いをよく考えなくちゃ。…お母さん、もう一杯ください。」

　情報を伏せているにもかかわらず、すでに雛見沢中で知られている、富竹と鷹野の死。

　その死は、禁断の神殿「祭具殿」に踏み入ったためにオヤシロさまの怒りに触れた、というのがもっぱらの噂だ。

　その噂によれば、踏み入った人間はまだあと二人いる。…園崎詩音と、前原圭一。

　この二人にも「オヤシロさまの祟り」があるかもしれないと、陰で囁く声があるという。

　だが、罪は祭具殿に踏み入った四人だけに留とどまらないらしいのだ。

　昨年までは厳げん重じゅうな施せ錠じょうだったのだが、今年からは簡単な施錠になったため、簡単に賊の侵入を許してしまったのではないか。…そういう噂が流れているのだ。

「熊ちゃんは見たことありませんか？　私はずいぶん前に何かの用で行った時に見たことをよく覚えてますよ。」

「すみません、ちょっと思い出せないっす。」

「それはもう、おっかないくらいに厳重に施錠してありましてね。重そうなカンヌキでがっちりと塞ふさがれていて。まるで大金庫みたいに厳重な蔵くらだったんですよ。」

　それが今年から、本当に簡単な、安っぽい南なん京きん錠じょうひとつだけになった。

　……神社を守る一人娘、古手梨花が重い施錠を嫌い、村長に相談。…簡単な南京錠に付け替えたというのだ。

「…だから、村長と古手梨花も同どう罪ざい、ってことなんすか…？　だとしたら、…村長に続いて、古手梨花もまずいんじゃないっすか⁉」

「その可能性は大ですねぇ。……熊ちゃん。雛見沢を巡じゅん回かいしてる覆ふく面めん車に至し急きゅう連絡。古手神社近辺に張り付かせてください。」

「りょ、了解っす[image: !!!]」








６月21日（火）深夜













　詩音との電話を切り、学校の連絡網から梨花ちゃんの電話番号を探す。

　…あった！　焦あせって指が震え、たった五桁けたの番号を押すのに何度も失敗してしまう…。

「圭一…。こんな時間に電話？　夜遅くは先方に失礼だからよしなさい…。」

「い、今はそれどころじゃないんだよッ‼」

　お袋を怒鳴りつけ、コール音に耳を傾ける。……出ろ…、…出てくれ…‼

　時間は…午後十一時前。確かに早い時間ではない。深夜と呼ばれるべき時間帯だ。

　…梨花ちゃんはもう寝てしまっているんだろうか…？　でも、これだけ鳴らしてるんだから…起きてはくれないだろうか⁉

　梨花ちゃんは…出ない。

　……出ない。…………出ないッ‼

　たまたまコール音が聞こえないだけなのかもしれない。…寝ね床どこが電話から離れていて…、…そんなわけあるものか…。…寝ていれば寝ているほど、電話の呼び出し音ははっきりと聞こえるものだ。……じゃあ、…お手洗いとか…、…そうだ、お風呂だ！　入浴中だったら、電話が鳴っているのが聞こえたとしても、取りようがないもんな…。

　…お風呂に入る時間にはちょっと遅いが…、梨花ちゃんは寝る直前に入浴する習慣の可能性だって考えられる。…………………三十分くらい待って、もう一度かけ直してみよう……。

　そう思っている間にも、何度も何度も梨花ちゃんの家に電話をかけた。かけ続けた。繰り返し繰り返し、何度も何度も電話をかけた。

　……だが出ない！

　もう三十分くらいはかけ続けたと思う。…なのに出ない。

　あまりにもしつこい電話だから、怖くなってしまって受話器を取れないのか⁉　……いや、そんなはずは………。……………………………。

　もうこんなことをしていてもしょうがない。…直接行って確認する方が確実で絶対だろう。

　でも、梨花ちゃんの家ってどこにあるんだろう…。くそ、…俺、場所を聞いたこともない……‼

　…連絡網には住所も載のっているが、番地表記なので、見てもそれがどこの事だかわからない。

　……地図か何かに載っていないだろうか⁉　古手梨花。…苗みょう字じは古手。かわった苗字だ。結構簡単に見つかるかもしれない…‼

　そう思い、電話帳の引き出しを漁あさるが、出前のメニューとか、公共機関の電話番号とかそんなものしか出てこない…！

　くそ、くそ…、くそ…‼　引き出しの中身を次々にぶちまけていくが…梨花ちゃんの家の場所を知れる手がかりは見つからなかった。

　落ち着け前原圭一…！　知らないなら…聞けばいいじゃないか！　知っている人に！

「…そうだ、……レナなら知ってるに違いない！」

　連絡網からレナの電話番号を探し出す。…竜りゅう宮ぐう、レナ。……あった。

　お袋に言われるまでもなく、時間はすでに深夜だ。先方に失礼なのはわかっている。でも、今は……、申し訳ないがそれでもかけなければならない…！

「…もしもし。竜宮です。」

　電話に出たのは不機嫌そうなおっさんの声。…レナの親父さんだな。深夜の電話だからな、腰を低くしないと……。

「や、…夜分遅くに申し訳ありません。前原と申しますが、レナさんはいらっしゃいますか…？」

「礼れい奈なは風呂に入っていますが、……あ、出たかな？　……礼奈。友達から電話だぞ。」

　そうだった、竜宮礼奈が本名だったな。…レナですっかり馴な染じんでしまったので、本名の礼奈という方がむしろ違和感がある。

「もしもし。お電話かわりました。」

「あ、…お、俺だよ、圭一だ。夜遅くにすまん…！」

「あれ？　圭一くん？　こんな時間に何かな？　かな？」

「…実は、その………梨花ちゃんの家がどこにあるのか知りたいんだ。」

　レナは、こんな時間にかけてくる電話だから何かと思えば…とちょっと呆れたようだった。でも逆に緊急性を感じてくれたのか、口調はぐっと真剣になった。

「う、うん。いいよ。古手神社の境内に集会所があるよね。その裏手に二階建ての倉庫小屋があるのを知ってるかな？　そこに住んでるんだよ。」

　…咄とっ嗟さに場所のイメージは湧わかないが、神社の敷地内に住んでいることさえわかれば、あとは何とか探せるだろう。

「わ、わかった！　ありがとう。こんな遅くに済まなかったな。親父さんに謝っといてくれ。」

「そんなのはいいよ圭一くん。それより、どうして梨花ちゃんの家を聞くのかな？」

　レナが普段は見せない鋭さで、俺が電話を切るよりも早く食いついてくる。

　……レナに話すことを一瞬、ためらう。

　話シタカラ殺サレテシマッタ。




「……圭一くん？　聞こえてるなら答えて欲しいな。どうして梨花ちゃんの家の場所を、こんな時間に聞きたいのかな？」

　レナはいつもの口調を装っているが、…言葉の裏に非常時を敏感に察した緊迫感がこもっていた。

　………どうする、圭一。レナになら…話してもいいのではないか…？

　知ッタカラ殺サレテシマッタ。

　打チ明ケタカラ、……殺サレテシマッタ。




「…圭一くん⁉　レナは真剣に聞いてるんだけどな。答えて欲しいよ！」

　レナが、普段からは想像もつかないような強い口調で再び聞いてきた。…その気き迫はくに驚かされる。

　………レナもまた、梨花ちゃんの友人なのだ。……梨花ちゃんの失踪を心配する権利は、…ある。

　話せばレナもまた…。………その恐ろしい想像を、……今だけねじ伏せる！

「…レナ、……その、………理由を聞かれると困るんだが、……………。」

「うん。」

　レナの声は真剣そのものだった。…圭一くんが何を言っても、ちゃんと信じるよ。そう言っているようにも聞こえた。……そんな、ちょっとした心強さが、俺に打ち明ける勇気を与える…。

「梨花ちゃんが、……………危ない気がするんだ。」

「…それは虫の知らせ、かな？　…それとも、梨花ちゃんに危険が迫っている何か確信がある…？」

　本当はこうしてレナと議論する時間も惜おしい。…だが、レナの冷静な声を聞いていると、無駄な焦りが抜けていく気がした。

「……確信は……ないけど、………………。」

　それでも言いよどむ。…俺たちが祭具殿に忍び込んだことを梨花ちゃんに打ち明けた。先に打ち明けられた村長さんが昨夜、失踪した。だから…次は梨花ちゃんの可能性も………。

　……それに、レナに何て説明すればいいのかわからなかった。…そうして口ごもっている内にレナが言った。

「ヘンなこと聞いてごめんね。考えたら、確信なんか必要なかった。」

　レナはあっけらかんとした様子で軽く笑った。…とても笑えるような心しん境きょうでなかったので、こっちこそ呆気に取られる。レナは明るい声で、だけれどもしっかりとした口調で続けた。

「友達のことが心配になって。それを確かめるのに理由なんかいらないと思う。…仮に、梨花ちゃんが寝てて、それを起こしてしまったとしても、それが理由なら私たちは誰も怒らないと思うよ。」

　……レナ、……ありがとう…。

「じゃあまずは圭一くんに確認するね。…梨花ちゃんの家に電話はしたんだよね？　それでどうしてもつながらないから、家の場所を聞いてきたんだね？」

「あ、…あぁ！　三十分以上は鳴らし続けたと思う。…ひょっとしたら気付かなくて寝てるだけなのかも…。」

「梨花ちゃんの家はとても狭せまいの。だから電話が鳴ったら、たとえ寝ていても気付かないわけはないよ。沙都子ちゃんもいるんだから、二人揃って気付かないわけはない。」

「…え？　沙都子って、梨花ちゃんと一緒に住んでるのか…？」

「うん。知らなかったの？　……今はその話は後ね！　…とにかく、電話をそれだけ鳴らして誰も出ないのは絶対におかしいよ。」

　レナは想像していたよりもはるかに迅じん速そくに、事態が異常であることを理解してくれた。

　それを頼もしくも思ったが…、異常であることをレナも認めたということが、自分の杞き憂ゆうだったという最上最良の可能性を打ち消すことも同時に意味することに気付く。

「私も今からすぐに梨花ちゃんの家に行くね。一緒に行く？　なら迎えに行くよ。」

「わかった。じゃあいつもの待ち合わせ場所で合流しよう！　待ってるぞ‼」

「うぅん！　私、圭一くんの家に迎えに行くから。だからお家で待ってていいよ。それからご家族に、私と一緒に梨花ちゃんの家に行って来るって伝えておいてね！」

「……家でいいのか？　時間のロスのような…。」

「あと、魅ぃちゃんには電話した？　魅ぃちゃんはこういう時、すっごく頼もしいの！　まだなら私から電話しておくね‼」

　一瞬だけ思考が凍った。……ついさっきまでしていた詩音との電話で、魅音には用心した方がいいと言われたばかりだからだ。

　……毎年起こる連続怪死事件の裏に、…園崎本家の暗躍があるなら…。…それは当主跡継ぎである魅音にも無関係ではないはず…。

　なら……、今年の事件である鷹野さんたちの怪死や、村長さんの失踪も無関係ではない……？

「じゃあね！　すぐに行くからね！　待っててね‼」

　レナはそれだけを伝えると、慌あわただしく電話を切った。

　……今、必要なのは魅音を怪しむことじゃない。梨花ちゃんの無事を確認することだ。

　着替えて、自転車のカギを用意する。

　登校の時の待ち合わせ場所で合流した方がスムーズに行けるんじゃないかな、と思った。…レナに家まで来てもらうことはないよな。何より、玄関でただレナを待つのがもどかしく感じられた。

　外出を告げると両親がうるさそうだったので、無む言ごんで表に出る。

　表には、いつもの涼しさはなかった。…何だか嫌な湿気が満ちる妙な夜だった。

　しかし…、レナは気になることも言っていた。

　…梨花ちゃんと沙都子は一緒に住んでるって…？　では、……梨花ちゃんだけでなく……沙都子もいないということか⁉

　二人が同居していることの意味が、一気に最悪の想像に転化する。

　そんな……沙都子は、……本当に無関係だぞ⁉　梨花ちゃんには失踪する理由はあっても……沙都子にはないはず……‼

「け、…圭一くーん…[image: !!!]」

　レナは本当に早かった。すごい速度で自転車でやって来た。…荒い息が、レナがいかに急いでいたかを如実に物語る。

「おうレナ！　さぁ行こうぜ‼」

「…圭一くん。私、お家で待っててって言ったはずだよ。」

　レナが真剣な顔で言った。……怒っている？　身に覚えがなく、一瞬困惑する…。

「い、いや…、ここで合流した方が早く出発できると思ってさ…。」

「…圭一くんは……本当にわかってるのッ⁉」

　レナが怒りをあらわにして叫んだ。…こんなレナを見るのは初めてだった。

「わ、…わかってるのかって、……何がだよ…。」

　レナは俺を怖がらせていることに気付いたらしく、一、二度大きく深呼吸をしてから、諭さとすように言った。…だが決して表情を和やかにすることはなかった。

「圭一くん。…昨日、村長さんがいなくなって村中で大騒ぎになったよね？」

「あぁ………。」

「そんな中で、圭一くんは梨花ちゃんと沙都子ちゃんがいなくなった、って言ってるんだよ。」

「…あぁ…。そ…そういうことになるな……。」

「じゃあもっと用心しなくちゃ駄だ目めだよッ[image: !!!]　こんな夜中に、たった一人でこんなところで突っ立ってるなんて無用心にも程があるんだから‼」

　…レナの怒りの意味が徐々にわかってくる…。

「ご家族には、ちゃんと私と梨花ちゃんの家に行くって伝えたよね？　……万が一。…私と圭一くんが揃って失踪しちゃうようなことがあっても、…いつ、どの辺でいなくなったのかを残すことができる。」

　………レナは…この緊急事態に冴え渡るくらいに冷静だったのだ。

　あの綿流しの夜以降…。毎夜、誰かが死んだり消えたりしているのだ。

　綿流しの晩、鷹野さんたちが異常な死を遂とげ。

　その次の晩、村長さんが姿を消し。

　さらに次の晩、梨花ちゃんと沙都子が姿を消した…。

　……俺は自分のことしか考えていなかったが…、今、この雛見沢は、異常という言葉で表現するのが妥だ当とうかどうかも怪しいような「極きょく限げんの異常状態」に置かれているのだ…。

　レナはそこまで、自分たちの失踪までも見越して、家族に行き先を言い残すように言ったのだ。……自分の無用心を恥じ、…それを恥じなければならない、今夜を恐れた。

「……ごめん。……まだ言ってなかった。」

「うん。じゃあ一緒に言いに行こ！」

　レナと共に自宅へとんぼ返りする。

　月が、異様に高い。

　空が無駄に広々と、寒々としていて、……何があっても、決して夢だと思わせない…そんな残酷さをすでに突きつけていた。

　こんな狂った夜に、普段からは想像もつかないくらいにしっかりしたレナが頼もしく、……レナに無用心を注意されるほどの、………雛見沢の変へん貌ぼうが、何よりも恐ろしかった……。

　月が、異様に高い。




　途中で合流した魅音は、当然だが、梨花ちゃんたちの失踪に半はん信しん半はん疑ぎだった。

「……圭ちゃん、本気で言ってんの？　もし冗談だったら、かなり怒るよ？」

　魅音は明らかに不機嫌そうだった。…こんな時間に突然呼び出されたからだけではないだろう。その理由が、冗談ならあまりに笑えないからだ。

　…確かに、自分がどれだけ不謹慎なことを言っているかわかっていた。

　一昨日の綿流し以降、夜よ毎ごとに人が死んだり消えたりする。…そしてそれに続いて、梨花ちゃんと沙都子までもが消えたなんて、冗談でも絶対に言えない。

「魅ぃちゃん。本当に冗談だったなら、怒るんじゃなく、笑おうよ。だって冗談なんだから。……私たちはそれが冗談であることを確かめなくちゃいけない。」

「………そうだね。…機嫌の悪そうなことを言ってごめん。」

　どんな不謹慎な冗談にしろ、結果、仲間の無事が確認できるなら笑い話に過ぎない…。レナにそれを諭され、魅音は少し緊張を解といて苦笑いしてみせた。

　魅音も自転車にまたがった。

　ほとんど街灯もない真っ暗な夜道。その暗闇を、俺たち三人の自転車のライトが切り裂さいていく。

「しかし、圭ちゃんはなぜ急に、こんな時間に梨花ちゃんの家に電話なんかする気になったわけ？」

　…レナにも上手に説明できなかったことを、再び魅音が聞いてきた。レナはそこを不ふ問もんに付してくれたが、普通の人間ならそこに疑問を持つのは当然のことだろう…。

「……虫が知らせた、…じゃおかしいか？」

　暗くてよくわからないが、魅音はとても曖昧そうな顔で笑っていた。……納得しきれないらしい様子は、この暗闇でもよくわかる…。

「俺さ、うたた寝してる時に悪い夢を見ると、どうしても気になっちゃうんだよ。」

「圭一くんは、…それで梨花ちゃんがさらわれる夢を見たわけかな…？」

「……いや、…その…。…もっと漠ばく然ぜんとした、…予感みたいなものだよ。…梨花ちゃんが電話に出てくれたなら、レナや魅音にも続けて電話するつもりだったよ。」

　さらさらっと、間に合わせにしては滑なめらかにウソが飛び出る。

　詩音と俺に縁があることを話すのは、…あの晩、一緒に祭具殿に忍び込んだことを遠回しに認めることになると思ったからだ…。

　それ以上は魅音も聞かなかった。…納得してくれたのかはわからない。あるいは、そんなことよりも、梨花ちゃんと沙都子の無事を確かめる方が手っ取り早いと思ったのかもしれない。

　それをほっとする自分が、何だか後ろめたかった…。

　……ここ何日か、魅音はそんなに振舞いを変えたわけでもないのに、…俺はなぜか距離を置こうとしてしまう。

　詩音や大石さんに、…何だか魅音が大おお仰ぎょうな一族の跡取りだと聞かされただけなのに…。

　………いや。………無理に忘れようとしているだけだろうか。

　思い出せ前原圭一。…綿流しの晩のことを、一番最初に聞いてきたのは…魅音じゃないか。…それも、とても厳しい口調で。あの時、すくみ上がったことをもう忘れたのか…。

　……あの魅音は…、確かに俺が普段知っている魅音とは異なって見えた。……あの魅音に限って言えば、…………詩音や大石さんの言う魅音像と、ほんの少しだけ重ならなくもない…。

　そうなのだ。…あの日の魅音さえなければ、……俺は魅音に対して、こんな感情を持つことはないのだ。

　…あの日の魅音は一体、何だったんだろう。……あの後に起こった様々な出来事で都合よく頭を満たし、……一番最初の、一番無視してはいけないことから目を逸らしているのではないだろうか…。

　俺の前を、長い髪をなびかせながら自転車をこぐ魅音。…その背中をいくら見つめても、それらの疑問への答えが浮かぶことは決してなかった…。




　神社の境内へ続く石段前までやってきた。

　さすがに自転車を担かついで上がるつもりはないらしい。みんな、石段脇に自転車を停める。

「……古手神社、か。」

「みんな公園みたいな感覚で勝手に出入りしてるけど、本当はここは古手家の立派な私有地なんだよ。」

「そうだったのか…。」

　神社がまるごと私有地か。…この神社は結構、時代を感じさせるよな。…十年や二十年なんてものでは済まないくらい、昔からあるように見える。

「…だとすると、…古手家って結構な旧家なんじゃないのか？　代々続いた、由ゆい緒しょある…。」

「………………うん。ない。おかしいよ。」

　レナが明らかに不ふ穏おんなことを口にする。見れば、何かをきょろきょろと探しているようだった。

「どうしたレナ。」

「……梨花ちゃんと沙都子ちゃんは、いつもここに自転車を停めてるはずなの。…なのにほら。どこにもない。」

　ぐるっと周りを見渡す。………確かに自分たちが乗ってきたもの以外の自転車は見つからない。俺の背筋にぞっとするものが込み上げるが、魅音はまだ少し余よ裕ゆうを残した感じで言った。

「他の場所に停めてる可能性もあるんじゃない？」

「……そ、そうだよな。例えば、担いで石段を上がったとか。」

「女の子には無理だよ圭一くん。」

　確かにこの石段を、梨花ちゃんや沙都子が自転車を担いで上がるなんて、とても思えない。

　…梨花ちゃんの家の戸を叩く前に、もう嫌な想像を搔き立てる現実を突きつけられる。

　俺たちの気付かない木こ陰かげに停めてあるだけかもしれないのに。今、この場で自転車が見つからないことが、失踪の証拠になんかなってたまるか…。

「行こうぜ…！　家に行った方がはるかに確実だろ！」

　三人で頷きあい、石段を駆け上がった。

　鳥とり居いをくぐり、きれいに砂じゃ利りの敷しかれた境内に入る。……綿流しのお祭りがここであったのがウソのように静まり返っていた。あれだけ賑にぎわっていたあの日の光景が、静せい寂じゃくが支配する今の境内とどうしても重ならない…。

「…で、梨花ちゃんたちが住んでいる家ってのはどこにあるんだ？」

「こっち。付いてきて！」

　レナが先せん陣じんを切って走り出す。…境内脇の集会所の方へ行き、その裏手へ回る。

　真まっ暗くらな中に資材倉庫みたいな、二階建てのプレハブ小屋があった。

「……灯り、消えてるね。…寝てるんじゃない？」

「ノックしてみなよ。」

　レナと魅音が、とても人の住まいには見えなかったそのプレハブ小屋に近付いていく。

　……こんな立派な神社を持ってるくらいなんだから…もっと立派な家に住んでいると思っていた。……すごく意外だった。

「梨花ちゃーーん[image: !!!]　沙都子ちゃーーーん‼　いるぅーー⁉」

　レナが二階へ向けて声をかけた。初めは遠慮がちに、でも徐じょ々じょに大きな声で。

　……………返事はない。…ないどころか人の気配すらしなかった。

「…寝てるのかも知れない。起こしてみよう。」

　魅音がシャッターを両手でバンバンと叩くと、騒々しい音が辺りに響き渡った。

　…これだけ賑やかにされれば、絶対に気付くはずだ。…部屋の灯りをつけ、窓をガラリと開けて…今、何時だと思ってるんだー！　って。

　………だが、そうはならない。…………まったく何の反応もない。

　魅音がシャッターを叩くのをやめると、急激に静寂が押し寄せた。

　……その静寂が、……最悪の想像をさらに搔き立てる…。顔面の血が、さーっと音を立てて引いていくのが自分でわかった…。

「だめ。カギかかってる…。…どこかから中に入れないかな…。」





[image: （挿絵）]





　でもレナはめげなかった。中に入って不在を自分の目で直接確認するまでは諦めないようだった。……そんなレナの足あ搔がきに勇気付けられる。

「二階の窓とか、カギをかけ忘れてないかな。…俺、ちょっと試してみる！」

「圭ちゃん、ハシゴ。」

　魅音が立て掛けてあったハシゴを用意してくれた。ハシゴをかけるには少し不安定な足場だったが、魅音がしっかり押おさえて固定してくれた。

　ハシゴなんてそんなに上ったことない。…不慣れを丸出しにしながら、一段一段頼りなく上り、…二階の窓が開かないかひとつひとつ試す。

「魅ぃちゃん、私、念のため、本ほん宅たくの方も見てくるね！　すぐ戻るから！」

　そう言い残しレナが駆け出して行った。……本宅って何だ？

「古手家の本当の家だよ。両親が亡くなって以来、ずっと放置してあるそうだけど。」

「………あ、…そうか。……梨花ちゃんのご両親って、…亡くなってるんだよな。」

　そこで改めて思い出す。……そう言えば、沙都子も一緒に住んでるんだよな？

「そうだよ。沙都子の両親も亡くなっている。………オヤシロさまの祟りってことで、崖がけから落っこちてね。……お兄さんの悟史くんも……いなくなっちゃって…。」

「…悟史って、……前に聞いた名前だな。」

　思い出した。…去年の祟りで失踪したヤツの名前だ。

「それ以来、沙都子は梨花ちゃんと一緒にこの小屋で暮らしてるんだよ。互いに身寄りのないひとりぼっち同士。…助け合ってね。」

「……本宅って言ったか？　そっちで暮らした方が楽だろうに…。こんな粗そ末まつな倉庫小屋で苦労することもないだろうに。」

　カーテンがかかっているので、部屋の中をうかがい知ることは出来ないが…。…小さな女の子が二人で暮らすには、…ちょっと厳しそうに見えた。

「初めはそうしてたみたい。……でも、両親を思い出すから辛いって言って。」

「…………………………………………。」

　そんな、不ふ憫びんな身上とは……知らなかった。……普段の、学校での元気な姿からは微み塵じんもそんな気配は感じられなかった…。

「…梨花ちゃんも…………沙都子も、……大変なんだな。」

「呪のろわれてるんだよ。」




「……え？」

　その魅音の言葉は、本当に予よ期きせず突然だった。

　会話というのは、ある程度、前後の文脈から次の言葉ややり取りを想像し、身構えるものだ。それはキャッチボールにもどこか似る。……だから、キャッチボールのはずが、突然、ボールでない得体の知れないものを投げつけられたような、…そんな何かを感じた。

「…魅音、…お前、今、…何て言った？」

「呪われてるって言ったの。」

　俺の聞き間違いだったことにしたかった。でも、魅音は重ねてそれを口にし、すがるような俺の淡あわい願望をあっさり引き裂く。

　…ハシゴを押えて俯うつむいていた魅音が、俺に目線を合わせるように顔を上げる。……その目が合った途と端たん、全身に絶対零れい度どの電流が走った。

　魅音の目は…どろりと濁にごり、…瞳の中には…混こん沌とんという名のシチューがぐつぐつと煮にえくり返っていた。それらがぐるりぐるりと渦を巻き…ぼこりぼこりと泡を浮かばせる…。

　…気付けば俺は、……ハシゴという名の袋ふくろ小こう路じに…いつの間にか追い詰められていた。

「……み、…魅音、お前………何てカオしてんだよ…？」

　冗談が過ぎるぜ…と、苦笑いを交えながら軽く言うつもりだった。

　…だが、…不安定な足場の上で…こみ上げる感情に吞まれまいと必死に足搔く俺の口からは、しわがれた声しか出なかった。

「北ほう条じょう沙都子はね。……オヤシロさまの祟りを一身に受けた、呪われた子なの。」

　魅音は俺以外の誰かの問いかけに答えるように、…聞いてもいないのにそう答える。

「公園の展望台から転落死したのは両親だけ。あの子を味み噌そっかす扱いしてた冷たい両親だけが死んで、あの子は一人だけ助かった。…引き取り先で、あの子を虐いじめた叔母は、綿流しの夜に異常者に、脳みそがぐっちゃぐちゃに飛び散って、頭が原形を留めないくらいに滅めっ多た打うちにされて殺された。…いつもあの子をかばってた悟史くんも、…あの子の誕たん生じょう日びに突然消えてしまった。あの子を虐めていなかったのに消されてしまった。…警察は家出したんだって決め付けたけど、悟史くんは逃げ出すような人じゃなかった。いつも一いっ生しょう懸けん命めい。誰の力も借りずにこつこつと、一人懸命に努力する人だった。たった一人の妹のために身を粉こにして頑張ってたのに、消されてしまった。あの子のためだけに生きていたのに消されてしまった。可か哀わい想そうな悟史くん。なんて報むくわれない悟史くん。なんて恩おん知しらずなあの子なの。……あの子は呪われた子。あの子に近付けば、それが誰でも末まつ路ろは同じ。祟りで死ぬか、祟りで消えるか。あの子に安らぎなんてあるものか、あの子に安らぎなんてあるものか。……梨花ちゃんが消えたのもきっと沙都子のせいだよ違いない違いない違いない違いない違いない違いない違いない違いな違違違違違違…」

　魅音はうわ言のように、もはや聞き取れない言葉を延えん々えんと繰り返していた。…わなわなと肩を震わせ、その震えがハシゴを伝って俺にも直接伝わってくる。

　足場がぐらぐらと震え…、地面がいかに遠いものかを気付かされる…！

「お、…落ち着けよ魅音…‼　な、何のことを言ってるのかわからないよ‼」

　それが魅音の耳に届いたかは怪しい。……魅音が揺らす、ガクガクという揺れはもっと大きいものになろうとしていた…。

　た、……助けて……。ハシゴを……た、倒される……、助けて…、…助け……‼

　本気で転落を覚悟したその時、大勢の人が駆けて来る足音が聞こえてきた。

　見れば、レナを先頭に四、五人の大人たちが懐かい中ちゅう電でん灯とうを手に駆けつけてくるところだった。それを見て、心しん底そこ助かったと思った。

「圭一くん、魅ぃちゃん、遅れてごめんね！　カギ、借りてきたよ！」

「お、助かったね。どうも窓も戸と締じまりは完かん璧ぺきらしくてね。困ってた。」

　……魅音がけろっとした様子でそう言うのを聞き、…改めてぞっとするものを感じた。

　今、そこでハシゴを押えているのは間違いなく魅音だ。園崎魅音本人だ。

　………じゃあ、……ついさっきまで、…うわ言のようなことを言っていたのは…、…あれは誰だったんだよ…？　呪われているなんて物騒なことを…ぶつぶつと言い続けていたのは……誰だったんだよ…？

　魅音がもう一度魅音でない魅音になる前に、俺は逃げるようにハシゴから飛び降りるのだった…。




　小屋の前では、大人がカギ束たばをいくつか試しながら一階の大きなシャッターを開けようとしているのが見えた。

「梨花ちゃんの家はね、元々は町会の防ぼう災さい倉庫だったの。だからシャッターのカギを今でも村長さんの家が預あずかってるの。」

「今では梨花ちゃんと沙都子の私し邸ていだけど。…まぁ、元々梨花ちゃんの家の敷地内だし。誰も文句は言わないけどね。」

　魅音がそう言いながら俺に笑いかける。……だが俺は蒼そう白はくな表情を返すだけだ。…あまりにいつもの様子の魅音が、かえってさっきの魅音でない魅音の気味悪さを浮うき彫ぼりにしていた……。

　ガチャン、……ガシャ、ガララララララララ……ガシャーン‼

　長いこと開けられることのなかったシャッターが開けられた。レナが、灯りのスイッチを探り当て、二人の名を呼びながら中に飛び込んでいく。俺もそれに続いた。

「梨花ちゃーん‼　沙都子ちゃーん‼　いるなら返事をしてー‼」

　狭い階段を上る。…外から見たときは倉庫にしか見えなかったが、こうして中に入ると、生活感にあふれた人家であることがよくわかった。

　……何となく、あの二人を感じさせる匂いが満ちている。間違いなくここは、梨花ちゃんと沙都子の家なのだ。

　一階が町会の倉庫を兼ねていたが、二階は完全に居住のための空間だった。

　ワンルームマンションのように、台所を通り抜けた先が八はち畳じょうくらいの居間になっていた。

　タンスや戸棚がぎっしりと置かれ、隅すみには取り込んだらしい洗せん濯たく物ものが山になっている。

　居間の中央には折り畳たたみテーブルが置かれ、その上には醬しょう油ゆやドレッシングの小こ瓶びんがあり、…質しっ素そな生活感を漂ただよわせていた。

　こんな深夜に二人がいないなんておかしい。…次々と階段を上ってくる大人たちが口々に騒ぎ始める。

「……どう？　やっぱりいない⁉」

「うん。………いない。絶対おかしい。」

　つい昨日、村長が失踪して大騒ぎになったばかり。…そして今日は、梨花ちゃんに沙都子までが…。

　…二人して夜遊びに？　そんなはずはない。でも自転車はなかった。こんな深夜にどこへ⁉

　行ったまま帰ってこないのか？　どこへ行ったんだ⁉

　大人たちが様々な可能性を口にし、場は一気に騒そう然ぜんとする。…やがて魅音がそれを制した。

「……信じたくないけど、…公由の村長さんが消えたのが昨日の今日。……無関係とは言い切れないね。」

　魅音の断言に、大人たちは顔を青ざめさせる…。それは俺とレナも同じだった。

「例えば…ご近所に行って、お茶でもご馳走になって眠っちゃって。起こすに起こせなくなってるなんて可能性ももちろんあるよね。……その可能性をまず潰そう。牧まき野のさんは裏手から沢の辺りの家を回って下さい。慶けい太た郎ろうさんは御お蛇じゃヶ池の方を。岡おか村むらさんは…、」

　魅音は村人たちにてきぱきと指示を出した。……大人たちは年下であるはずの魅音の指示に躊ちゅう躇ちょなく従っていた。

「私はここに残って、電話で片っ端から心当たりに問い合わせてみます。じゃ、皆さん、そういうことで！」

　魅音がパチンと手を打つと、おぉう！　と大人たちは唸うなって返事をし、どかどかと階下へ降りて行く。その鮮あざやかな仕切りの様子に、少なからず驚かされるのだった。

「…さすが魅ぃちゃんだね。魅ぃちゃんは学校だけじゃなく、雛見沢の委員長さんみたいだよね！」

「茶化さない茶化さない！　ほらどいて。おじさんは電話を使うんだから。」

　魅音は得意げに笑ってみせると、受話器を取り電話をかけ始めた。

　レナは、そんな魅音をとても頼もしそうに見つめていた。だが俺は、……魅音のリーダーシップが、むしろ詩音や大石さんの言う、園崎家の跡継ぎとしての魅音像を肯定するようで複雑な気持ちだった…。

　……おいおい、前原圭一。今はそんなことはどうでもいいだろ。今は梨花ちゃんと沙都子の安否の方が大事だ！　例えば…この部屋に二人の行き先を示す手がかりがあるかもしれないじゃないか！

「……とは言え…、……そんなのわかるはずもないよな。」

　この部屋が荒らされていたり、以前と極きょく端たんに違っている部分とかがあるならいろいろと推理もできるのだろうが、……こうも何の異常もない室内では、何の手がかりも目に付かない。

　第一…、俺は初めて訪れる部屋なんだ。…正常な状態の部屋を知らない以上、何もわかるわけがない…。

　おいおい、諦めるな前原圭一！　いいから探せ！　何かを！

　その何かを求めて、タンスを開けたり窓を開けたりしてみる。…だが何も気になるものは見つからなかった。

　レナも、居ても立ってもいられないのか、俺と同じように室内に手がかりがないかきょろきょろしているようだった。

「…でもレナ。冷蔵庫や流しの下の棚とかを開いても梨花ちゃんは見つからないと思うぞ。」

「隠れてるかな、って思って…。は、…はぅ～…。」

　そうしてる内に外がにぎやかになった。…騒ぎを聞きつけて村人たちがどんどん集まってきているのだ。もちろん、魅音が電話で呼び出した人たちもたくさんいるだろう。

「私、みんなに話をしてくる。…遅かれ早かれ、警察も来るだろうしね。大石のヤツにも事情を説明しなきゃ。」

　魅音が階段を降り始めたので、俺たちもそれに付いて階段を降り表へ出た。

　外にはもう十人くらいの大人たちが集まっていた。…みんな不安そうだ。

　気付くと、社やしろの方には老人たちが集まり、数珠を揉みながら梨花ちゃんの無事を祈っていた。

　………大変なことになった…。これはもう俺たち友人同士だけの問題じゃない。

「魅音ちゃん、梨花ちゃまと沙都子ちゃんがいなくなったってのは本当かい‼」

　村人たちが魅音に群むらがり輪を作る。魅音は落ち着けと言うように右手を上げてそれらを制した。

「誰かの家にお邪魔していないか、町会の回覧区分に沿そって全ぜん戸こをまず調べよう。…本人たちが、こっちの気も知らずに、誰かの家ですやすやとお泊とまりしている可能性もあるわけだからね。」

　……寝入った猫の子のように、満腹になって気持ち良さそうに眠ってしまった梨花ちゃんを起こすのは確かに心苦しいだろう。…そうだったらどんなにいいか。

「……こんなことは考えたくないけど、もちろん悪いことが起こった可能性もある。」

　魅音が一ひと際きわ表情を険しくしてそう告げると、大人たちもシンとなった…。

「我われ々われも手分けしよう。昨夜の村長探しで回ったところをもう一度回る。」

「…俺たちはダム現場をよく念入りに探してみる。お前さんたちは学校の辺りを探してみてくれ。」

「おぅ！　すったら早はよぅ回らんと‼　行こ行こ‼」

「…みんな、昨日も村長さん探しで徹てつ夜やだったからね。…寝不足で辛いだろうけど、どうかよろしく！」

「「「おぉうッ[image: !!!]」」」

　それを合図に、大人たちは四方へ散っていった。

　自分もどこかへ散るべきだと思い…、誰も向かわなかった方向へふらふらと歩き出す。

　どこを探しに行けと誰かに命じられたわけじゃない。でも、ここにじっとしていることができなかった。みんながどこかへ散っていくように自分も散りたかったのだ。

　だからといって、境内の裏手へ行ったって梨花ちゃんの姿があるわけじゃない。

　どんどんひと気がなくなる。

　梨花ちゃんたちの失踪という事件を迎え、すっかり忘れてしまっていたが、…俺は何者かに狙われているかもしれないんだぞ…。こんな薄暗がりにひとり迷い込むなんて自殺行為もいいところじゃないのか…？

　でも別に怖いとは思わなかった。

　……消されるなら俺か詩音が先のはず。だから俺はもっと暗闇を怖がってもいいはずなのに。……でも怖いとは思わなかった。……どうして？

　今夜はもう、…人が消えたから。

　…だから、これ以上、今夜人が消えることはない…。

　そんな自分勝手な安心感の根拠に罪悪感を覚えるには、…今の焦燥して疲れ果てた俺にはしばらく時間が必要だった…………。




　……突然、視し界かいが開け、冷たい風が全身を撫でた。…そこは…村が見下ろせる高たか台だいだった…。

　かつて仲間たちに案内されて、昼間のここから素晴らしい眺ちょう望ぼうを楽しんだ覚えがある。

　見下ろすと、村のあちこちで灯りがつき、…村全体が眠りから起こされていくのがよくわかる。

　鷹野さんたちに続き、村長に続き、…今度は梨花ちゃんと沙都子までが犠牲になったことが…村中に伝わっていくのがよくわかる…。

　がくりと、膝ひざの力が抜けた。……もう…冗談では済まない。

　あっさりと二人が見つかり、魅音に、圭ちゃんは心配性だなぁとなじられ、レナに、でも本当に良かったね！　と苦笑いされる…。……一番望んでいた結果が、冷めるように消えていく。…それを思い知らされる光景だった。

　…膝だけでなく、前ぜん屈くつして両手もべたりと付き…地面に爪を立てた。……悲しいのか悔くやしいのか、わからなかった……。

「……………ぅう…っ。……俺の……せいなのか…‼」

　…俺が、自分の罪に耐えかねて…梨花ちゃんにそれをしゃべってしまったばかりに……！　何の関係もない、梨花ちゃんや…沙都子まで…犠牲に…ッ‼

　…俺も詩音も、…各おの々おの、自分が消されるまで、ぐっと背せ負おい続けなければならない十じゅう字じ架かだったのだ。

　……いや、…それを言ったら、問題なのはもっともっとそれ以前のこと。…そもそもの罪は、…祭具殿に土足で踏み入り…禁を破ってしまったことにあるのだ。

　入ってはいけないところであるということは、あの時にだってわかっていたじゃないか！　……それを…安っぽい好奇心に負けて……。今この瞬間ほど、自分を悔しいと思うことはなかった……。

　ジャリ、と音がした。

　…すっかり気落ちした俺には、その気配の主に興味は湧かなかった。

「……圭一くん？　………圭一くん！　大丈夫⁉」

　レナだった。…俺が地面を搔き毟っているのが、腹でも痛いかのように見えたのかもしれない。…駆け寄り、介抱するように背中を撫でてくれた。

「…………俺が、……全部、悪いんだ。……俺のせいで…。…俺のせいで…。」

「…圭一くんが？　何も悪いわけはないよ。自分をどうか責めないでね…。」

　レナは俺を気遣って、精一杯言葉を選んでいるのがよくわかった。…だからこそ、レナの言葉の裏も感じ取ることが出来た。

　梨花ちゃんと沙都子ちゃんがいなくなった原因を、圭一くんは知っているんだね？　……と。

　緊急事態だということで、レナは俺が「突然、梨花ちゃんの安否が確認したくなった理由」を無視してくれたが…。……こうして現実に梨花ちゃんたちの失踪が確認された今、その理由に興味が湧くのは当然のことだった。

　……でも、……こうなってしまった今、…もう、レナにだって言えない…。

　梨花ちゃんと沙都子が消えたことを認めたくないが、…これ以上、レナまでも消えるなんてことを…許せるはずがない。

「……圭一くん。こんな風通しのいい所にずっと居たら、風邪ひいちゃう…。」

「……………………………………。」

　レナも、俺と同じ目線の高さになるように、地面に座り込んだ。

「…子供たちはね、もう解散して家で寝ろって。」

　そう言ってレナは腕時計を見せてくれた。……午前一時をとっくに過ぎていた。

　…時間の経ち方が早すぎる…。……俺は…そんなにも長い時間、ここに這はいつくばっていたのか…。

「もう寝ないと、…明日の学校に差さし支つかえるよ。大人たちだって、昨夜も一晩中、村長さんを探したからみんなくたくた。……今夜は少し早めに解散するって。」

　……昨日の村長を探すのと同じ時間が割さかれないことに、少しの怒りを感じたが…、元凶たる俺にそれを非ひ難なんする資格はまったくない…。

「大丈夫。さっきね、警察の人も来たの。今、どんどん町から応援のパトカーが来てるよ。」

　言われて村を見下ろすと、確かに山向こうの闇から、この時間には不似合いな数の車が何台もやってくるのが見えた。…だが、赤い回転灯は点つけていない。もちろんサイレンだって鳴らしていない。

　……そう。……この綿流しの直後の、オヤシロさまの祟りだと目もくされる事件は全て…隠密に片付けられるのだ。

　梨花ちゃんや沙都子もまた…過去の連続事件と同じように、……密やかに、未解決に、…そして謎に包まれたまま……終わって、…消え去ってしまうのだ。

　梨花ちゃんの…西洋人形のような愛くるしい顔が、…消えていく。

　沙都子の、八や重え歯ばの似合う元気な笑顔が、…消えていく。

　……それらが、思い出そうとすれば思い出そうとするほど、よくわからなくなり……、馬鹿を七つ重ねても言い足りぬ、自分の脳みその愚おろかさに、涙せずにはいられなかった………。

「……圭一くんが、何で自分を責めているかわからないけれど…、もうやめよ？」

　否定なんかできない。だけど肯定だってできない。……せめてレナを、巻き込みたくない。……知レバ、…巻キ込マレテシマウ…。

「……頼む、レナ。………放っておいてくれないか。……俺、きっと、……家に帰ったって、眠れない。」

　どうせ眠れないなら、…せめて倒れるまで梨花ちゃんたちを探したい。

　……村中が総出で探しているのにまだ見つからないのだ。…今さら俺一人が探したところで、見つかるなんて………思えない。…だけれど、…探さなければならないんだ……。

「……俺のせいで……消えてしまったんだ。……他の探してくれてる人たちよりも…先になんか……眠れるものか…。」

　自じ嘲ちょう気味に言った独ひとり言ごとのつもりだったが……、レナが無言で、今の独り言の意味するところを探っているのにすぐ気付く。……失言だったと悟る。

「………圭一くんのせいなの？　どうしてそう思うのかな？　かな？」

　そんなはずないよ。圭一くんは悪くないよ。…そうレナが言ってくれるのは嬉うれしかったが…、それは事情を知らないからだ。…レナだって、綿流しの晩に犯した禁忌によって全てが引き起こされたと知れば、俺を罵り倒すだろう…。

　…だが…俺にはレナに罵られることもできない。…それは、レナに自分の罪を告白することを意味するからだ。

　俺が一言、綿流しの夜に祭具殿に忍び込んだことを明かせば…、レナだって…次の夜には消えてしまうかもしれない。……この、やさしく、甲か斐い甲が斐いしく、…いつもふざけていて、はぅはぅしていて、……だけれども、こんな時にこれ以上ないくらい頼もしい……そんなレナが…消えてしまうかもしれない。

　それだけは嫌だ。…絶対に嫌だ！

　今度こそ…俺は十字架をひとりで背負わなければならないのだ。ひとりで。

「…………………圭一くんが、とても仲間思いだって知ってるから。自分を傷つけたくなる気持ちもよくわかるよ。…だけど、レナは圭一くんのせいじゃないって知ってる。圭一くんが悪くないって、知ってるから。」

「し、…知ってるって…⁉」

　血の震えが、…ぞわぞわと背中を駆け上り、…心の中の悲しみを戦慄に塗ぬり替える。

　俺は…何も話していないぞ⁉　それとも…何か、レナに気け取どられるような失言を重ねてしまっただろうか⁉　まずい…まずい…‼　これでは…レナが消えてしまう、レナが消えてしまう、レナが消えてしまう…‼

　…するとレナが、いつも俺がするように、…俺の頭を鷲摑みにして、わしわしと撫でてくれた。

「…………圭一くん。ひょっとして、…レナも消えちゃうかもしれないって、思ってるのかな？　………オヤシロさまの祟りで。」

　俺の頭を、なおもやさしく、それでいて力強く撫で続ける。

「だったら安心して。レナは消えたりしないよ。絶対に。」

「…ど、……どうして消えないなんて……自信を持って言えるんだよ…⁉」

　こうして、夜毎に誰かが犠牲になっているんだぞ⁉　それが、明日の晩にも起こらない保証なんてあるものか！　…そして…その犠牲にレナがならない保証なんて…もっとないんだぞ…‼

　………犯人が誰だって構わない。……頼む、消すなら早く俺を消してくれ…！　詩音にとって村長が、俺にとって梨花ちゃんや沙都子がそうであるように…親しい人から消すなんて残酷なことはやめてくれ…‼

　…詩音がヒステリックに叫んだ言葉が脳裏に蘇る…。

　私たちを、一番最後に殺すつもりに違いないんです。…ひと思いに殺さないで…、親しい人たちから順々に殺していって…、散々悲しい思いをさせた後に殺す。……そういう狙いに違いないんです。

「………………レ、……レナ……、」

　頼むから…消えないでくれ…。…俺が……消えるまで…どうか……消えないで……。

　こみ上げる嗚咽を、もう隠すことなんかできなかった。

「……ほぉら、圭一くんに涙なんか似合わないよ。みんなのところに行こ。…婦人会の人たちがね、お味み噌そ汁しるの炊き出しをしてくれてるの。飲むと暖あたたまって落ち着くよ。」

　レナが俺に立つように促す。…それに抗あらがう気力もなく、促されるままに立ち上がった。




　レナに伴われ境内に戻ると、ガスコンロがいくつか出され大きな鍋なべに味噌汁が作られていた。

　味噌汁の香ばしい匂いがするのを、嗅きゅう覚かくでは理解していたが、食欲はこれっぽっちも誘わない。

　ガスコンロの周りでは、あちこちを駆け回ってきたのだろう村人たちが、死んだように押し黙りながら、振舞われた味噌汁を啜すすっていた。

　疲れきった表情…。その様子から、未だ朗ろう報ほうがもたらされていないことがうかがえた。

「圭ちゃん、どこ行ってたの！　圭ちゃんまでいなくなったのかと心配したよ？」

「……………すまん…。」

　魅音が味噌汁を差し出してくれるが、食欲などなく、それを断った。

「……魅ぃちゃん。どう？　…何か手がかりはあった？」

　淡たん白ぱくな表情を浮かべながら…魅音は味噌汁をひと啜りした。

「………全然ない。学校が終わってから家に帰って。二人で自転車に乗ってどこかに行ったらしい。…しかも、二人が自転車に乗った姿はまったく目撃されていないし…。」

　雛見沢は暗くなるとあっという間にひと気がなくなる。…町から帰ってくる大人たちが、車やバイクで家路を急ぐ以外に、表を出歩く人影はまったくなくなるのが普通だ。…梨花ちゃんと沙都子が自転車で走るところを誰も見ていないとしても、それは何の不思議もない。

「……昨日の村長の時と同じ。……お手上げだよ。」

　魅音の、まるで他人事のような言い方にカチンと来たが、……すぐにその怒りは引っ込んだ。

　魅音はたった今まで梨花ちゃんを探すために、様々な努力をしていたのだ。…聞けば、魅音は昨夜も夜を徹てっして村長を探していたそうじゃないか。…俺よりもはるかに疲ひ労ろう困こん憊ぱいのはず。

　……それに対して俺は何だ？　……うじうじとひとりしゃがみ込んでいただけだ。…魅音に何を言う資格もない。

「…圭ちゃんも、辛いだろうけど今夜はこれで休もう。…さっき、今夜は解散しようってなったところだよ。これを飲んだら、もう終わりにしよう。」

「……………終わり、……なのか…？」

「あ、もちろん終わりじゃないよ。明るくなったら、警察も増援を入れて徹底的に捜すってさ。興宮の方に行ってる可能性もあるからね。村長の件も含めて、鹿骨市全体で目撃情報がないか洗うって言ってる。」

「……………………………………。」

「それよりも圭ちゃんだよ！　どこに行ってたの⁉　…いつの間にかいなくなっちゃうから心配したんだよ⁉」

　急にお鉢はちが俺に回ってきたが、言い返す気力などあるわけもない。

「……………すまん…。……気をつけるよ…。」

「何もなかった？　怪しい人に監視されてるとか、付け狙われてるとか、…そういうのはなかった…⁉」

　魅音が真剣な眼差しで問い詰める。…無用心だったことを非難されているようだった。

　……これほどまでに心を痛めているのに、さらに非難されることはとても辛いことだったが……、これは俺の罪なんだ。…俺がひとりで背負わなければならない、罪なんだ。

「……何もないよ。…でも気をつける…。………すまん。」

　魅音は何事もなかったことを知ると、少しだけ表情を和やわらげ、安堵の色を浮かべてくれた。




「…おんやおやおや…！　おいしそうな匂いが漂ってくると思ったら。これはぜひご相しょう伴ばんにあずかりたいですねぇ。」

　野太い、いやらしい声が聞こえてきた。

　警官を何人も従えた大石さんだった。…この場には不似合いなくらい、元気そうに振舞っている。

　誰もが、梨花ちゃんたちの失踪に心を痛めている。その中、まるで他人事のように笑うこの表情がどれだけみんなを傷つけているやら…。それを察したのか、魅音はつっけんどんに言い返す。

「……大して残ってないですよ。それでも良ければ勝手にどうぞ。」

　…そうだ、魅音は大石さんとは相性が悪いんだよな。だが、冷たい素振りにも大石さんは全然動じない。まさにカエルの面つらに水だった。

「ありゃりゃ…。味噌汁のお残りってちょっと塩分高めなんですよねぇ。…まいったなぁ、なっはっはっは…！　君たちは頂きます？」

　部下の警官たちに勧めるが、みな苦笑いしながら辞じ退たいしているようだった。

「…どうですか、警察の方では何か手がかりは摑めましたか？」

　味噌汁の代わりに、レナが暖かい笑顔で迎える。

　警察だってぼんやりしてたわけじゃない。村人たちと一緒についさっきまであちこちを捜し回ってくれていたのだ。

「大丈夫ですよお嬢さん。ご安心ご安心！　ちゃーんと捜してるんですから。んっふっふっふ！」

　一見、心強そうに言うが、一言も新しい手がかりが見つかったとは言っていない。つまりは進展なしだ。…遠回しな嫌らしい言い方だと思った。

「それよりも。もう本当に遅い時間です。…どうぞ若い皆さんはお帰りになってお休みになって下さい。体に障さわりますよ。」

「………そうだよ。圭ちゃんもレナも、今日はもう休みな。あとは税金で働いてるおっさんたちがやってくれるから。」

「私たちだって税金払ってるんですけどねぇ。…自分のおしっこを自分で飲んでるみたいな気分ですよ。なっはっはっは…！」

　こちらにもつられて笑って欲しかったのだろうか。そんな気分になどなれるはずもない。だから境内に木こ霊だまするのは大石さんの馬鹿笑いだけだった。

「じゃあ、本当によろしくお願いしますね。…帰ろ、圭一くん。明日が辛くなるよ。」

　レナが俺の背中を促すように小さく叩く。焦燥しきっている俺を気遣ってくれているのがよくわかった。

「そうですそうです。なんならお二人をお送りしてもいいですよ。熊ちゃん、車を回してもらえます？」

「あ、…結構です。…俺たち、自転車で来てるんで…。」

「ご安心を。私たちワゴン車で来てますから。自転車も積つめますよ。」

　眠くなってきたとは言え、家に自転車で帰るだけだ。…警察の世話になんかなりたくない。……でもレナは頷いた。

「せっかくだから、お世話になろうよ。…私たちだけで帰るより、きっと安全だよ。」

　用心深く考えるなら、レナの考えはこの上なく合理的だ。…誰の顔も見たくないから放っておいてくれなんて無用心を口にすれば、また怒られてしまうに違いない…。

「そうと決まれば、行きましょう行きましょう。熊ちゃん、ワゴンの鍵かぎをください。ちょっとお送りしてきます！」

「じゃあね。おやすみ。…レナも圭ちゃんも。」

「うん。魅ぃちゃんも早めに休んでね。……おやすみ。」

　俺も手を振って、形式だけ別れの挨拶をする…。




　……梨花ちゃんと沙都子は未だ見つからない。…だが、その不安は…徐々に押し寄せる眠気の波に押し流されていく。

　レナが俺たちの自転車を示すと、大石さんが警察のワゴン車にひょいひょいと積んでくれた。そして後部座席に座るように促される。

　スプリングがギシギシ言う、おしりの痛くなる座席だったが……今だけはそれがとても柔やわらかく、眠りに誘うには充分な心地よさがあった。

「ではレディーファーストで。お嬢さんの家から行きましょう。住所はどちらです？」

「あ、ありがとうございます。私の家はですね、…えっと……、」

　……レナの声がゆっくりと遠くなる。…眠りの世界に吸い込まれていくのを感じた。

　これから自分は眠りの世界へ落ちていき、そこできっと何か不吉な悪夢を見るだろう。………でも、どんな不吉な悪夢だったにしたって、今この瞬間、現実に起こってしまった梨花ちゃんたちの失踪を超えるどんな不吉さがあるというのか。

　むしろ、今のこの現実の方が不吉な悪夢なのではないか。

　…醒さめて欲しい。目を閉じ眠ることで、爽さわやかな日曜日の朝を迎えたい。

　昼まで惰だ眠みんを貪むさぼり、魅音に電話で起こされて、みんなで部活で遊ぼうと興宮に呼び出される。いつもの待ち合わせ場所に自転車で集まり、長い長い坂道を新鮮な空気を切り裂きながら下っていって、……おもちゃ屋さんの前では、もう梨花ちゃんと沙都子が待っていて…………。

　…そうだ、あの日の部活…、部活メンバー全員での最終決戦ってことで、勝負は保留中だったんだよな……。………梨花ちゃんと沙都子が見付からなきゃ、……勝負は再開できないな…………。……………………………。

　あの日曜日に、……帰りたい……。




「……もしもーし。…前原さーん、…完全に眠っちゃってますかー？」

　…ん、……。

　気付くと辺りは静かになっていた。レナの姿はない。車は停車していた。

　大石さんがぴたぴたと頰を叩いている。…全然気持ちよくなかったので、すぐに目が覚めた。

「…あ、…………んん、…すみません、…すっかり寝込んじゃって……。」

　ぬっと鼻の先に何かを突き出された。…鉄の塊かたまり？　………コーヒー缶かんだった。

「ぬるいですがね。甘いカフェオレなら、常温でも結構飲めますよ。」

「………あ、………どうも……。」

　機械的にそれを受け取り、プルトップを開ける。……ぬるくて甘いコーヒー飲料の喉越しが、…寝ぼけていた頭を覚醒させていった…。

　…眠気が晴れると…、どうして車が停まっていて、コーヒーを差し出されたのか…その理由が知りたくなった。

　運転席にいたはずの大石さんは、いつの間にか後部座席に移ってきている。………何だか急に嫌な予感がした。

　先日の、図書館での詰問が思い出される。……しまったと思ったときには、もう遅かった。…今日という今日は、逃げ出すことはできそうにない。…大石さんは納得する答えを聞けるまで…俺を解放する気はないようだった…。

「なっはっは…、そんなに構えられても困ります。別に取って食おうってわけじゃないんですから。」

　大石さんはコーヒーをぐっと飲み干してから大きく伸びをし、リラックスを演出してみせた。…だが俺の緊張は高まっていくばかりだ。

「………お、……俺に、何の用ですか。」

「用？　…いえいえ、別に別に。」

　この期ごに及んではぐらかすか…。つくづく腹の読めない男だと思った。

「私からは用はないんですが。…前原さんから私に用があるんじゃないかと思いましてね。」

「……別に、……用なんかないです。」

「ありゃあ…。本当に？　あるんじゃないですかぁ？　んっふっふっふ…！」

　このワゴン車の後部扉は片側にしかなかった。…つまり、大石さんが塞いでいる側にしか扉がない。………逃げられないってことだ…。

　…………力なく俯き、…だんまりを決め込むしかなかった。

　大石さんはその沈黙をものともせず、のんびりとタバコをふかし始める…。

　…虫の声が、無限とも思える時間をもっともっと長く感じさせていた。

「……前原さんから相談したいことが、きっとあると思ってたんですけどねぇ。」

　大石さんが、ぷかーっと煙けむりを吐き出す。

　…窓を開けても、紫し煙えんは車内にこもるばかりだった。

　大石さんは…どこまで知っているんだろう。…何を知っていて、俺から何を聞きたいんだろう。

　………知れば消されてしまうなら、……俺が話せば、やはり大石さんも消えてしまう…？　……大石さんに限っては、別にその心配をする必要はない気がした。

「……どうしてこんなことになっちゃったんでしょうねぇ。」

　大石さんが独り言っぽく、俺に語りかける。

　どうしてこんなことになったかって…？　そんなの知るものか…。むしろ…俺が知りたいくらいだ……。

「……富竹ジロウさんと鷹野三四さん、ご存知ですよね。お祭りの時、園崎詩音さんを含めて四人で一緒におられたのを、…私がこの目で拝見してますから。」

「……………………………………。」

「その富竹さんと鷹野さん、…今どうしておられるかご存知ですか？」

「………………………………。」

「実は、…お亡くなりになってましてねぇ。気きの毒どくな死に方でした。」

　それは、きっと大石さんにとっては、俺を驚かすための切り札のつもりだったのだろう。…だがすでにそれを知っている俺は、過か敏びんな反応は示さない。

「おんやぁ？　ひょっとして、すでにご存知でした？」

　…この問いかけに関してだけは、無言でいることが肯定の答えとなった。

「じゃあ…こっちもご存知かなぁ。…富竹さんと鷹野さんが『祟り』に遭われた理由の方です。………何でもですね、入っちゃいけない、禁断の建物に入ったからだって言われてるんですよ。」

　……祭具殿。

　雛見沢の血ち塗まみれの過去を封印した、禁断の倉庫。…すべての誤あやまりの始まった場所…。

「村長さんや古手梨花さんも、…そのせいで祟りに遭われたんだという噂はご存知で？」

　……………俺と詩音のせいで、…ということなのだろうか…。…確かにそうだ。…俺と詩音が…打ち明けたばかりに……。

「祭具殿って言いましたっけ。…あそこの鍵を簡易なものに付け替えたから賊に入られたんだっていうケチがついてるらしいんですよ。」

　…………………え？

　初耳な話に耳が動く。

「昨年までは、祭具殿にはでっかい閂かんぬきとでっかい錠前がいくつも付けられてたらしいんですよ。ところがほら、神主夫妻がお亡くなりになられて、今は古手梨花さんが切り盛りされているでしょう？　閂が重くて大変だから、もっと軽い簡単な錠前に付け替えて欲しいと村長さんに相談したらしいんですよ。」

　………そのでっかい閂の話は知らないが、…確かに簡単な錠前だった。…そんなに大事な祭具殿の鍵には似合わないくらい安っぽい錠前だった。富竹さんがやすやすと開けてしまった事も思い出す。

「…梨花さんはあの通り、小こ柄がらな女の子ですからねぇ。錆さび付いて重くなった閂はしんどかったんでしょうなぁ。…で、村長さんが職人を手配して簡単な南京錠に付け替えたんだそうです。」

「……それが……どうしてケチがつくことになるんですか…？」

「つまりですね。…前の厳重な錠前なら賊には忍び込まれなかった、…村長さんと梨花さんが、勝手に安っぽい鍵に替えたから賊に破られたんだ、と……こういう話らしいんですよ。」

「………そんな話……、」

「…そういう話がまかり通ってて、一部の村人たちが祭具殿に忍び込んだ賊と、賊に破られるような鍵に替えた村長と梨花さんを罰したんだ…。…なーんて話があったりなかったりしてるんですよ。…前原さん。……どう思います？」

「…ど、どう思うって、……その一部の村人ってのもよくわからないし…、」

「御ご三さん家けってご存知ですかな？　綿流しのお祭りの開会式しき典てんで、各家の代表がそれぞれ挨拶をなさっているでしょう。見ていません？」

「……祭りには…途中から来たから…よくは…。」

「御三家ってのは雛見沢の旧家の三つの家のことなんです。具体的に言うと、公由家、園崎家、古手家の三つのことです。…本当に古い家筋らしくてね。大昔から、村の決め事は御三家が合議して決めたんだと伝えられてるんだそうです。」

　公由家ってのは……公由のお爺ちゃん、…つまり、村長の一家か。園崎家は…魅音の家。…で古手家ってのは……梨花ちゃんの家か？

「園崎家が戦後に一気に勢力を拡大しましてね。例のダム闘争で反ダムの旗はた頭がしらになってからは事実上、雛見沢を牛耳るトップに躍おどり出ました。でもですね、古いしきたりに従い、今でも重要な村の方針は御三家で合議して決めているんだそうです。だから、綿流しの開会挨拶も、御三家の当主がそれぞれなさるんですよ。…つまり、村長と園崎家の現当主のお婆さま、そして古手家の最後の一人、梨花さんです。」

「……………園崎家が大した家柄だという話は聞かされてたけど、…梨花ちゃんの家も…そういう旧家だったのか。」

「…まぁご存知の通り、親族はまったくおられませんから。古手家は事実上、まったく勢力を持ちませんがね。ただ、梨花さん個人には求心力があるようで、村のお年寄りには妄もう信しんする方が多いと聞いています。」

　確かに、梨花ちゃんが年寄り連中に妙みょうなカリスマがあるのは間違いない。あれは祭りの前日準備の時だったろうか、お年寄りたちが数珠を揉むようにしながら、ありがたがる光景を思い出す。

「…で、……その御三家ってのが何だって言うんですか。」

　そこで大石さんはもったいぶるように間を作り、新しいタバコに火をつけた。

「ここまで説明しても、まだ説明が足りませんかねぇ…。」

「……わからないから聞いてるんです。」

　大石さんは意味深な苦笑いを浮かべてから、ふーー…っと、煙を大きく吐き出した。

「……御三家の人間が相あい次ついで消されてるんです。どういうわけですかね。…雛見沢の内側の、古い因習か何かに基もとづいてるんじゃないかと読んでるんですが、それ以上のことはさっぱり。」

「そんなの、俺にとってだってさっぱりです。」

「ですからですから。…公由家、古手家の当主が消えたんですから、次は園崎家の当主が消えるんじゃないかな、…なーんて思ったり思わなかったりしたりする今日この頃、いかがお過ごしでしょうか……なっはっはっは！　なんちゃって…。」

「そ、…園崎家の当主って…だだ、誰だよ…⁉」

「当主は園崎本家のお婆ちゃんなんですが、実質上の当主権限はもう孫娘の魅音さんに移行していると見て間違いないでしょうねぇ。」

　さっきまで、はきはきと大人たちに指示を下して梨花ちゃんを探させていた魅音の姿が蘇る…。

「み、…魅音が…⁉　消える⁉」

　…思ってもみなかった展開に…全身の毛が逆立つ。…そんな馬鹿な事って‼

「嫌でしょ。」

「あ、当たり前だ…[image: !!!]　そんなの…許せるものか[image: !!!]」

　がっちりと。…大石さんが両手で俺の肩を摑み寄せた。

「では協力を、前原さん。」

「……………ぅ、」

「……園崎魅音さんについて、最近気付いたことを、何でもいいから話して下さい。」

　乗せられた…？　そう思った時にはもう遅かった。大石さんは鼻がぶつかるくらい間ま近ぢかに顔を寄せ…、俺の続く言葉を待っていた。……気圧される…。この男の瞳から目が…離せない…。

　…その時、ピーピーという音が聞こえた。…運転席からだった。

　初めは無視していたが、しつこく何度も鳴るので、とうとう大石さんは俺を解放し、運転席に身を乗り出した。

「……もしもーし。ハイハイ、感度良好。」

　助かった…。もっとも、この隙に逃げ出せるわけではないのだが…。

「………そうですねぇ。ハイハイ。…では戻りましょう。ハイハイ。ハイハイ。」

　…どうも、戻って来いという内容らしい。…解放されるとわかり、全身の力が抜けるのがわかった。

「そろそろ戻らないといけないみたいです。んー、これからがいい所だったんですが…残念ですねぇ。」

　大石さんはガラリと扉を開けると、一度表に出てから運転席に回った。

　扉は開け放たれたままだ。……出てもいいということなのか…。

「前原さんは友達思いの、今どき感心な若者です。友人のことを警察にしゃべると、なんだか裏切っているような気持ちになるの、よくわかっていますよ。」

「…………………………。」

「前原さん。一晩差し上げますから、ゆっくりお休みになってよく考えて下さいね。…前原さんのほんのちょっとの勇気が、結局、大勢の友人を救うことにつながるかもしれないのです。」

　……犠牲が梨花ちゃんや沙都子だけに留まらない、と言いたいのか。

「わかってると思いますが、綿流し以降、毎晩何かが起こります。…これまでは毎年一回だった祟りが、今年は連日。本当に景気のいい年です。」

「…そんなの、景気がいいなんて言いません。」

「一昨日おととい、昨日、そして今日。明日の晩も起こらないなんて保証、どこにもありませんよ。それを未然に防ぐのが私たちの仕事ですが、それには前原さんの協力が不ふ可か欠けつなんです。」

　開け放たれた扉から表をうかがうと…なんとそこは自分の家の真正面だった。…この男に、自分の名前と住所を知られているのはいい気がしなかったが、…今は眠い。…もうそんなことはどうでもよかった。

「……ま、今日はもう眠いでしょう。もう三時になりますからね。どうぞごゆっくりお休みになって下さい。」

「…はい。では……失礼します…。」

　ワゴン車から降りようとした時、まるで追おい討うちのように、大石さんが語気を強めて言った。

「私、前原さんが話す気になってくれるまで、毎日来ちゃいますからね？　……取調室で自白を強要っての、もう時代じゃないと思いますんで。」

　何も言い返せなかったが、扉をバタンと強く閉じることが、ひとつの返事になったようではあった。

　クラクションを軽く鳴らした後、大石さんの車は去って行った…。

　それを見送らず、俺は玄関へ向かう。……カギはかかっていたがチェーンはかかっていなかった。

　カギを開け、玄関へ。…階段へ。……………意識はここで途と切ぎれた。
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〈園崎家について〉
戦後、急激に勢力を広げたのが園崎家である。
その時の当主が、今日でもその座にある園崎お魎である。
今日では当時の片鱗を見ることもかなわない。
だが、伝え聞く話では歴代当主の中で最高と讃えられる名当主だったらしい。
すでに高齢で、週に何回かの習い事に出掛ける以外は自宅で静かに過ごしており、セレモニー的なものは跡継ぎである魅音に委ねることが多いようである。
（なぜ当主の跡継ぎが娘でなく、孫娘である魅音なのかは諸説があるが、娘夫婦の勘当騒ぎが絡んでいると噂されている。）
園崎魅音という奔放な娘に、まだ次代当主としての貫禄は見られない。
だが、園崎家の血を引き、鬼の名を許される以上、恐らくは巧みに爪と牙を隠す、（過去の当主たちと同様）油断ならぬ人物であるに違いあるまい。]






園崎家の老当主は？







　興宮に近付くにつれて、街灯の数が少しずつ増え始める。

　その程度のことにも、今の大石はわずかの安堵を感じるのだった。見れば、運転席の熊谷も同じ気持ちのようだった。

「はい。郵便局員も目撃してないそうです。…園崎本家は、郵便受けにハンコが吊つるしてあるそうで、書留も宅配便も勝手にハンコを押して投とう函かんしていい事になってるんだそうっす。」

「なっはっは、そりゃ無用心ですねぇ。…ってことは、最後の目撃はいつになるんです？」

「綿流しの開会式でした挨拶が最後です。その後すぐに帰宅したらしいっすから。」

「高齢ですからねぇ。…話じゃ、週に何回かお稽けい古こ事ごとで外出してるそうじゃないですか。そっちはどうです？」

「毎週月曜に集会所で大たい正しょう琴ごとを習ってるんですが、今週は休んだそうです。」

「欠席の電話とかは？　それを誰かが確認したとかは？」

「いえ、誰も。ただ、たまに休むことがあったらしいので誰も不審には思わなかったようです。」

「明日さ、十時くらいになったらお役所のふりして電話してみましょうかね。在宅を確認してみて下さい。」

「十時ですね。了解っす！」

　雛見沢の古い因習が関わっている気配が濃厚になった頃から、警察は御三家をこっそりと監視していた。

　今日までに御三家の公由家の当主と、古手家の当主が消えた。

　残る当主は一人。園崎家当主の園崎お魎。高齢の婆さまらしい。威厳は衰おとろえないものの、人前に姿を現すことは稀まれだそうで、確認がなかなか取れなかった。

　…その最後の当主も、綿流しの日に目撃されたのを最後に、誰からも目撃されていない。

　園崎本家の中にいて今も健在なのか？　…それとも……もう？

「園崎魅音が言うには、体調を崩して寝込んでるんだそうです。」

「本当に寝込んでるのかなぁ。顔と脈を見てみたいですねぇ…。」

「………………まったくっす。」

　大石は苦々しくタバコの煙を吐き出す。

「…園崎本家と古手神社の捜査令状。請求、通ると思います？」

　大石は特に答えず、再び紫煙を吐き出して、文字通りその言葉を煙に巻くのだった…。
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鬼

〈秘められた「鬼」について〉
自らに鬼の血が流れると信じている雛見沢において、「鬼」という字はとても神聖に扱われている。
例えば、名前に「鬼」の字を使うことは、公由家と園崎家の当主だけに許された特権だったらしい。
例えば園崎家の現当主、園崎お魎の名の「魎」の字にも「鬼」が加えられていることが見て取れる。これこそが正統な園崎家の当主であることの証なのである。
これは跡継ぎである園崎魅音についても同じで「魅」の字に「鬼」が見て取れる。
後を継げなかったお魎の実の娘で、魅音の実母である園崎茜も、勘当前は「鬼」という名であったことが知られている。
ちなみに、「鬼」を使った名は園崎家の跡継ぎの名だけに留まらない。
御三家の苗字にも「鬼」をこめたものが見つかる。
例えば、公由家の「公由」は「鬼」の一字を分解して作ったものだろう。由・公の順に書き出せば、見事「鬼」の字を見出すことができる。
続く古手家は、代々神職で、吉凶を占う「占い師（占い手）」だったことから「古手」の名に、鬼の角を加え「占」→「古」として「古手」としたと考えられる。
園崎家には、名前に鬼がこめられているせいか、苗字には鬼の字が見つからない。
綿流しの儀式を取り仕切る一族だったので、儀式の内容をそのまま苗字にしたものと思われる。
「崎」は「裂き」の読み替えで「園」は、その形状から複雑な内容（内臓）を四角で包んだもの、「人体」の暗示であろう。つまり「腹を裂く者」→「園崎」となったのではないかと考えられる。]






請求却下







「あ、お疲れさまです‼」

　空は白み始めていた。夜を徹する者たちにとって一番辛く堪こたえる時間帯だ。にもかかわらず、大石が帰き還かんしたことを知ると、同僚たちは気合の入った挨拶で迎えるのだった。

「どうです？　何か手掛かりはありました？」

　…署員たちが残念そうに首を振る。皆、疲労が色濃く出ている。無理もない。綿流しの日から一いっ睡すいもしていない者ばかりだ。

「課長。若い子から交替で仮眠取らせてあげて下さい。ここからは長なが丁ちょう場ばになりますからねぇ。無理せず、体を休めながらのんびり行きましょ。」

「みんなには交替で休めって言ってるんだけどね。みんな遠慮してなかなか休んでくれないんだよ。…大石さんからも言ってくれないか。」

「ありゃありゃ。みんな、遠慮しないでいいんですよ？　小こ宮み山やまくん。若い子から順に交替で休ませてあげて下さい。」

「小宮山さん。そうしてあげてください。」

　課長に重ねて言われ、小宮山は席を立った。

「で、課長。例の請求なんですけど、まだ駄目そうです？」

「…第一、村人の噂だけなんでしょう？　もっと具体的な証拠がなければ難しいよ。」

「その証拠があの中に詰まってるかもしれないんですよ？」

「その証拠が中に詰まっているという証拠が必要なんだよ…！」

「課長～。ナゾナゾやってるんじゃないですよ？　死んだ二人を含む四人が綿流しの晩に祭具殿と呼ばれる禁断の蔵に無断で入り込み、それを何者かが見ていた！　ここまでは信頼できる情報なんです。」

「情報と言ったって、あくまでも噂だよ。証拠があるわけじゃない。」

「そりゃまぁ、四人が頰かむりして忍び込むような証拠写真はありませんがねぇ。とにかく、四人は祭具殿の中で何かを見たんです！　消されるくらいの何かを！」

「消されるくらいの何か？　それは何だい。」

「だから～…それを調べるために令状を請求してるんじゃあないですか…！　園崎家絡みの暴力団関係が有力候補ですなぁ。卜カレフの山か、覚醒剤の密造工場か。園崎家の隠し資産で金きん塊かいの山ってのも捨てがたい辺りです。」

「…大石さん、気持ちはわかるけど！　あの祭具殿ってのは古手神社にある神聖な建物で、地元の人間への相当の配慮が必要なんだよ。」

「園崎議員から署長に延々一時間に及ぶ電話があったって聞いたけど。…課長、ひょっとして署長に釘を刺されました？」

「とにかく！　相当の証拠がない限り、祭具殿の捜査令状は取れないよ。園崎本家への令状も同じだ！　特に園崎本家への捜査は四課と県警の暴対が絡んでる。入念な事前調整がいるんだ！」

「……調整がいるってんなら、私、直接乗り込んで付けてきてもいいですよ？　四課長はシゲちゃんでしょ？　暴対は山さん海かいさん。隣の雀ジャン荘そうで話した方が早そうな面子メンツですねぇ。」

「失礼します！　か、課長にお客様です…！　えっと、…ぅわ！」

　案内してきた署員を弾はじき飛ばして、紋もん付つき袴はかまでヤクザの親分みたいな格好のジジイが入ってきた。……電話だけじゃ飽き足らなくなったかな？

「わしが誰かわかるな⁉　議員の園崎じゃ‼　責任者を出さんかッ[image: !!!]　早はよぅせいッ‼」

「ど、どうも…！　私が課長の高たか杉すぎでございます‼」

「お前の名めい刺しなぞいらんわ‼　お前なんぞ、いつだって閑かん職しょくに飛ばせるんじゃぞ！　それにお前だけでは足らん！　大石とか言う男も呼ばんか‼　神聖な古手神社に捜査令状なんぞを請求しおったバチ当たり者じゃッ[image: !!!]」

「も、申し訳ございません…！　お、大石はただいま捜査に出ておりまして、なかなか連絡が付き難く…私が代わって承うけたまわりますので…！　ど、どうぞ、おかけください！」

　課長が今のうちに消えろと目で合図する。…ここはひとつ、厚意をありがたく頂ちょう戴だいしますかね…。仮眠室でちょっと横になるかなぁ。

「良いかッ⁉　古手神社はそもそも皇暦二千六百年に次ぐ二千五百年の歴史を有する、神聖にして侵おかすべからずの聖地なのじゃ‼　八や百お万よろずの神々とオヤシロさまと先祖の霊を祀まつり、日が昇りてから沈むまで。月が昇りてから沈むまで雛見沢を見守る尊とうとい神社なのじゃ。それを土足で踏みにじろうという馬鹿がいるッッ[image: !!!]　そもそも信仰の自由は憲法で定められた国民の最も尊い権利であろうが[image: !!!]　それを自らの捜査の怠たい慢まんを口実に汚そうという魂こん胆たんッ[image: !!!]　こんなものは断じて許せんぞッ[image: !!!]　聞いておるのか大おお戯たわけがッ[image: !!!]　わしを怒らせてただで済むと思わん方がいいぞぉおおぉッ[image: !!!]」








６月22日（水）













　……見慣れた天てん井じょう。

　…はっきりしない意識の中だが、自分がいつもの朝のように布団の中にいるのだけはわかった。

　時計を見ると、…あんなにも遅くに床に就いたにもかかわらず、いつもの目を覚ます時間ぴったりだった。

　これだけ寝不足でも…、毎日の決められた時間に起きられるものなのか。……人体の神しん秘ぴに驚くと言うか、呆れるほかない…。

　このまま寝直せば、絶対に目を覚まさないだろう。……自らの体に鞭むち打って、布団を抜け出す。

　朝食の場でお袋に昨夜のことを聞かれた。

　……うちにも梨花ちゃんたちの所在を尋たずねる電話が来たらしく、お袋もただならぬ事態をうすうす理解しているようだった。

「…じゃあ、昨夜はお友達とみんなで、夜遅くまで探してたの？」

「………………三時くらいまでかな。…………うん。」

「……結局、見つかったの？　その、梨花ちゃんと沙都子ちゃんは。」

　シャク。…………味あじ気けなくトーストを嚙む。…本当に味なんかしなかった。

　その時、チャイムの音が聞こえてきた。

　時計を見上げると、レナとの待ち合わせ時間を五分くらい過ぎたところだった。

　レナが迎えに来たのだ。

「……おはよ。…少しは眠れたかな？　かな？」

「…何時間寝れたんだろな。…多分、ニワトリの足でも数えられるくらいだと思う。」

「あはははは。」

「そういうレナも寝不足みたいだな…。」

　元気そうに振舞ってみせるレナも、俺と同じくらいに朝が辛そうな様子だった。

　床に入った時間が遅いだけじゃない。梨花ちゃんたちの無事を思えば、寝付けるわけもないのだから…。

「……学校、…行くか？」

「うん…。……その方がね、きっといいと思うの。」

　硬かたいながらも、レナは笑顔でそう言った。

　…レナだってあの二人のことが心配で心配でたまらないはずなのだ。…だけど学校へ行こうと言う。

「……今日をお休みしたら、きっと圭一くんは気に病んで病んで、寝込んじゃうと思う。…私、そんなの嫌だから。…だから一緒に学校に行こ。」

「…………わかった。ちょっと待っててくれ。すぐ支し度たくするから。」

　レナの精一杯の気配りが、…ほんの少しだけうれしかった。




　魅音との待ち合わせ場所に来たが、魅音の姿はなかった。

　今日は少し遅れ気味なくらいだから、先に待ってると思っていたのだが…。

「……魅ぃちゃん、さすがに今日は起きられないかもね。」

「あ、…そうか。……あいつにとっては昨日だけじゃないんだよな。…一昨日の晩も、村長さんを探して徹夜してるんだよな…。」

　ほんのしばらく待った。…もう行かないとまずい時間になり、二人して顔を見合わせる。

「どうする…？　もう少し待つか？」

　その時、ようやく朝の空気で起き出してきた脳が、…昨夜、大石さんに言われた不吉な言葉を思い出させる。

　……御三家の当主が次々と消えている。…次は…園崎家の当主が消えるかもしれない。

　まさか魅音、……………………そんなはずは……。

「………行こ。今日は寝かせておいてあげようよ。」

　レナが軽く背中を叩く。

「……魅音、……本当にいるよな。」

「ん？　何か言ったかな？」

「あ、…いや、独り言。……行こうぜ。」

　俺たちは二人だけで学校へ向かう。

　途中で、親と一緒に登校するクラスメートを何人も見かけた。…車で学校まで送ってもらっているクラスメートもいるみたいだ。

　校門にはなんと、校長先生が立ち番をしていた。初めて見る光景だ。

「おはようございます。おはようございます。」

　保護者たちに頭を下げる校長。…その脇に立てかけられた木ぼく刀とうが、何だか不気味だった。

「前原君、おはよう。竜宮君、おはよう。」

「…お、おはようございます。」

「先生から大切なお話があるから、すぐに教室に入るように。…いいかね。」

　俺もレナも、何も言わなかった。………夜だけのはずだった狂きょう気きが、ついに日の下にも滲にじみ出してきた…。…そんな感じだった。




「皆さん、おはようございます。」

　ついさっきまで教室内に蔓まん延えんしていたヒソヒソ話は、先生が来た途端にウソのように搔き消えた。……シンとした静寂のみが支配する。

　先生と一緒に校長先生までもが入ってくる。……明らかに普通ではない朝だった。

「…まず、校長先生から大切なお話があります。…校長先生、どうぞ。」

　咳せき払ばらいをしてから、校長が壇だん上じょうに上がった。

「………もう知っている生徒もおるだろう。」

　……シンとした教室。……梨花ちゃんと沙都子の、空いた席にみんなの視線が注そそがれていた。

　校長は短く簡かん潔けつに、…梨花ちゃんと沙都子が行方不明になったことを告げた。

　それを知らない者は教室には一人もいなかった。……だが、それを事実として受け入れられない者は、……かなりいるようだった。

　それが、校長の言葉により、事実として認識されたのだ。

　……教室のあちこちからすすり泣く声、…嗚咽が聞こえだす。…それらは少しずつ教室全体に染み渡っていく…。普段は豪ごう快かいな校長も、いたたまれない様子だった。

「はい、皆さん、注目注目！　今日から当分の間、登下校は保護者の方と一緒に行ないます。保護者の方の都合が付き難い生徒は集団での登下校とします。プリントを作りましたのでよく読み、保護者の方にも必ず見せて下さい。いいですね！」

　普段はやさしい先生の口調もどこか角がある。……先生だって、未み曾ぞ有うの異常事態に緊張を隠せないのだ…。

　いっそ休校にすればいいのにと思った。だがレナが言うには、学校は両親が共働きしている生徒の託たく児じ所しょのような一面もあるので、休校を望まない保護者もいるとのことだった。

「では、授業を始めます。……委員長、…はお休みですね。では日直、号令！」

「きりーーーーつ、」

　こんな狂くるった日常になってしまったからこそ、学校という空間だけでもいつもの日常を保とうという気持ちには、……今だけは賛成だった。




　日が高く昇り、お昼を教えてくれたが、梨花ちゃんたちが無事に保護されたという連絡が教室にもたらされるということはなかった。

　いつもは職員室でお昼を取る先生も、今日は教室で食事をしていた。……カレー狂の噂どおり、そのまんまなカレー弁当に苦笑するが、それを共に笑ってくれるクラスメートはいなかった。

　レナが自分のイスと弁当箱を持って俺の席へやって来る。…今日は…仲間は俺たち二人しかいないのだ。…机を寄せる必要がないことが…悲しかった。

「…眠いね。」

「…あぁ。…でも、もうそんなに気にならなくなったよ。…むしろ、今、寝れるくらいの図太い神経がうらやましい。」

「あははは、そうかもね。」

　朝こそ眠かったが、…登校してからずっと張り詰めている緊張の空気で、すっかり眠気は散ってしまった。

　レナの弁当箱にはいつもの精せい彩さいがない。…当然だ。昨夜はレナだって相当遅くまで起きていた。…弁当の下準備をする時間なんかなかったのだろう。朝、早く起きられたわけでもなかったろうし…。

「…遠慮なく突っつけよ。今日は素直に俺の弁当の方が立派なのを認めろ。」

「じゃ、じゃあ…遠慮なく頂くね。…わ、しそチーズのちくわ巻きなんて面白いな。」

「レナのだって、今日のは冷凍物だろうけどなかなかうまいぞ。」

　……互いに、少しでもいつものお昼の雰囲気に盛り上げようと必死になっているのがわかった。……教室を見回すと、…そんな努力をしているのは俺たちだけで、周りは相変わらず暗い雰囲気そのままだった。

「……うふふ！　こうして二人だけでお弁当を突っつき合ってると…何だか…、その、…………何だかだよね！　…はぅ～。」

「ははは、……はは……。」

「………………あははは。」

　俺たちの笑い声が…小さくなる。…先につまずいたのは俺だった…。

「ごめん。……その、……悪かった。」

「………うぅん、いいよ。……今日は仕方ないよ。」

　二人して…、…箸が止まる。……これ以上はもう無理だった。

「……梨花ちゃんと沙都子、……どこに行ったんだろうな。」

　あまりに惨い言葉だったかもしれない。…誰もが思いつつも、遠回しに言っていた言葉を…あまりに直接に言ってしまった。レナが息を吞むのがわかる…。

「………………昨日ね、圭一くんがいなくなってる間にいろいろと話を聞いてたから、…レナの知ってる限りを話すね。」

「………昨夜はぼんやりいなくなって、すまなかった。……頼む。」

　レナは俺がいなくなっている間、応援に来た婦人会の人たちと一緒に味噌汁の炊き出しを手伝っていた。

　村人たちが集めてきた情報は境内の魅音へ逐ちく一いち報告されていたので、それをレナは漏れ聞くことができたのだという。

「……でも、結局何もわからなかったんだろ？　学校が終わってから家に帰って、二人で自転車に乗ってどこかへ行ったらしいということ以外はまったく…。」

　昨日、魅音もそう言っていた。…手がかりは皆かい無むだと。

「…うん。……警察の人も、家に帰ってからすぐに自転車で遊びに行ったんだろうって言ってる。…家に帰ってからすぐに自転車で遊びに行くところといったら、…町かもしれないでしょ。……だから、興宮の町でいなくなったんじゃないかって結論になってるみたい。警察は明るくなってから捜査範囲を興宮にも広げるって言ってた。」

　町でか…。……それなら、雛見沢中を探しても見つからないのには納得がいく。

　…でも…違和感がある。……理由はないが、…何となくだ。

　俺はあの日、恐らくとても重要なことを梨花ちゃんに打ち明けた。…梨花ちゃんはそれに対して、自分に任せろと言った。…それから…えぇと、何て言ったっけ…。

　そうそう、自分が頑張らないと、犬さんも大変なことになってしまうと言ったような気がする。

　犬だの猫だの、……言葉の真意は今となってはさっぱりわからないが…、…梨花ちゃんなりに、一刻を争う表現だったように思う。

　……くそッ[image: !!!]　あの時の俺は…不安なことを梨花ちゃんに一方的に押し付けて…逃げようとしてしまった！　よく考えれば…あの場は逃げるべきじゃない。犬や猫の話を…もっともっと詳しく聞くべきだったんだ。…思い出せば思い出すほど…何たる失態ッ‼

　……とにかく、…梨花ちゃんはとてものんびりと遊びに行けるような状態ではなかったと思うのだ。……もちろん、証拠も確信に足りる根拠もない。ただの勘だ。

「……………町なんかに、…行くわけないと思うんだ。」

「圭一くんもそう思う？　レナもそう思うよ。梨花ちゃんも沙都子ちゃんも、雛見沢でいなくなったに違いないの。」

　ぎょっとしてレナに振り返る。…今のレナの言葉には確信めいた響きが含まれていたからだ。

　レナは応こたえず、空からの弁当箱を持って廊下へ向かった。

「…お弁当箱を洗ってくるね。」

　話を打ち切るようなタイミング。…教室では話しにくい内容なのではないかと直感する。

　俺も慌てて弁当箱を持ち、レナの後を追う。…レナは給湯室ではなく、あまり生徒の来ない裏の水飲み場へ向かって行った。

　…じょぼじょぼと覇は気きのない水流で弁当箱を洗う。…その間、レナは一言もしゃべらなかった。

　そして、他の生徒の気配がないことを確認してから、ようやく口を開いた。

「…梨花ちゃんと沙都子ちゃんが町に遊びに行っていなくなったなんて、なんだか腑ふに落ちなくて………私なりにいろいろ、聞いたり、調べたりしたの。」

「…聞いた？　何を？」

「婦人会のおばさんたちにいろいろ。……昨日のお味噌汁、お豆とう腐ふがいっぱい入ってたでしょ。…富とみ田た豆腐店のお婆ちゃんも来てたの。」

　……富田豆腐店。…あぁ思い出した。病院へ行く道の途中にある商店の並びのひとつだ。風呂桶おけみたいな水槽の中で躍る、でっかい豆腐の塊がいつも涼しそうだった。

「お婆ちゃんね、昨日、学校の帰り道に沙都子ちゃんがお店に寄って、お豆腐を買っていったのを覚えてたの。」
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「……豆腐？　学校の帰り道にだろ？　それが何か手がかりになるのか？」

「いいから聞いて。…梨花ちゃんの家に行った時のこと、覚えてるかな？」

　レナが水飲み場から離れ、梨花ちゃんの部屋を再現するように、両手を広げてみせた。

「ここが玄関で、ここが流し。そしてガス台。…覚えてる？　……ガス台にお鍋がかけてあって、その中にお味噌汁が入ってたの。中にはお豆腐が多分、一丁の半分くらい入ってたと思う。」

　そう言いながら、まるでそこに梨花ちゃんの部屋があるように、歩き回りながら説明する。

「でもレナ、…それが何だって言うんだ。」

「圭一くん。お味噌汁のお豆腐って、本当に最後の最後に入れるんだよ。つまり、お料理してた梨花ちゃんかもしくは沙都子ちゃんは、お夕飯の時間の直前まであそこに立って料理をしていたことになるの。」

「夕食の時間の…直前まで…⁉」

　確か…昨日は、二人の自転車が見当たらないから、二人してどこかへ遊びに行ったに違いないという事になったんじゃなかったっけ…⁉

「三角コーナーのゴミを見たら、すごくぶきっちょだった。…食事やお弁当はほとんど梨花ちゃんが作ってるんだけど、たまにね、沙都子ちゃんがすることもあるの。だからその晩は沙都子ちゃんがお料理したんだね。」

「……それってつまり、……沙都子に関しては、遊びに行かず、…夕食の準備をしてたってことなのか…⁉」

「うん。それで私、炊すい飯はん釜がまも見てみたの。…炊飯釜には二人分のご飯が炊けていた。」

「……ってことは、二人分の夕飯は作ったけど、二人とも夕飯は食べなかった。…そういうことか？」

　レナが頷く。

「それで次に冷蔵庫の中も見てみたの。そうしたら、残り半分のお豆腐で作った冷やっこがあったの。それだけじゃない。お夕飯用に作ったおかずも何皿かあって、それらにはみんなラップがされていた。」

　……残り物を翌日に取っておく時なんかに、よくラップをするよな。…うちのお袋もよくそうして、朝飯にしたり弁当のおかずにしたりしている。

「そう。ラップって、食べ残しとかを取っておくためにするものだよね。……冷蔵庫に入れたということは、少なくともその晩の内には食べないつもりだったということ。」

「………えっと……そういうことになるのか…？」

「圭一くん。もっとよく考えて。…お夕飯をまったく手付かずでラップしてあったんだよ？　どういうことだと思う？」

「……えっと…じゃあ、……夕食を食べる必要がなくなったわけだ。…外食とか、出前とかで。」

「それも突然にね。前もって決まっていたらお料理なんかしない。…そして、お夕食は二人分用意されていた。つまり、沙都子ちゃんは、二人で食事が出来ると、本当に直前までそう思って料理をしていたということなの。」

「……じゃ、じゃあ……、二人がどこかへ遊びに行っていなくなったというのは…間違いじゃないか…‼」

「そう。…つまり、いなくなったのはお夕飯が出来て、夕食に至いたるまでの本当にわずかな時間。…多分、七時頃くらい。」

「………そんな時間に、食事もせずに二人はどこへ行ったんだ…。」

「当然、そこに行き着くよね。…圭一くん、覚えてるかな？　折り畳みテーブルが置いてあって、その上にお醬油や箸立てなんかが置いてあったのを。」

　…そんなのもあったかもしれない。…覚えてない。

「お醬油の小瓶ね。空っぽだったの。もう一滴も入ってなかった。これじゃあ冷やっこは美味しくないよね。だから私、流しの下にあるお醬油の大おお瓶びんを探してみたの。」

「…よくそんなところにあるって知ってるな。」

「あははは、私も梨花ちゃんの家に行ってお料理したことあったから。」

　レナは咳払いをしてからまた真面目な表情に戻る。

「でね、流しの下を開けてみたら、お醬油の大瓶が瓶ごとなかったの。」

「……醬油の大瓶がない…と、どういう意味になるんだ…？」

「ここから先は全部、レナの想像だからね。……だから最後まで口を挟はさまずに聞いていてね。」




　…昨日の夜。沙都子はいつものように夕食の準備をしていた。沙都子の当番の時は梨花ちゃんは食事ができるまでテレビを見ているのが普通だそうだから、きっとごろんと横になりながらバラエティ番組でも見ていたのだろう。

　味噌汁に豆腐を入れ、もうすぐ夕食というところで、醬油が切れていることに気がついた。

　そこで手の空いている梨花ちゃんが、醬油の大瓶を持って、ご近所に醬油を分けてもらいに行ったのではないか。

「…俺、ご近所付き合いってよくわからないんだが、…醬油なんかって分けてもらえるものなのか？」

「うん。雛見沢ではそんなに珍しいことじゃないよ。」

　そして梨花ちゃんは、自転車に乗って醬油を分けてもらいに出掛けた。

　だが、いつまで経っても梨花ちゃんが帰ってこない。

　そこで沙都子は、梨花ちゃんが醬油を分けてもらいに行った家へ電話をかけた。

　…うちの梨花がお邪魔してませんこと？　こんな感じだろう。

　相手は、きっとこんな感じで返事をしたに違いない。

「…うちに食事の用意があるから、沙都子ちゃんもいらっしゃい。梨花ちゃんはもう食べてるよって。…きっとそんな感じで呼び出したんだと思う。」

　沙都子は悪態をつきながら、自分の作った夕飯にラップをかけた。冷蔵庫に入れたのは明日の朝食や弁当のおかずに流用するためだ。

　そして沙都子も自転車に乗った。梨花ちゃんのいる家に向かって。

「でも、…すでにこの時点でおかしいの。食事ってね、突然やってきた人に振舞えるほど、多めに作るものじゃないんだよ。」

　百ひゃく戦せん錬れん磨まの主婦が、二人分も余るくらいに食事を作りすぎるなんて、普通じゃ考えられない。

「…たまたま、偶然作りすぎたことだって考えられるだろ…？」

「それでも、絶対に考えられない。」

　レナはきっぱりと一いっ蹴しゅうした。

「だって、…梨花ちゃんは、沙都子ちゃんががんばって作ったお夕飯がもう出来てることを知ってるんだよ⁉　どんなにお夕飯を勧められたって、沙都子ちゃんのお夕飯を無駄にするようなことをするわけがない。」

　……状況証拠とレナの想像だけ。…だがその説得力はあまりにも力強かった。今の、手がかりが一切ないこの状況を打だ破はできる唯一の光明だったからだ。

「……じゃあレナ。…梨花ちゃんは…どこへ醬油をもらいに行ったんだ⁉」

　それこそが核心…‼　醬油をもらいに行くくらい心安くて、…沙都子が食事に招待されても不審に思わない。……それは誰だッ⁉

　だがそこで、レナはゆるく首を横に振った…。

「………レナの推理はここまで。…あくまでも想像だからね。警察の人とかには内ない緒しょにしておいてね。」

「隠すことはないんじゃないか…？　仮に半分しか合ってないとしても、きっとヒントにはなると思うぞ…。」

「圭一くん。……これって雛見沢の人を疑うって意味だよ。…確信もないのに村の人を疑えない。」

　………………………。

　何人かの女の子たちが弁当箱を洗いにこっちへ来るのが見えた。…レナはそれで話を打ち切り、教室へ戻っていった…。

　俺はひとり残り、にぎやかなセミの声に身を浸した…。

　整理してみよう。俺なりに。

　…あれしか情報のないレナが、あれだけの推理をしてみせたのだ。……なら、レナよりもはるかに多くのことを知る俺にしかできない推理があるはずだ…。

　昨夜、大石さんも言っていたが、この事件は間違いなく雛見沢の内側で起こっていることだ。……レナは信じたくないだろうが、犯人は雛見沢の誰かだとほぼ確実に決まっている。

　まず事の発ほっ端たんは、俺たち四人が禁忌の祭具殿に忍び込んだことだった。

　そして、その祭具殿への侵入は何者かに見られていた。

　犯人たちにとって、祭具殿の禁忌を犯すことは、万ばん死しに値することだった。

　……そしてその晩の内に、富竹さんと鷹野さんは犠牲になった。

　残るは二人。…俺と詩音。

　だが、犯人たちの牙きばは俺と詩音に向く前に、…まず、詩音が打ち明けた村長に向けられた。

　そして、次の牙は…俺が打ち明けた梨花ちゃんに…。…じゃあ沙都子は？　…とばっちりか…？

　打ち明けられて犠牲になった梨花ちゃんも悔しいだろうが、…訳もわからずに犠牲になった沙都子は…さぞや無念だったろう…。……全て…俺のせい…‼

　次に消えるのは誰だろう。今度こそ…俺と詩音なのか…？

　…だが…どうして犯人たちは、俺と詩音へはさっさと手を下さないのだろう。

　村長や梨花ちゃんたちを消すほどの行動力があるならば、どうして俺と詩音をさっさと消さないのだろう。

　俺や詩音を襲うなら、…嫌な話ではあるが、まだ許せる。……許せないのは、打ち明けられた人間を消す点だ。

　…そう言えば、…昨日、詩音が、誰かに監視されている気がする、なんて物騒なことを言っていた気がする。

　………じゃあ、…俺も誰かに監視されている…？

　だが…不思議と今日までそう感じることはなかった。…自らが元凶でありながらも、今日までそういう印象を抱いたことはない。

　それは単に、俺が詩音よりも注意力が散漫で、無用心なだけかもしれないのだが。

　………話が脱だっ線せんした。…戻そう。

　犯人たちが、なぜ俺や詩音を襲わないのか。……ここにカギがあるような気がする。

　…ひょっとして……、何か大前提が間違っているのだろうか…？

　…………………………いくら考えても答えは出ない。

　ただひとつ、わかることは、…俺はこの事件の当事者で、…全てが解決するまで見守る義務があるということだけだ。

　昼休みの終わりを告げる振鈴の音が聞こえてくる……。

　今夜も誰か消えるのだろうか。

　……もしも誰かが消えなければならないのなら。…今夜こそ俺を消してほしい。…そして全てを終わりにしてほしい。

　脳裏に昨夜の電話で叫んだ、詩音のヒステリックな声が蘇る。

　…親しい人たちから順々に殺していって…、散々悲しい思いをさせた後に殺す…。

「前原くん、昼休みは終わりであるぞ。教室に戻りなさい。」

　校長先生に促され、俺はお通つ夜やのように静かな教室に戻っていった…。




　下校時間には、たくさんの保護者が迎えに来ていた。…さながら幼よう稚ち園えんのようだった。

　親の来ない生徒は集団下校。決められた順路に従い、みんなで下校する。

　下校中も、みんなは面白おかしいおしゃべりなどしなかった。……まるで黙々と山中を歩く、疲れ切った登山者みたいだった。

　……そうして、ひとり、またひとりといなくなり、最後には俺とレナだけになった。

　レナを自宅まで送っていくことになっていたが、レナはそれを辞退すると言った。

「…本当にいいのか？　ひとりじゃ無用心だぞ…。」

「レナを送った後、ひとりで帰る圭一くんだって同じくらい無用心だよ。…まだ明るいんだもの。大丈夫。」

「そうか。……じゃあ、気をつけてな。」

「うん。……あれ？　…あれは警察の人じゃないかな？」

　レナが俺の家の方を指差す。…家の前に車が停めてあった。そこから降りてきたのは大石さんだった。……俺の帰宅を待ち伏せていたに違いない。嫌らしくにやにやと笑いながらこちらにやってくる。

「…レナはもう行きな。あいつに絡まれると長い。」

「で、でも、どうして警察の人が圭一くんに用があるんだろ。…だろ。」

　……………レナはいいヤツだと思った。

　梨花ちゃんの失踪を騒ぎ出した時にも、俺になぜとは聞かなかった。…あの時点から、レナは俺を疑ってもよかったのだ。でも、今日までレナはあえて聞かないでくれた。……俺が打ち明けるまで、急かさないでくれた。

「…………俺は犯人じゃない。」

「そんなの知ってるよ。」

「…………でも、……事件に、……何の関わりもないとは…言い切れない。」

　レナはいつもの笑顔で聞いてくれた。…事件への関係を臭におわせる俺にも、汚いものを見るような目を向けなかった。

「……今度、話すよ。」

「うん。……待ってるね。」

「…じゃ、早く行きな。」

　レナは会え釈しゃくしてから小走りで駆けて行った。…残される俺。その眼前にやってくる大石さん。

「どうもどうも。お帰りなさい。前原さん。」

「……どうも。」

「ご家族はお留る守すみたいですねぇ。いやはや、困っていたんですよ。」

　…家にまで来たのか…。…両親不在の幸運に感謝するしかない。…この時間に二人揃っていないということは、きっと帰りは遅くなるだろう。

「…親父の仕事の関係で出掛けてるんだと思います。帰りは遅いと思いますよ。」

「そうですか。それはそれは好都合です。…親おや御ごさんに変な思いをさせずに済みます。」

　大石さんが俺の背中を押し、歩くよう促す。…どうも自分の車に乗せる気のようだった。

「……警察に連行するんですか。」

　…俺は犯人じゃないが、……全ての元凶だ。取調べられてもおかしくない。そういう意味ではある種の諦めに似た感情もあった…。

「いえいえ、立ち話も何ですから、車の中でお話ししようってだけですよ。さぁさ、どうぞどうぞ。」

　後部ドアを開け、座るように勧める。……これに乗ってしまったら、簡単には解放されないだろう。…だが、……嫌だと言えばこの男のこと、本当に手て錠じょうをかけて連れて行くかもしれない。……断っても駄目なら、潔いさぎよくするしかなかった。

　車内は利き過ぎたエアコンと、あまり掃そう除じをしていないフィルターのかび臭い匂いで満ちていた。

「ありゃ、冷えすぎます？　切りましょうか。」

　エアコンを切ると、急に静かになり、涼しさと寂しさを持ったひぐらしの声が忍び込んできた。




　……カナカナカナカナカナ。

　それは、自分の浅はかな好奇心が招いてしまった、あまりに大きすぎる代だい償しょうを嘆なげく声の合唱に聞こえた。

　しばらくの間、……その声を聞きながら、俺もまた、あの晩から狂い始めてしまった日々を…嘆く。

　大石さんは、俺が自発的に話すのを待っているつもりなのか、タバコに火をつけ、ひぐらしの声に耳を傾けている…。

　沈黙が耳に痛くなり…先に折れたのは俺の方だった。

「……捜査の方はどうなってるんですか。」

「捜査？　何のですか？　最近はいっぱいあり過ぎて、どれのことやら。んっふっふ！」

「全部です。」

「……いいですよ。本当は内緒の秘密捜査なんですが、あなたには特別に聞かせてあげましょう。…じゃあ最初の事件から行きます？」

　…綿流しの晩の、富竹さんと鷹野さんの怪死。

「……こっちはお恥ずかしいかな、…さっぱり進展なしです。まずは富竹さん。集団で暴行を受けた形跡はあるのですが、自分の喉を搔き破るなんて異常な死に方の説明がつかないんです。…覚醒剤なんかの薬物中毒を疑っているんですが未だその痕跡は摑めません。」

「鷹野さんはどんな感じなんです…？」

「同じくさっぱりです。焼死体は検死が非常～に困難でして。首を絞められた後にガソリンをかけられたんじゃないかと見ています。…管かん轄かつが岐阜県さんでね。あちらさん、自分たちの縄なわ張ばりの事件だからって、あんまり協力的じゃないんですよ。…おっと、これは関係ない話ですね。」

　……不可解な死だという以上のことは、何もわかっていないということか。

「ですが、犯行時刻は概おおむね、お祭りが終わった直後だろうと見ています。……鷹野さんの方はちょっとあやふやですが、富竹さんとほぼ同じ時刻に殺害され、岐阜の山中に遺い棄きされたと考えるのが妥当でしょうなぁ。」

「……どうして、わざわざ遠くの山まで死体を運んだんでしょう。…富竹さんも同じように遠くへ運べばよかったのに…。」

「ありゃ、…前原さん、あなた、なかなかどうして鋭いですねぇ！　もちろん私もそこは注目すべき点だと思ってますよ。…他にもいくつか不審点はありますが、…まぁ現時点でお話しできるのはこのくらいです。」

「……村長さんの方はどうですか？　何か手がかりはありましたか？」

　話題が尽きると、次は自分にお鉢が回ってくるかもしれないと思い、次の話題を向ける…。

「失踪された一日の足取りを調べました。…手がかりになるようなものは見つかりませんでしたが、一応、お話ししましょうか。」

　村長、公由喜き一いち郎ろう。…彼は重度の痔じを患わずらっていたという。

「古い生まれの方って非常にプライドが高いんですよね。…それで村長さん、誰にも内緒で鹿骨市内の某大学病院の肛こう門もん科に通われていたんです。失踪当日、村長さんは診しん察さつの予約を取ってあったんで朝一で出掛けられました。」

　大学病院みたいな大きい病院は、待ち時間がとても長いことは俺だって知ってる。…予約があっても何時間も前から順番待ちをするのは当たり前らしい。

「診察が終わったのは午後一時頃です。その後、病院内のレストランで軽食を取られ、雑誌を読みながら時間をつぶされました。…この辺りのことは自宅にあったお財布の中のレシートでわかってます。」

　……不審な点はまったくない。

「その日は夕方から神社の集会所で会合の予定があったんです。…それで余裕を持ってお帰りになるはずだったんですが、途中、電車で人身事故がありましてね。どうも、それで足止めを食ってしまったらしく、家についたのは会合の時間の直前でした。ご家族が、大慌てで神社の集会所に出かけていく村長さんを目撃しています。」

「…会合ってのは何だったんですか。確か、その会合の帰り道に失踪してるんですよね。」

「会合は御三家と町会の主要役員が集まってのものでした。今年も起こってしまった連続怪死事件の対応について協議したものと思われます。」

「……それで……その帰り道に………。」

　詩音を可愛がってくれた爺さん。…不安に押しつぶされそうな詩音を励ましてくれた、頼もしい人だったろうに。……詩音の痛ましい声が胸に刺さる…。

「え？　……………………あれ……？」

「どうなさいました？」

　自分で、自分の出した素すっ頓とん狂きょうな声に驚いた。

　……今、俺は、…何に驚いたんだ…？

　今、一瞬気がついたことを頭からもう一度引き出すため、両手で頭を締め付ける。……思い出せ前原圭一‼　今、気付いたじゃないか‼　…大切なこと…[image: !!!]

　綿流しの晩。これが全ての始まり。…その晩の深夜、鷹野さんたちが死んだ。

　……翌朝、事件が雛見沢中に広がった。夕方からの会合でそれを話し合うことになった。

　だが村長さんは病院に予約があったので、予定通り、家族にも内緒の病院へ向かった。

　病院で診察を受け、食事をし、帰りの電車で思わぬ足止めを受け。…帰宅した時にはもう会合の始まる時間だった。

　村長さんは上着を着替え、自転車にまたがり、大急ぎで神社の集会所に走っていった…。

　綿流しの晩の事件が耳に入ってから、…集会所に姿を現すまで。……村長さんの一日の行動は全て秘密だったことになる。

　その間は誰にも知られることなく、ひとりで病院で過ごし、ひとりで食事をし、ひとりで電車に乗って帰ってきた。……それは外部から一切接触できなかったことを示す。電話ですら呼び出せない状態だった。

　……でもそれが何だってんだ前原圭一…。それがどうしたって言うんだ前原圭一…。

　………………………………あ。




「…………………………………圭ちゃん、……私、……………どうしよう……。」

「…どうした。……話せよ。俺たちの間で隠し事はなしだろ…？」

「私、…………公由のお爺ちゃんに……打ち明けたんです。」

　打チ明ケタンデス。公由ノオ爺チャンニ。

「……公由のお爺ちゃんに、……私、あの晩、祭具殿に忍び込んだこと、打ち明けたんです。…誰かにそれを見られてて、……私たちを狙っている人がいるみたいだって。」

「………あぁ。…それで？」

「……公由のお爺ちゃん、…怒らなかった。……そして、にっこり笑って、詩音ちゃんがちゃんと反省してるなら、鬼隠しになんかなるものか、…って。…本当に……笑いながら……任せなさい…って………。……ぅぅ…ッ‼」




　全身に、玉のような汗が浮き出ていた。……それらが一筋の汗となって、……つーっと…額から鼻筋へ、……伝い落ちていく。

　………だからつまり、………何だってんだ……？

　おい、…もうとぼけるのはよせよ前原圭一…………。

　イツ、打チ明ケルンダ？




　詩音は事件を知ったのを、朝、父親がしていた電話で聞いたと言った。

　その頃、村長は病院の予約があったから朝一で家を出ていた。行き先は誰にも告げてない。……村長が大学病院へ行ったのは、誰も知らないことだ。

　そして電車の事故で帰宅が遅れ、帰ってきたらすぐに集会所に飛び出して行った。

　そして集会所で会合が始まり、…それは暗くなるまで続いた。

　…そして解散。…解散のあとは、もう目撃はない。…失踪するのみ。

　つまり、…つまり、……つまり、……………えぇと………。

「前原さん？　大丈夫ですか？　やっぱり暑いならクーラー入れますよ？」

「………………………………………………………。」

　その先を考えることを、もうひとりの自分がやめろと脳を攪かく乱らんさせる。

　頭がカタカタと痙けい攣れんし…中に詰まったジュースを、わけわからなく…めちゃくちゃになるようにミキサーをかける。

　やっと沈ちん殿でんしかけたそれは、あっというまに粉々にぐちゃぐちゃになって形をなさなくなった…。

「…前原さん？　もしもし？」

「…………………あ、……………はい。」

　大石さんは何本目かのタバコに火をつける。…吸すい殻がら入れにはもう何本もの吸殻が詰まっていた。

　……それは時間の経過を示すものなのか。…俺は、…そんなにも長い時間、思考を凍らせていたのか………。

「私、知ってる限りのことを話したつもりです。…お返しに、今度は前原さんの話を聞かせてもらってもいいですよね。」

「……………………………。」

　俺の頭の中は…もう、ぐちゃぐちゃのジュースになっていた。…脳みそだったものはミキサーの刃やいばですっかり磨すり下ろされてしまっていて、……何も考えることなんてできない。

「ほらほら、また黙り込む。…もし誤解があるようなら先に解いておきたいんですがね。…私ゃ別に、あなたが犯人だなんて思っちゃいないんです。」

　大石さんは、彼なりの精一杯のスマイルをしてみせた。

「…あの晩、あなたたち四人が祭具殿に忍び込んだことは知っています。次の日にはもう村の、知る人は誰でも知る噂になってましたからね。…それ自体は不ふ法ほう侵しん入にゅうとして問われるべきことですが、問題はそれじゃない。……そこで何があったかなんです。…忍び込んだ人間が次々と犠牲になるような、何があったのか。」

「……………何も、……なかったです。」

　言ってしまってから、認めたことを後悔したが、…もう今さらだと思った。

「…本当に何もなかったんですか？　だって、現にこうして中に入った人たちが次々と犠牲になってるんですよ？　しかも、扉のカギを付け替えた村長や梨花さんまで犠牲に。…それだけの事態を引き起こす、何があの中にあったんです？」

　もう黙っているのにも疲れ果てた…。…これこそが大石さんの狙いなのだろうが、…もう今さらどうでもよかった。

「………大昔に使った拷問道具がたくさんしまってありました。…それを鷹野さんたちと見て回りました。」

「本当にそれだけ？」

「…本当にそれだけです。」

「口封じをされるような、とんでもない物が隠してあったんじゃないですか？　…例えば、覚醒剤の山とか。ケシの秘密工場があったとか。あるいはソ連か中国辺りの拳けん銃じゅうが山ほど積まれていたとか。不審な木箱やコンテナが山積みされてませんでしたか？」

　大石さんが期待するような、…そんな大仰なものは一切なかったが。……ある意味、充分にとんでもない物が隠してあったと思う。

　それに、祭具殿を神聖だと思う側の人間から見れば、…俺が見て大した物だと思おうが思うまいが、どうでもいいことに違いない。……あの四人は禁忌を破った。罰せよ。……そうなるはずだ。

「…あの祭具殿に、何か秘密があるんじゃないかと思って、捜査令状を請求したんですがね、……もーー、空くう前ぜん絶ぜつ後ごの妨害工作がありまして。信仰の対象に対する侮辱であり、憲法で定めた信仰の自由を何たらかんたら…。いやぁもう！　…だから実際に入ったあなたに聞くほかなかったんですよ。」

「……本当に、…古い、錆びて埃ほこりを被かぶった拷問道具しかなかったです。……他に目立つものなんて何もなかったです。」

「…ふ～む。……では、富竹さんたちが殺されたのは、禁忌を破ったからという、制裁だけなんですかね？」

　……だけなんですかね、なんて言われたら返事のしようがない。

「もういちいち隠しませんけどね。…あなただけが今日まで被害を免まぬがれてるんです。あなた以外は全員が消えたのに、あなただけが無事なんです。…あなたが無事で、あなた以外が被害に遭う、どんな違いがあったのか？　それが知りたいんです。」

　…大石さんの言い方にどこか違和感がある。

　あなただけが、あなただけが。

　アナタダケガ、………何だって…？




「ちょ、…ちょっと待ってください。あなただけがって、…どういう意味ですか？」

「なははは、…ですから、あなただけが、最後の生き残りなんじゃないですか。祭具殿に忍び込んだコソ泥四人組の。」

　………最後の生き残り？　…ちょっと待って、…まだ詩音が…、

「あの晩に、富竹ジロウさんと鷹野三四さんが死に、翌日、園崎詩音さんが失踪しました。…あなただけが、無事に今日までを過ごしてるんです。…なぜあなただけなのか？　私はそれが知りたいと言ってるんです。」

「し、詩音が失踪したって⁉　そんな馬鹿なッ[image: !!!]」

　思わず声を荒らげてしまう。…だがそんなことはどうでもよかった。

　富竹さんが死に、鷹野さんが死に、…詩音が消えた⁉　いつ消えたって…⁉⁉　この男は、何の話をしているんだッ⁉⁉

「…ありゃ、……とっくにご存知だったとばかり。」

「そ、そんなのは初めて聞いたッ！　詩音が失踪した？　いつッ[image: !!!]」

「えー、遡さかのぼると綿流しの次の日に失踪していたことになります。」

　…遡ると、だって⁉　わけのわからない言い方を…‼

「園崎詩音さんは、その日の気分で親類の家を泊まり歩いたりしますので、所在不明が当たり前なんですよ。学校も気分ひとつでよく休みますしね。先生も困り果ててました。」

「そんなことは聞いてないッ‼　詩音はいつ失踪したかって聞いてるんだ‼」

「ですから、綿流しの次の日です。」

　…全身の体液が逆流していく。

　平へい衡こう感覚がなくなり、…視界の全てのものがぐにゃりと歪み出す。……とても自分を保っていられなかった…。

　ちょっと待て、ちょっと待て、ちょっと待ってくれ…。

　……詩音がもう失踪してたって…？

　じゃあじゃあ……、

　俺ニ毎晩、掛カッテキタ、アノ電話ハ、…誰ガ掛ケテタンダヨ…。




　毎晩かけてくれた。励ましてくれた。…消されてなるものかって、二人で頑張って生き抜こうと誓い合った。……そう、あれは詩音からの電話のはず、詩音からの電話のはず、詩音からの電話のはず…。

「学校は平気で休むし、それを自宅に知らせても取り合ってもらえないから、学校もいちいち連絡しない。…そんなこんなで、彼女が失踪したことに気付くのにだいぶ時間がかかったんです。」

　全身の毛穴に針を突き立てられたような激痛。……それが背中から始まり、…全身に広がっていく。…それは皮ひ膚ふの表面を全て覆おおい尽くすと、…今度はお腹の内側にも広がっていった……。

「ほら、覚えてませんか？　綿流しの次の日に、私たち図書館でお会いしたでしょう。あの時、詩音さんも居ましたよね。…あれが最後の目撃なんです。あの後、彼女の所在は確認されてないんです。」

「………そんな馬鹿な…。…………そんな馬鹿な……。」

　あの日は、俺だけ大石さんに捕まって、…詩音はバイトを口実にひょうひょうと逃げた。……そして夜、電話をかけてきてくれたじゃないか…！

「エンジェルモートっていうファミレスのバイトですよね。あの日から無む断だん欠けっ勤きんです。…今日に至るまでずっと無断欠勤しているんです。お店の人も連絡を取ろうにも取れず、困りきってましたよ。」

「………そんな馬鹿な…。…………そんな馬鹿な……。」

「状況証拠だけですがね。図書館でお別れしてから、バイト先に向かうまで。…この間に失踪したと考えるのが妥当じゃないかと思います。」

　……詩音が、……俺を置いて逃げ出した、…直後…⁉

「ご存じなかったみたいですね。…なら、先に話せばもっと話が早かったかなぁ。もうこれでご理解いただけたでしょ。…あとはあなただけなんです。あなただけが、祭具殿に忍び込んだ四人の生き残りなんです。」

　………そんな馬鹿な…。…………そんな馬鹿な……。

「次に何か起こるとすれば、それはあなたなんです。前原さん。」

　……そんな馬鹿な、そんな馬鹿な、そんな馬鹿な…。

　…詩音がもう、すでに、失踪してたって…⁉⁉　そんなはずはない、そんなはずはない。…詩音とは一昨日も電話した。昨夜も電話した。そして今夜も掛かってくるはず。それは詩音の電話、詩音の電話。…詩音から詩音から。

　じゃあ…夜毎に掛かってきた電話は誰からなんだ。夜毎に掛かってきた電話は誰からなんだ。夜毎に掛かってきた電話は誰からなんだ…[image: !!!]

「詩音さんはとっくに失踪してるんです。…次は、あなたなんですよ。」

「そんな、………馬鹿なぁあぁあぁああぁあぁぁあぁあぁああぁあぁぁあぁあぁああぁあぁぁああぁあッ[image: !!!]」





くけけけ






　……ソファーに横になり、…ぼんやりと時間を過ごした。

　すっかり頭の中が空っぽになり、……何を考えても形にまとまらなかった。

　家には書置きがあり、親父とお袋は帰りが深夜になるから、ラーメンでも作って食べててくれ、とのことだった。

　食べる気ならいつでも作れるし、…それに食欲も湧かなかったので、…何も口にせず、ただぼーっと天井を眺めて過ごした。

　時計の針が…もうじき夜の十時を指す。

　……今日も、…あの電話は掛かってくるのだろうか。

　……すでに詩音は失踪しているのに。……それでも詩音から電話は掛かってくるのだろうか。その電話はどこから……誰から……。

　考えれば考えるほどに……体が震え出す…。

　電話線をいっそ引っこ抜いてしまおうかとまで考えた。……自分に理性があとちょっと足りなかったなら、本当にそうしたに違いない。

　…でも待てよ、前原圭一。…大石さんも自分で認めたじゃないか。詩音は所在不明なことが多いって。大石さんの知らない親類の家で今日まで過ごしてたってのは考えられることじゃないのか？

　俺も詩音も、何者かに狙われる身なんだから…、普段とは違う場所に身を隠そうと思ったって何の不思議もないはず…。

　…だから大石さんは詩音の所在を見つけられず、失踪と決め付けてしまったに違いないのだ。…そうだ、そうに違いない！　詩音は失踪なんかしてはいないのだ…‼

　その時、自分の意思とは無関係に右手が動き、ピシャリと頰を叩いてくれた。

　そのひんやりとした手の感触が、わずかな冷静さを取り戻させてくれる…。

「……………都合良く考えすぎるなよ、前原圭一……。」

　……失踪を認めたくないのはわかる。…それを認めるのは、…きっととてつもなく恐ろしいことに違いないからだ。

　……電話の相手に、…詩音かどうか確かめればいい。………詩音に、お前は本当に詩音かって確かめるのか…？　……それはとんでもなく滑稽な話に思えた。

「……でも、…逃げるな圭一。」

　向こうが、自分が詩音だと思われているとまだ信じているなら、…それは俺にとってほんのちょっとの優位だ。

　さり気なく…本当にさり気なく、…会話を聞き、受け、流す。…化けの皮を剝はいでやるんだ…。

　確かにそれはとても恐ろしいことだ…。でも、……あの晩、祭具殿に忍び込んだ人間の、…最後の生き残りとして……俺がやらねばならない責務なのだ。

　でも、……なら誰が……詩音のふりをして電話をしているんだ……？

　電話の声とは言え…、そんな簡単に似せられるものじゃない。…あの声は確かに詩音だ。…詩音にそっくり。…詩音そのものとしか思えない……。

　……………………………いるじゃないか。……詩音とそっくりに喋れるヤツが。

　……魅音。




　……………………園崎魅音。………他に、…誰ができる……………？

　この時になって…、本当に今さらのように……。…今日まで魅音に感じてきた数々の違和感が…心の中にあふれ出す…。

　祭具殿に忍び込んだことを詰問し、……呪いの言葉を吐きながらハシゴを揺らした。……他にも、…他にも、……………。

　でも、……どうして魅音が……？

　大石さんや詩音に聞いた、園崎家の話を思い出す…。……魅音はいつも、事件の渦中にいて……全てを知り得る立場にいて……。

　……その情報の中には、失踪後の「詩音」に聞かされたものも混じっていた。頭をガリガリと搔き毟る…！

　勇気を…どうか勇気を…。……今夜も掛かってくるに違いない電話を取る、ほんの少しの勇気を…！

　逃げるのはあまりに簡単…。でもそれでは…自分が消されるまでの準備期間を相手にのんびりと与えることと何も変わらない…。

　逃げてはいけない…。立ち向かわなくてはいけない…。次に犠牲になるのは間違いなく……俺なのだから。

　……「詩音」は言葉巧みに俺をワナにかけようとしているに違いない。……用心せよ用心せよ…。

　…怖い怖い怖い…。

　…嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ……。

　鳴らないでほしい、鳴らないでほしい。電話なんか来るな来るな来るな…！

　……………………でも、その時、…鳴った。

　俺の気持ちなどお構いなしに引き裂いて、鳴った。

　どこから掛かってきているかもわからない、…電話が鳴る。

　…詩音は消えていた。…とっくに消えていた。…綿流しの次の夜には消えていた。

　なのに……、今日まで、…さも当たり前のように電話がかかってきた。…そしてそれは今夜も……。

　………消された人たちは、…死体が見つからないだけで、…生きているとは到とう底てい思えない。

　なら、この電話の主が本当の詩音なら、……それはこの世ならざる場所から掛かってくる電話なのか…？

　もちろん、そんなわけはない。……生きている誰かが、詩音のふりをして電話をかけているのだ。

　……詩音はもうとっくにいないのに、……さも健在であるように…。

　諦めることなく、…電話は鳴り続けている。

　電話に…出なくて済むなら出たくはない。…だけど、それは何の解決にもならないとさっき自ら結論したばかりだ。

　では……出てどうする…？

　お前は詩音じゃない、お前は何者だ、と問い詰めてみるか…？

　それとも、騙され続けているふりをしながら、……相手の尻尾しっぽを探ってみるか…？

「………………それが、…一番、安全かもしれないよな…。」

　電話の相手が、自分が詩音でないことを見破られたと知った時、どんな行動に出てくるかが一番、怖かった。

　…だが、騙され続けているように見せる限り、相手は極端な行動に出ないのでは…？　用心さえすれば、きっとそれが一番安全………。

　……心に決める。…電話を取ろう。…そして、…さもいつものように話をしよう。

　だが、…今日はそれだけじゃない。

　…相手を探るんだ。何者で、…何を考えていて、…何が目的なのか。

　……何でこんなことをするのか。富竹さんたちを殺したのは本当にお前なのか。村長さんはどうなったのか。……梨花ちゃんと沙都子をどうしたのか…！

　受話器を取ろうとする腕が震える…。聞きたいことが多過ぎて…、問い詰めたいことが多過ぎて…、…怖い。

　とにかく電話を取ろう。…取るぞ圭一。取るぞ圭一‼




「……も、…もしもし。」

　……詩音からの電話でなければ、どんなに心安らかなことか………。

「あ、圭ちゃんですか？　私です。詩音です。」

　一瞬だけでも期待した都合の良い淡い願いは、これ以上ない形で引き裂かれる。

　…もう震えてもしょうがない…。覚悟を決めるんだ……………。

「電話、なかなか出なかったんで、お留守かと思って切ろうとしてたんですよ。」

「あ、…あぁ、ごめん…。ちょっとその…お風呂に入っててさ。」

「…それでもご家族の方が電話を取りませんか？　ひょっとして……圭ちゃんの家、今、ご両親はお留守なんですか？」

　失態だ…。自宅に自分一人しかいないという致命的な情報が伝わったことを悟る…。

「いや別に…留守ってわけじゃ……、そ、そそ、そんな事より‼　聞いたか⁉　梨花ちゃんと沙都子の件。」

「いえ。…結局、あの後、どうなったんですか？　見つかったんですか？」

「…………………あぁ。…見つからなかった。」

「……圭ちゃん、どうか気を落とさないで…。」

　………………………………。

　……もしも、…俺が大石さんに何も知らされていなかったなら。……俺はこの、「詩音」の気遣ってくれる言葉に薄い涙を浮かべることもできたかもしれない。……だが、今となっては…その言葉をそのまま受け入れることはできない……。

　…受話器の向こうのこいつが、…完璧に詩音であればあるほど、…恐ろしさが募つのっていく…。

「………………梨花ちゃんと沙都子は、………さらわれたんだよな…。」

「……はい。それは間違いないでしょうね…。」

　………それがどれほど重要で、残酷な意味を持つのか…。その言葉の重みに…愕がく然ぜんとし、…そして遅れて…意識が遠のきそうになる痺れが襲ってきた。

　…梨花ちゃんたちはさらわれたのか、と問いかけた。…それにこの「詩音」は「間違いない」と答えたのだ。……それが意味する……残酷さ………。

「……………梨花ちゃんと、沙都子は、……あ、いや…ッ、えぇと……、あ、ごめん。…その………村長さんは、…さらわれて…どうなったと思う…？　まだ……生きてるんだろうか…？」

　梨花ちゃんと沙都子はさらわれてどうなった…？　そう聞きそうになり、慌てて口をつぐんだ。

　その問いに、もしもあまりに恐ろしい答えが、…まるで他人事のように告げられたら…？　…それが怖くて、咄嗟に村長を引き合いに出してしまった。…だが、結局のところ、村長にしたって梨花ちゃ、

「殺されちゃったんだと思います。」




　詩音は、さも当然であるように、酷こく薄はくなその言葉を告げた。

「………お、………おいおい、………そんなにあっさり……。」

「人間をさらって、その状態を維持するのってとても大変なことだと思います。人ひと質じちにするんでもない限り、用が済んだら殺しちゃうのが一番合理的じゃないかと。」

　……………足元がぐらつくくらいに世界がたわみだす。……目に映る世界が、時計回りにぐるりぐるりと渦を巻き、…俺を足元から飲み込もうとした。

　…慌てて壁に手を突き体を支える。…少し遅れて、激しい嘔おう吐と感がこみ上げてきた。

　今こいつは……何てことを……あっさりと言ったんだ…⁉⁉

「こ、ここ、殺しちゃうって、…そんなにあっさり…。ひ、人の命を何だと思ってやがるんだ…ッ⁉⁉」

「………恐ろしいことだとは思いますが。…多分、そうではないかと。」

　村長が殺されたということは…、梨花ちゃんや沙都子も……同じ様に殺されたかもしれないということなのか…⁉⁉　…い、…いや、…そんなはずは……、どっかのジジイとはわけが違うぞ⁉　梨花ちゃんだぞ⁉　沙都子だぞ⁉　そ…そんなにあっさりと……殺すはずは………！

「梨花ちゃまと沙都子ちゃんも、…同じだと思ったほうがいいでしょうね。」

「うわああぁああぁああぁあぁぁああぁああぁあぁああぁああああぁあああぁああぁああぁああぁあああぁああぁああぁあぁああぁぁああぁああぁああぁあぁああぁあああぁああぁあぁああぁああ…ッ！！！！」

　一番聞きたくない言葉を…自らの絶ぜっ叫きょうで押し潰す。…なかったことになんか、できないのに…それでも…、それでも、…俺は叫ばずにはいられなかった。

「ぁああぁあぁ…ぁあぁあ……ぁ………ぁ………。」

　今度こそ、……涙がこぼれた。

　昨夜からずっと避けてきた、もっとも恐ろしい結末を突きつけられ、…泣いた。……それが…俺のせいであることは…もう疑う余よ地ちもなかった。

　……俺が殺した。……俺が梨花ちゃんと沙都子を殺した。……俺が……、心の弱さに負け…、打ち明けてしまった。…だから殺されてしまった。…それは俺が殺したということ。……あの時、梨花ちゃんの無垢な瞳に見つめられても…俺が屈くっすることがなかったなら‼　俺が、……俺が……俺が…[image: !!!]

　………ぁぁ……ぁ……ぁ………………………。

　声すら嗄かれ果てて、……それでも、………泣いた。……………………泣いた。

「……圭ちゃん。…………どうか気を確かに…。」

　…………………………梨花ちゃんと沙都子は、…………殺された。

　………もう遺い体たいすらも見つからない。……その死に顔に、……謝ることすら、…永遠に許されない。…………それが俺への罰ならば……なんて……惨い……。

　……詩音が慰なぐさめの言葉をかけているようだったが、…それらはほとんど俺の耳には入らなかった…。

「そんなことでどうするんですか…！　次に狙われるのは確実に…私か圭ちゃんなんですよ⁉　お願いですから…しっかりして下さい‼　…お願いします。…お願いしますから……！」

　詩音もまた、懇こん願がんするように叫んだ。

　だが…次第にその声に、憎しみを感じるようになってくる…。

　この「詩音」が殺した…。…こいつが殺したに違いないのだ。……どうして。…どうして⁉

　腹の底の怒りが喉を突いた時、その思いは言葉になってそのまま吐き出された。

「どうしてだよ⁉　どうして……人をさらったり、殺したりするんだよッ⁉⁉　祟りだか何だか知らないが、人の命ってのはそんなに安いのかよ⁉　あっさり消したり殺したり‼」

「………えぇ。…まったくです。…悪魔ですよね…。」

　受話器を握りつぶしそうになる。……こいつは……いつまで他人事のつもりで…‼　もうバレてるんだぞ、お前は「詩音」じゃない。とっくにそいつは割れてるのに、いつまで詩音のフリをして、しゃあしゃあとのたまいやがるんだ…‼　腹の底のマグマが、今にも腹を焼ききってあふれ出しそうだった。

「なぁ詩音。…教えてくれ。…どうしてこの雛見沢では、綿流しの夜に人が死ななければならないことになってしまったんだ？」

「………それは私が知りたいです。」

「もうダム計画との戦いは終わったんだぞ⁉　なのに…どうしてまだ祟り足りないんだ⁉　どうしてだよ、どうしてッ[image: !!!]　理由があるなら言ってみろよ[image: !!!]」

　…もう滅め茶ちゃ苦く茶ちゃだった。…感情が堰を切ってあふれ出すのを止められない。

　それは問いかけでなく、詰問だった。…それに当の「詩音」が気付いていないのが、あまりに滑稽だった。…滑稽でおかしくて、…涙が止まらなかった。

「……圭ちゃんの気持ち、私もよくわかります。…ダム闘争はとっくの昔に終わったんです。なのに毎年、オヤシロさまの祟りという名の殺人と失踪が繰り返されている。……なぜ⁉　どうしてなんですか⁉　全然関係ない人もいた、祟られるのに不ふ相そう応おうな人だっていたのに、どうして？　…どうしてッ⁉⁉」

「それを俺が聞いてるんだぁあああぁーーッ！！！！」

「それを私だって知りたいんですよぉおおぉおおぉッ！！！！！」

　はぁはぁ…‼　電話越しに互いの荒い息が聞こえた。

「いいですか。…オヤシロさまの祟りなんて非現実的なものは初めから存在しません。圭ちゃんの言うとおり、村の何者かが、オヤシロさまの祟りというもっともらしい大たい義ぎを利用して、綿流しの度に殺しと失踪を繰り返しているんです[image: !!!]　…ヤツらは狡猾でした。祟りを都合よく利用して、村の仇敵かたきを毎年二人ずつ消し去るシステムを構築していったんです。…そしてこのシステムで、今年は鷹野さんたちが殺された‼」

「じゃあ二人で充分じゃねぇかよ‼　どうして村長や梨花ちゃんや沙都子まで殺されなくちゃならないんだよッ‼　それに俺は過去のことは今さらどうでもいいんだ‼　梨花ちゃんと沙都子がなぜ殺されなくちゃならなかったのか、その一点にしか興味はないんだ‼　どうしてなんだ⁉　沙都子には打ち明けてすらないんだぞ⁉⁉　どうして沙都子まで……。どうしてなんだぁああぁあぁあぁあ⁉⁉」

　沈黙が再び訪れる。詩音はしばらく答えなかった。

　再び詩音が口を開いた時、その口調はまるで変わっていた…。

「…………圭ちゃん、………もう……いじめないで下さい……。……ぅっく…。」

　…嗚咽。……泣いている…？

「…………………私だって何が何だかわからないんです…。祭具殿に忍び込んだあの晩から……全てが変わってしまった……。」

「………………………………。」

　それは俺も同じだった。……詩音のさめざめと泣く嗚咽を聞くうちに…興奮が冷めていくのがわかる…。

「…………あの晩、…鷹野さんたちが死んだと聞き、耳を疑いました。……そして……すぐに気付いたんです。……今度は、……自分が狙われる立場になったんだ、って……。忍び込んだのは私たち四人。…私と圭ちゃんだけが都合よく許してもらえるわけがない…。…そう思った時、それがどれだけ心細くて……恐ろしいことだったか、…圭ちゃんにはわかりますよね……？」

　その言葉には表裏はなかった。……そして、そのまま俺の気持ちの代だい弁べんですらあった。

「………だから私、……公由のお爺ちゃんに打ち明けたんです…。」




　私は、みんなが入ってはいけないという祭具殿に、面白半分な気持ちで踏み入ってしまいました。…いけないことだとはわかっていましたが、……本当に面白半分な気持ち、……ちょっとした探検気分のつもりだったんです……。

　一緒に入った鷹野さんたちは、その後すぐに殺されてしまいました…。それも…あんな惨い最期を……。

　あの日から、…いつ私も襲われるのかと…怯えています…。

　……公由のお爺ちゃんしか助けてくれる人がいません…。……だからお爺ちゃん、……助けて、って………。




「……公由のお爺ちゃん、…怒らなかった。……そして、にっこり笑って、詩音ちゃんがちゃんと反省してるなら、鬼隠しになんかなるものか、…って。…本当に……笑いながら……任せなさい…って………。……ぅぅ…ッ‼」

　詩音は…大好きだった村長の死を思い出し、悲痛な声で泣いた。……聞く者の胸を締め付けずにはおかない、あまりに悲しい声だった……。

　……ま、また俺は……自分の感情に流されるままに…好き放題なことを言ってしまったのだろうか…。……詩音は、俺と同じ境遇を持つ、…唯一の仲間のはず……。

　…ドクン。

　鼓こ動どうがひとつ。………心の奥底の、…もうひとりの自分が、…囁く。

　…思い出せ前原圭一。

　……村長は、綿流しの次の朝。電話で鷹野さんたちの死を知らされ、夕方の会合の約束をした。…そして予約した病院に出掛けた。家族にも内緒の病院へ。

　そして…会合の時間ぎりぎりに戻ってきた。…そのまま集会所へ向かっていった。……そう大石さんは言った……………。

「…………………いつ、……村長に打ち明けたんだよ…。」

「……ぅっく……、……え……？」

「…………ごめんな、…詩音。……悲しい気持ちのところに追い討ちをかけるようで。……詩音は、…打ち明けたんだよな。公由のお爺ちゃん、つまり村長に。」

「……はい……。…………ひっく……………。」

「…………いつ、…打ち明けたんだよ。」

「……………え…、」

　…詩音の…悲しい声を聞いていると自分が口にしようとしていることが怖くなる。……だが、……俺は矛む盾じゅんしたことは言ってない……。……もし矛盾があるなら……むしろ詩音にそれを証明してもらいたいんだ……。

「…村長さんは重い痔を患ってて、病院にかかっていたという話は知ってるか…？」

「……………あの、…………圭ちゃん…？　……それが…何か…？」

「……答えてくれ。知らないなら知らないと答えればいい。」

　しばしの沈黙。……やがて、何度か詰まりながらの回答。

「…………痔だったのは、…知ってます…。……座る時とか、辛そうでしたから…。」

「病院に通ってたんだ。…どこの病院かは知ってるよな？」

「…………………………………………ごめんなさい、それはちょっと知りませんけど…。……でも、圭ちゃん、……それが一体、何の……、」

　詩音は、…村長が行った病院を知らない。…ということは、病院まで押しかけて行って打ち明けるなんてことは不可能だ。……行き先の病院を知らないなら、もちろん電車で出会うなんてことも、ちょっと考えられない。

　…あと接触する可能性があったら、それは雛見沢に帰ってきてからだ。

　しかし、電車は遅れて、こっちについたのは会合の時間も押し迫ったぎりぎりの時刻だった。

　……ぎりぎりの時間。…とても、詩音の打ち明け話に付き合っている時間はないはず…。

「単刀直入に聞きたいんだ。…詩音は、……いつ、村長に打ち明けたんだ。どこで、いつ。……大おお雑ざっ把ぱでいいから、…教えて欲しいんだ。」

「………………………………圭ちゃん…、…何でそんなことを……。……ぅっく…。」

　嗚咽が耳に刺さる。…自分が詩音をいじめているような錯さっ覚かくに囚われる…。

　だが…言おう。俺に間違いがあるなら正してくれ…。…俺に、お前が本当の詩音であることを……証明してくれ…………。

「…ありえないんだよ。…村長が失踪した日。朝から消えるまで。……詩音には接触できる機会はありえないんだ。」

「……………………………ぇ、……そ…、………そんな……、」

「村長は朝一で、誰にも内緒の大学病院へひとりで診察に出掛けた。…詩音は今、この病院を知らないと言った。…だから帰ってくるまで、村長と接触することはできないはずだ。……そうだろ…。」

「…………………………ぅっく……、」

「帰りの電車が事故で遅れたので、自宅に帰ってきたのは会合の始まる直前だった。…つまり、会合が始まるまでの時間にも打ち明ける時間的余裕はないんだ。」

　…詩音の弱々しい嗚咽が…繰り返し聞こえる。

　女の子にこんな哀しい声を聞かされたら、胸を搔き毟られない男なんているわけがない。…言っていて、……辛い………。

「詩音も一緒に会合に出たのか……？　そして会合の席上で、…打ち明けたのか…？　ここで打ち明けなきゃ……もう時間がないもんな。……会合が終わった後、村長は帰宅途中で失踪するんだから。」

　…詩音は会合に出たんだよな…？　出たか出ないか。そのあまりに簡単な問いの答えが……すぐに跳ね返ってこない。

「……………えっと、………実は会合に出…、」

「あの日、詩音が行くと言ったバイトすら、君は欠勤してるんだ。……もっと端たん的てきに言おう。……君は、…俺と一緒に行った図書館以降、誰にも目撃されていない。」

「…………………………圭ちゃん、………あの、………、」

「園崎詩音は……。……綿流しの翌日に、失踪したんだ…！」




　電話の向こうが…静まりかえる。……まるで、電話線が切れてしまったかのように何の気配もなく、沈黙する。

「…大石さんは君がすでに失踪していると言っているんだ。…でも、…詩音はこうして毎晩、俺に電話をかけてきてくれただろ…？」

「……ぅっく……、……えっく……、…っく…、……ぅっく……、」

　詩音の嗚咽が苛む。…だが、…俺は間違ったことは言っていないはず…！

「………頼む詩音。……俺が言ったことが間違ってるなら、…そうだと言ってくれ。詩音、頼むから……。」

「………ぅっく、……っく……っく……、」

「詩音、お前は村長に会ってなんかないんだ。…もし会ったとしたなら……、」

　……もし、詩音に村長と会う機会が、…あの日、あるとしたらそれは…、

「村長が会合を終えた後。…すなわち！　…失踪する直前、もしくは…失踪してからしかありえないんだッ！！！！」

「……っく、……っく、……。…くけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ」

　……ツー、ツー、というトーン音。

　電話が一方的に切られたと気付くまで、しばらくの間、俺の頭は真っ白なままだった…。





[image: （スクラップ帳より　Ⅺ）

〈双子の忌避について〉　※註：見出しを水色の蛍光ペンで強調
雛見沢に限ったことではないのだろうが、とりわけ、鬼ヶ淵村の御三家は当主跡継ぎに双子が生まれることを嫌った。
御三家の微妙なバランスの上に成り立った長期独裁体制がお家騒動などの内紛で瓦解することを恐れたのだろう。
文献には双子が生まれたなら直ちに間引くべしとまで記されている。
それを思うと園崎家の当主跡継ぎである園崎魅音と詩音の双子がこの世に生き続けていること自体、興味深いと言わざるを得ない。（現当主お魎の情けだろうか？）　※註：括弧書きを水色の蛍光ペンで強調
もっとも、この双子は公平には扱われず、後継ぎの魅音は別格の扱いを受けているそうだ。（聞くところでは魅音と詩音は酷似した外見を持ちながらも、才能のほとんどは魅音が持つと聞く。…私の知る両者のイメージではそんな偏りは感じられない。）
伝承では、園崎家の当主は「鬼を継ぐ」と称して背中に立派な鬼の刺青を彫るという。しきたりに従い、魅音にはこの刺青が入れられている可能性が極めて高い。
伝え聞く話では現当主お魎の背中にも、それはそれは立派な鬼の刺青が入れられているそうである。では…
跡継ぎの魅音には一体どんな刺青が彫られているのだろう。
…魅音の背中に興味が湧く。]






雀荘「鈴」







　雀荘「鈴」は、興宮署の隣に建つ雑ざっ居きょビル内にあるひなびた雀荘である。

　その扉にはホワイトボードの札ふだが掛けられ、こう書かれていた。

『本日は貸切です。～雀荘「鈴」～』

　その扉を開け、大石は店内に入った。

「あんりゃ、蔵くらちゃん。あんたが一番遅いよ～？　若い人はみんな揃ってる。」

「なっはっはっは…。じゃあお母さん、すみませんね。」

　大石が、タバコが一カートン入ったコンビニの袋を渡すと、雀荘の主である婆さんは要領よく姿を消した。…もう慣れっこなのだ。

「大石さん！　お疲れさまっす‼」

「なんだ、みんな真面目に待ってたんですか？　サンマでもやってりゃ良かったのに。」

　狭い店内に並べられた雀卓には皆、大石の部下たちが座っているが、どの卓にも麻マー雀ジャン牌パイは出ていなかった。

「皆さん、連日の不眠不休の捜査、本当にお疲れさまです。」

「「「ぅおおっす‼」」」

　威い勢せいのいい返事が雀荘を満たす。…そこはすでに娯楽場の雰囲気ではない。

「状況は芳かんばしくありません。署長が園崎系議員の恫どう喝かつに屈したそうです。近日中に鷹野殺しは岐阜県警に譲り、村長たちの失踪は行方不明扱いで生活課に委ゆだねるようです。」

　…あの若わか造ぞう署長が。ベテランたちが吐き捨てる。

「請求した令状も全て却下されました。課長からは園崎家界かい隈わいには近付くなとまで言われてます。…いやいや、困ったモンです。ちなみに、私には来週から警視庁への研修命令が出るそうです。その後は余った有給を伊い豆ずで消化しろとまで言われてます。…いやぁ、そういうのも悪くないですねぇ～。」

　苦笑が漏れる。…笑い事ではないが、笑うしかなかった。

「いつもそうですが、事件と車のキーの閉じ込めはよく似てます。開けるためのカギはいつもその中に閉じ込められているんです。車ならＪＡＦを呼んで扉をこじ開ける。事件なら？　熊ちゃん、図面を。」

　熊谷がホワイトボードをひっくり返す。裏には磁じ石しゃくで邸内の図面が貼られていた。

「私もずーーっとこの商売をやってます。勘には自信があるつもりですがね、今回ばかりはハズレるかもしれませんよ？　退職金が惜しい方は私が10数える間に席を外してください。」

　大石が10を数え始めると、皆も同じように数え始める。……大石たちの名物、覚悟の10カウントだ。

「９、10‼　あ～あ～、誰も出てかないよ。皆さん、ご家族はもっと大切にして下さいよ？　んっふっふっふ！」

「「「わっはっはっはっはっは…‼」」」

　一同も豪快に笑って景気付けをする。

「各自、手元の資料を確認。監視カメラの所在と死角を叩き込んでください。熊ちゃんは指し揮き車で待機。非常時は私に代わって指揮をお願いしますよ。小宮山くんは突入Ａ班。敦あつしくんは突入Ｂ班を指揮。監視班は１から８まで所定の位置で監視を。盆ぼん地ちくんはタイムテーブルを厳守。署に怪しまれないようローテを管理して下さい。さて、待機中の班が一番大仕事ですよ？　課長に私の所在を聞かれたらとぼけて下さい。」

「「「わっはっはっはっはっは‼」」」

「ゲストのエスコート役は私がやります。きっと会場へ連れて行きますので皆さん、気長に待ってください。」

「………落ちるっすかね。前原圭一は。」

「私の見たとこじゃあ、明日明後日にはイケそうですよ。もうコロッとね。んっふっふっふ！」








６月23日（木）













「…………………圭一。………圭一…？」

「…放っておいてやれ。…友達が行方不明になったんだ。…気の毒にな。」

　普段、気なんか遣わない親父が、…俺に気を遣う。

「うちの圭一も、しばらくの間、学校を控ひかえた方がいいんじゃないのか。警察が何とかするまで、外出を控えた方が安全だと思うぞ。」

「…そうねぇ。…もしもってことに比べたら、学校を何日かお休みにするくらい…。」

「それよりも、こんな物騒な事態になったら、学校なんか休校にするのが筋じゃないのか⁉　まったく、学校の先生方は人の子を何だと思ってるんだ！」

　親父とお袋が勝手に盛り上がっていたが、…本当に今さら興味のないことだった。

　……興味がないのはそれだけじゃない。…朝の食卓も、並べられている食事も、今の時間も、自分自身も…本当に興味がなかった。

　その感覚は、……頭からぼーっとした霧きりが抜けず、……病気の時、強い薬を飲まされてフラフラになる、…そんな感じに似ていた。

「圭一。学校の勉強はどうなんだ？　圭一の方が進んでるくらいじゃないのか？　もしそうなら…、しばらくお休みしてもいいんだぞ…？」

　………………答える気にもならなかった。

　……今日は、木曜日。

　…綿流しのお祭りから、…たったの四日しか経っていない。

　それしか経っていないのに、……変わってしまった。…全てが変わってしまった。

　うららかな、小こ春はる日和びよりのようなのどかな村の風景は一変し…。夜毎に人間が消され…日中に表をのんびりと歩くことすらためらう、…そんな恐ろしい世界に様変わりしてしまった。

　それを呪う資格はない。……その全ての元凶は、…自分にあるからだ。

　あの夜。…本当にささやかな、下らない好奇心に負け、…禁忌を犯した。

　…ここは入ってはいけないところなんだろ⁉　やめようぜ！　カギが掛かっているのを勝手に開けて押し入るなんて、たとえ物を盗まなくったって犯罪なんだぞ‼　詩音だって、これが逢引現場じゃないとわかったなら充分だろ⁉　俺はこんなのには全然興味はないんだ！　こんなところにいる間に梨花ちゃんの演舞が終わっちゃったらどうするんだよ⁉

　……そうまくし立てて、富竹さんの手から錠前を取り返し、…掛け直す。

　ここで見たことは全部忘れるから、ささ！　行こう行こう‼

　…ぐずる鷹野さんを無理やり押して。富竹さんは苦笑い。詩音は俺のことを、小馬鹿にするように肩をすくめる。…でもそれでいいんだ。

　みんなをぐんぐん押していく。…まだ梨花ちゃんの演舞は続いてる。……やがてその演舞は盛大な拍手で締めくくられるんだ。…俺も、…両手が真っ赤になるまで…拍手して、……拍手して…………………。

　…その、往おう生じょう際ぎわの悪い妄想は、希薄なチャイムの音に搔き消された。

「レナちゃんじゃない？　いつもの時間だから、迎えに来たんじゃない？」

　時計を見上げる。……レナとの待ち合わせ時間を五分ほど過ぎていた。

「圭一。しばらく学校を休んだほうがいいんじゃないのか。」

「………………………そうだね。………気を遣ってくれてありがと。」

　席を立つ。……レナを迎えるために玄関へ向かった。




「おはよ。……今日から集団登校だから。…遅れちゃだめだよ。」

「…あ、…そうだったな。…一番遠くの俺たちが遅れちゃ、途中で待ってる下級生たちは待ちぼうけだな。」

「まだ学校に行く準備、……できてないの…？」

　俺の覇気のない様子を見れば、学校へ行く準備ができていないことなど一いち目もく瞭りょう然ぜんだったに違いない。

「…………………俺さ。…今日からしばらく休むことにするよ。…学校。」

「………………………………………………。…うん。」

　レナは短く答え、頷いた。

「…圭一くんが、自分の体に一番優しい過ごし方を選ぶべきだと思う。…だから別に引け目を感じることなんかないと思うな。」

「………………………………………。」

　レナはやさしい言葉を掛けてくれたはずなのに、なぜか胸が痛む。

「あ、それから、…これ。……回かい覧らん板ばん。…お母様に渡しておいてくれるかな。いろいろ大事なお知らせがあるみたいだから。」

　回覧板を受け取る。……いつも以上にたくさんの紙面が綴とじられていた。

　…そのトップの、…村長と梨花ちゃんと沙都子の失踪を告げ、情報を求める内容が……胸をえぐった。

「…………………警察も必死に捜してくれてる。…きっと、……見つかるから。待ってよ。…ね。」

　レナはそう言って、勇気付けるように微笑んでみせた。…だがその笑みは、俺を勇気付けるよりも、…レナ自身が無事を信じたくてしているようにも見えた…。

「…………レナは、……………俺を問い詰めないんだな。」

「……………………うん。」

「……レナは、……知ってるんだろ？　……俺があの晩…、」

「祭具殿に忍び込んだこと、……かな。」

　……一瞬言葉に詰まったが、…唇を嚙み、…覚悟を決めてから小さく頷いた。

「筒つつ抜ぬけなんだな…。……まったく、……悪いことはするもんじゃないよ……。」

「…魅ぃちゃんはすごく怒ってたよ。」

　……………怒ってた、か。………そういうことに、……なるんだろうな。

「でもね、きっと魅ぃちゃんが怒ってたのは…忍び込んだことよりも。……それを隠していたことだと思うの。」

「………………………………………。」

「圭一くんは…、……自分から言い出して、謝らなくちゃいけなかったんじゃないかな。」

　俺から言い出して、…謝らなくちゃいけなかった。……心に引っ掛かった。

　…ほんの一週間前、……俺はやはり、…自分から魅音に謝らなくてはいけないことがあった…………。魅音をひどく傷つけて…。だけど俺はそれに全然気が付かなくて。………しかも、それは詩音の乱入のごたごたで、…未だ魅音に伝えることも出来ていなくて………。

「…………………………レナの、……言うとおりだな。……俺はいつも、……レナに教えられるまで、………何も気付かなくて……………。」

「圭一くん。…………もしもだよ。……もしも圭一くんが、悪いことをしたことをすぐに認めて、……魅ぃちゃんに謝っていたら。………梨花ちゃんと沙都子ちゃんはいなくならずに済んだのかな。」

「…………………………………………。」

　即答なんかできなかった。……それを認めるなんて………。

　…だが、……今、レナが俺に教えてくれているじゃないか。…俺が…早く罪を認めていれば良かったんだ。…もっと早く認めて、謝っていれば…、こんなにも恐ろしいことには発展しなかったんじゃないのか…⁉

　…レナは瞳にやさしさをたたえたまま、だけれど、黙る俺を許す甘さを見せず、…俺の瞳をじっと凝ぎょう視ししていた。

「……………………………あぁ。…そうだ。」

　……俺が罪をもっと早くに認めていれば、……梨花ちゃんも沙都子も………、…死なずに消えずに済んだんだ……。

　乾いた音がした。

　レナの平手が、……俺の頰を叩いた音だ。

　俺はそのまま、叩かれた方に首を向けたまま…身じろぎひとつできない。痛みなんかなかった。

「誰も、…圭一くんのことを叱しからなかったと思う。……だから私が代わりに圭一くんを叱るね。」

　熱を持つ頰を押えながら…、レナの足元を黙って見下ろす…。

「入ってはいけないところに勝手に入るのはとても悪いこと‼　…それはわかる⁉」

「…あぁ。」

「返事はハイだよ…。圭一くん。」

「……はい。」

「そして、…もっと悪いのは、自分が悪いことをしたのを認めないこと‼　悪いことをするのはとてもいけないことだけど、…それを認めて謝らないことは、もっともっと悪いことなんだよ[image: !!!]」

「…………………はい。……俺が、…………悪かったです…。」

　レナはしばらくの間、…俺の悔かい悟ごを確かめるように、…じっと沈黙の眼差しで睨みつけていた。そして、ふっと緊張を和らげ、…笑ってくれた。

「……………じゃ、…もう時間だから。私は行くよ。」

「……あぁ…。」

「回覧板、…お母様に渡しておいてね。あと、回覧板は暗くなったら持って行かないようにって注意付きだから。」

　さっき、平手で打たれた時に落としてしまった回覧板を拾う。

　…留め金から外れた紙面が散乱していた。それを一枚一枚集める。……平和な文章が躍る、のんびりとした一枚で手が止まった。

　…………本場仕込みのお醬油、まだまだたくさんあります。お気軽に園崎までどうぞ。




「………………………なんだ、……これ…。」

　その一枚を拾い上げ、細々とした字に目を走らせた。

　…遠縁の親類が秋あき田たで高級醬油の仕込みをしているという。それを最近、たくさん送ってきたという。…とても使い切れないので、お裾すそ分わけを希望する人はお気軽にお越し下さい、…とある。

　追伸として、樽たるで送られてきたので一いっ升しょう瓶などの容器をお持ちになって下さい。…そう結んでいた。

「…………醬油をもらいに行くなら、……園崎家へ、か。……レナ。…お前、ひょっとして……知ってたんじゃ…。」

「うん。……知ってた。」

　…レナは、…醬油の大瓶がないということに気付いた時点で、…もう魅音を疑っていたのだ。

　梨花ちゃんは、醬油の大瓶を持って…魅音の家に行った。……そして、…消された。

　いつまでも梨花ちゃんが戻らないので、…予あらかじめ魅音の家に行くことを知っていた沙都子は電話をかけた。…そして、…沙都子は呼び出されたんだ…。

　村長が失踪した日の会合だって、…大石さんは言ったじゃないか。御三家が参加したって。…御三家ってのは魅音の園崎家を含む。…そしてその当主は高齢なので、跡継ぎの魅音が公の場に登場することが多いとも、言っていたじゃないか。

　神社から村長が帰る途中、…魅音は呼び止めたのだ。……話をしようと自宅へ誘ったのだ。…そして、……消した。

　詩音を消すのは…もっと簡単だろう。……詩音は…園崎家の内側にいる人間なんだ。…その行動は逐一、筒抜けになっていると言ってもいい。…バイトの日程だって知られているだろう。思い出せば、…あのエンジェルモートという店は、園崎一族の経営する店だったじゃないか。……そこを待ち伏せするなんて…きっと造ぞう作さもないこと……。




「俺、………魅音のところへ行く。……謝ってくるよ。」

「…………………………。」

「もう全部、…終わりにしてもらう。……魅音はきっと、簡単には許してくれないだろうけど、……もうこれ以上、誰も犠牲にならないように…頼んでくる。」

　そうと決まれば、……俺にはここでぼーっとしている必要は何もなかった。

　靴を履はき、レナの脇を抜け玄関を出る…。…それをレナが制した。

「私も行くよ。」

「…………レナ、……学校はいいのかよ…。」

「学校なんかより、もっと大切な用事だよ。」

「………………レナは来るな。…この上、レナまで巻き込まれたら…俺は、頭がどうにかなってしまうかもしれない。」

　…レナは行く手を遮さえぎる腕をどかさなかった。

「………圭一くんまでいなくなったら。…私も頭がどうにかなってしまうかもしれない。……だから、圭一くんだけを行かせない。」

　レナの強い口調に反して、…目元に溜まる涙…。それを見て、決意の強さを知る…。

「……………わかった。行こう。…………ありがとう、…レナ。」

　レナは小さくだけど、力強く頷き…、ようやく遮る腕を下げてくれた。

　………行こう。…魅音の家へ。

　謝ろう。…俺が犯した罪を。……そして終わらせよう。…この狂った日々を。

　そして…願おう…。…もう一度、…あの賑やかで楽しかった…あの日々に戻れることを。

　レナに伴われ、…表へ出る。




　…表には車が待っていた。…大石さんだ。

「やぁ、おはようございます。前原さん。それから竜宮さんも。朝から羨ましいですねぇ。んっふっふっふっふ…！」

　俺にプレッシャーを与えるだけのつもりで、こんな朝から張り込んでたのだとしたら、なんとも殊しゅ勝しょうな男だった。……だが、今朝はかえって都合が良かったかもしれない。

「警察の方ですよね…。先日は送ってもらってありがとうございました。」

「ありゃ、竜宮さんには名乗ってませんでしたっけ。これはこれは失礼しました。私、興宮署の大石と申します。どうぞよろしく。」

「…レナ。大石さんに、しゃべるのか。」

「…うん。……圭一くんの罪は、私の平手だけで贖あがなえるけど。…魅ぃちゃんの罪は、この人たちに裁さばいてもらわなくちゃいけない。」

　……………………………痛みと悲しみ。入り混じった感情を抱きながら…俯く。

　レナは表情を引き締めると、大石さんに向き直り静かに言った。

「…大石さんにお話があります。」

「はてはて。どんなお話でしょうか。…ここで立ち話します？　それとも車の中でしますか？」

「車の中でします。」

　…俺は弱々しく俯いているだけ…。……レナの頼もしさに…ただただ感謝するしかなかった…。




　車内で、俺は全てを打ち明けた。

　でもそれは潔い告白というよりは、レナに促されてそれに俺が答えるという感じのみっともないものだったかもしれない。

　大石さんは大仰に相槌を打ちながらメモを取り続ける。…そんなやり取りが延々と続けられた。

「…………………どうです。話したら、何だか胸がすっきりしたんじゃないですか？」

　大石さんはボールペンで頭を搔きながらそう言った。

　…すっきりなんかするはずがない。…俺が今日まで、罪を認めなかったことで…どれだけの大きな代償が支払われたことか……。

　その代償が取り戻されない限り、…俺の胸の支つかえは一生取れることはない…。

　無線がザーザー鳴り出す。

「…ザ、ザ、熊谷です。大石さんどーぞー！」

「はい、もしもし。大石です。」

「学校に先ほど、欠席するとの連絡があったそうです。園崎家前は動きなし。標的はまだ邸内です。」

「はいはい。引き続き見張りをお願いします。」

「了解しましたー。三号、七号は先ほど応援が到着、帰き投とうしました。…あと、課長が大石さん探してるみたいっす。私のとこにも、連絡がつき次第ってさっきから何回もうるさいんすけど…どうします？」

「なっはっはっは…。答えに窮きゅうしたら、実は居眠りしてて起こさないように言われてるとか誤魔化しといて下さい。」

「了解っす。……ッザザ！」

「いや、失礼。仕事の連絡でした。」

「……今、園崎家前は動きなし、って言ってましたよね。」

「ありゃ、…そんな風に聞こえちゃいました？　そりゃ困ったな。秘密にして下さいよ？　課長から内ない偵ていの許可はもらってないんですから。」

　……大石さんは、…もうとっくに魅音を疑っていたのだ。

「事情聴取も家宅捜索も、とにかく、なーんにも許可が下りないんですよ。園崎本家を守ろうという、園崎家の防衛機能がガキガキに作用しちゃってるらしくて。令状がなくっちゃ、私たち、現行犯以外はなーんにも手出しできませんからね。んっふっふっふ！」

「…………大石さんって、…ひょっとして。」

　レナが口調だけでも充分にわかるくらいの悪意を込めて、大石さんを睨み付けた。

「園崎家に自分たちが踏み込めないものだから。……圭一くんに踏み込ませようとしてたんじゃないですか？」

「…レナ、それは、…どういう意味だ…？」

「この人は…私の想像通りなら、とても卑ひ劣れつな人。」

「………人聞きが悪いですねぇ。でもご高こう説せつは拝はい聴ちょうしますよ？」

　大石さんは、タバコをひとふかししながら、レナを受け流すような余裕の表情で応えた。

「あなたは令状が取れないけれど、魅ぃちゃんが怪しいとずっと狙いを付けていた。」

「……………ふむふむ？」

「…圭一くんを焚たきつけて、園崎家へ向かわせようと企たくらんだ。……そして圭一くんに何かがあれば、それを口こう実じつに踏み込むつもりだった。…そうでしょう。」

　レナが何を言っているのか、半分くらいしか意味がわからなかったが…。…大石さんが、俺を利用しようとしていたことだけはわかった。

「……その結果、圭一くんが襲われるかもしれないのに。…恥知らず‼　これが警察のやり方なの⁉」

「……………いやいや、……こりゃあ、とんだ名めい探たん偵ていがいたもんです。…いやはやいやはや。…あなた、うちの試験受ける気ありません？　刑事課配属の推すい薦せん状、書いてあげてもいいですよ。んっふっふっふっふ…‼」

「卑劣漢かん。」

　レナは敵意を込めて、静かにそう言った。

「……私もいろーんな悪口を言われたもんですが、若いお嬢さんの短い一言が、一番堪えますよ。」

「でも…結果として、今日まで魅ぃちゃんを逮捕しなかったことには感謝しておきますね。」

「そりゃどうも。」

　大石さんはレナとのやり取りを楽しんでいるかのようだった。……この男の考えてることは、まるで沼みたいで…底が読みきれない。…改めて、嫌な男だと思った。

「……さて。その園崎魅音さんの親友であらせられるお二人は、これからどうするつもりです？　私が証拠固めを終えて、令状を請求できるまで、のんびり待っててくれるわけですかな？」

「うぅん。そんなの待ちません。……私たちが行って、…魅ぃちゃんを自じ首しゅさせます。」

　…そうだ。…警察が逮捕するのと、自首するのじゃ、全然罪の重さが違うはず…。

　この時点で、魅音にとって最善の幕の下ろし方なのだ…。

「さてさて。そんなにうまく行くでしょうかねぇ。…下手すりゃ、あなたたちも無事では済まないかもしれませんよ？」

　……大石さんが俺たちの覚悟の程を測はかる。…だから、俺は力強く言った。

「そんなのは…覚悟の上です！」

　大石さんはいやらしく、だけれども満足そうにニヤリと笑った。……今こそ、この男は俺たちを都合よく利用しようとしていることに気付く。

「もし私たちに何かあったなら、それを口実に踏み込んで下さい。…犯人を取り逃がさないように、ぐるりと取り囲んで下さるのが一番の希望なんですが。」

「……なっはっはっはっは！　竜宮さんは交渉も上手です。参りましたよ。降こう参さんです。」

「……ど、どういうことだよ…？」

「警察の人が、魅ぃちゃんの家を包囲しておいてくれるなら。………これが万が一の時の保険になるの。……万が一の時の。」

　そして、それは魅音に自首を促す一押しにもなる、ということなのか…。

「あー…、大石より熊ちゃんへ。大石より熊ちゃんへー。」

「ザザ、…ザ、熊谷です。どうぞー。」

「お友達が二人、園崎家へ遊びに行きます。…増援をかけられるよう準備だけよろしく願います。」

「了解っす！　ザザ！」

　…あまりに短い会話が、…俺たちの訪問がすでに組み込まれたシナリオであることをうかがわせる。

「では…参りましょうか。お茶菓子でも買って行きます？」

　レナも俺も、大石さんのつまらない冗談に付き合ったりはしなかった。





園崎本家






　車は、いつも魅音と待ち合わせる場所、水車小屋の前で停まった。

　そう言えば、魅音の家には一度も行ったことはない。…この先を行くとすぐにあるとだけしか聞いたことがない。

「……お送りできるのはここまでです。情報では、園崎本家は自宅周囲に監視カメラをかなり配置してるらしいんですよ。でもご安心を。何とか死角をついて、突入できる位置に若いのが何人か待機してます。指向性マイクで中をうかがってますから、お二人が大きな悲鳴をあげてくだされば、すぐにわかりますよ。」

「……絶対に説得しますから、自首を認めてくださいね。」

　…俺とレナの目に決意が宿る。……親友の罪をわずかでも軽くする唯一の方法なのだ。

「くれぐれも注意して下さい。今さら信じないでしょうが、…できることならあなたたちに犠牲になって欲しくないんですから。」

「……本当に今さらだな。」

　大石さんは面白いジョークでも言えたかのような顔でニヤリと笑う。もちろん、俺はそんな気分にはならなかった。

　悪態を残し、車外へ出る。

　むわっとした熱気とセミの声が迎えた。……昨日までと何ら変わらないはずの日中だった。

「……行こ。圭一くん。」

　レナが先頭を切って歩き出す。…それは初めて歩く道だった。

「レナは、…魅音の家には行ったことがあるんだよな。」

「うん。何度もあるよ。……とても大きな家でね。お庭なんか、森がまるごと入るくらいあるんだよ。…松まつ茸たけが取れるとか何とかで、いつも柵さくがしてあるんだけどね。」

　………森がまるごと入るくらい、とは…何ともすごい。

　雛見沢を牛耳る御三家のひとつで、…園崎一族をまとめるその総本家。…そのくらいのことはあるのかもしれない。

　道はたんたんと続く。路ろ肩かたには金かな網あみが張られ、その向こうはうっそうと木々が茂しげる森になっていた。

　金網は高い。…そしてその上で手前側に反そり返り、槍やりのように鋭く伸びていた。さらに、その槍には物騒な有刺鉄線が巻き付けてある。……見る者を威い嚇かくせずにはおかない。

　また、金網にはところどころに看板がくくり付けてあった。

『園崎家私し有ゆう地ちにつき立入厳禁！』

『毒ヘビ注意！』

『監視カメラ作動中。侵入者は入山料として金百万円の証文に押おう印いんしていただきます。』

　そんな猛たけ々だけしい文もん言ごんがいくつも並ぶ。

「……この森、…いや、山か。…まるまる庭なのか。」

「庭というか…領りょう地ちだね。見ての通り、私有地ではあるけど、手入れも何もしてないから。散策ができるような気持ちいい森というわけでもないし…。」

　確かに。本当にほったらかしの荒れた森という感じだった。

　薄暗くてジメッとしていて…確かにあまり好き好んで踏み入りたくなる森じゃない。…土地持ちの余らせた土地ってのは、そういうもんなのかもしれないな。

　大石さんの言うとおり、ところどころに監視カメラらしいものがくくり付けてあった。…風雨で薄汚れ、機能しているのかは怪しいが。

「……俺たちが来るの、…魅音はあれを通して見てるんだろうか。」

「見てないと思うな。…だって魅ぃちゃんの家は、基本的にお婆ちゃんと魅ぃちゃんの二人しか住んでないんだもの。カメラを見張ってる人がいないし。」

「そりゃ、何とも無駄な防犯設備だな。」

「…………魅ぃちゃんのお父さんが、…いろいろ大変な人みたいでね。だから一族がみんなで集まる時にはちゃんと機能しているらしいよ。」

　そうだ。魅音の親父って…確かヤクザの大物なんだよな。レナは上手に言葉を選びながら説明してくれた。




　やがて……、想像を裏切らない、大きな門が現れた。

　こんな立派な門構えの家に…あいつは婆さんと二人きりで住んでいるのか…。

「……いるかな。」

　レナが呼び鈴のボタンを押す。古いものらしくて、相当強く押さないと鳴らないようだった。

　ビーーーーーーーー。古い作りのブザーが鈍い音を立てる。

　…途中で断線してて、家の中には伝わってないのでは…？　そう思うくらい、しばらくの間、何の反応もなかった。

　……やがて、門の向こうから砂利を踏みしめる足音が聞こえてきた。

　…緊張に、……手のひらに浮いた汗を握りつぶす。

　ゴトリと閂の開けられる音がして、門が細く開かれた。……その隙間から覗く人影は……、紛まぎれもなく、…魅音だった。

「…こんな時間に珍しいね。…二人とも学校は？」

　魅音は、平日の午前中という普通じゃない時間の来訪にもそんなに驚いた様子は見せなかった。……むしろ、やって来ることを前もって知っているような余裕さえ感じられた。

「……学校は休んだよ。」

「…ふぅん。……圭ちゃんはともかく、レナも？　…二人とも不良なんだからなぁ。」

　魅音は…俺たちがよく知る魅音がそうするように、…軽く笑ってみせた。

「…………立ち話もなんでしょ。入りなよ。」

　俺たちに付いてくるように身振りで促す。……少しだけ躊躇し、レナの目を見た。

「行こ。」

　親しい友人の家の門をくぐるように、レナは気さくに笑って門をくぐってみせた。…俺も意を決し、門をくぐる。

　門を抜けると、あまり手入れはされていなかったが、とにかく広い立派な敷地であることがよくわかった。

　立派な枝を張り出した松の木や、きっと鯉こいか何かが飼われているのだろう大きな池。それに架けられた石橋がとても豪ごう華かに感じられた。

　それらは紛れもなく、雛見沢を牛耳るという園崎本家に相応ふさわしい立派なものだったのである…。

「圭ちゃんは家に来るの、初めてだったっけ？」

「あ、……あぁ。…でけぇ家じゃねぇか…。」

「今どき合がっ掌しょう造づくりなんて流行はやらないよねぇ。観光資源にはなるかもしれないけどね。私は早く、ごくごく平均的な鉄てっ筋きんコンクリートに建て替えて欲しいと思ってるよ。」

　魅音は苦笑いしながらそう言うと、門を閉め、再び重い閂をした。

「気にしないで。最近は物騒だからね。日中でもこれくらいはしておかないと。」

「…あぁ、……そうだな…。」

　笑いにわずかな影が差しているように感じるのは、俺が過敏なだけなのか。

「ではご案内申し上げます。…どうぞこちらへ。」

　そう言って、魅音は高級ホテルの従じゅう業ぎょう員いんのようにうやうやしく一礼すると、踵を返し歩き始めた。

　強こわ張ばりがちな俺の腕を、レナがそっと握る。

「……圭一くん、硬くなり過ぎかな。…私たちは魅ぃちゃんに会いに来たんだよ？　そんなに緊張することはないんだから。」

　…そうだ。俺は緊張すると考えてることが全部表に出てしまうタイプらしいからな。……変に構えるのはやめよう。…何かあったってこっちは二人。…それに大石さんの部下が門の外で待っていてくれるんだ。……何も心配はいらない…。

　そういう考えの時点で、すでに緊張し切っていることに気付き、自分に苦笑した。




　母屋の玄関に辿たどり着くと、妙なモノが出迎えてくれた。普通なら靴を脱いで置いておく場所に新聞紙が敷かれていて、その上に大きな漬つけ物もの石いしが鎮座しているのだ。

「…魅音、こりゃ一体、何の意味があるんだ？」

　俺が怪け訝げんな顔をしていると、レナがそれに気付き、くすくすと笑った。

「レナは知ってるのか？　こりゃ何だ。何かのおまじないか？」

「うふふ、何でだと思う？　想像してみて？」

　楽しいなぞなぞでも出すかのように微笑む。…しかし、想像してみろと言われても…。玄関に漬物石を置かなければならない意味など想像もつかない。…何かのおまじないだとしか思えない。

「あはははは！　圭ちゃんがよくわからないなら、それをどかしてそこに靴を脱いでもいいんだけど？　あっははははははは！」

「圭一くん、その石の真上にね、ツバメの巣すがあるの。」

「え？　あ、……本当だ。」

　見上げると、梁はりに可愛らしいツバメの巣が張り付いていた。

「人様の家なのに、ツバメが勝手に入ってきて巣を作ってるってわけ。代々語り継いでるのか、季節になると決まってここに巣を作るんだよ。迷惑してるんだけどねぇ。」

「つまりね、そこはツバメのフンとかが落ちてきて危ないから靴を脱がないようにっていう、目印なの。」

　…何だか滑稽な工夫に思わず笑ってしまう。その笑いは自然に三人に広がった。

「園崎家も大昔、養よう蚕さんとかやってたことがあるらしくてさ。ご先祖様はツバメ退治にやっきになったそうだけどね。…それを思うと、これはちょっとバチ当たりなのかな。あははははは！　ま、上がって上がって。」

「お、おう。じゃあ上がるぜ。…お邪魔します。」

　いつの間にか、俺の中の妙な緊張感は薄れていた。




　家の中は決して明るくはなかった。…むしろ薄暗いくらいだったが、かえって風情が感じられるから不思議だった。

　…魅音は現代的な建物を望んでるようだけど、…こういう伝統的な住居も悪くはないかもしれない。

「冗談でしょ。隙間風は入るし、冬場は寒いし！　人の家を勝手に文化財にして改かい築ちくを妨ぼう害がいしないでもらいたいねー。…一番の理想は圭ちゃんの家でしょ。あれはうらやましいよなぁ。冬場は暖かそうだし。あ、でも雪下ろしは大変かもね～。」

「雪下ろしは大変って。…そんなに雪が降るのか、雛見沢は。…ここいらって暖かい土地なんじゃないのか？」

「あははははは、圭一くん、知らないの？　雛見沢は豪ごう雪せつ地帯なんだよ。大雪が降ると、みーんな埋まっちゃうの。玄関なんか埋まっちゃう時もあるんだよ。」

「停めた車が完全に埋まっちゃって、見つからないことだってあるんだから。」

「き、聞いてないぞ‼　雛見沢って…そんなに冬は厳しい土地だったのか⁉⁉」

　確かに親父…、雪がちゃんと降るところだから、冬場はかまくらとかが作れて楽しいぞー…なんて言ってたけど。…玄関が埋まって車が見つからなくなる⁇　降り過ぎだー[image: !!!]

「あっははははは。地理の授業で習ったでしょ？　日本海側は大陸からの寒風がそのまま流れてくるからね。山脈で遮られてぬくぬくしてるような軟弱な太平洋側とは訳が違うんだから！」

「俺、…軟弱でもぬくぬくでもなんでもいい。寒いのは嫌だ～～‼」

「わっははははははは！　これは今年の冬は圭ちゃんを寒さに慣らすための強化合宿が必要だねぇ！」

「嫌だ嫌だ全力で嫌だ‼　寒いのは嫌いだ、強化合宿も嫌いだ、両方合わさったらもっと嫌いだーーーッ[image: !!!]」

　魅音はこれ以上ないくらいにゲラゲラと笑うと、お茶を持ってくると言い残して、一旦席を外す。

「でもね。冬は冬で楽しいことがいっぱいあるんだよ！　冬の部活もね、きっと楽しいんだよ！」

「……冬の部活か、実に嫌な響きのある部活だぞ…。…寒中水泳やら雪せっ中ちゅう行こう軍ぐんやら！　ここはいつから八はっ甲こう田だ山さんになったんだー[image: !!!]」

「…うん。確かに冬場の罰ゲームは辛いのが多いね…。雪が降ってる校庭で、リオのカーニバルをさせられたことあるー。」

　……我が部の恐ろしさは季節を問わないようだな…。…冬季限定の種目にどこまで対応できるかが勝負を分けそうだ…。

「雪ゆき合がっ戦せんもやるし、かき氷の大食いとか、雪中宝探しとか…。」

「…だから何で外で遊ぶんだよ。雪が降ってんだから、ぬくぬくとお部屋でテーブルゲームで遊べばいいじゃないかよー‼」

「わ、わ、圭一くん、そんなこと言ってると冬場はいっぱい負けちゃうかもね。…圭一くん、罰ゲームいっぱいでレナは負けない。……はぅ！」

「はぅ！　じゃねーー！！！！」

　とりあえずクロスチョップをブチかましておく。

「あははははは！　盛り上がってるなぁ。壁が薄いんだからブチ抜かないようにしてよねー。」

　ふすまが開き、ポットとお茶の道具を一式持った魅音が戻ってきた。

「お茶請うけはゴマ煎せんでいい？　ようかんとか、気の利いたものがなくて申し訳ないね。」

「いいよいいよ、別にお茶を飲みに来たわけじゃないし……、」

　その一言で、レナの表情から笑みが消えた。

　しまった…、と思った時にはもう遅かった。

　…自分で言った不用意な一言が、…自分がせっかく忘れようとしていたことを思い出させる。……和やかな時間を、もう少し楽しみたいと思っていたはずなのに、……本当に不用意な言葉で、それに終止符を打ってしまった。

　レナの表情から笑みが消えたことに気付くと、魅音も同じように表情から笑みを消した。

　……さっきまでの小春日和のような…うららかな空気が、…まるでふすまの隙間から漏れていってしまうように……。全てなくなってしまった。

　……後悔したが、今さら仕方がない。

　俺たちは今日ここに、楽しく話をするために来たんじゃないのだから……。

　魅音が無言でお茶を入れる。

　…その間、俺もレナも一言も発はっせず、正座したままだった。

「どうぞ。召し上がれ。」

　そんな、当たり前な社交辞令の言葉にも、俺たちは相槌を打ちかねていた…。

「………………毒なんか入ってないよ。……そこまで信用ないかな。心外だね。」

　魅音はそれに少し苦笑いし、肩をすくめてみせた。

「……………………。」

「……………………。」

「……………………。」

　全員が押し黙だまっている。……誰かが口火を切ることを期待し、…黙っている。

　それはこの上もなく嫌で……、長い気持ち悪い時間だった。

　やがて魅音が小馬鹿にしたように笑いながら口を開いた。

「…おいおい、圭ちゃんもレナも。客はそっちなんだよ。用があって来たんじゃないの？　そっちから切り出してくれなきゃ、おじさんも困っちゃうんだけどなぁ。」

　レナと顔を見合わせる。……そして互いに観念した。

　…レナが先に口を開こうとしたので、それを制する。

「……圭一くん……、」

「いいんだ。………行こうと言い出したのは俺なんだ。…俺からしゃべらせてくれ。」

「…………………………うん。わかった…。」

「圭ちゃんが私に何の話かな？　お宅のお嬢さんを私に下さい？　あっははははは！　駄目だよ！　ウチのレナは圭ちゃんとは釣り合わないね～！　味噌汁で顔を洗って出直しておいで～‼」

　……その憎にくまれ口は、ひょっとすると魅音なりの心遣いなのではないかと後に思った。

　魅音があまりにもいつもの口調で憎まれ口を叩いてくれたから、…肩の力を抜くことができたのだ…。

「………………魅音。……まず、……………謝ることがある。」

「圭ちゃんが？　…何を。」

　魅音は何のことかわからないように装ったが、明らかにその意味は伝わっているようだった…。表情はおどけているが、目が笑っていない。

「……あの、綿流しの晩。………俺は、神社の…祭具殿に、…入ったんだ。」

「……………………………。」

　魅音の表情が急激に乾いていくのがわかる。

「……………入ってはいけない場所だったのは知ってた。…でもほんのちょっとした探検のつもりで…悪気はなかったんだよ。……でも、…いけないことだったんだよな…。………謝る。……この通り……。」

　自分なりの誠せい意いを示すため、…机に額を押し付けた。…俺なりの土ど下げ座ざのつもりだった。

　……すぐに頭を上げるのは、なんだか誠意が足りないように思い…、長いこと、机に伏せったまま時間が経つのに任せた。

　魅音は何も言わない。……面おもてを伏せた自分には、今、魅音がどんな表情をしているかうかがうことはできなかった。

　………セミの声だけが部屋を満たす。……それに混じって聞こえるのは置時計の針の音。……それだけ。

　伏せることに息苦しさを感じ始めた頃、魅音がもういいよ、と言った。

「…参ったな。…いきなり直球勝負で来るとは思わなかったよ。……参った参った。」

　見上げると、魅音は冷めた顔をしていたが、それでも薄く笑ってみせていた。

「……圭ちゃんにとっては面白半分の探検でも、…それが笑い事では済まないと思ってる人たちも大勢いるってことを、ちょっとでも理解してくれたなら。…それでいいよ。郷ごうに入りては郷に従えって、…昔から言うもんね。」

「………あれからもう……何日も経ってる。…今さらだとは思うが、謝る。……悪かった。…許してくれ………。」

　……情けなくも涙がこみ上げるのを感じた。…もっと早い内にこうしておけば…恐ろしいことは何も起こらなかったかもしれないのに……。

「………いいよ。圭ちゃんが悪いことをしたと思ったならそれでいいんじゃない？」

　魅音がどこか他人事のように言うのが愉快ではなかった。

「…魅ぃちゃん。圭一くんはちゃんと真面目に謝ってるんだよ。…魅ぃちゃんも真剣に応えてあげるべきじゃないのかな。…かな。」

「…………私は真剣だよ？　レナには私が不真面目そうに見える？」

「見えるよ。」

　レナが売り言葉に買い言葉を返したので、…場は急に鋭さを増していく。

　確かに魅音は、俺がこうして腹を割って話しに来たのに…さっきから真剣に構えていないように感じられた。

　……それをレナが、不快に思っているのは間違いなかった。

「圭一くん。もういいよ。全部話そう。……魅ぃちゃんもそれを望んでいるようだし。」

「………………………………………………。」

　初めから、…こうなることはわかっていた。…その覚悟があってここに来たはずじゃないか…。……覚悟を決め、唇を嚙んだ。

「……魅音。…一昨日、梨花ちゃんと沙都子を呼んだろ。」

「…………………………………………覚えはないけど。そう思うに足る根拠があるなら聞かせてもらえる…？」

「夕方過ぎのお夕食前の時間。…梨花ちゃんが来たはずだよ。お醬油の大瓶を持って。お裾分けしてもらいに。」

　魅音は無反応を装ったが、…まぶたがわずかに歪むのを見逃さない。

「……………………どうしてそう思う？」

「…そんなに難しい話じゃない。魅ぃちゃんも見たでしょ。梨花ちゃんの部屋。」

　魅音が額に指を当て考えるような仕草をしてみせた。

「……冷やっこがあるのにお醬油がなかった。そして流しの下にあるはずのお醬油の大瓶も、瓶ごとなかった。」

「………あははははは。何それ。それが私のとこへ来る理由になるわけ？」

「魅音、いい加減にしろ。……お前が自分で回覧板に書いたんじゃないか。醬油をお裾分けするって。」

　…ガリガリと頭を搔く魅音。小さく、ちっと舌打ちするのが聞こえた。それは…まるでお使いのつり銭を誤魔化したのがバレた…。それくらいにしか感じられなかった。

「……そして魅ぃちゃんは、……梨花ちゃんを………、……………消、………………隠してしまった。」

　レナは一度言いよどんだ。…消すという言葉を嫌い、言葉を探すのに苦労したのがよくわかった…。

「そして、………本当はそれで終わりのはずだったんだよね。…魅ぃちゃんにとっては。」

「………そりゃどういう意味かな。」

「……梨花ちゃんが、魅ぃちゃんの家に行くことを沙都子ちゃんに言い残していたのは誤算だったんじゃないかな。」

「…………………………………………。」

「そして、…沙都子ちゃんは魅ぃちゃんの家に電話をした。…うちの梨花がお邪魔してませんこと？　…うん。きっとこんな感じ。」

「……………あははははは！　似てる似てる。」

「………魅ぃちゃんは、…ちょっとまずいと思ったんだよね。梨花ちゃんがここに来たことを知る人間がいたから。…だから沙都子ちゃんも誘い出そうと思った。」

「……誘い出す？　……へぇ。…どんな感じでかな。」

　魅音は、まるで面白い話の先を促すように、レナの話の先を促す。

　……だが、魅音の変化をずっと見ている俺にはわかっていた。

　せわしなく指先がくるくると遊び、…落ち着きがなくなっていくのがわかる。…もちろんそれは本当に微び細さいなもので、…ずっと見ている俺にしかわからないものだ。

　魅音は、…狼ろう狽ばいしている。…レナの言うそれは、……間違いなく…図星なのだ。

「きっとこんな感じだよ。…沙都子。実は今日、食事を作り過ぎちゃったんだけど、食べに来ない？　梨花ちゃんは先に来てもう食べてるよ。………こんな感じ。」

　ガリ。………魅音が膝に爪を立てる。

「…………へぇぇ……。………電話の内容の記録テープがあるわけでもないのに、どうしてそこまで……？」

「……冷蔵庫に、沙都子ちゃんの作った二人分のお夕食が、丸々手付かずでラップに包まれて入ってたから。」

　………しばらくの間、魅音は啞あ然ぜんとしたような顔で固まっていた。……目の前のレナという人間の存在が、…信じられないような顔だった。

「……………………そんなことで、………どうやったら電話でしゃべった内容まで察しが付いちゃうわけ……？」

「………長くなるから説明は省はぶくけど、……冷蔵庫の中身が、…魅ぃちゃんの呼び出した話の内容まで、如実に物語っちゃってるの。」

　開いた口が塞がらない…。魅音の顔を一言で言い表すならそれだった…。

「………………………………これは、……あははははは。…とんだ名探偵が身近にいたもんだよ。…まさか、冷蔵庫の中身だけで……電話の内容まで見破るとは…。………あははははははは。…参ったな。……参った参った、あっははははははははははははは[image: !!!]」

　…堰が切れたように、魅音は笑い転げた。…でもその笑いはつられて笑い出したくなるものでは、決してなかった。

「はははははははははははははははは……はは、……は。……はぁ。」

　魅音は馬鹿笑いに飽きると、大きなため息を漏らし、バリバリと頭を搔き毟る。

　……まるで、部活の推理ゲームか何かで、…魅音の罰ゲームが決まったような…、そんな錯覚すらした。…そうだったらどんなに楽しかったことか…。

「……とんだ名探偵、か。…魅ぃちゃんこそ、大石さんがした会話の内容までよく察しが付くね。大石さんも私のこと、とんだ名探偵って言ったもの。」

「…………………………………………。」

　大石さんの名が出た途端、魅音が誰の眼にもわかる形で、狼狽の表情を見せた。

「……魅音。………警察はもうとっくにお前を疑ってるんだ。…この家も、大石さんの部下が踏み込もうと今も様子をうかがってる。」

　魅音は平静を装おうとしていたが、もはやそれは難しいようだった。警察が囲んでいるという話が半ば信じられず、レナの表情を見る。だが、レナの表情には一片の曇りもない。

　……ようやく魅音は、自分が警察に包囲されていることを信じたようだった…。

「村長さんも……魅ぃちゃんが…？」

「富竹さんと鷹野さんも……魅音なのか…？」

　俺たちの矢や継つぎ早ばやの質問に、魅音は答えない。…平静を装う瞳に、焦りが浮かんでいるのがよくわかった。

　やがて、…だらしない格好で座っていた魅音は、座布団を直すと、その上にきれいに姿勢を正して正座し直した…。

　その途端、…部屋の空気が一変する。………魅音の表情が、…変わる。

　表情から焦りや戸惑いが消え、………まるで茶事に臨のぞむような厳おごそかさをたたえていた。

　……直感する。

　今、この瞬間。…魅音は魅音でなく、…園崎本家の当主跡継ぎとしての園崎魅音に変わったのだ。

　その厳かな雰囲気は…明らかに異質なもので、…俺がよく知る魅音の雰囲気とはまったく異なるものだった。

　今なら……信じられる。……今なら、…園崎一族を統とう率そつする若き当主である魅音を、…信じられる。

　…魅音は静々と畳に両手を突くと……、まるで茶道を彷ほう彿ふつさせるような美しい仕草でお辞じ儀ぎをし、……名乗った。

「……初めてご挨拶申し上げます。…園崎本家当主跡継ぎ。…魅音でございます。」

　魅音の鋭利なまでに美しい仕草に、…返事をすることもできない。

　俺もレナも…、あまりに普段からは想像も付かない振舞いに、呆ぼう然ぜんとするしかなかった…。

「…本日はようこそ園崎本家においで下さいました。当主、お魎に代わりまして、皆さまにご挨拶申し上げます…。…皆さまにおかれましては、いろいろお尋ねになりたいことがおありのご様子…。私にお話しできることでしたら、包み隠さずお話ししたいと存じます…。」

　え？　……今、……魅音は何て言ったんだ…？

　……魅音は聞けば何でも話すと言う。……目には覚悟を決めた強い光があった。

「………………本当に、………何を尋ねてもいいんだな…？」

「…知る限りをお話しいたしましょう…。皆さまもそれを望んでここにいらしたのでしょうから。」

　レナと顔を見合わせる。……魅音に聞きたいことは山ほどあった。

　だが、どれを最初に尋ねるべきか…その順番にしばし迷った。……そして、レナが発した最初の問いは、…あまりに抽ちゅう象しょう的だけれども、……誰もが真っ先にぶつけたい問いだった。

「…どうして、…………こんなことを…ッ！」

　それは俺だって言いたかった一言だ。

　そしてそれは梨花ちゃんたちのことだけに限らない。…村長も、鷹野さんたちも。…いや、もっと遡って、毎年起こった全ての事件を指した。

　……しばらくの間、魅音は答えられなかった。…あまりに抽象的な質問だったことに気付き、質問をもっと具体的にし直そうとした時。……魅音がようやく口を開いた。

「その問いに対する答えは…少し長いものになります…。…それでもよろしければ、どうかお聴きください…。」

　涼やかだった。……まるで、親戚の叔母さんが昔語りでも聞かせてくれるような、……そんな涼やかさがあった。

　俺たちは、…外見は魅音だけど、……初めて会う、園崎本家の若き当主の語りに、静かに耳を傾けた…。




「……雛見沢村が、かつて鬼ヶ淵村と呼ばれていたことをご存知ですか？」

　レナが軽く頷き、圭一くんは知ってる？　といった感じで顔を向ける。…俺はそれに頷き返す。

　…雛見沢が、かつて鬼ヶ淵村と呼ばれていたことは、…そう。あの夜、祭具殿の中で鷹野さんにたっぷりと聞かされた。

　自分たちに鬼の血が混じっていると固く信じ、下界との交流を絶っていた。…彼らは麓ふもとの村の人々に崇められ…仙人のような扱いを受けていたという。

「……そうです。鬼ヶ淵村のご先祖様たちは…鬼の血を引く誇り高き仙人たちでした。……麓の村々の人たちは彼らを崇め、そして敬いました。…ですが、そういう空気も、徳とく川がわの世が終わると共に廃すたれていきました。」

　黒船が来らい航こうし、武士の時代が終わり、鎖さ国こくの時代が終わり、…そして鬼ヶ淵村を崇める風ふう潮ちょうも急になくなっていった。

　古くから残るものは全て忌いま々いましい。…そういう時代になったのだ。

「明治になり、古い歴史を持つ鬼ヶ淵村の名称は、一方的に雛見沢村に改められてしまいました。……古い因習を一いっ掃そうしようとする、明治政府の思おも惑わくが強く働いたのだと聞かされています…。」

　廃はい藩はん置ち県けん。…日本が世界の列れっ強きょうと肩を並べようと、分不相応な階段を駆け足で上り始める時代の幕開けだった。

　西洋式のものが何でも持てはやされ、…古い伝統的なものが何でも蔑さげすまれる。…そんな時代になったのだ。

「…そういう時代の激変の中で、…滝たきつぼに落ちていく花びらのように。…あっという間に鬼ヶ淵村は消えてしまったのです。」

　やがて、アジアを次々植民地化する欧おう米べい列強に触発され、日本もまた列強に居並ぼうと富ふ国こく強きょう兵へい政策が始まる…。

　徴ちょう兵へい制せいがしかれ、日にっ清しん、日にち露ろ、と戦争で勝利を重ね、…太平洋戦争が勃ぼっ発ぱつするまで、…ただがむしゃらに近代化の階段を上り続けた……。

「この頃には、…もう鬼ヶ淵村の不ふ可か侵しん性せいは失われていました。……かつて仙人と崇められた村人たちは、もはや尊敬もされず…。…神聖な鬼ヶ淵村は、いつの間にか、伝染病患者の隔かく離り集落の成れの果てであるという根も葉もないレッテルを貼られ、…苦難の時代を迎えることになったのでした。」

　……雛見沢の出身であるとわかるだけで、不当な差別を受ける苛酷な日々の始まりだった。

　麓の村の子供たちは、雛見沢には不潔なばい菌きんが蔓まん延えんしているから近付くなと教えられた。…雛見沢の子供に触られたという子供は泣き叫び、親は子の触られた場所を塩でもんで清めた。

　ある大人は子供に、…雛見沢に迷い込めば鬼隠しにされ、バラバラにされて肉を食われてしまう。…恐ろしい人食い鬼の村に近付くな近付くな…。そう教えた。

　ある大人は、…雛見沢の村人は大昔の飢き饉きんの時、河原に捨てられていた死体を集め、焼いて食べて生き延びたなどという何の根拠もない話を、大真面目に教えた。

　根も葉もない中傷が次々と重ねられ、それに客観的事実である鬼ヶ淵村の刺激の強い歴史が信しん憑ぴょう性を高めた。

　不当な差別の連れん鎖さは、そのまま先の見えない時代への不安感の表れだったのかもしれない。

　……もちろん、これは子供の世界だけの話では終わらなかった。

　雛見沢の出身とわかれば、全ての就職先で断られた。…結ゆい納のうを済ませた縁談ですら破は談だんになった。…出身を偽いつわり果たした結婚も、出身がバレた時点で離縁させられた。

「……裁判も起こしました。…出身の問題は離婚する重要な理由にはなりえないと訴えて。…でも敗訴しました。……出身の虚きょ偽ぎは、結婚の上での重大な詐さ称しょう行為にあたるのだそうで……。」

「………………ひどいね。…そんなの。」

「……太平洋戦争中は、国民一丸のスローガンが流れながらも、…雛見沢村の人々はさまざまな差別を受け続けました。……数えだしたらキリがないくらい。……夫や息子を戦場に送り出し、…銃後の女たちも心がすさんでいたのでしょうね…。……当時をよく覚えている祖母は、……それは苦しい時代だったと回想しています…。」

　そんな辛く長い戦争の時代も…、昭和二十年。…とうとう終戦を迎える。

「…多数の男手を失った雛見沢にも、ようやく父や夫、息子たちが戻ってまいりました。…もちろん、帰らぬ者も多かった。それでも、男手がなく、村を維持することにすら限界を来たしていた雛見沢にとって、それはとても喜ばしいことでした…。」

　マッカーサーのＧＨＱは、抜ばっ本ぽん的な意識改造にも着手し、不当差別の撤廃にも尽力してくれた。陰鬱な差別の時代の終わりを感じさせた…。

「…廃はい村そん寸前だった雛見沢をもう一度建て直そう。そういう気運が高まり、村人たちは村を少しでも豊かにするために働き始めました。」

　…その中で、闇やみ市いちで大きな活躍をして富を築き上げた者が現れた。

　それが、魅音の祖父。高齢の現当主の夫の園崎宗そう平へいだった。

「宗平は中国大陸に出しゅっ征せいし、ハルピンで食糧倉庫の管理をしていたといい、撤退時に上官や仲間たちと共きょう謀ぼうして、軍の缶詰をごっそりと盗み出していたのでした。……それを瀬せ戸と内ない海かい某所に隠し、闇市で高値で売りさばいて大きな富を得たのです。」

　宗平はその富を自分の快楽のために消費したりはしなかった。全額を園崎本家当主である妻に託したのだ。

「…廃れた雛見沢を復ふっ興こうさせよう。村人全ては家族であり、この富は共有の財産である…。現当主である祖母はそう宣言しました。…この大きな富は、その後の雛見沢の復興の大きな力となったのです。」

「……………なるほどな。それで、雛見沢は復興を遂げ、園崎家は今日の隆りゅう盛せいを確立するわけだ…。」

「もちろん、闇市で財を成したことを妬ねたむ人たちも大勢いましたが、もう村人は気にしなかった…。」

　次々と事業を成功させ、成功した者は後を追う者を惜しみなく援助した。雛見沢という固い結けっ束そくで結ばれた巨大な家族が、次々と勢力を拡大していったのだ。

　その中心となった園崎家は、雛見沢復興の名家として、長く讃たたえられることになる…。

「…その活躍の中心人物が、魅ぃちゃんのお婆ちゃんなんだね。……すごいよね。大活躍！」

　レナが率直に褒ほめると、魅音は素直にうれしそうな表情を浮かべた。

「…ですが、…昭和三十年頃に、またしても逆風が吹き始めます。…それが『人肉缶詰疑惑』でした。」

　人肉缶詰……。…聞いただけでもおぞましくなる、…嫌な響きがあった。

「祖父、園崎宗平の上官だったと名乗る男が告白したのです。…あの缶詰は人肉の缶詰だったと。」

　…雛見沢復興の大きな礎いしずえとなった、旧軍倉庫からの横おう領りょう食糧の缶詰…。

　上官が明かすには、園崎宗平は食糧管理の仕事をしていたのではないという…。

「…実は宗平は戦時中、ハルピンでペスト鼠ねずみの駆く除じょや、伝染病患者の死体運うん搬ぱんの仕事をさせられていたのでした…。」

　……出身を理由にした不当な扱いだった。…だが、結果として最前線には送られず、抑よく留りゅうされることもなく帰還できたことだけは幸運だったと言えるだろう。

　宗平はやがて、軍の医療機関の下働きとなる。

　…だがそこでは、…彼らが卑いやしいと蔑む鬼ヶ淵村の陰鬱な風習よりもさらに劣おとる、…恐ろしい研究がなされていた………。

「宗平がいた部隊は、ある研究をしていました。…それは、戦地での困難な食糧調達に関する具体的な手法の研究でした。」

　当時、戦線全域で慢まん性せい的な食糧不足が発生していた。

　食糧不足は栄養失調を誘ゆう発はつし、抵抗力を失った体は次々と様々な病気に蝕むしばまれていった。

　士気もモラルも低下し、このままでは軍隊を維持できない。そこで始められた研究だったという。

　初めは戦場での食糧調達の手法の研究だった。

　…それは住人からの略奪といった暴力的なものから、見慣れぬ昆虫動植物の料理方法といったサバイバル的なものまでとても広範囲だった。

　研究は細部を詰めながら、迷走、暴走を繰り返し、……やがて禁忌の扉を叩くに至る。

「…戦場で一番入手しやすいタンパク源は何だと思います…？」

「………………………………………………。」

　俺もレナも。……何となく答えがわかっていた。…だから答えなかった。

「……そう。…彼らは、人間を食材として扱う方法を研究していたのです。…彼らは、時には敵の、時には戦友の血肉を食はんででも戦い抜くことが、国に報むくいる究極の奉ほう仕しになる。…そういう教義を大真面目に組み上げて行ったのです。一方、調理部門は、人肉を衛生的に、かつ美味に食せる調理方法を次々と試し行こう錯さく誤ごしました。」

　……試作品がいくつも作られたが、…人肉であることを知る彼らは誰も食さなかった。……だからそれらは前線に振舞われたという。それらの缶詰は代用肉と称され、間違って自分たちが口にすることがないよう、底にマル代と刻印した…。

「……お腹を空かせた前線の兵隊さんにはどの試作品もとても好評だったそうです。中でも醬油で煮たすき焼き風のものが一番好評だったそうで…。」

「も、…もうやめてよ魅ぃちゃん…。………気分が悪くなってきた……。」

　レナは本当に真まっ青さおで、正座しているのも辛いようだった…。

　魅音はまだまだしゃべり足りないようだったが、軽いため息と共に、話を打ち切った。

「…じゃあ、……その、魅音の爺さんが持ち帰ったという缶詰は……、」

「……真偽はわかりません。晩年まで宗平は人肉であることを否定し続けました。ですが、雛見沢の急激な復興を妬む人々は、人肉を売って財を成した鬼き畜ちくと呼び、…村人をまたしても蔑み始めたのです。……また、子供たちがはやし立てられ、石を投げつけられる時代に戻ってしまったのです。」

　……………重苦しい沈黙が再び訪れる。…本当にどこまでも救いようのない、……悲しい物語だった。

　……差別したりされたり、したりされたり。どうして優ゆう劣れつや等級をつけたがるのか。どうして人間は人間を見下さないと生きていけないのか。

　どうして、………みんなで楽しく暮らせないのか。……わからなかった。

「…当主である祖母は、ある時、村の子供たちにこう言いました…。」

　一人に石を投げられたら、二人で石を投げ返しなさいと。

　…子供が聞き返す。二人に石を投げられたら、と。もちろん答えは簡潔だった。

「…二人に石を投げられたら、四人で石を。八人に棒で追われたら、十六人で追い返せ。三十人に中傷されたなら、六十人で怒鳴り返せと。」

　子供が最後に聞く。千人に襲われたら…？　その答えすらも簡潔だった。

「…千人に襲われたなら、雛見沢の全員で立ち向かいなさいと。…それは決起を促す檄げきのようですらありました。…祖母は園崎本家当主としてだけでなく、雛見沢の母たろうとして立ち上がったのです。」

　時代は昭和三十年代の半ば。日米安あん保ぽ条約を巡る騒動が世間をにぎわす、戦いと運動の時代だった。

　雛見沢の人々は連帯し、一人が受けた不当な差別を全員が受けたものとして戦った。

　子供も大人も関係なかった。

　子供がなじられたと聞けば、一団になって相手宅へ詰め掛けた。

　大人が不当な扱いを受けたと聞けば、老若男女の区別なく徒と党とうを組んで立ち向かった。

　……雛見沢の人間にちょっかいを出すと大変なことになる…。そう思わせれば勝ちだ、ということだったのだろう。

「……………………圭ちゃんも、町で不良に絡まれた時、たくさんの人たちに助けられたのを思い出しませんか…？」

「……………………………………………………。」

　俺を助けるために果か敢かんに集まってくれた雛見沢の人々と、…巻き込まれまいと目をそむける興宮の人々の対比が印象的だったことを思い出す。

「…祖母が戦い、両親がそれを引き継ぎ。…ようやく…雛見沢にも平和が戻った。……もっとも、その平和もとても薄い氷の上に載ったものです。…この百年の歴史を見れば、今の平穏など、揺れ返す天てん秤びんのたまたまの狭はざ間まとしか言えないでしょう。」

「…………どうして、」

　長く辛い歴史の前に、引っ越してきて一年にも満たない俺が何を意見できるのか。…でも、…言ってしまった。

「どうして、…みんなで仲良く暮らせないんだよ…。…鷹野さんに聞いたオヤシロさまの昔話は、どうなったんだよ。」

　人と鬼は手を取り合って仲良く暮らしたって。…それを見守るためにオヤシロさまは地上に留まったのではなかったか。

「……おとぎ話です。…人と鬼は実在しても、それを調停するオヤシロさまは実在しなかった、…ということです。」

「………………………それで、……オヤシロさまの祟りを起こすことになったの…？」

　…外からすーっと、涼しい風が一陣入り込み、魅音の長く透き通るように美しい髪を揺らした。

　魅音は涼やかに笑ったまま、何も答えず、表情すら変えなかったのに、…それが無言の答えとなってしまっていた。

「……雛見沢村を、再び鬼ヶ淵村のように。崇められるに足る神聖な存在に。…それが我ら鬼ヶ淵村の末まつ裔えいの悲願であり、…園崎本家の『鬼』を継ぐ者の宿命なのです。」

「………………『鬼』を、…継ぐ者？」

「……我が園崎本家は代々、当主の名に『鬼』の一字を加える習慣があるのです。……私の名前を手のひらにでも書いていただければ、一目瞭然かと…。」

　手のひらに「魅音」と書く。…あ、…本当だ。鬼という文字が含まれてる…。

「……名前だけではありませんよ。…この体にも、鬼が刻まれているのです。」

　そう言い、静かに魅音が立ち上がる。…そして着衣に手をかけ始めた。

「いいよ魅ぃちゃん。………見せる必要なんて全然ない。」

「…………ありがとう。」

　…そのやり取りだけで、…何となく察してしまった。……恐らく、…魅音の体にも、……鬼を継いだことを示す、刺いれ青ずみや刻印のような…消せない印があるのだ。

　魅音は腰を下ろさず、縁側の障しょう子じをするすると開けた。……部屋にこもった、じっとりとした湿気が、涼やかな風で清められていく。

　魅音は広い庭に目をやりながら、いつまでも静かに……そうしていた。

　…あの両肩には、……普段の魅音からは想像もつかないような…。…重い、重い、…本当に重い……雛見沢の、いや、鬼ヶ淵村の歴史が背負われているのだ。

　……そんな魅音に、……一体どんな言葉がかけられるんだ…？　レナもまた、その背中に何も言葉をかけられずにいる。

　セミの声だけが沈黙を埋めてくれていた…………。





最後のわがまま






　やがて、……長い空白の時間を経て、魅音がぼそりと言った。

「……この五年間の連続事件ね。…私が直接関わったものもあるし、間接的に関わったものもある。いくつかは園崎家だけでなく、他の御三家の、公由家や古手家が関わっているものもあるけど、……その全ての中心に私がいたと思う。」

　振り返らずに、…背中を向けたままでそう言った。…その口調はいつのまにか、……俺たちのよく知る魅音のものに戻っていた。

「……私は自分のしたことには信念を持ってるし、罪の意識などまるでない。……悔くいがあるとすれば、私の跡継ぎも決まらない内に舞台を退かなければならないこと……くらいかな。」

　………………………………………。

「……私を捕まえて、それで法治国家の体てい裁さいが整うなら。……それも時代の流れかなぁって。……この百年で、一番平和な雛見沢を見ながら引退できるのは、……ひょっとすると歴代の園崎家の当主で、一番の幸せなのかもしれないし。」

　障子に肩を寄りかからせた魅音が、ずるずると滑りながら、ぺたりとその場に座り込む。……見ているだけで胸が痛くなる、そんな諦めの仕草だった。

　……魅音が関わってきた恐ろしい罪の数々が、急に薄れだす…。……なぁ魅音、……あとのことはどうでもいい。……足搔くだけ足搔いて…逃げてみるのもいいんじゃないか……？　……そんな風に考えかけた時、凜りんとしたレナの声が響き渡った。

「でも、…魅ぃちゃんは梨花ちゃんと沙都子ちゃんを、…………………………………殺したんだよね。」

　……あまりの鋭さに、俺に向けられた言葉でないにもかかわらず、胸がえぐられた。

「他の人のことは殺してもいいとは言わないよ。……でも、とにかく魅ぃちゃんは。……梨花ちゃんと沙都子ちゃんを、殺した。」

　レナの言葉は…これ以上ないくらいに痛つう烈れつだった。……魅音の肩に圧のし掛かるあまりに重い歴史を全て知った上で、……仲間殺しを批判したのだ。

「…………………私が園崎家の役目を負うように、梨花ちゃんだって古手家の役目を負っていた。…その役目が、……祭具殿を守ることだった。」

　……心臓がぎゅっと締め付けられる。

「……去年辺りから、…梨花ちゃんが言ってたのは知ってたんだよ。…祭具殿の閂が重くて辛い、…もっと簡単なカギに付け替えたいって。……先代の神主さんでも重いと嘆いてた代しろ物ものだからね。…梨花ちゃんに辛いのは重々承知だった。」




　…ボクがちゃんと番をしますですから、もっと軽いカギに替えてほしいなのです。

　私は園崎家の当主代行として言った。…連続怪死事件以降、オヤシロさまに不ふ埒らちな関心を持つ者がいるようだから、カギを簡易にすべきではないと。

　……でも、…公由家の当主の、……公由のお爺ちゃんが……。

　梨花ちゃんがそんなに大変なら、もっと軽いカギに替えてもいいんじゃないか、って。

　カギが掛かっているということは、入ってはいけないという意思表示。…それをわざわざ破って中に入ろうとする悪い人なんて、そうそういるもんか、…って。

　……当主としての格は同じでも、…私にとっても大たい恩おんある公由のお爺ちゃんがそう言うのを、反対できるわけもない…。

　結局、祭具殿のカギの付け替えを決め、……本当に安っぽくて軽い南京錠に付け替えた。

「…お爺ちゃん。本当に大丈夫なんですか？　婆っちゃも、できることならカギは前のままの方がよかったと言ってます。」

「大丈夫だよ。心配性だなぁ。…何かあったらお爺ちゃんがちゃんと責任を取ってあげるから。」

「…本当ですね。…公由家の当主として、責任を取られるという意味ですね。…お爺ちゃんも、…この中に納められている物がどれだけ神聖な物か、よくご存知のはず…。」

「……大丈夫なのですよ。この雛見沢に、カギを開けて勝手に入ってしまう悪い猫さんはいませんなのです。……にゃーにゃー。」




「ぅ、……ぅううぅ……ッ[image: !!!]」

　嗚咽が…俺の口からあふれ出す。…熱いものがぼろぼろとこぼれ出し、畳にぼたぼたと落ちた。

「……祭具殿に賊が忍び込んだという話は、綿流しの祭りの最中にもう私の耳に入っていました。…賊は四人。その日の内に、手が下されることになりました。……同時に、…賊の侵入を許した、古手家の梨花ちゃんと、公由家のお爺ちゃんも責任を問われなければならなくなってしまった…。」

　涙が…ぼたぼた。ぼたぼた…。

　俺はさっきまで……梨花ちゃんたちを殺したのは…魅音だと決め込んでいた。

　…違うッ[image: !!!]　殺したのは魅音じゃない、…俺だッ‼

「……俺が……殺したも…同然なんだ……‼」

「け、……圭一くん………。」

　俺には…この悲劇を止める機会があった。なのに…止めなかった。……安っぽい好奇心に負けて……それをしなかった。

　あの時、…祭具殿に忍び込むことを踏みとどまっていれば………梨花ちゃんたちは死なずに済んだんだ…！

　そうすれば…何も起こることはなかった。楽しく…これまでのような日常を過ごしていたはず……‼

「…俺…が………馬鹿だった………ッ[image: !!!]」

　流す涙で、なかったことにできるなら。……この部屋を涙で満たしてだってみせる。…だが、……犯した罪は、…それしきのことでは贖えないのだ。

「圭ちゃんは、……何も悪くないよ。」

　魅音が、まるで諭すように…やさしく語りかけてくれた。

「私は園崎家の当主代行として、手を下さなければならなかったけど…。園崎家の歴史なんか、…今にして思えば、大したものじゃない。……そんなもの全部投げ出しても、…私は仲間を救うべきだったのかもしれない。……私がそんなものに屈したから、…あの二人を殺してしまった。……それは他でもない、私、園崎魅音が殺したということ。…私には踏みとどまる百億の瞬間があった。……でも踏みとどまらなかった。安易に自らの役割に屈し、…………仲間のために戦うことを放棄してしまった。だからこれは私の罪。私が殺した。園崎魅音が、…この手で。殺してしまった。それは何ら変わらない。何も！　……あははははははははははははははは…。」

　自虐的な笑い声が、……悲しい。…部活で、どんな苦境も跳ね返すと豪ごう語ごした魅音だからこそ。……痛々しい。

「…でも、…魅ぃちゃんは自分の意思で、ひとりだけ救ったんだね。」

「え…？」

　驚いた顔を向ける俺の額を、レナはつんと突っついた。

「…圭一くんだけを、殺さなかった。……こんなにも強い力を持つ魅ぃちゃんなら造作もなかったろうに。…でも殺さなかったんだよね。」

　そうだ。……部活ですら歯が立たないくらいに狡猾な魅音が、本気で俺の命を狙ったなら、……俺なんか最初の夜だって越せなかったはず。

　これだけ多くの人が犠牲になったのに、……俺だけがいつも蚊帳かやの外だった。

　…俺はそれを、いつから自覚していたんだろうか。…次々と人が消えていくのに、…なぜか自分だけは犠牲にならないという、漠然とした確信を持っていたように思う。

「…………………………さぁて。…どうして殺さなかったのかねぇ。……鬼の私にゃ見当もつかないわ。……魅音の方に、殺したくない都合でもあったんじゃないの。」

「…そりゃ、どういう意味だよ、」

　しーー…と。レナがしゃべらなくていいよと、口元に指を立ててみせた…。

「……大石は外で待ってんの？」

「うん。」

「逃げ場は？」

「ない。…ぐるっと囲んでるって言ってた。無線でたくさんの車を呼んでるみたいだったよ。魅ぃちゃん家の広い敷地を全部囲んでると思う。」

　魅音は押し黙る。……レナの容赦ない言葉が残酷に感じたが、……それは残酷なんじゃなく、………親友の痛みを、少しでも小さなものにしようとする、介かい錯しゃくにも似た心遣いだったのかもしれない。

「自首、…しよ。」

　…………………魅音は口を開かなかったが、…ちょっとだけ笑ってみせてくれた。

「私たちも一緒に行くよ。…親友をひとりきりになんか、絶対にしない。」

「…………………泣く子とレナにゃ勝てないわー。あはははは…。」

　頭を搔きながら、立ち上がる。…もうすっかりいつもの魅音の顔に戻っていた。

「自分で自分の罪、…どのくらいになるかよくわかってる。……たとえ自首が認められても、……多分、もうここに帰ってくることもないと思う。」

「…………………………………………。」

　………何も言えない。……魅音が関わった死の数が、……多過ぎた。……それでも自首を勧めるのは、………ある意味、これ以上なく酷なのかもしれない。

「だから、最後にわがままを聞いて欲しいな。」

「何かな？」

「三十分でいいから。……圭ちゃんと二人きりにしてほしい。」

　…………え、

　自分の名前が突然出て…、びっくりしたのは俺だけのようだった…。

「……圭一くん。…どうかな。……圭一くんが嫌なら、無理にとは言えない。」

「………………………そうだね。嫌なら、それでもいいよ。……私は、鬼だもの。…圭ちゃんはよそから引っ越してきた、正しょう真しん正しょう銘めいの人間。……相あい容いれることなんて、…オヤシロさまが実在して、仲介してくれない限り、…絶対にない。」

　魅音は寂しくそう言うと下唇を嚙む…。

　俺は何と答えていいかわからず、魅音がそうするように、しばらくの間、沈黙するしかなかった…。

　…………でも、よく考えれば、俺に躊躇する理由なんかなかったのだ。

　魅音が、…重い、抗うことのできない因習に飲まれ、…仲間をその手にかけなければならなくしてしまったのは………他でもない、俺自身なのだ。

　むしろ魅音は、……追い込んだ俺を責めてもいいくらいなのだ。

　…だが、……魅音は俺を一言も責めなかった。…それどころか、……同罪であるはずの俺を、……見逃した。抗えない宿命の中で、…俺ひとり、救ってくれた。

　……それが俺にとって、感謝すべきものなのかはわからない。

　今にして思えば、……梨花ちゃんたちがそうされたように、…俺にも同じ報いを与えてくれた方が…どれだけ気が楽かわからない。

　ひとつだけ…わかることは、………魅音の背負う罪は、……俺にも等しく背負う義務があるということなのだ。

　だから……そんな魅音の最後のわがままに、躊躇する理由なんて、……どこにもない。




「あぁ。……いいぜ。」

「…………………………ありがとう。」

「……私からもありがとうを言うよ。圭一くん。」

　レナが立ち上がる。…魅音との約束どおり、この場を去るつもりらしい。

「あ、いいよレナ。ここで待っててくれれば。……圭ちゃんとは、庭をぐるりとまわりたいだけだから。…退屈だったら私の部屋へ行けばいい。漫画とか好きに読んでていいよ。…………あぁ、何だったらお気に入りの単行本、丸ごと持ってってもいい。」

「いやだよ。魅ぃちゃんの本は魅ぃちゃんのものだもの。勝手にレナの家に持って帰れない。」

「……………あんたは、こんな時に限っていい子なんだから。」

　魅音がレナの頭を摑んで、まるで俺がするみたいにわしわしと乱暴に撫でた。

「じゃ、…行こう。圭ちゃん。」

　廊下へ向かう魅音を追って歩き出す俺を、…レナが無言で引き止めた。

「…………魅ぃちゃんを、…よろしくね。」

「あぁ。」

「…………魅ぃちゃんは、…もう二度と帰ってこれないって、確信してる。」

　法律なんかよく知らないけれど、……これだけの死に関わって、重罰を免れるなんて…到底思えない。

「…………魅ぃちゃんが短気を起こさないように、…見張ってね。」

　魅音は司法なんかに身を委ねずに、…自らの手で幕を下ろすかもしれない。……レナは、すでにそこまで読んでいた。

「あぁ。……そんなこと、絶対にさせないから。」

　レナがいつの間にか溜めていた涙を擦こする。

「じゃあ…行ってあげて。」

　頷き、玄関へ消えた魅音を追う。……ふすまの向こうから聞こえるレナの嗚咽が、はっきりと聞こえた。

　………どうして魅ぃちゃんは、……鬼なんか継がされちゃったんだろうね。…それは仕方のないことだったんだろうね…。………でも、……あんまりにも………可哀想だよね…………………。

　頰を熱いものがぼろりと流れ落ちる。………俺の涙だった。

　俺はそれを乱らん暴ぼうに拭う。……魅音に捧げられる最後の時間に、涙なんか絶対に見せたくなかったから。




　もう魅音は玄関の外で待っていた。

　靴を履き、つま先を蹴けりながら出てきた俺に、魅音がおずおずと近付いてくる。

　…何を今さら、こいつは赤くなっているんだか…。

「腕、……組んでもいいかな。」

　それはあまりに慎つつましやかな要求だった。

「…別に構わないぞ。」

　……俺の許可が出ると、まるで玩おも具ちゃを買ってもらえた子供のようなほくほく顔で、俺の腕を取った。

「……私に腕を組まれたら、…何だか緊張しちゃわない？　例えば、急に関節技を極められちゃうんじゃないかな…なんて思ったりとか…。」

「…姉妹そろって同じことを言うんだな。思わないよ。全然。」

　まだ、…何も狂いださなかった頃。…エンジェルモートでの賑やかな大騒ぎが懐なつかしいあの日々。

　……指を折って愕然とする。それは、なんとたった一週間前のことだったからだ。

　あの時もこうして、詩音と腕を組んだ。

　こうして魅音とも腕を組んでいると、……本当に双子なんだなと実感する。…力加減や、腕の感触、…温かさや、血の流れる…生きた感触が、まったく同じであることがよくわかった。

「…………………詩音も圭ちゃんのことが好きだったみたい。」

「……そうなのか。」

　これが平常な会話だったら、…赤面して飛びのいたのかもしれない。でも今は、…何を聞かされても心は穏やかなままだった。

「……魅音と詩音は、…仲は良かったんだろ…？」

「さぁ、…………どうかな。…圭ちゃんは、自分の右手と左手は仲が良いと思う？」

「え？　右手と左手？　…それは仲が良いとか悪いとか、そういう言い方で例えるものじゃないなぁ…。」

「そういう関係だから。仲が良いとか悪いとか、そういう尺しゃく度どでは測れない関係。」

　……それはとても仲が良い、という意味だけではないように聞こえた。

「例えば利き手というものがあるように、右手と左手には間違いなく優劣の違いがある。……もしも鍋摑みが片方しかなかったら、迷うことなく利き手にするでしょ？　そういう差はあったんじゃないかと思う。」
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「…………………………。」

「だからと言って、もう一方の手がなくなったっていいなんて思う人は誰もいないはず。……そんな、よくわからない関係だね。」

「………多分、…それは近くに居過ぎるから見えなくなっているだけで…。…きっととても仲の良いことなんだと思う。……俺は一人っ子だから、…祭りの前日。魅音と詩音が二人してじゃれ合っているのを、すごく羨ましいと思った。」

「…………………ないものねだりじゃないの？　双子なんて、昔は人をからかったりしてそこそこに面白かったけど。…こうして互いがはっきりと異なる個性を持った今では、かえって邪魔なだけ。」

　呪っているのか、照れているのか。…傍はた目めにはわかりにくい姉妹の仲だった。それは俺如ごときが立ち入るべき問題ではないのかもしれない。

　…ただ黙って、やさしく頷くのが一番の相槌なのだ。

　魅音は広い庭を通り抜け、…来る途中に見た、大きな荒れ果てた森へと俺を誘っていく。…こんな大きな森も敷地の一部なのだから…恐れ入る。

「…………でかい森だな。子供の頃はいい遊び場だったんじゃないのか？」

「…………………………………………。」

　魅音は無言で、記憶を辿っているようだった。……俺にそれをうかがい知る事はできないが、…きっと、姉妹が何の確かく執しつもなくじゃれ合っていた、楽しい子供時代の思い出なんだと思った。

　風が吹く度に、梢や葉がやさしく擦れ、サラサラというせせらぎのような音を立てた。

　…魅音はずっと黙っている。

　自らの手で、……消してしまった妹の思い出を、…辿っている。

　それに俺は言葉をかける必要はない。…こうして腕を組み、…並んで歩くだけで、…充分だった。

　…魅音がふと足を止め、俺の目をじっと見た。

　そして、……言った。

「……………………詩音は、まだ生きてる。」

「……本当か。」

　魅音は無言で小さく頷いて応えた。

「…………………うん。……誰よりも惨たらしい死に方をさせてやろうと、ずっと考えて閉じ込めておいたけど。………今日まで、その方法はとうとう思いつかなかった。」

　……魅音は詩音のことを、口では嫌っているようだったけど、……心の奥底では嫌いきっていないのだ。

　…だから、もう片方の手でわしわしと魅音の頭を撫でてやった。

　魅音は俺だけじゃない。詩音も、救っていたんだ。

　……確かに魅音は鬼となって、多くの人を死に導いたかもしれないけれど。……こうして鬼に抗い、…救った命が…二つもあったじゃないか。

　魅音は俺に撫でられるままに、…うっとりと目を細めていた。……そして、組んでいた腕をほどく。

　そして、静かに言った。

「…………来て。…私の罪の全てを、見て欲しいから。……でもそれは圭ちゃんにとって、…この上なく辛い光景かもしれない。」

「……………………………………。」

　直感する。……そこにはきっと、これまでの犠牲者が並べられているのだろう。

　…それを見るということは、…梨花ちゃんや沙都子の死を受け入れるということ。そして…それを最高の親友が犯したことを……受け入れるということ。

「……………すでに起こり、終わってしまった事実だけれども。……圭ちゃんは見ないことを選んでもいい。そうならば、ここで待っていて。…私の手で全て終わらせるから。」

　不吉な響きにぎょっとする。

　……レナに言われた言葉が蘇る。魅音は自分の身を司法に委ねず…自ら幕を引くつもりかもしれない。

　…魅音をひとりにしてはいけない。……それに、最後のわがままとして、魅音に付き合っているんじゃないか。

　……たとえ俺にとって受け入れがたい事でも、…それを受け入れよう。……見ることを避けたって、……それはもう、……終わってしまった、……事実なのだから。

「…………………何を見たって。」

「うん。」

「…………………俺にとっての園崎魅音は、…最高の親友だ。それは変わらない。一生。」

　ざぁ…、と梢を揺らす風が吹く…。

「……………あんたもレナも。………どうしてこんな時ばかりカッコ良くなるんだろうね。」

　いつもなら憎まれ口を叩いてお茶を濁すところだが、…今日はそうしない。…ただ笑って応えた。

　やがて魅音は歩き出す。…深い森の…ずっと奥へ。

　けもの道のような細い道をずっと行くと、……やがて急な斜面に炭たん坑こうか防ぼう空くう壕ごうを思わせるようなトンネルがあり、威圧感のある鉄てっ扉ぴで塞がれていた。

　まわりは緩やかな斜面に囲まれた盆地のようになっていて、外からでは死角になるように作られているようだった。

　……あちらこちらの木々に、たくさんのカラスの影がある。……それに、さっきから鼻を突く異い臭しゅうは…間違いなくこの鉄扉の中から漏れてきていた。

「……………………………引き返すなら今だよ。圭ちゃんの中の園崎魅音がどんな人かは知らないけれど。……中に入れば、……その魅音はきっと………、……………………………………。」

「変わらない。何度だって言う。…園崎魅音は、俺の最高の親友だ。」

　両りょう拳けんをぐっと握る。

　……きっとこの中には、…想像を絶する光景が広がっているだろう。

　それは…ちょっと気を許せば、嘔吐しかねないものかもしれない。

　でも耐えよう。…この痛みと苦しみを乗り越えよう。…それでも変わらず、…魅音は俺の最高の友人なんだから。

「………………私はただの鬼だから、…もう人間の気持ちはわからないけれど。……魅音があんたを好きになったの、…よくわかる気がする。」

「…他人事のように言うな。お前は魅音だ。鬼じゃない。…血の通った人間で、俺の仲間なんだ。」

　…魅音は目元を拭うような仕草をしてから、トンネルの入口の鉄扉に手をかけた。

　厳重なカギが威圧している。…それは祭具殿の厳いかめしい扉と同じように、中に踏み入る者に相当の覚悟を促しているようだった。

　扉が観かん音のん開きで開き、…もわっとした生臭い空気とたくさんの羽虫が飛び出してきた。

　昔、飼っていたカニの水すい槽そうをそのままベランダに放置して殺してしまい、…すごい臭いをさせてしまったのを思い出す。……あれを死臭というのなら、…この臭いはまさにそれだった…。

　中は真っ暗だったが、魅音がスイッチを入れると電球が灯り、照らし出される。

　通路は木造のトンネル状になっていて、入り組んでいた。

　途中には土ど蔵ぞうのような空間があったり、住まいのようになったものがあったり、…戦時中には防空壕や備蓄倉庫にも使われていたことをうかがわせる。

　…だが防空壕のような、掘りっぱなしというイメージはなく、さながら、地下に作ったもうひとつの園崎家のような貫かん禄ろくを漂わせている。

　そんな薄暗い地下を歩いているのに、どこかの通つう気き孔こうから聞こえてくるセミの声がとても不思議な感じだった。

「…祭具殿の中、見たよね。あの拷問道具の山を。……あれは全て、鬼ヶ淵村の厳しい戒かい律りつを守るために作られたものだった。戒律を破った者を見せしめに惨たらしく殺してみせる、そういう道具だった。」

「……………………大昔の話だろ。」

「……本来は見せしめの儀式、綿流しは御三家が取り仕切る儀式だったんだけど、…公由家と古手家の衰すい退たい、そして時代の変化によって、行なうことはとても難しくなった。」

「……そりゃそうだな。…この現代日本で、犠牲者をのんびりと沢でバラして殺せるなんて思えない。」

「だから、……園崎家は作ったの。…現代でも綿流しの儀が行なえるように、……秘密の場所を。」

　魅音が一際異質な大扉を開く……。

　………その中は…………紛れもなく、……現代の祭具殿だった………。

　あの夜、鷹野さんに教えられて初めて、自分を恐ろしい拷問道具が取り囲んでいることを知ったあの瞬間とまったく同じ異様さを再び味わう。

「…いろいろ、……あるでしょ。一部のものは実際に祭具殿から運び込まれたものなんだよ。」

　………………祭具殿にあったものは、どれも錆びて埃を被っていたので、どこか現実的でなかったが、……ここにあるものは違う。どれもよく手入れされ、…今すぐ使用できる状態に維持されていた。

　刃を持つものは刃先を光らせ、棘とげを持つものはその先端を尖とがらせている。ただそれだけのことで、あの祭具殿に納められていた朽くちた物とは比べ物にならない威圧感を漂わせていた。

　血が飛び散ることを予見しているのか…、壁も床もまるで風呂場のようにタイル張りになっていて、……ゆるい傾斜の先には排はい水すい溝こうまで設けられていた。

　飛び散った血を洗い流すためなのか、壁際にはとぐろをまいたゴムホースが蛇口に取り付けられている。

　………もう何の疑いもない。ここは単なる拷問道具の倉庫ではない。ここで、ここにある道具を使って、ここでしか出来ない恐ろしいことを執とり行なう。そのための部屋なのだ。

　その意味においては、古手神社の祭具殿など、単なる倉庫でしかない。

　此こ処ここそ、……真の意味での鬼ヶ淵村の祭具殿なのだ。

「…大昔の当主の書き物によるとね。…血の飛沫しぶきってのは、犠牲者に負担をかけない割にはインパクトがあるんだってさ。……綿流しは見せしめのショーだったから。私のご先祖さまたちは様々なショーを考案してたんだよ。」

　魅音がそう言って、暗がりに広がる拷問室の奥を指差す。

　そこは…なんと畳敷きの座敷になっていて、……隅には座布団の山があった。それはまるで、落らく語ごか何かの寄席よせを思わせる造りで、あまりに不ふ釣つり合あいで歪いびつなものだった。

「……観客席なんだよ。綿流しは見せしめのショーだから。客がいなきゃ意味がない。」

「……………………………………………………。」

　何も言えないし、…また何も言う言葉は思いつかなかった。…ただ、魅音がこれらを俺に明かすことによって、心が軽くなるなら、俺はいくらでも聞く覚悟があった。

「みんなここで、………………私が殺した。…見てくれる観客はいなかったけど、…私は綿流しを上手にやってみせた。……いや、観客はひとりだけいたかな。」

「…え？　観客…？」

「……私。私という鬼が、魅音の執り行なう綿流しをずっと見てたから。」

　魅音は自嘲気味にケタケタと笑う。…気持ちのいい笑いではなかった。

「向こうが牢ろう屋や。」

「……詩音はそこにいるのか…？」

　小さく頷く。………もう、魅音の綿流しは…今日で終わりなのだ。…俺は一刻も早く、詩音に身の安全を伝えなくてはならない。……詩音は今この瞬間も、いつ自分が殺されるのかと震えているに違いないのだから。

　牢屋へと続くという物々しい扉が開き、残響からとてつもなく広い空間が広がっていることを知る。

　魅音が暗闇を探ると、あちらこちらでいくつかの裸電球が灯った。

　…目が闇に慣れるに従い、おぼろげな灯りの中に大だい空くう洞どうが姿を現す…。ここは剝き出しの岩肌で、防空壕という言葉が一番似合う、殺さつ伐ばつとした雰囲気だ…。

　そして、まるで巨大な果実を食い破った虫の穴が点在するかのように、あちこちに格こう子しの入った小部屋が設けられていた。…それらのひとつひとつが牢屋であるとすぐにわかる。

「…………みんなは…どこにいるんだ。梨花ちゃんや沙都子は…、」

「…死体？」

　あまりに単刀直入過ぎる言葉に顔をしかめてしまう…。

「……あぁ。…そうだ。…いつまでも暗い中じゃ可哀想だろ。」

「……………虫が湧くと嫌だったから、井戸に捨てちゃったよ。…………ごめん。」

「……………………………………………………。」

　死に顔すらも見られないのか…。…改めて、……梨花ちゃんに打ち明けた後悔の念が湧き起こる。

　魅音が語尾にごめんをつけなかったら、殴なぐりかかっていたかもしれない。

　……落ち着け前原圭一…。……自分で言ったんだぞ、何があろうとも、園崎魅音は最高の友人だ、って！

「…………あぁ、……言ったさ…。」

　自分に言い聞かせるように、…そう言った。

　その時、奥のひとつの牢屋が、ガチャリと格子を鳴らした。

　そこにわずかに見えた人影は……、間違いない。

「…………………詩音⁉　……………詩音かッ⁉⁉」

「け、……圭ちゃん⁉　圭ちゃんなの⁉」

　牢屋のひとつに駆け寄る。……格子の隙間から白い手が覗く。…詩音だった。

「大丈夫か、詩音！　怪我はしていないのか…⁉」

「…ぃ………ぃや………いや、…………ぁああぁああぁあぁああぁあッ！！！！」

　詩音が顔をくしゃくしゃにして絶叫する。……俺のすぐ後ろに、魅音の姿が現れたからだ。……そう。…詩音は全て終わったことをまだ知らないのだ。

「落ち着け詩音。…もう全部、終わったんだ。…全部。」

　興奮した詩音を鎮めようと、なるべく落ち着いた声で語りかける。…だが詩音の叫びにかき消され、それはなかなか伝わらないようだった…。

「詩音。…ご機嫌はいかがだった…？」

「もう嫌…、嫌…！　嫌ぁ‼　もう誰の死を見るのも嫌[image: !!!]　私が憎いなら……早く私を殺してよッ[image: !!!]　憎いのは私なんでしょう⁉　早く殺して、殺して‼　お姉ぇえぇッ！！！！」

「お、…落ち着けって詩音！　もう終わったんだよ。…大丈夫なんだ。だから落ち着け…。」

　ガシャガシャと鉄格子を揺らしながら叫ぶ詩音は、…まさに半狂乱だった。

　……俺は小さく肩をすくめ、魅音に譲る。…ここに閉じ込めたのが魅音で、…詩音をここまで怖がらせたのも魅音なら、……この日々を終わらせることができるのも魅音だけなのだと悟ったからだ…。

　魅音は俺の肩越しに、告げた。静かに。

「安心しなよ。あんたは殺さない。…まだまだ殺さないんだから。……くっくっくっくっくっくっくっくっくっくっくっく…‼」

　静かな言い方だったのは語り初めだけ。詩音の錯乱をさらに煽あおるように、奇怪な声で笑い出す。

　その笑いにつられるように…詩音がガタガタと震えだし、…わめきながら鉄格子をガシャガシャさせる…。

「もうやめてぇえぇえぇえッ[image: !!!]　圭ちゃんを殺さないでぇええぇえ‼　圭ちゃんは何の関係もないでしょ⁉　殺すなら早く私を…、私を殺してよ[image: !!!]　もう誰が死ぬのも…嫌ぁああぁあぁぁああああぁッ！！！！」

「あっはははははははははははははははははははははッ[image: !!!]　そんなに死にたければ、この男を殺した後に、ゆっくりとひき肉にしてやるよ。…古式に則のっとり、四し肢しの先端から少しずつ。ガリゴリと削ってミンチにしてやる。…あの肉挽き機はあんたのためにとっておいてあるんだからね。…それとも、それで圭ちゃんをミンチにしてみせた方が、あんたには面白いかなぁ？」

「…お、おい、いい加減にしろ！　今さら怖がらせてどうするんだよ…ッ⁉」

「だめぇえぇえッ！　圭ちゃん、逃げてええぇぇえぇええええッ[image: !!!]」

　詩音にこの期に及んでとんでもない言葉を投げかける魅音を、叱り付けようとして。……後ろを振り向く俺。

　そこにいた魅音は、三日月をさらに切り込んだような…信じられないくらい残酷に口元を歪ませて…笑っていた。

　電気的に直感する。……ここにいるこいつは、…俺の親友の魅音でもなく。園崎本家を継ぐという、重い宿命に翻ほん弄ろうされた園崎魅音でもない。……じゃあ、……こいつは……誰…？

　バヅンッッ！！！！




　後頭部をぶつけた時に見るような、チカチカとした火花が目の前いっぱいに広がった気がした。

　…全身の力が一瞬にして抜け、頭が急に重くなる。…誘われるままに膝を折り、床に叩き付ける。…それから、全身をばったりと倒す。顔面をそのまま床に叩きつけたはずなのに、まるで羽う毛もう布団の上に倒れこむような心地よさがあった…。

　……意識がふらふらと遠のく。まるで、車の中で居眠りをしていて…、半分だけ起きて両親の会話を遠くに聞いているような、……そんな意識の遠さ。

　いや、聞いているというよりは聞こえているだけ。……どこか遠くの出来事で、その内容は自分とは遠く無縁で無興味…。……だから耳元で詩音が叫ぼうと魅音が下品に大笑いしようと、うるさくも思わなかったし、興味もわかなかった。

「さぁて…どんな方法で料理してやろうかねぇ！　そうだ。釘くぎ台だいなんかどうかなぁ？　あのチビガキ二人組に試したかったんだけど、手が小さくて拘こう束そく台にサイズが合わなかったからねぇ‼　あれにしようあれにしよう、あっはははははははははははは‼」

　魅音が俺を後ろから抱き上げ、ずるずると引きずり出す。…踵が擦れて、靴が片方脱げる。

「駄目ぇええぇええぇ[image: !!!]　もうやめてよお姉ぇえぇえ……‼　…もう………やめて…………………ぅあぁぁぁ…ぁぁ…ぁ…。」

　詩音の感情が弾けて…号ごう泣きゅうした。…その泣き声は魅音の興味をいたくそそったらしく、俺を放り出して再び牢屋の前に戻った。

「…あんたもかわいい声で泣けるじゃない？　あんたのワザとらしい空から威い張ばりには虫むし唾ずが走ってたんだけど、やっぱりそういうあんたが一番似合ってるよ。くっくっくっく！」

「…………魅音姉さま。お願いです。…私をどういう風に殺しても構いませんから。…どうか圭ちゃんだけは見逃してあげてください。…お願いです…………………。」

　……姉よりも一枚上うわ手てに見えていた詩音。…その詩音は、…あの平和だった頃からは想像もつかないような哀れな声で…、…かつて小馬鹿にしていた姉に、平伏し、許しを請うていた。

　それを冷淡に見下ろす魅音の顔には、…明らかに愉ゆ悦えつの笑みが浮かんでいた。

「…あんたの希望なんか聞くつもりは全然なかったんだけど。あんたがあまりにも面白い声で泣くものだから。…何だか聞いてやってもいいような気がしてきたかな。……思えばあんたには姉らしいこと、何にもしてやれなかったからね。」

「……はい。……はい。……ありがとうございます、ありがとうございます…。」

「じゃあさ。これまでのことを謝ってみせてよ。そうしたら私も、これまでのことをすっかり水に流してあげてもいいかな。…そうしたら圭ちゃんだけは見逃してあげなくもないよ。」

　……俺を見逃さないこともないとは言うが、…詩音を見逃すとは一言も言わない。

　やがて、…格子の向こうに詩音が土下座するように這いつくばり、……弱々しい声で謝罪の言葉を口にし始めた。……それはか細く聞き取ることはできないが、…その意思だけは伝わってくる。

　魅音はこれ以上ないくらい愉快な顔をして聞いていたにもかかわらず、格子を蹴飛ばして不服だと告げた。

「…そんなので私の積せき年ねんの怨うらみ辛つらみが償つぐなえると思ってるわけ？　こんなんじゃ駄目だね。……やっぱり圭ちゃんから挽き肉だぁあぁ！！！！」

「嫌ぁあぁぁあぁあぁああああッ[image: !!!]　待って姉さまぁあ！！！！　もう一度‼　もう一度だけ…‼」

　……魅音はやれやれといった感じで足を止め、もう一度振り返る。…だがそれは仕方なくといった感じでなく、……詩音を虐めて楽しむ以外の何ものでもない。

「……ろくろく満足に謝れないあんただからね。…特別にお姉が心に届く謝罪の仕方ってのを教えてあげるよ。……一度しか教えないし、一いち言ごん一いっ句くでも間違えたらアウト。……いいね？」

「……はい。…はひ…。…ありぁとうぉざいますぉ姉さま……。ぅぅ……。」

　泣き叫び…すっかり喉を潰してしまった…詩音の哀れな声。

　…胸を搔き毟られる感触が…少しずつ戻ってくる。……それは湧き上がる怒りの感情。……悟る。俺は少しずつ…体の自由を取り戻しつつある…！

　だが、それは肌の感触や血流を感じることができるようになっただけのこと。…自分の意思で指を動かすには…まだまだ至らない………！

「ちゃんと覚えられたかなぁ。ではやってごらん。誠せい心しん誠せい意い徹てっ頭とう徹てつ尾び、心をこめてね。…………………ちゃぁんと出来たなら、あんただけを殺してあげるから。」

「…はぃ…、ありがとうございます……ありがとうございます…！」

　……何かがおかしい…。いつの間にかおかしい…。

　…ついさっきまで……こいつは確かに魅音だったのに…、……いつの間にかいつの間にか……魅音じゃない誰かになっている…‼

　俺のよく知る魅音は…こんな、人間の尊そん厳げんを踏みにじって楽しむような卑劣なことは絶対にしない…ッ[image: !!!]

「さ。やってごらん。お姉ちゃんはちゃんと聞いててあげるから。」

「………………………そ、……園崎詩音は……、」

　さっき、詩音の牢屋に駆け寄った時、俺のすぐ後ろで、本物と偽者が入れ替わったんじゃないのか…⁉　とにかく…こんなのは断じて、……魅音なんかじゃない‼

「……園崎詩音は………魅音姉さまの足元にも及ばない、下げ賤せんで卑しい雌めす豚ぶたでございます…。…身の程をわきまえず…お姉さまに働いた…か、数々のご無礼を、お、思えば……、ぅっく……、」

「ほらほらその調子。…少しは許してあげようかなって気になってきたよ～？」

　……全身に血が巡る…。痺れた感覚が戻ってくる…。まだ…もう少し…‼　…魅音が、…いや、魅音に似たあいつが詩音に気をとられている間に……早く…ッ‼

「……生意気だったこれまでを…反省し、……一生、…み、魅音姉さまに忠ちゅう誠せいを誓ちかいます…。…ですから……ぅぅ………、」

「あっはははははははははははははははははははははははははは……ッ‼」

　魅音の大笑いが、大空洞にものすごい声になって響き渡る。

　……それは、この世に生ける者の笑いではない。…紛れもなく、…地の底の、…鬼の笑い。

　飽きるまで腹の底から笑うと、突然ぷっつりと切れるように笑うのをやめた。

「いいよ、もう。…充分面白かったわ。あんたがそこまでプライドを捨てられるとは思わなかったから。うんうん。充分に愉快。」

　魅音は…、ようやく全身に感覚が戻りかけてきた俺を再び引きずり、…拷問室へ引っ張っていく。

「…ね、…姉さま…‼　…殺すのは……わ、私だけ……。その人は……許してあげ………、」

「安心しなって。ちゃあんとあんたは殺してあげるよ。……圭ちゃんの悲鳴をたぁっぷりと聞かせた後にね…！」

「……………………………………ぃ、……嫌ァああぁぁあああぁあああああああぁぁあぁああッ‼」

　拷問室に引きずられてきた俺は、手際よく拘束台に縛り付けられていった。あっという間に大の字に拘束されてしまう…。

　握り拳すらも満足に作れない両手を無理やり開かされ、指の一本一本まで厳重に拘束される…。……手ばかり、それも指ばかりが厳重に、蝶ちょう番つがいでぎりぎりと締め付けられ固定される。

「……お姉ぇえっぇぇぇえぇ…、殺さないでぇえぇぇえええ……、お姉ぇええええぇえぇ……‼」

　牢屋のある大空洞への扉は開け放たれていたので、詩音の無念の叫びはずっと聞こえてきていた。

「聞こえるかい詩音！　これから始めるよぉ‼　圭ちゃんの若い悲鳴をたっぷりと楽しみなぁ‼」

「………………………………いい加減にしろ……。」

　体に感覚が戻り、初めに俺が起こした行動は、魅音に似たそいつに呪いの言葉を吐きかけることだった。

「ようやくお目覚め？　私、さっき噓をついたね。…詩音を、一番惨たらしく殺してやろうと思って閉じ込めておいたけど、まだ思いつかないって言ったヤツ。あれが噓。」

　魅音は工具箱のようなものを持ってくる。…そして、大金槌と先端が銛もりのようにかぎ状になった、見るからに歪な五寸釘を並べ始めた。

「あの子に、自分のせいで死ぬ大勢の人の悲鳴をたっぷりと聞かせて、体の芯まで染み透らせてから殺すの。……なかなかセンスいいでしょ。くっくっくっく‼」

「………………………お前は……誰だ。」

「はぁ？　魅音でしょ。園崎魅音。…恐怖で頭が変になっちゃった？　くっくっく！」

「……………違うな。…お前が、……園崎魅音であるはずがない…！」

　魅音は鼻で笑いながら…、恐ろしい拷問の準備をちゃくちゃくと進めていく。

「………へぇ。じゃあ私が魅音じゃなかったら、私ゃ誰なわけぇ？」

「……………………………鬼だ。」




「へ？」

「……………………お前は魅音じゃない。……さっきまで一緒だった魅音を返せ。」

「……圭ちゃん、本当に頭は大丈夫？　恐怖で頭がどうかなっちゃった？」

「触るなッ[image: !!!]　…この鬼め……[image: !!!]　返せッ‼　魅音を返せよ[image: !!!]　俺の最高の友人だった…魅音を返せぇえぇえええッ[image: !!!]」

　魅音は俺が何を言い出すのかと、しばらくの間、ぽかんとして聞いていた。

　俺自身、…自分が錯乱しかけていることはわかっていた。

　…魅音を目の前にして、魅音を返せなどと…世よ迷まい言ごとであることはわかってる。でも……でも…！　目の前の今のこいつは…断じて魅音ではありえないッ[image: !!!]　認めるわけには…いかないのだ…‼

　だから…俺は思った。

　魅音には…本当に鬼が取り憑ついていて……、二重人格のような状態にして魅音を操っているのだ…[image: !!!]

　魅音はそれに操られたただの被害者で……本当の悪いやつは…こいつ！　この取り憑いた鬼に違いない…ッ[image: !!!]

「あーっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは[image: !!!]　あーっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは[image: !!!]」

　それを聞いた魅音は…げらげらと大笑いし、むせ返って咳き込むくらいに笑い転げた。

「……………あんたって、…本当におめでたい人だね。園崎魅音に殺されようとしているこの瞬間に、目の前の私を否定するわけ？　……こんな面白い人が世の中にいるなんて初めて知ったわ。」

「……………………笑いたければ好きなだけ笑え。…だがお前が何を言おうと、俺はお前が魅音だなんて認めない。…魅音を返せ。退け、鬼めッ！！！！」

「わーっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは[image: !!!]　…圭ちゃん、…私を笑い涙で溺れ殺すつもり…？　わーっはっはっはっはっはっはっはっはっは[image: !!!]」

　だが…俺はそんな笑い声に負けたりしない。大声で叫ぶ。…目の前の魅音の内側に閉じ込められてしまった…本当の魅音に聞こえるように、…心の底から。

「がんばれ魅音…！　こんな…鬼おに畜ちく生しょうに負けるな…[image: !!!]　本当に強い…お前の力を見せてくれぇえぇえ[image: !!!]」

「わっはっはっはっはっはっはっは！　わーっはっはっはっはっはっはっはっは[image: !!!]」

　涙がこみ上げてぼろぼろと溢れ出す…。両手が拘束されているから、それを拭うこともできず、流れるに任せた。

「頼むよ……魅音…[image: !!!]　魅音‼　どこで…お前はこんな鬼に負けちまったんだ⁉　お前はそんな弱いヤツじゃないだろ⁉　負けるな…、戦え、…戦えぇえぇえ[image: !!!]」

　魅音は笑いをぐっとこらえながら、五寸釘を、俺の左手の小指の先端に当てた。…右手には金槌。…小脇には何十本もの釘がある。……これから何が行なわれようとしているのか…嫌でもわかる。

　…でも…怖がってなんかいられなかった。…だから叫んだ‼

「わーっはっはっはっはっはっはっは……。はぁ、……お腹の筋肉がよじれて痛いよ。………もういい？　そろそろ始めるよ？　いい声を出してね。これは圭ちゃんへの拷問である以上に、詩音への拷問でもあるんだからさ。」

「………………どうして、……………………どうして、……こんなことに…。……………

………魅音…ッ[image: !!!]」

　あとは…男泣き。……嗚咽しか出なかった。…それはこれから行なわれる拷問への観念なんかじゃない。……魅音が…鬼に負けてしまった何かへの、無念だった。

　……だが、目の前の魅音に小さな変化が起こった。……高まった興奮が…少しずつ引いていっているのだ。

　俺が気付いた時、……目の前のそいつは、魅音を取り戻していた。

「……………圭ちゃん。…冥めい土どの土産みやげ、…なんて気の利いたものじゃないけれど。…………どうしても知りたがっているようだから、ひとつだけ教えてあげるよ。」

　…………それが魅音なのか、……鬼が取り戻したつかの間の人心なのかは、…わからない。

「私の中に鬼が宿ったのはずいぶん前。…その鬼は私を蝕み凶行に駆り立てようとした。……だけれど、私はそれを理性で抑えつけた。……鬼はそれで治まり、…私は、その鬼はどこかへ行ってしまったんだと思い込んでいた。……でも、本当は違った。…………私の中から出て行ったんじゃなく、…私の中で眠っていただけだったの。」

　…………魅音の目元に…涙が溜まっているのに、気付く。

「その鬼は、…ある小さなことをきっかけにまた目覚めてしまった。………それは…何に原因があったと思う…？」

　………………………………………魅音の瞳に、悲しい、でも責めるような光。

「………わかる？」

　わからない……。魅音が鬼に負けてしまったきっかけが…わからない。

「…………………………………。鬼の私が教えるのも変だけれど。……あんたが全てを狂わせてしまった元凶。」

　……魅音の目から…溜まった涙がすーっと、…こぼれる。

「…………………あの時、…あんたがもらった人形を、躊躇なく私に渡していたなら、…………全ては狂いださなかったかもしれない。」

　もらった人形…。

　……あの、……日曜日におもちゃ屋で部活をした時にもらった……人形……。

「圭ちゃんには理解できないだろうね。理解できなくて当然。………だけどね、そこからドミノ倒しみたいにパタパタパタといろんなものが倒れ始めて、…収しゅう拾しゅうがつかなくなってしまった。……初めの小さなひとつを倒したあんたに自覚がないのは当然だろうけど、………あんたが元凶なの。」

「……………………そんな………俺が………………、」

「…あんたが『魅音』を泣かさなかったら、……私は起きなくて済んだのにね。…………

……………これで充分？　冥土の土産は…。」

　………俺の、………あの日の間違いが…………全てを狂わせてしまった……？

「……そんな、……噓…だろ……？」

「自覚がないのは当然…。でも、紛れもなく元凶なのは圭ちゃん。…………あの時、あんたがさりげなく人形を私にあげていたら、………多分こんなことにはならなかったと思う。」

　………その時、……あ、…と声を上げそうになる……。

　…俺はそのことをレナに教えられて、謝ったつもりでいた。……でも、俺が謝ったのは魅音じゃない。あれは…詩音だった。

　……つまり、……何てこと…。

　俺は………今日まで……魅音に一言も謝っていなかったのだ……。

　今日、この家に来て、謝ることがあると言っておきながら……、このことを一言も謝らなかった。

　…思えば、…祭具殿に入ったことを謝った時、…魅音が落胆したような寂しさをみせていたように思う。……どうして今頃…俺は気付くんだ……！

　あの時はレナに教えられ、…今度は本人に、…いや、…鬼に教えられ…。……俺っていう鈍感野郎は…いっぺん死ななきゃ…治らないっていうのか……[image: !!!]

「……………ぅぅぅ…………ぅぅ……‼」

　もう…あふれ出す熱い涙をこらえることなんか出来なかった。ただただ、…ぼろぼろと涙を流し、……涙の味を、…後悔の味を…淡々と嚙み締めるしかなかった…。

「……じゃあそろそろいい？　この拷問はね、とてもシンプル。左手の小指の先端の節ふしに釘を打つ。順に親指まで打ったらまた小指に戻って、今度は真ん中の節に釘を打つ。…この調子で十五本の釘で左手を打ちつける。それが終わったら次は右手。……それが終わったら次は、…………まだ意識があったら教えるね。指先って、たくさんの神経が集まってるから、圭ちゃんが想像するよりもはるかに痛いよ。…両手三十本を打ち終える前に、失しっ神しんしちゃう人もいるそうだから…。」

　魅音が釘の先端を俺の、左手の小指に当てる。……痛いくらいに手首も腕も、全ての指の関節も締め付けられ、痙攣ひとつできない。

「…………他の人を拷問する時にはなんのためらいもなかったけど。……なぜかあんたにはためらいがあるよ。」

「………………………………それで魅音の鬼が治まるなら、気の済むようにやってくれ…。」

「あ、…………あんた、……本気で言ってるの…？」

「俺が傷つけた魅音の痛みに比べれば…こんなの大したことないんだろ？」

「……………………………………………………。」

「……気の済むようにするといい。……そのかわり、…二つ約束しろ。」

　魅音は無言。…だが、…俺の言葉を待ってくれた。

「…………俺を気が済むまで痛めつけたら、……詩音は許してやれ。……祭具殿に忍び込んだ罪には、それで充分見合う仕打ちをしたはずだ。」

「あんた、………この期に及んで…自分より詩音の心配ができるわけ…？」

「…もう一つは、……気が済んだら、…もうお前は消えろ。………その体を、……魅音に返してやってくれ。…………………それだけだ。」

「……………。……………あんたって人には、……命いのち乞ごいをするとか、そういう考えは思い浮かばないの？」

「…………約束、二つじゃなくて三つにしていいか。…三つ目は、俺を殺すなにしてくれ。」

「…あははははは。最初に二つって言ったでしょ。…だからもう駄目。」

「……………そいつぁ残念……。」

　こんな…普通じゃない状況下で、…俺と魅音は二人して、…つまらない冗談を笑い合うように…穏やかに笑い合った…。

「……多分、私は約束を守らないよ？　鬼だから。」

「その時は仕方がないさ…。」

　………歯医者で痛みに耐える時、両手をぐっと握ってこらえた。…だが、今は指先まで開かれてしまったので握ることもかなわない。…だから代わりに両足の指をぐっと握った。

　…さぁ……やれ。覚悟はもうできていた。

　だから。…こうしていつまでも釘を打たれない方がかえって怖かった。…その覚悟が挫くじけてしまいそうで…。

　魅音は金槌を置くと、俺の頰を……やさしく撫でた。

「……圭ちゃん。今の、……三つ目の願いだけは、聞いてもいいよ。」

「…………………え。」

　三つ目の願い。……俺を殺すな。………を、聞いてもいいって…？

「一つ目の願い。詩音を救うこと。…これはもう無理。……詩音は鬼が殺してしまう。…それはもう決められたことだから止められない。だから諦めて。」

　華きゃ奢しゃな指が俺の顔に触れる。…頰から、顎あごにかけてをなぞる。

「そして二つ目の願い。この体を魅音に返すこと。…これももう無理。……今日を境に魅音が戻ってくることはもうない。……今日以降、もし私の姿があったとしても、それは姿だけ。…私の姿をした鬼だから。」

「…………そんなことはない。……魅音は…魅音だ…！　もう戻ってこないなんて…悲しいことを言うな…！」

「…………………………………………………………聞こえる？　あの音。」

　魅音が軽く目を閉じ、耳を澄ます…。…それは確かに俺にも聞こえた。

　一定の間隔で繰り返される鈍い音。……振動を伴う重い音。

　この地下祭具殿の鉄扉に大勢が体当たりか何かをしているのだ…。

「帰りが遅いから、レナが大石を呼んだんでしょ。………あのぼやーっとした感じの子が、こんなに頭が回るのだけは計算外だったな。」

「………………それについては同感だよ。」

　魅音はしてやられたというようにニヤッと笑うと、ポケットから電気髭ひげ剃そりのようなものを取り出す。……スイッチを押すと青白い火花がバチバチ！　と散った。

「…………見たことないでしょ。本物のスタンガンだよ。…違法品なんでかなり出力が上げられるようになってるけどね。」

「…さっき、俺に喰らわせたのはそれか。……子供の玩具には向かねぇぞ。」

「くっくっく。…そうだね。」

　スタンガンを俺に当てるつもりらしい。…身動きできない俺の首に、その冷たい塊を押し付ける。

　ドォォ…ン！　最初の鉄扉を破ったらしい轟ごう音おんが聞こえてくる。

　通路は多少入り組んでいるけど、…この拷問室の扉以外に、もう遮るものはない。

「……殺さないけど、しばらく圭ちゃんにはお休みしててもらうね。すぐに大石が来てくれるから。ちょっとの我慢。」

　……さっきと同じ衝撃がもう一度か…。歯を食いしばったってどうにもならないだろうが、…ぐっと食いしばる。

　だが、釘を打とうとした時と同じ様に、少しの躊躇があった。

　……ぐっと閉じていたまぶたを少しだけ開ける…。

「…………………………………ごめんね。……魅音を汚して。」

「………ここに入る前に約束した。何があっても、俺の中の魅音は変わらない。」

「…………………でも忘れて。今日以降、もしも私を見かけても、…近寄らないでね。……それは私の屍しかばねに取り憑いた…鬼なんだから。」

　何を言ってるんだよ。…そう言おうとした瞬間、…さっきよりもはるかに強い光が瞬またたいて……テレビのスイッチが切れるように、…俺の意識を真っ暗にしてしまった…。






エピローグ






　昭和五十八年六月。

　ＸＸ県鹿骨市雛見沢村で、連続失踪事件が発生した。

　容疑者は、園崎魅音（十Ｘ歳）。

　容疑者は六月二十日未明から二十一日までの間に雛見沢村住民五人（園崎お魎・園崎詩音・公由喜一郎・古手梨花・北条沙都子）を拉ら致ち、監禁して内四人を殺害した疑い。

　事件は当初、情報不足のため初動捜査で後おくれをとったが、偶然的、電撃的に進展した。

　二十三日午前中、園崎邸前を巡回していた警けい邏ら車両は邸内からの悲鳴を聞き、緊急措そ置ちとして邸内へ突入。

　失踪中の容疑者の妹（園崎詩音）とクラスメート二名（前原圭一・竜宮礼奈）を保護した。

　容疑者は現場より逃走する。

　失踪者たちを殺害したと思われる園崎邸内の離れ地下奥、拷問室からは、失踪者四人（園崎お魎・公由喜一郎・古手梨花・北条沙都子）の毛髪、皮膚片、血液などを発見。拷問室内で失踪者たちが拷問を受けたものと断定した。

　ただし、その遺体は依然、発見されていない。

　監禁されていたクラスメートの証言から、監禁現場となった園崎邸内の離れ地下にあるものと見て捜索を続けているが、容疑者の逃亡ルート共々、発見には未だ至っていない。

　また、ほのめかしたとされる近年の連続怪死事件への関与も捜査が続けられているが、園崎魅音が直接、または間接的に関わったという証拠は発見されていない。

　事件の動機には今もなお不審な点が多く、また、園崎家、雛見沢村住民の極度の非協力もあり、その解明には膨大な時間を要することが予想される。

　地域に詳しい地元警察では、雛見沢村内の信仰に対する冒ぼう瀆とく行為を巡る、内部懲ちょう罰ばつ、リンチ事件ではないかと見ている。

　地域性に根ざした特殊な事件であることは間違いなく、県警本部は慎重な捜査を命じた。

　容疑者の妹で、もっとも監禁期間の長いと思われる失踪者（園崎詩音）から重要な手掛かりを得られるのではないかと期待したが、事件後、精神に重度の後こう遺い症しょうを患い、今日まで事情聴取に応じられる精神状態にない。

　精神科医は、ショックによる一過性のものと診断したが、その回復の目め処どは今日でも立っていない。




　………………………………………あれから、…ほんの何日かが過ぎた。

　俺はあの後、レナが呼んでくれた大石さんたちに救い出された。

　真っ白になってしまった俺の意識以外には、目立つ外傷もない。あると言えば、スタンガンを受けた時に出来た小さな火傷やけどの痕あとくらいだ。

　……俺は病院で検査を受けながら、…大石さんにあれやこれやと質問を受けたが、……何を聞かれて、どう答えたかはあまり記憶に残っていない。

　聞いた話では、……なんと魅音はまだ捕まっていないのだという。

　奥の牢屋のある大空洞からは無数の通路や小部屋が広がっていたらしい。……そのどこかに外へ逃れる隠し通路があったとしても何の不思議もない。

　ひとつだけ良いことがあったとすれば、……詩音は無事、警察に保護された点だった。

　魅音の別れ際の様子では…道連れに殺しかねない雰囲気だったが…。…きっと大石さんが予想以上に早く駆けつけてくれたので、殺す充分な時間がなかったのだろう。

　……それだけが…本当に幸運な出来事だった。

　もっとも、…救助された詩音は……外傷こそないものの…、心に深い傷を負ってしまっていた。……救出時には重度の錯乱状態で、警官たちに嚙み付いて抵抗したという。

　聞いた話では、見る影見る影がみんな魅音に見えてしまうらしく、病院はおろか、自宅すらも嫌がり、住所を伏せ、鹿骨市内の某所に引き籠こもっているという…。

　……また、魅音がやって来ると恐れて日々、所在を転々と変えているらしく、その正確な所在は実家ですら知りかねていた。

　どこに住んでいるにせよ、……今も詩音は、魅音の影に怯えながら日々を過ごしている……。




　警察は今もあの園崎家の地下祭具殿を調べているらしい。

　なぜなら、他の犠牲者たちの遺体が見つからないからだ。

　……確か魅音は、…死体を井戸に捨てた…と言っていたように思う。

　それは井戸状の垂直な隠しトンネルがあの地下道のどこかにあるということだ。

　地図も建築図面もない秘密の地下は……、梨花ちゃんや沙都子、その他大勢の犠牲者の遺体を飲み込んだまま、……まだ真相を語る気はないらしい…。

　俺も現場検証とやらで、もう一度あの地下に連れ戻されたが、……。何も役に立つことは思い出せなかった。…………もう二度とあそこへ戻りたいとは思わない。




　自宅には連日、興宮の園崎家、つまりヤクザの大幹部でもあるという魅音と詩音の両親が、大勢の子分を連れて謝罪にやって来た。

　両親がいくら断っても、毎日、慰い謝しゃ料りょうと称して百万円の札さつ束たばをいくつも積んでいった。

　その額が日々積み重なり、何千万かを超えた時、今度は手紙の入った封筒も渡された。

　……その手紙に何が書かれていたのかはわからない。

　両親は俺を抜きにして二晩も話し込み……………………、引越しを決めた。




「……そっか。……引っ越しちゃうんだね。……いつ？」

「来月の終わり。…………雛見沢には結局、半年もいつかなかったことになるな。」

　レナは俺がそう切り出すことに多少の覚悟があったのかもしれない。…でも、淡々としたその口調は、…多分、レナなりに深いショックを表しているに違いなかった。

　いつも賑やかにしていた部活メンバーは、今や俺とレナの二人しかいない。…最後の仲間であった俺もやがては雛見沢を去り、………あの楽しかった魅音の「我が部」は、消え去ってしまう。

　通学にも、勉強にも、昼休みにも、そして放課後にも。……もう「我が部」には、俺とレナ以外の姿はないのだ。

　だから。魅音と別れた後はレナと二人きりになるいつもの下校路であっても、……大切な何かが永遠に欠けてしまった気持ちのままだった。

「………………………………………寂しくなるね。…私一人しか、…残らない。」

　レナは寂しそうに笑った。

　それに相槌を打つと…もっと寂しくなる気がしたので、俺は話題を変えた。

「………………こう考えることがあるんだ。実は魅音は逃げているのではなく、……本当の意味での鬼隠しにあって消えてしまったのではないか、…と。」

　消えてどこへ行ったのか、……それはわからない。

　消えた先には…何があるのだろう。

　……魅音が喜ぶような輸入物を取り扱ったホビーショップがあればいい…。

　そこは…煩わずらわしい一族のしがらみなど何もなくて、…園崎魅音じゃない、ただの魅音として楽しく過ごせる場所に違いない…。

　…もう梨花ちゃんや沙都子も合流してるかもしれない。

　そして…いつの日か俺とレナが合流するのを待ちながら、……今日もにぎやかに、…部活に明け暮れているに違いないのだ…。

　それをレナに話したら、笑いながら頷いてくれた…。







　学校とご近所は俺たちにやさしかったかもしれないが、無情な世間はそうもいかないようだった。

　園崎家が必死に隠していた事件も、わずかなほころびから雑誌社にすっぱ抜かれることになった。

　芋いもづる式に近年の連続怪死事件が取り上げられ、…テレビのワイドショーは連日、このニュースを取り上げた。

　面白おかしく、いい加減なことを言うワイドショーは、決して魅音が背負っていた重く、…険しい歴史について触れようとはしない。

　……そんな面白半分な取り上げ方に腹を立てたが、…もうどうしようもないことだった。




　俺の人生にとって、…この雛見沢で過ごしたわずか数週間は、…どれだけの印象を残すのだろう。

　……この数週間の間に、最高の友人たちと出会い、最高の経験をした。……多分、…一生忘れない。

　マスコミが作り上げていく歪わい曲きょくした魅音像。……それは大衆が飽きるまで慰み者にされた後、くしゃっと丸めてゴミ箱に捨てられるように、……やがて忘れ去られるだろう。

　俺は、……本当の魅音を知る数少ないひとりとして、……それをずっと覚えていなくてはならない。……それがきっと、……魅音への手た向むけになると信じているから。

　……空はどこまでも高く、…そびえるような入にゅう道どう雲ぐもが浮いている。

　本当の夏が、…すぐそこまで来ていた。




　今でも、……夜の十時になると…詩音、いや魅音から電話が掛かってくる気がする。

　全てが終わった今、電話が掛かってくるはずなど、ない。

　……だが、掛かってくるはずがないからこそ、…今度こそ、……その電話がどこから、誰が掛けているのか、……恐ろしい。

　それに魅音はまだ捕まっていないのだ。……全てが完全に終わったなどとは、言い切れない。

　でも、それを恐ろしく思う気持ちは、…魅音の無事を祈る気持ちの裏返しでもあるのだ。

　……そう思えば、その恐ろしいという気持ちも、一緒に抱いて寝ることができた。




　消しょう灯とうする。

　…かつては消灯すると襲ってくるのは…恐怖の感情だった。…だが、それは二日と経たない内に、後悔へと転じた。

　カーテンの隙間からの月明かりが、机の上に置かれた人形を照らす。

　………そう。……あの日、魅音に渡すべきだった、…あの人形。

　イギリスだかどこだかの輸入物で、流行ってるとか何とか言ってたっけ。………詩音が言うには、その中で一番人気があるのが、あのフワフワのドレスを着たヤツらしい。

　事件から解放されて、…俺が最初に行ったのが、あのおもちゃ屋だった。

　店頭ディスプレイの物以外は全て売り切れてしまったそうだった。…展示品は売らないと一度は断られたのだが、…俺が、例の事件の生存者Ａだとわかると、すぐに承諾してくれた。

　…だが、買っても渡す機会は、……もう永遠に訪れないかもしれない。

　それを知りつつも、……俺は渡せる機会を待っている。

　こうして、…いつでも渡せるように机の上に置いて、…その機会を待っている。




　コツン。

　……変な音がした。…聞きなれない音だった。

　降り始めた雨が窓にぶつかるにしては大きすぎる音だったし、…迷い込んだ昆虫が蛍けい光こう灯とうにぶつかる音ともまったく違った。

　何かの聞き間違いかと思い、布団をかぶり直す……。

　コツン。

　もう一度、音がした。

　聞き間違いなんかじゃない。…間違いなく聞こえた。

　どこから？　起き上がり、灯りをつける。

　二度あったことなら三度目もあるはず。……一体どこから…。耳を澄ます……。

　コツン。

　窓だ。…窓に、…小石か何かがぶつけられているのだ。

　それが風などで飛んでくるものでなく、人の手で投げられていることに気付き、ぎょっとする。

　時計を見ると……、深夜の二時。

　…こんな時間に誰が…。…カーテンの隙間から…そっと表をうかがう。

　門の灯りのところに……こんな時間なのに、人影があった。

　それは砂利を拾い上げると、…この窓に向けて投げつけていた。…それが窓に当たり、コツンという音を立てる。

　誰なんだ………………。

「…………あ、……………………ッ！」

　はっと息を吞む…。その人影は…見間違いでないなら……、…魅音だった。

　窓をガラリと開けて、人影を改めて見直す。

　み…見間違いなんかじゃない。…魅音だ！　……魅音だ‼　生きて…いたんだ‼

　魅音は大声を出さないようにと、人差し指を口元に当てて、シーーッとしてみせた。

　それがなかったら、…危うく俺は大声を出すところだった。

　……魅音は今、…とても微妙な立場だ。…たとえ深夜といえども、その名を呼ばない方がいい。

　俺はすぐにそこへ行くと身振りで示し、寝巻きの上に上着を羽は織おって部屋を飛び出る。

　…………階段を降りる直前に急ブレーキ。

　……うれしい気持ちが芽生えたのと同時に、……これが多分、最後の別れになるだろうという悲しい予感もした。

　だから部屋へ一度戻り、………あの人形を手に取った。

　神さまがいるなら……今日ほど感謝することはない。…たとえこれが…今こん生じょうの別れだとしても……、…この唯一の機会を与えてくれたことを……感謝する…‼

　サンダルを履き、カギを開け、チェーンを外し…、表へ飛び出た。

「……はぁ、……はぁ、……魅音…！」

「あはははは、お久しぶり～。…どう？　元気にしてた？」

　まるで…いつもの朝の待ち合わせみたいに、…魅音は手を振って応えてくれた。

　紛れもなく…魅音だった。…本物の魅音だった…。

「……お前、……こんなところをうろついてて……大丈夫なのか…⁉」

「…………本当はいけないよ。…えへへへ。」

　…こいつ、…警察に追われてるって自覚、足りないんじゃないのかぁ…？

　何だかまるで、…入院した患者が、飽きて病院を抜け出しているような、…そんな錯覚をさせるのんびりした言い方に…思わず呆れてしまった。

　…だけど、そんな余裕がむしろ魅音らしくて、…うれしかった。

「それより……どうしたんだよ。こんな時間に。」

「…最後にお話ししたかったから。」

　その時、気付く。……魅音の額に、玉のような汗がいくつも浮いていることを。……満面の笑みだと思っていた表情も…よく見ると小さく震え、……無理に装っているものであることがわかった。

「………私ね、……えへへへ、……もう、……ここにはいられない…。」

　言葉にも辛そうな響きがこもり始める…。笑顔を作るのも…やっとのような。

「だ、大丈夫か…。どこか具合でも…、」

「…今日まで……がが、……がんばってきたけど…、あははは、…自分でわかるの。……もうだめ…もう限界…。私のお迎えは……もう、すぐ後ろまで来てる…。あははは………。」

　魅音の笑顔が崩れ、…強張ったものに変わりはじめる。

　……こいつはこんなにも無理をして、…俺のところへ来てくれたのか……？

「あ…はははは、…はは……は、……はぁ………はぁ………はぁ…！」

　笑いが途切れ…それは荒い息に変わる。

　背中をさすろうと手を伸ばすが、それは叩かれた。

「大丈夫かよ…！　もう無理するな…。あ、…そうだ。…俺、魅音に、」

　渡すものがあったんだよ。…この人形……。

　…俺は魅音の限られた時間の短さを知り、…自分が済ませたかった最後の用事を、……済ませるつもりだった。

　………だがその最後の用事は、………………おぶ……、

　……………………………ぐ、……ぅ、

　…………………。

　……お腹が、……熱い。

　………魅音が……肉厚の…ナイフのような包丁のような…刃物を、…突き立てて……、

　…それをぎゅうっと…押し付けて、…ねじるように…ぐいぃ…っと…。

　魅…音…？

　…おい、……ちょ、…っと…痛い………よ……。

「け、……けけけ…けけけけけけけけけけけけけけけけけ…！　間に合った…。…間に合った…！　…くけけけけけけけけけけけけけけけけけけ[image: !!!]」

　地面にそのまま…うずくまる。…お腹が火を噴ふいたように……熱い……。

　魅音はそれを見届けると数歩後ずさってから、…ケタケタと奇き声せいで笑った。

「げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ‼　出来た、全部出来た！　私が殺したいヤツは…これで全員…[image: !!!]　げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ‼」

　…あの日、魅音が俺に残した最後の言葉が…蘇る。

「……今日を境に魅音が戻ってくることはもうない。」

　今日以降、もし私の姿があったとしても、それは姿だけ。

　…私の姿をした鬼だから。

　鬼だから。…鬼だから。………鬼だから。

「…み、………魅、…………………音………………、」

　…そんな、…………会えたと、………思ったのに……。……こんな、…ことって、…………………魅音………。

　……自らの作る血溜まりに……、魅音のために買っておいた人形が……赤く、…赤く、……染められて……………。

　………………………………魅音………………………。

　もう一度だけ魅音に会わせてくれた幸運と、……それを目の前で引き裂いてくれた不運と。……感謝すればいいのか、呪えばいいのか。……どちらとも付かない感情のまま、…俺は意識を真っ暗な沼の底へ沈めて行く……。

　魅音のために買った人形が、………血で……汚れてしまって………。こすってもこすっても……余計に……汚…れて……しま……って……………、

　…………悲しい月が、凍えそうなくらいに、白い……。





　昭和五十八年六月二十八日。

　ＸＸ県鹿骨市雛見沢村で、殺人未遂事件が発生。

　被害者は先の連続失踪事件の被害者でもある、前原圭一。

　午前二時ごろ、自宅を訪れた、先の事件の容疑者（園崎魅音）に腹部を刃物のようなもので刺され重傷。

　起き出して来た家人に発見され、診療所へ搬はん送そう。一命を取り留めた。

　犯人は逃走。




　同日推定同時刻。

　ＸＸ県鹿骨市興宮のマンションで、転落事故が発生。

　被害者は先の連続失踪事件の被害者でもある、園崎詩音。

　同日深夜、被害者が何者かと大喧嘩をしているような騒動を隣人が聞き管理人に通報。

　管理人が合鍵を使って室内に入り、八階のベランダから転落死した被害者を発見した。

　室内は荒れ果て、争った形跡のようにも見えた。

　隣人は園崎家に古くから出入りのある人間で、当時の騒動を姉妹喧嘩にそっくりで、互いに罵りあう声を聞いたと証言する。

　先の事件の容疑者による、同日に発生した雛見沢村での殺人未遂事件との関連性があると見て、室内を徹底的に捜索したが、被害者以外の人間がいたことを示す痕跡は発見することができなかった。

　被害者は真下にある植樹帯の植え込みに落下。首の骨を折り即死。

　着衣には乱れがあり、取っ組み合いをした形跡も見られた。…だが、事件後の被害者の特殊な精神状態から、錯乱による自殺ではないかとも見られている。

　自殺と事件の両面から、慎重な捜査が行なわれている…。





死者が開け、死者が下ろす幕






　俺は結局、………死に損ねた。

「………本当に五分だけですからね。刺激しないようにして下さい。」

「えぇえぇ。心得ていますよ。」

　扉が開き、…想像通り、大石さんが入ってきた。

「どうもどうも前原さん。ご無ぶ沙さ汰たしておりますね。その後、お加減はいかがですか。」

「……医者が言うには術後の回復は順調だそうですが、…あんたの顔を見たらまた傷が悪くなりそうです。」

「なっはっはっはっはっは！　こりゃあ手厳しい。」

　大石さんは汗臭い声で笑いながら、病院の一階のおみやげコーナーで買ってきたらしい菓子の詰め合わせをお袋に渡した。

「すみません、お母さん。ほんのしばらく圭一くんとお話しする時間をいただいてもよろしいですか？」

　お袋は、警察が親抜きで息子と話をすることに不快感をあらわにした。……だが、俺からも言う。

「……母さん。悪いけど、ほんのちょっとだけ。五分でいいから。」

　お袋は渋々とだけど、退室してくれた。

　扉が閉まると、大石さんはにやーっと笑って病室内を見回した。

「個室なんていい身分ですねぇ！　うちの婆さまなんか、いっつも相部屋ですよ？　そりゃーもう賑やかなことで。ああいうところじゃ、病気の重さがひとつのステータスになるらしいんですよ。より重病な患者ほど偉いというか威張っているというか…。」

「…大石さん、五分ですよ。できればこれを本当に最後の五分にしてほしいものです。……俺はもう雛見沢とは関係ないし、…ここももう雛見沢じゃない。」

「……興宮には総合病院はありませんからねぇ。…椅子、よろしいですかな？　よっこらしょっと。」

　ここは鹿骨市内の大きな大学病院だ。

　さすがに雛見沢や興宮なんかとは全然違って、立派な都会。あの雛見沢と、同じ市内にあるとはにわかには信じがたい。

「転院はいつ頃になりそうですか？」

「さぁ。…俺的にはいつでもＯＫなんですけどね。」

　俺の大怪我のせいで引越しは少し遅れることになってしまった。

　だが、すでに両親は雛見沢の家を出、新しい引越し先で生活している。

　俺も搬送が可能な状態にまで回復したら、引越し先の病院に転院する予定だ。

「…転院先にまで来ないで下さいよ。本当に具合が悪くなりますからね。」

「いやぁ…すっかり嫌われちゃいました。仕事柄とは言え、心苦しいですよ。なので、今日はこれまでの罪つみ滅ほろぼしに素敵なおみやげをいろいろお持ちしましたので。」

「………別にクッキーの詰め合わせなんか持ってこなくっても。」

「それがねぇ～。実は中身はクッキーじゃないんですよ。ほぅら～。」

　大石さんがガパンとクッキーの缶を開けると……のわ⁉　痛いてて、手術跡が突っ張る…。

「前原さんの好みがわからなかったので、いろいろと持ってきましたよ～。ほぅら、洋物に劇画からかわいらしいのまで色々！　最近はこんな女の子向けみたいなＨマンガもあるんですねぇ～。」

「エエエエ、エロ本なんか持ってこないで下さい～[image: !!!]　持って帰って持って帰って‼　痛ててててて…‼」

「んっふっふっふ！　健全な若者がこんな所にずーーーっと閉じ込められてたら、さぞや御入用だと思ったんですけどねぇ。こんなところにいると看護婦フェチにしかなりませんよぅ？　世の中には看護婦さん以外にも素晴らしいものがいっぱいあるんですからねぇ！　今から専門を決めないで、幅広く！　オールラウンドに行かなくちゃ。んっふっふっふっふっふ‼」

　大石さんの下品な笑いに合わせて、俺も苦笑いを返す。

　…でも、何となくわかっていた。大石さんが、こんな切り出し方をするということは、……何か重要な話があるに違いないのだ。

「……………詩音さんの件は本当にお気の毒でした。」

「…………………………………………………。」




　俺が魅音に刺されたあの夜。詩音はベランダから落ちて死んだ。

　…警察は事故、自殺、他殺の全ての可能性で調べる、なんて言っていたが、…魅音の仕業以外にはありえないのだ…。

　魅音が、詩音の隠れ家を探り当て、……突き落として殺した。それ以外に考えられない。

「……………事故のわけない。……魅音です。…絶対に。」

「………鑑かん識しきの連中は自殺だとしか思えないなんて言ってるんですが、私も前原さんと同じ意見です。…詩音さんを突き落とし、さらにあなたを刺した。…一晩の内にね。」

「…………………………魅音は、…まだ見つからないんですか。」

「そうそう。それを今日はお伝えしたくて来たんですよ。…はい。実は見つかったんです。」

「えぇ⁉　………痛てててて…、」

　…それは…何だか不思議な気持ちだった。

　事件が本当の意味で終わったという安堵感と、…親友がついに捕まったという気の毒に思う気持ちと。……他にも他にも…。……複雑な胸中だった。

「それだけじゃない。園崎家の例の地下。…隠し井戸も見つかったんですよ。前原さんが仰おっしゃられてた通り、失踪者全員の遺体をその底で発見しました。」

「………………………そう、……ですか…。」

　…遺体が見つからないということだけを心の拠より所に、…今日まで信じてきた梨花ちゃんや沙都子が、……生きている可能性は、…潰ついえた。

「あの地下に、実に巧こう妙みょうに隠されてましてね。いやいや、まさに死角中の死角でした。井戸状に掘られた垂すい直ちょくトンネルでして。…ハシゴが設けてあって、下へずーーっと行ったところに今度は横へ抜けるトンネルが作られていました。…そこを数百メートルも這って進むと、何と山中の古井戸に抜けられましてね。」

「………過去の園崎家の当主が作らせた、秘密の逃げ道だったんでしょうね。」

「でしょうなぁ。…明治以降に作ったものでしょうが。いやいや、…よくもあんなものを作ったもんです。」

「……………みんなの遺体は、………その底に…？」

「はい。…逃げ道の通路よりもさらに下に、コールタール状の泥水が溜まってまして。そこに無造作に投げ込まれていました。相当の高さから落としたわけですから、遺体はどっぷりと埋まってしまってましてね。…遺体の引き上げにはだいぶ苦労させられました。」

「………………………………全員、見つかりましたか。」

　梨花ちゃんと沙都子だけは、…見つからないでほしい。…そんな願いをこめたつもりだったが、その淡い願いはあっという間に打ち砕かれた。

「はい。全員。……それどころか、死後十年以上経過したと思われる人骨も見つかりました。最低でも三人分はあると思われます。……雛見沢の歴史の暗あん部ぶというわけでしょうなぁ。泥を全部吸い出したら、…一体何人分の骨が出てくるやら。……怖い話です。」

　………………その重さは、そのまま魅音の肩に圧し掛かっていた重さなのだ。

　………魅音。………………………………。

「…今、鹿骨市内の過去数十年の失踪者を洗いなおしているところです。…諦められてた失踪事件も、これを機にぜーんぶ解決するんじゃないかなんて言われてますよ。」

「………………………………。」

　深い沈黙に……重いため息を漏らす…。

　大石さんがタバコで間を持たそうとしたが、禁煙場所であることに気付き、諦めて胸ポケットにしまった。

「そうそう。…これは寄り道なんですが、……古手梨花さん、ご存知ですよね？」

「もちろん。……仲間ですから。」

「彼女、例えば糖とう尿にょう病びょうでインスリンの注射を常用していたとか、そんな話はありました？」

　……………⁇　梨花ちゃんが糖尿病[image: ???]　何の話だかわからない。

「実は、彼女のスカートのポッケからですね。注射器が見つかりまして。破は損そんしていたので、薬物は特定できなかったのですが。……少々不似合いだったので、興味を持ちまして。……何かご存知ありません？」

　……梨花ちゃんが注射器を持ち歩いていたなんて話は知らない。

「園崎家は本業の方、…あぁ、ヤクザ屋さんのことです。…で、覚醒剤を扱ってるとの噂がありましてね。…その可能性もあるかなんて思ってたのですが。」

「………梨花ちゃんが、…覚醒剤の常習者だって言うのか…⁉」

「いえいえ…そうは申してませんよ。…ただ、お醬油をもらいに行くついでに注射器を持っていくってのは、…どう考えても変ですからねぇ。」

　……………………何が何やら……わけがわからない。

　目が回る…。…吐き気が……………。

「大丈夫ですか？　看護婦さんを呼びましょうか？」

「だ、……大丈夫ですから。……話の続きを…。」

「まぁ、注射器の話はそれだけです。それだけが個人的に気になったもので。」

　……………梨花ちゃん…。

「…梨花さん、村のマスコットみたいなところがありましたからね。…今、村は騒然としてるみたいですよ。…妄信してた年寄り方と殺してしまった園崎家とで。…実効支配していた御三家もほぼ全滅状態。…………こんなタイミングでまたダムの話が出てきたりしたら、今度こそ間違いなく廃村でしょうなぁ。」

「………もう俺、…雛見沢とは関係ありませんから。」

　本当は関係なくない。…雛見沢が廃れていく話を聞いて不愉快になるから、…早くこの話を打ち切って欲しくて言っただけだ。

　扉がノックされる。

　細く開き、お袋が、まだ話は続くのかと聞いてきた。

「ありゃぁ！　無駄話が過ぎましたか。…まいったなぁ！」

　…………………時計を見る。とっくに約束の五分は過ぎていた。

　まだ、どうしても聞きたいことがあったので、お袋にもう少しだけと言った。

「……そう？　手短にね。」

　お袋は警察が息子と何を話しているのか、気になって仕方ないようだった。

「…………日を改めた方が良さそうですねぇ。」

「…あの、…大石さん。…………魅音は今、…どうしてるんです？」

　それだけを聞いたら、もう追い返すつもりだ。

「…………………それを話す前に、前原さんに一個だけ。…本当に正直に答えてもらいたいことがあります。」

「何ですか。」

「…………………本当に真面目に答えて下さいよ。…これ、いい加減なこと言っちゃうと、場合によっては捜査攪乱と見られて告発される場合もありますからね。」

　…大石さんが、最後の最後で凄む。……一体、何だってんだ。

「……前原さん。…詩音さんを突き落とした犯人は誰だと思います？」

「……………………………魅音しか、考えられないじゃないですか。」

「では、あなたを刺したの、誰です？」

「……………………………何度も言わせないで下さい。……魅音ですよ。……園崎魅音。」

　……大石さんは苦笑いしながら、汗拭きのハンカチで額をぺたぺたと拭う。

　予想通りの答えのはずなのに、どこか釈しゃく然ぜんとしない様子が見て取れる。

「詩音を突き落として、俺を刺して。…魅音の犯行だって、さっき大石さんも認めたじゃないですか。」

「……詩音殺しの犯人が魅音だという根拠は、隣人の男の証言によるものなんです。……この隣人ってのは実は暴力団組員、つまり詩音さんのボディーガードだったんですよ。この内のリーダー格が古こ参さんで、園崎姉妹が幼い内から親身になってた男なんだそうで。」

　…その男はこう証言した。

　隣の部屋から聞こえてきた騒ぎは、まだ姉妹が同居してた頃によく聞いた姉妹喧嘩の騒ぎにそっくり。……いや、間違いなかったと。

　魅音と詩音が罵りあう声が聞こえ、取っ組み合いをする大騒ぎが聞こえたと。

　でも初めは錯乱による幻覚だと思って放っておいた。……このような大騒ぎは、…当時は毎晩あることだったからだ。

　だがその晩は…いつになく長いので、鎮ちん静せい剤ざいを与えようと思い部屋を訪れたのだという。

　管理人にカギを持ってこさせるまでの間に騒ぎは収まった。だが一応、様子だけでもと思い、呼び出しに反応がないのを確認の上、開錠に踏み切ったという。

　それで部屋がぐちゃぐちゃ。…ベランダの下には詩音が突き落とされていたので、魅音の犯行に違いないと、…こうなったらしい。

「…つまり、壁越しに聞いたというだけなんです。しかもこのマンション、組の関係で住人がほとんどいないんです。ですからこの騒ぎを聞いてたのも彼らだけ。……重ねて言えば、園崎魅音を目撃した者は誰一人いないんです。」

「見なくったって……そんなの、…魅音の犯行だって、わかるじゃないですか…！」

「まぁまぁ。…だからつまりですね。…あなただけがあの晩、確かに園崎魅音を目撃した唯一の人間ってことになるんです。もう一人の目撃者の詩音さんは生きておられませんからね。」

「…………大石さんが何を言いたいのか、…よくわからないんですけど…。」

　そこで大石さんは間を置く。

　禁煙であることをすっかり忘れて、再びタバコの箱を取り出した。

　カチリと、ライターでタバコに火を点ける。……そして紫煙をふーっと吐き出す…。

「………あなた、本当に園崎魅音に刺されたんですか？」

「はい。……………間違いなく。」

「…………………………………………………………………。」

　大石さんの吐き出す紫煙が、風に流される入道雲のように…流れていく。

「…………大石さん、ここ禁煙です。…看護婦さんに怒られますよ。」

「実は園崎魅音も、…井戸の底から見つかったんですよ。」




「…………………え、」

「転落死です。あの井戸の隠し通路から逃げ出そうとしてハシゴを降りる途中に足を踏み外し、…底まで転落し、首の骨を折って死亡したと見られます。…はい。詩音さんと同じにね。首の骨を折って。」

「……え、と……、……………え……？」

「あの日、前原さんを気絶させた後、園崎魅音は隠し井戸から外へ逃れようとして…。……足を踏み外して死んだのです。…まるで、底に突き落とした他の犠牲者の死体に呼び寄せられるようにね。」

「………………………………それじゃ、……おかしいじゃないですか…。」

「検死の結果、間違いなくあの日に死亡したものと確認されました。…あなたと詩音さんを襲ってからあそこに戻ったんじゃない。……あの日にすでに死んでいたんです。」

　開いた口が……塞がらない。

　……そんなはずは……絶対にない。……俺を刺した魅音は、……間違いなく魅音だった。……それ以外の、……誰でもなかったはず…………。

「じゃ、……じゃあ、……だ、誰が俺と詩音を襲ったんですか…！　誰が…‼」

「あなたを襲った、……園崎魅音なのに園崎魅音じゃない、何者かですよ。」

　………すっかり頭の中はぐちゃぐちゃになって、…考えがまとまらなくなる…。

「……鷹野三四さんの死、覚えてますか？」

「え？　……鷹野さん？　あ、……はい。……確か、遠くの山の中で、…焼け死んだって聞いたような…。」

「あれは絞殺された後に焼かれたことがわかってます。……検死したのは岐阜県警さんなんですけどね。これがちょっとおかしいんですよ。……初期の検死結果では死後二十四時間経過って出ちゃったんです。辻つじ褄つまが合わないってことで、大慌てで当日死亡って改ざんしたらしいんですが。」

　……魅音のことだけでもぐちゃぐちゃになっているというのに、…この上、……まだ何かあると言うのか……。大石さんが言う、複雑な話が何を言っているのかわからない…。

「この死後二十四時間って検死結果、うちの鑑識のジジイが言うにはですね。かなり信頼できるものらしいんです。……つまりどういうことか？　……これは何度も聞いた質問になりますが、……あなた綿流しの晩、…鷹野三四さんに会ってますよねぇ？」

「………会ってます。」

「その前日、お祭りの準備の日にも会ってますよねぇ？　私もその時お会いしてますし。」

「……えぇ。…会ってますよ。」

「死後二十四時間ってことは、…お祭りの前日の晩にはもう死んでるってことになるんですよ。」

「……………はは、…そんなはず…、」

「……お祭りの準備の時には生きていた。でも、…あなたたちと一緒に祭具殿に忍び込んだ時、…鷹野さんはもうお亡くなりになっていたのです。」

　事の発端。全ての始まり。…何度も後悔することになった、…祭具殿への侵入。

　それを唆そそのかした、……………………………鷹野さん。

　俺たちを、……祭具殿に誘った時にはもう………この世の人では、……なかった…。

「今回の事件、死人が歩き回り過ぎなんですよ。…なっはっは…。」

　…………………死人が引き起こし、……死人が幕を下ろす、…事件。

「…園崎魅音の死亡時刻を、事件当日ではなく、あなたを刺した直後に改ざんせよとの圧力も来てるみたいです。……この事件をとっとと終わらせようとする外圧でしょうねぇ。…ですので、今の話はどうか他言無用に願いますよ。」

　大石さんは、椅子にかけていた上着を取るとタバコを靴の裏で消し、漂う煙をぱたぱたと扇あおいで誤魔化す。

「長居しました。…あなたにとっての事件を、せめて終わらせてあげようと思って来たつもりだったんですがね。……かえって煙に巻いちゃったようで。」

　放心したまま、…言葉も返せない俺を尻目に扉へ歩いていく。

「………もしも、…今後、お話ししたいことが出来たら、いつでもお電話下さい。さっきのおみやげの中に私の名刺が入ってますんで。…その時はまた素敵なおみやげを持ってお見舞いに来ますよ。んっふっふっふ！」

　大石さんは、……俺がまだ何か隠してると思ってるみたいだ。

　俺が…この期に及んで、…何を隠してるって…？

　隠されているのは俺の方だ。…知りたいのは俺の方だ。

「では、またいつかお会いしましょう。お大事に。」

　それを捨すて台詞ぜりふに、大石さんは姿を消した。

　廊下を歩み去っていく音を聞きながら。…なおも俺は放心状態から戻れないでいる…。

　俺にとっての事件を終わらせようと思って…？

　何が終わりなものか。何も終わってなんかいない。…事件は…まだまだ…続いている…。




　………その時、ぬぅっと、…鮮せん血けつをこびり付かせた腕が、…ベッドの下から生えてきた。

　そんなには驚かない。……これは、…恐怖に囚われた俺が見ている幻まぼろし……。

　……圭チャン、……ダカラ言ッタデショウ……。

　ベッドの下から、…しわがれた声が聞こえる。……それでも魅音の声だとわかった。

「…なんだ魅音。……何を言ったって…？」

　……私、……アノ日ニ警告シタヨ…。

　今日以降、……私ノ姿ヲ見タトシテモ……ソレハ私ノ屍ニ取リ憑イタ……鬼ナンダヨッテ………。

「……あはははは、……そうだな、言ってたよな。……ごめん。…ちょっと注意が足りなかったな。……だから刺されちゃったんだな。…あははははは……。」

　ハシゴから落ちた時に怪我をしたのか、…何本かの指の爪は…ばっくりと開いて剝げかけていた…。

　その腕が…ゆっくりとベッドの上をまさぐり、…俺の腕を探す。

「あ、……あのさ、…魅音。……俺、今、こんな冗談を考えたんだ。…聞いてくれるか？」

　…………………………ベッドの下の魅音は、答えない。

「た…例えばさ、………俺が今日、……ここで死んじゃうんだよ。……だけども、…明日以降もここにいて、普通に生活してみせるんだよ。……で、……あとでそれが大石のヤツにわかって、…またしても、死亡日時が合わない。死んだはずの人間が生活していた…って言って泡を食って大騒ぎするんだよ…。鷹野さんに魅音、そして俺で三人目。…な⁉　面白いだろ？　笑えるだろ？　ははははははははははははは……！」

「…………圭チャン……………。」

「…笑えよ。…それとも、あ、あんまり面白くなかったか…？」

　魅音の血塗れの手が……俺の手首を…探り当てる。そして、爪の剝がれた指だけど、…爪を立てるように…ぎゅうっと握り締めて……、

「い、…いてててて、……か、加減しろよ……、いた、…痛いって…、」




　……圭チャン、………………迎エニ来タヨ………。




　手を振りほどこうにも…信じられないくらいの力で締め付けられ、振りほどくことができない。

　握られているのは片方の手首だけのはずなのに…なぜか全身が動かない。…ぴくりとも動けない。指先は開かされ、…握り拳を作ることもできない……。………あの、……握り拳を作ることすら許さない…拘束台の記憶が蘇る………………！




「………………………………ッ！！！！」

　左手の小指の先端に、…歪な釘の手触り。…額を割った魅音が…血をこびり付かせた顔で…にやりと笑いながら…、鼻がぶつかるくらいの…目の前に…。

　そこは紛れもなく、あの園崎家地下の祭具殿、拷問室内。俺の体はおぞましい拷問のためだけに作られた拘束台に縛り付けられている。

　……何も終わってない。……何も終わってない。

　この事件は何も終わってなんかない。…まだ続いてる。まだまだ続いてる。

　誰かこの事件を終わらせてください。

　この残酷で無惨で気の毒で悲しい、……この事件を終わらせてください。

「それだけが……俺の望みです…。」

「あの時、一つかなえてあげたでしょ？　今度はダメぇ。……あっはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは[image: !!!]」

　魅音が、俺の小指の先端に当てられた釘をぐっと押えつけた。

　…もう片手に握られた金槌がゆっくり大きく振り上げられ……………………。






〈ひぐらしのなく頃に　第二話～綿流し編～　了〉







あとがき




　こんにちは、竜騎士07です。

　ひぐらしのなく頃に「綿流し編」はいかがだったでしょうか？

「鬼隠し編」を読み終え、いざ「綿流し編」を読み始めると、急に時間が巻き戻り、そして何事も無かったかのように、また物語が始まります。初めてこの『ひぐらし』の世界に足を踏み入れてくださった方は、おそらく頭を悩ませてしまったのではないでしょうか？

『ひぐらしのなく頃に』の世界は、閉鎖的寒村である「雛見沢村」で繰り広げられています。今回の「綿流し編」では、そんな寒村「雛見沢村」の風習や特徴を紹介する内容にもなっていました。都会では、あまり考えられないような風習や習慣が多く残る閉鎖的な寒村。そこで起きる数々の事件……。ミステリーホラーの舞台にはぴったりです。私が執筆していて一番楽しかったのはこの「綿流し編」かもしれません。

　そして「綿流し編」は、部活の部長でもある「園崎魅音」にヒロインのバトンを渡します。彼女を取り巻く環境も、「鬼隠し編」の時とはさほど変わりありません。

　同じ場所、同じ登場人物、同じ時間軸で物語を繰り返す。しかし、迎える結末が毎回異なる……。これがこの『ひぐらしのなく頃に』という話の特異性であるのです。

　設定は変わらないのに、結末が違うのはなぜか？この疑問を持って頂く事が『ひぐらし』の世界を読み解く鍵になるかと思います。

　どうか、引き続き『ひぐらしのなく頃に』をお楽しみ頂けたら幸いです。

　そう、雛見沢村での惨劇はまだ続きます。

　次の「祟殺し編」で、またお会いできる事を楽しみにしております。

　この度は、ひぐらしのなく頃に「綿流し編」を最後まで読んで頂き、誠にありがとうございました。





二〇一一年四月　竜騎士07
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